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はじめに

前軽『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プログ ラミング』が発売になって， ひと月 もしないうちに Ｘ６８０００

の新シリーズ χＶ工がリリー スされ 同時に ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ も大幅に変更されてバージョン1.10

とな りました。新 しい ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ は，画面描画スピードの向上，プ リンタマネー

ジヤ/プ リンタドライバ周辺の充実， そして優秀 なエディタの添 付など，さ らに実用性が高め

られた内容 となっています。

バージョンアップ 自体はおおいに歓迎 すべきことなのですが，［ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ プログ ラミ

ング』だけではフオローしきれない部分 もしだいに明らかになってきました。ＳＸ コールは大

幅に増設され，新しいマネージヤが２ つ も新設されてい ます。

このような変更に対応するため，本書 『追補版 ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プログ ラミング
』が
企画さ

れ，出版に至 りました。 さらに強力 になった ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ を，本書によって十二分に活用

していただければ幸いで す。

また，今回，サンプルプログラム類の入力の手間を省 くことや， ペーパーメディアでは十分

には伝わらない情報をお届けするため，付録 としてフロッピーディスクを添付することになり

ました。このデ ィスクには，パソコン通信で公開されている ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ 用のフリーソフ

トウェアを，作者の皆さんの許可を得て収録1させていただきました。

なお，本書では，『ＳＸ-Ｗ』:ＮＤＯＷ プ ログラミング』を『ＳＸ-Ｗ 工ＮＤＯＷ～』，［追補版 ＳＸ-

Ｗ］:ＮＤＯＷ プログ ラミング』を 『本書』あるいは『追補版 』と呼んで 区別することにします。

本書は，ＳＨＡＲＰ Ｘ６８０００用にリリースされたウィンドウシステム，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の

アプリケーションを作成するために必要な情報をまとめたものです。 とくに，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ

のバージョンアップ にともない，前著 『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プ ログラ ミング』ではカバーし きれ

なくなった部分について解説を行 うことを目的 としてい ます。 また，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プ ログ

ラミング』で説明の不足 していた，アプリケーション作成に関しての補足解説も行っています。

・第 ０章　 ＳＸ-ｊＷＩＮＤＯＷ ｖｅｒl.10の概要

バージョンアップされたＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の概要について述べています。内部的なことには

深く立ち入らず，ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の歴史や外見的，機能的な変遷などについて述べ，どのよ

うに変化して現在に至ったかを示しています。

３



はじ め に

・第１章　プログラミングの補足説明

『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷプログラミング』で不足していたアプリケーション開発の手順についての

補足解説を行っています。ここでは，アプリケーションの設計からデバッグまで，いくつかの

段階に分けて解説を行います。

・第２章 拡張されたマネージヤ

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の機能アップにともない,既存のマネージヤもそれぞれ大幅に機能の拡張が

行われています｡この章では,大幅に拡張されたグラフィックマネージヤ,テキストマネージヤ，

タスクマネージヤの３つを中心に,既存のマネージヤの変更/拡張点について述べています。

新しい機能を利用したサンプルプログラムも掲載しました。

・第３章 新設されたマネージヤ

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ バージョン]｡｡:LOには，新しいマネージヤとしてプリントマネージヤ，サ

ブウィンドウマネージヤの２つが追加されています。この章では，それぞれのマネージヤで

導入された新しい概念や，それらを利用したプログラミングなどについて解説しています。

それぞれの新設マネージヤを利用したサンプルプログラムも掲載しました。

・第４章 Ｃ言語によるプログラミング

『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プログラミング』に対してご要望の多かった，Ｃ言語によるＳＸ アプリ

ケーションの作成方法について述べています。処理系 としては，ＸＣ バージョン２.00 を利用

しています。

・第５章　SX コールリファレンス

変更・追加された ＳＸ コールを１つ１つ解説しますO

・ＡＰＰＥＮＤＩＸ

新しく追加されたリソースのリスト，いくつかのコードが追加されたリザルトコード表など

を掲載しました。

ｲ肘釆ディスクについての解説もここで行っています。

付録ディスクの内容　　　　ふ

付録デ ィスクは２ＨＤ，１．２Ｍ バイトの Ｈｕｍａｎフォーマ ットのデ ィスク：L枚で構成さ れ

ており，次のような情報が収められています。

・Ｃ 言語による開発キット

．『ＳＸ-Ｗ:［ＮＤＯＷ プ ログ ラミング］，『追補版 ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プ ログ ラミング』のサン

プルプ ログラムソース

・フリーソフトウェ アの開発ツール

・フリーソフトウェ アのアプ リケーション

ご利用に際しては，ＡＰＰＥＮＤ工Ｘ の「付録ディ スクの使い方」，お よびディスク中の

４



ＲＥＡＤＭＥ をよくぉ 読みください。

本書で は，以下のシステムを独白に角刷斤した結果を もとに解説を行っています。

・SX-SYSTEM　Verl.10　FSX.X

・SX-SHELL　Verl.10　　SXWIN.X

121548　91-03-15　12:00:00　　 ＊｜

16732　91-03-15　12 : 00 : 00　　 ＊｜

はじ め に

筆者の使用した走行環境は，以下のとおりです。サンプルプログラム等は，以下の環境で正

しく動作することを希望して作成されています。

・本体

・増設RAM

・OS

X68000 XV卜HD

CZ-6BE2A

Human68k　ｖｅr2.02

HUMAN.SYS　54240　　90-05-05　1 2 : 00 : 00　　＊2COMMAND.X

28026　　90-05-05　12 : 00 : 00　　＊2

開発ツールとしては，以下のものを使用しました。サンプルプログラム等は，以下のツール

を利用して正しく作成できること力那割忍されています。

・アセンブラ

・リンヵ

・デバッガ

・コンバータ

・リソースリンカ

・エディタ

AS.X

AS.X

HAS.X

LK.X

HLK.X

DB.X

CV.X

RLK.X

RSC.X

28194　88-04-02

99572　90-05-05

29530　91-06-12

42598　90-05-05

25782　91-09-24
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第 章

ＳＸ －ＷＩＮＤ Ｏ Ｗ

ｖｅｒｌ．１０の 概 要

1991年４月，ＸＶＩシリーズの登場とともにＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ

も大幅に改変され，バージョン1.10となりました。表示等の

スピードアップやエディタ｡× の添付などでいっそう実用的に

なったのはもちろんですか，内部的にも大幅に改良/拡張され

ています。この章では，現在までのＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の歩み

と，新しいＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ，バージョン1.10 の概要を示し

ます。



第 ０章　 ＳＸ- ＷＩＮＤ Ｏ Ｗ ｖｅｒ．1.10の 概 要

Ｘ６８０００用 ウ ィンド ウシ ステ ムで あ るＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ が最 初 にリ リー スさ れた のが1990

年 ４ 月。ごく短 い期 間 ＳＵＰＥＲ,ＥＸＰＥＲＴＩＩ,ＰＲＯＩＩにi剰 寸されたバージョン1. ００

から始 まって，すぐに ］｡｡０２ ヘバージョンアップ。これがいちお うの安定バ ージョン として，

単体で市販されるようになりました［図 ］｡）。

■図Ｉ　ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ ｖｅｒl.12のデスクトップ

マルチウィンドウ，マルチタ スクの ＯＳ が，メモ リわずか ２Ｍ バ イト， しか もフロッピー

ベースで使 えて，価格が わずか ６８００円 （ただし限定価格） というのは，巷のウィンドウシ

ステムの肥大化が始 まりかけていた当時 として も，驚異的ではありました’1． そんなわけで，

致命的 なバグ もな く， 入手 も利 用も容易なかたちで提供 されたこ とから，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ

ｖｅｒ.1.０２（以下 ＳＸ１.０２）は比較的短期間で普及しました。

＊|:もっとも，シングルタスクながら，Ｍａｃも最初はメモリ128K バイトが標準でしたし，Amiga は512　

K バイトでマルチタスクまでも行っています。SX-WINDOW の場合は，システムプログラムをすべ

てRAM 上に置かなければならないという点で多少不利ではあります。このような貧乏自慢のよう

な比較はあまり意味がないかもしれませんが……。

SX1. ０２に問題があったとすれば，それは次のような点でした。

（1）動f乍スピードが若干遅い

キャラクタベースのインタフェースと比較した場合，グラフィカルなユーザーインター

フェースはどうしても処理が重くなりがちです。しかし，使う側の立場からすれば，それはつ

くる側の都合でしかおりません。

(印 基本的なデバイスの管理が不十分

ＯＳの役割は資源の管理にありますが，ＳＸ１.０２には資源の一種であるデバイスの管理に

不十分なところがありました｡たとえば,基本的なデバイスであるプリンタの管理にもう１つ

柔軟|生がなく，アプリケーションが任意の図形を印刷しようとした場合は,ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の

管理のおよばない 工ＯＣＳレベルで処理を行う必要がありました。この方法ではタスク間の競

合を避けるが去がないため＊２，マルチタスク環境であるＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ にはなじみません。
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＊2:そのタスクだけでCPU 時間を占有するという方法はありますが，マルチタスクの環境下では，あ

まりスマートな方法とはいえません。

（3 ）グラフィックデータの表現力/扱 いが弱 い

マッキントッシュ以降のパーソナルコンピュータ上のウィンドウシステムは，多かれ少なか

れ，マッキントッシュの影響下にあ ります。マッキントッシュの優れてい る点の １つ に，文

字データもグ ラフィックデータ もほぼ同じように扱える， とい うことが挙げられます。

こうした優 れた点はぜ ひ とも取 り入れてほしかっ たところで すが，ＳＸ１.０２て1ま，クリッ

プボード （デ スクトップ スクラップ）でアイコンデータのほか には文字列データ以 外はやりと

りすることが考慮されていませんでした。 ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ のようなグ ラフィカルな環境下で1

力f乍するワープ ロソフトが登場 した場合，図形の張り込みがサポートさ れるこ とは間違いあ り

ませんが，ＳＸ１.０２で はそこに機能的な穴が存在しました。

こうしたこ とからも，ＳＸ１.０２ は本格的なアプリケーションの動作す る環境 としては，や

や力不足 なものであったことは否めません。

しかし，それも199:L 年 ４ 月，Ｘ６８０００ＸＶＩ シリーズ とともに登場 した ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ

ｖｅｒ.1.10 ［以 下 ＳＸ］｡｡10） に よって過去の話 となってしまいました （図 ２）。

■図２　ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ ｖｅr.1.10のデスクトップ

ＳＸ１.10 は，ＳＸ１.０２ との上位互換|生を維持 したうえで，先ほど挙げた問題点をほ とん ど

クリアしてしまい ました。

まず最初に気がっ くことは，全体的な処理速度の向上で す。 その代表例が，ＳＸ１.10 か ら

添 付されるようになっすこエデ ィタ.Ｘ です （１４ ページ図 ３）。このエデ ィタは Ｈｕｍａｎ上 のエ

ディタ と上ﾋ車交して も決 してひけを とらないスピードで 動いてくれます。 ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ， と

くにグ ラフィックマネージヤとテキストマネージヤが改良された結果， この速度の向上をもた

らしています。

1 ３
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■ 図３　エディタ.Ｘ

そして，デバイスの管理については，プリンタに関しては大幅な改良が施され，細かいコン

トロールと表現力豊かな印刷が可能となりました。この機能は，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ に新しく追

加されたプリントマネージヤによって提供され，すべてのアプリケーションがそれを利用する

こと力i可能です（図４）。

■図４　コントロールパネルの印刷環境設定

最後に挙げたグラフィックデータ云々 については，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ 用アプリケーション（以

下，ＳＸ アプ リケーション）の第１ 弾であるＥａｓｙpaint- ＳＸ６８Ｋ によって， それが もはや

問題ではないことを見て とることがで きます（15 ページ図5 ）。Ｅａｓｙｐａｉｎt で は複数のウィ

ンドウ上で イメージを編集するこ とが可能ですが，ウィンドウ間で任意の範囲のイメージをス

クラップを経由してやりとりすることがで きます。

また，Ｅａｓｙpaint の 表 現力はか なりの ものがあり ますが， これは Ｅａｓyｐａｉｎt の 持つ 力

ではなく，改良されたグラフィックマネージヤによる部分が大 きいのです。
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以上のことから，ＳＸ１.０２で問題と思われた部分の多くはＳＸ１.10 によって解決，あるい

は改善されていることがわかります。これはすなわち，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の利用範囲がさらに

広がった，ということを意味しています。

ＳＸ１.10 には多くの新しい機能が追加されています。それらについては第ご 章以降で解説

することにしましょう。

■図５　Ｅａｓyｐａｉｎt-ＳＸ68Ｋ

ＳＸＷＩＮ．× の未公開オプ ション

ＳＸＷ工Ｎ．Ｘを起動する際には，コマンドライン上でぃくつかのオプションを指定すること

ができます。マニュアルには/Ｅ と/Ｍ が掲載されていますが，このほかに/Ｋ，/Ｇなどが有

効です。

/K

/G ＜nｕｍ＞

キーボードマネージャのOldOn の初期状態を１とする

画面モードを指定する

＜ｎｕｍ＞は次のような値を指定する

bit5 4　～　0

口 口口口口口

１　　　　 ０

０

－

２

３

４
｣
j
l

‐

－

１

－

Ｉ

１

表示両面512

×512512

×512256

×256256

×256512

×512512

×512256

×256256

×256512

×512512

×512256

×256256

×256512

×512512

×512256

×256256

×256

表示色16

色

16色

16色

16色

16色

16色

16色

16色

256色

256色

256色

256色

65536色65536
色65536

色65536

色

同期周波数31kHZ

15kHZ

31kHZ

15kHZ

31kHZ

15kHZ

31kHZ

15kHZ

31kHZ

』5kHＺ

31kＨＺ

15kHＺ

31kHＺ

15kHＺ

31kHＺ

15kHＺ

実 画 面

¶024×10241024

×10241024

×10241024

×1024512

×512512

×5125j2

×512512

×512512

×512512

×512512

×512512

×512512

×512512

×512512

×512512

×512
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″ｈ
）

７

１８

０

768×5121024

×4241024

×848

表示 画面モード

実画面モード

16

16

16

色

色

色

31kH Ｚ24kH

Ｚ24kH

Ｚ

1024×10241024

×10241024

×1024

91 ペ ージで述べるように，ＳＸＷ工Ｎ．Ｘ と８ＸＷＤＢ．Ｘ は同じ もので すO 外部カーネル とし

てＳＸＷ工Ｎ．Ｘ（ＳＸＷＤＢ．Ｘ）を起動する場合には，以上のほかに，次の オプ ションを指定す

ることがで きます。

Ｄ
　
　

Ｒ

／
　

／

/L

SXWIN.X （SXWDB.X ）をデバッグモードで起動。シェルを起動したプログラムをタスク

として再起動する。SXWDB.X として利用する場合には必ず指定すること

リソースのオープンの指定

/RI　　　　　SYSTEM.LB をオープンする

/R3　　　　　SYSTEM.LB ，BUILTIN.LB をオープンする

/R5　　　　　SYSTEM.LB ，ICON.LB をオープンする

/R7　　　　　SYSTEM.LB ，BUILTIN.LB，ICON.LB をオープンする

リソースのメモリへのロードの指定
0

１

２

３

４

５

６

７

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

／

／

／

／

／

／

／

／

リソースをメモリにロードしない

SYSTEM.LB をメモリにロード

BUILTIN.LB をメモリにロード

SYSTEM.LB ，BUILTIN.LB をメ モリにロード

ICON.L日をメモリにロード

SYSTEM.LB ，ICON.LB をメモリにロード

BUILTIN.LB，ICON.LB をメモリにロード

SYSTEM.LB ，BUITIN.LB，ICON.L日をメモリにロード

シェルの未公開操作

すでにご存じの方も多いかとは思いますが，ＳＸ１.10 となって，システムアイコン，デス

クトップアイコン，ページアイコンをドラッグすることが可能になりました。

［ＯＰＴユ］キーを押しながら，それぞれのアイコンを左ボタンでドラッグして，お好みの

位置に配置してください。
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ﾌ ロ゚グラミングの補足説明

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷのアプリケーションの開発については，前著

『ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷプログラミング』でもひととおり解説しま

し たが，こ こで はさ ら に 実践 的 な 解説を 行い，『ＳＸ-

ＷＩＮＤＯＷプログラミング
』での解説を補足することにしま

す。



1 ８

ｌＳＸ-ＷＩＮＤＯ Ｗ の具体的なプログラム作りに入る 前に，わたしたち人間の発想をどのよう

にして Ｓχ- ＷＩＮ【 】Ｏ Ｗ のアプリ ケーションに反映さ せて行く のかを考えて みましJ; う Ｏ

ＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ のプログラム作り だけでなく，アプリ ケーションをつくる人にとって大切

でしかも切実な問題のはずです。

最初は，一般的な話から始 めましよう。

プログラムをつくるという作業 には，人間の頭の中身( のご く一部) を コンピュータ上 に移

植 し，目に見えるようにするという側面があります。熟練 した職人さんの作業の段取りやテク

ニッタをプ ログ ラム化してロボットに移植してやるこ とにより，ロボットは職人さんと同じよ

うに働 くこ とがで きるようになります。 また，物理学者の理論をプ ログ ラム化してシミュレー

ションを繰り返すことによっ て， その正しさを検証することがで きます。

ところが，現在のノイマン型のコンピュータは，人間の婿 悩とはまっ たく違う万友去で計算や

データの加工を行っているため,人間の頭の中をプログ ラム化するといって も，そうかんたんな

こ とではありません。た とえば，'２Ｘｙ とい う計算であれば，人間の場合はよくわからない

複雑な過程 を経て，しか も， それを意識 するこ ともなく，かんたんに"6" とい う答 えを出す

こ とがで きます ’1． これをコンピュータで行うとすると，賢明 な読者の皆さんであれば，か

んたんに

ｍ ｏｖ ｅ．ｗ

ｍ ｕＩｕ

＃２,dO

＃3,d Ｏ

のようなプ ログラムを導 き出すこ とができると思います。しかし，この計算のが 去は， 人間が

頭の中で行っているが 去とはまっ たく別物であろうことはほぼ間違いあ りません。 このような

プログラムを導 き出すことがで きたのは，皆さんが頭の中で行っている計算の作業を逐一追っ

ていった結果ではなく，「コンピュータで計算を行う場合，レジスタに値を入れて計算命令を

実行すればよい」 という知識があったからにほかなりません。つまり，計算 という「概念」か

ら「コンピュータでのや りかた」 という知識への橋渡し， という変換プロセスを経た結果であ

るといえるで しょう。

＊|:日本人の場合，「にさんがろく」というテーブルを参照しているヶ一スが多いのだろうという予想

までは可能ですが，このテーブルにアクセスするまでの過程やその方法が明らかになるためには専

門家の先生たちの研究を待つほかありません。

いまの例のアセンブラのような，コンピュータの世界の中でも，いわゆる低級なところでの

「やりかた」に「概念」を変換していくのは，コトバの使い方がかけ離れているという意味で，

多かれ少なかれ，人間にとって苦痛です。このコトバの距離をいくらかでも縮めるために，高



級言語と呼ばれるものが登場してくるわけで すが， それで も事の本質は変わりません。人間の

頭の中にあ る，ぐにゃぐにゃした概念を， きちんとしたコンピュータの世界の鋳型にはめるた

めに，コトバはコミュニケーションの手段 とはなりますが， その内容こそが問題だからで す。

プログ ラムが上手に組めるかどうかは，この「概念」をいかにうまく分析で きるか， そして，

それをいかに上手 に「コンピュータで のや りかた」に変換するかにかかっ ています＊2． 後者

は，いってしまえば, 機 械的 な経験の蓄積の問題であり，多 くのプ ログラムに触れることで, ”あ

る程度”のレペルには誰で も到達で きるはずです。問題は，前者です。後者の経験を活かすた

めにぱ，「概念」を分析し，深 く考える習慣が必要 となってくるで しょう。逆に，はじめに「概

念」をよく分析してお きさえすれば， それ以降の作業がかなり楽になるということもで きます。

おそらく，今後，プ ログラム開発の自動化が進むにしたがって，人間の仕事は前者 に集約され

ていくことでしょ う。決まりきったような処理であれば， すべてコンピュータが自分でプ ログ

ラムを生成してしまうこ とも十分考 えられます。人間がプ ログ ラムを組む意味 は， まさにこの

概念を分析 するところにこそあ るので す。

＊2:組織的にソフトウェアを開発する場合，分業体制で作業を行うわけですが，前者をシステムエンジ

ニアが，後者をプログラマが担当していると考えることができますO

さ て，”概念の分析”などという固い言葉を使ってしまいましたが， そのポイントを平たく

いえば，「どんなプログラムをつ くりたいのかをはっ きりさせ る」 ことに尽 きる と思い ます。

ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ のアプリケーション（以下，ＳＸ アプ リケーション と呼び ます）もコンピュー

タのプログラムに違いはありませんから， その開発はここからスタ ートします。

とりあ えず，これから始める解説のための例となるプ ログ ラムを決 めておきましょう。 ＳＸ

アプ リケーション としてのづ 腿|生を持ち， かつ，掲載で きる程度 に小規模で，実用的で もある

ものとして，いわゆる「時計」プ ログラムをつくるこ とにし ます。標準で ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ に

付属する「時計.Ｘ」 もあ ることですから，多少ひねった ものにしましょう。

この段階では，かならずし もコンピュータに向かう必要はあ りません。下手にコンピュータ

が使える状態で そばにあると，よく考えないうちにコードを書き始 めてしまう場合 もあ ります

から，むしろコンピュータは電源を切って，紙とエンピツだけで作業を行うほうがよいか もし

れません＊3．

＊3:自戒を込めつつ…。

ＳＸ アプリケーションは，従来のＨｕｍａｎ用のプログラムとはずぃぶん様子が異なります。

Ｈｕｍａｎ用のプログラムの場合，ユーザからの１行文字列を入力してもらう必要がで きた

とき,．Ｃであれば，

ｇ ｅｔｓ( ｓｔｒｉｎ ｇ ｓ);

1９
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と書けばすみました。しかし，ＳＸ アプリケーションではこうはいきません。なぜ，ＳＸ での

やりかたが異なるのか，どうすればよいのかを考える前に，逆に，なぜＨｕｍａｎ用のプログ

ラムはこれでいいのかを考えてみることにしましょう。

Ｈｕｍａｎは従来のキャラクタベースのインタフェースを想定したＯＳをモデルにつくられ

ています。もともと，そうぃったシステムというのは，ttｙ装置というタイプライタの化け物

のような装置に端を発しており，人間とのコミュニケーションといえば，コンピュータ側が１

行たずねる（タイプライタの化け物が１行打ち出す）と，人間が１行答える（キーボードを

バチバチ打って改行キーを押す）といった程度のものでした。 ＨｕｍａｎのＤＯＳ コールを眺め

ていると，その痕跡を認めることができると思います。

このような状況下では，人間からの入力を待つということは，ごく素朴に，リターンキーが

押されるまで入力された文字をバッファリングする，という悠長なものでした。シングルタス

クのＯＳ ということもあって，ほかのプログラムがＣＰＵ時間を求めてせかしているわけで

はないし，プログラムは悠々と自分の仕事に専念することが許されていたのです。

しかし，時は流れて，世はＧＵ工の時代になりましたｏＧＵ］:というのは，要するに，使う

人間の自由度が増す，くだけだ言い方をすれば，人間のわがままをコンピュータはすべて聞い

てやらなければいけない，ということにほかなりません。人間は，ロール紙の端で, コンピュー

タが聞いてくる質問に答えるだけの生活には飽き飽きしています。もっと積極的に，画面上に

いくっも表示されている操作パネルのあっちを（マウスで）押し，こっちに（キーボードで）

書き込み，自由に仕事をしたいと考えるようになったわけです。

こうなると，コンピュータも悠長にリターンキーを待っているわけにはいきません。人間の

動きにつねに気を配って，ここを（マウスで）押されたらこうぃう仕事をして，キーボードか

ら文字が入力されたら適当な場所の文字列に追加して……とt うヽぐあいに，めまぐるしく働

かなくてはいけなくなりました。

先ほどのｇｅtｓ O のような方法は，ＧＵ工にぱ不向きです。 ｇｅtｓ O で人間が１行入力し

終わるまで，ほかの仕事が何もできないからです。移り気な人間は，入力している途中で，画

面上のどこかのボタンを押したくなるかもしれません。ＧＵ］:を標榜するプログラムならば，そ

れを許さなければならないのですが，getｓ O ではどうにもなりません。

そこで，人間の気まぐれな行動に逐一対応するために採用されたのが，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の

場合，イベントというわけです。人間がマウスのボタンを押したり，キーボードのキーを押し

たりするたびに，プログラムにはイベントというかたちで通知されます。プログラムはそのた

びに，それに応じた行動をとれば，人間のわがままに追従することができます。

すなわち，ｇｅtｓ O のかわりには，

イベント発生まで待つ。

●レフトダウンイベントだったら…

●ライトダウンイベントだったら…
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●キーダウンイベントだったら，そのキーコードを文字列に追加する。　リターンキーだっ

たら，文字列の入力処理を終了して次のステップに進む。

という処理の流れが考えられます。

ＳＸ アプリケーションをつくる場合は，人間がある行動をしたときにはどのように対応した

らよいか， という視点で ものを考えることが必要であることを肝に命じておいてください。

開発が始まったいまの時点で決まっていることといえば，

・ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ 上で動ｲ乍する時計

．”時計.Ｘ”よりは多少ひねる

という２点だけです。これではあまりに曖昧ですから，もう少し中身を詰めてみましよう。

・デジタフレ時計 とする

アナログ時計のほうがプログラムとしてはおもしろくなりますが，針を描画したりする手法

を解説するのが目的ではないことと，コードが大きくなってしまうことから，デジタル時計と

することにしました。

「多少ひねる」という点について，もう少し日耶宦にして，

（L2 時/２４時制を切り替え可能とする

・毎正時に時報を鳴らす。時報のｏｎ/off も切り替え可能とする

というところでいかがでしょうか。

また，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の特徴の１ つである，［ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ 終了直前の環境が次に起動

した ときに再現される」 とい う点 もきちんとサポートするこ とにしましょう。具体的には，

（L2 時/２４時制の設定や，時報のｏｎ/offの設定などを，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ を終了しても

記憶しておくようにする

ということで'す。

基本的な仕様としては，この程度決めておけば十分でしょう。
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第１章　プログラミングの補足説明

ＳＸ アプ リケーションは，ユーザにとって使いやすぃ ものでなければ なりません。前著『ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ プ ログ ラミング
』（
以下，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～

』 とします）
で も述べたように， そ

のためにアプリケーション作成者が意識しなければならない約束事（ガ イド ライン）が定めら

れています。ユーザーインタフェー スを設計 する際には，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』の ２３０ペ ー

ジ以降の記述を参照 し，こ れに準ずるようにしてください。

以上のことを頭に置いて，私たちの「時計」のユーザーインタフェースを決めることにしま

す。

なんらかの情報を表示 する場合，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ で はウィンドウを開いて， そこに描画を

行うことが原則 となってい ます。私たちの「時計」 も例外ではありません。

ウィンドウ内部に表示す る情報 としては，時刻， そして ＡＭ／ＰＭ 表示が挙げられます。 こ

れだけでしたら，ウィンド ウェＤ$10 の時 計用ウィンドウで もよいのですが，12/２４ 時制, 時

報 ｏｎ/off を設定す るためのコントロールを置 くことを考えて， ウィンドウ ェＤ$ ２０ の標準

ウィンドウを使うこ とにし ます。

こうして紙の上 にウィンドウ内部の情報等の配置を描いてみたのが図 １で す。

■図１ 画面設計の例

夕廿昌 ‰ お7

74 白 卜

Bぷ 十徨分7

そ叫色吋 戈ぱ

払y,Ｗ 匹 巾なに

ブ
リ
ム
よ

布標お 叫 勺(I・=紅。で)

哨答斜 め 幻心 ゲレ

々｡％色吋黒，

ウィンド ウ下部には，12/ ２４ 時制を設定するためのラジオボタン・4， 時報 ｏｎ/off を 設定

するためのチェックボックス・5が 並んでぃ ます。これらは，設定す る情報の性質 にしたがっ

てコントロールの種類を決めています。

＊4:「sx-ｗrNDoｗ～」では，「セレクトボタン」と呼んでいましたが，用語が変更になりました（36 ペー

ジのコラム参照）。

＊5:「sx-ｗINDoｗ～」では，「オルタネイトボタン」と呼んでいましたが，用語が変更になりました（36　

ページのコラム参照）。

22



ＳＸ アプ リ ケ ーシ ョン の 発 想

ラジオボタンは，『:L211鵠|』」，『2411 ⑩|』」 というタイトルのついた ２ つを エグループ とし，

どちらか一方を選択します。チェックボックスは，「時報」というタイトルのついた ものの ｏｎ/off

を 選択す るこ とで，時報を鳴らす/鳴 らさないを決定します。

文字やボタンを配置する座標を正確に決めてお く必要はあ りません。だいたいの座標を決め

ておいて，後で調整するとよいで しょう。

『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』で も述べたように，ＳＸ アプ リケーションは「イベント駆動方式」に

よって動作します。 アプ リケーションが対応すべ きイベントには どのようなものがめったか，

思い出してみてください。

・アイドルイベント

・レフトダ ウンイベント

・レフトアップ イベント

・ライトダ ウンイベント

・ライトアップ イベント

・キーダウンイベント

・キーアップ イベント

・アップデートイベント

・アクテイベ イトイベント

・システムイベント１

・システムイベント ２

叶　ほかのイベントが発生していないことを示す

４　マウスの左ボタンが押されたときに発生

-･　マウスの左ボタンカ調Eされたときに発生

-･　マウスの右ボタンが押されたときに発生

峠　マウスの右ボタンカ唄IEされたときに発生

叶　キーボードが押されたときに発生

４　キーボーljｶ咽Eされたときに発生

４　アップデートが発生したときに発生

叶　ウィンドウがアクティブになったときに発生

タスクマネージヤや，ほかのタスクから

｜　メッセージが送られてきたときに発生

以上の11 個がありました。

これらのそれぞれについて，私たちの時計がどのように対応すべきか，考えてみましょう。

やはり，紙などを用意して，「このイベントでは，このような順番で，こうぃう処理をする」的

なことを書き出しておくとよいでしょう。

○アイド ルイベント

アイドル イベントは，ほかのイベントが発生していない場合に，定期的に発生するイベント

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼

アイドル イベント以 外のイベントは， そのイベントを発生させる出来事が起こったときには

じめて発生 します。この出来事は続けざ まに発生するわけではないので，これらのイベントは，

ある程度の一定で ない間隔 をおいて散発します （２４ ページ図 ２（ａ））。アイドルイベン
トは，

その間隔を埋めるようにして発生します（２４ページ図 ２（ｂ））。

ＳＸ アプリケーションは，何かイベントが発生したら，短い時間だけ， それに対応する仕事
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第１章　プログラミングの補足説明

■図 ２　アイドルイベント発生の様子
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を行い，その仕事がすんだ ら，すみやかにイベント待ちに戻 ることがガ イドラインによって求

められています。すべての ＳＸ アプ リケーションが， そりルールを守 るこ とによって，マル

チタスクがスムーズに行われることになります。このような仕事のしかたを決められている

ＳＸ アプ リケーションにとって， アイドル イベントは特別な意味を持ってい ます。

アイドルイベント以外の イベント，たとえば，レフトダ ウンイベントによってだけ動作する

アプリケーションを考 えてみましょう。

レフトダ ウンイベントは，マウ スの左ボタンが押されないかぎり発生しません。したがって，

このアプ リケーションはマウスの左ボタンが押された ときにだけ少し仕事をして， そのわずか

な時間以外は延 々とイベント待ちを繰 り返すことになります。イベント待 ちの間, アプリケーショ

ンは停正しているように見 えますから，表面的にはなにも仕事もしていないように見えます。

このような動作で もか まわないアプ リケーション はたくさ んあ り ます。 た とえば，ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ に標準で付属す るユーティリティなどは大部分がこの類 いです。”タ イプ.Ｘ”は

スクロールバーを操作 しないかぎりじっ としてい ますし＊6， ”コン トロールパ ネル.Ｘ ”もボ

タンを左 クリックしないかぎり何もしていないように見えます。つまり，これらはユーザから

働きかけないかぎり，動作していないの と同じこ とになります。　しかし，このような動作では

困るタイプのアプ リケーション もこの世には存在します。

＊6:SXI,10 からは表示されている文書をクリック，ドラッグして内容をカット＆ペーストできるよう

になっていますから，この表現は正確ではありません。

たとえば，叩尭子.Ｘ ”です。 起動してみて， しばらく手を触れずに画面を眺 めてみてくださ

い。于を触れていない，つ まり， イベントを発生させる出来事を起こしていないにもかかわら

ず，ウィンドウの中で は暁 子さんは自転車で走 り続けているはずです。このような，ある程度

2４



１

ＳＸアプリケーションの発想

リアルタイムに，「勝手に動く」ような引詐 を行わなければならないＳＸ アプリケーションは，

アイドルイベントを受け取ったときに，その動作を部分的に，少しずつこなしていくのが定石

です。

”暁子”の場合ならば，アイドルイベントのたびに，プログラムは次のような処理を行って

いるはずです。

1）イベントレコードからイベントの発生した時刻を得る

2）前回暁子さんの絵を書き換えたときに保存しておいた時刻とJ:ﾋ車交して，ある一定時間以

上経過しているかどうかを調べる

経過していなければ， そのままイベント待ちに戻る

3）ある一定時間が経過していた場合，前の暁子さんの絵を消して，次の位置に描画する＊74

）今回のイベント発生時刻を保存してイベント待ちに戻る

＊7:暁子さんが自転車を漕いでいるように見せるために，前回とは異なった絵を描画しているはずで

す。また，実際には暁子さんだけでなく，犬の移動処理も行っているはずですが，ここでは割愛

します。

このような処理をアイドルイベントが発生するたびに行うことによって，暁子さんは一定の

時間間隔で，少しずつ移動するであろうことぱおわかりいただけると思います。

私たちの時計にも，このようなリアルタイム的な，「勝手に動作」する部分があります。い

うまでもないことですが，時刻の表示は少なくとも１秒ごとに書き換えなくてはいけないか

らです。先ほど暁子さんのアイドルイベントの処理を挙げたように，私たちの時計のアイドル

イベント発生時の処理を考えてみましょう。流れとしては，ほとんど ”暁子.Ｘ”と同じです。

1）イベントレコードからイベントの発生した時刻を得る

イベントレコードに収められている時刻は，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ が立ち上がってからの経

過時間をﾕﾉ:Ｌ００秒単位で示したものですから，時刻表示の書き換えタイミングを計る

目安にはなりますが，そのまま時刻として表示に流用できるわけではありません。

2）前回時刻表示を書き換えたときに保存しておいた時刻と」:ﾋlp交して，１秒以上経過してい

るかどうかを調べる

経過していなければ， そのままイベント待ちに戻る。

イベントレコードに収められていた時刻と，前回保存しておいた時刻を比較して，１秒以上

経過しているかどうかは

(今回の時刻一前回の時刻) ≧100(lO)

2５



第１章　プログラミングの補足説明

という条件式を訓 面することで確かめることができます。この式を評ｲ面した結果が真の場合，

前回の書き換え以来，100 ×1/100 秒＝1 秒以上経過していることになり，次の処理である

時刻表示の書き換えを行います。逆に結果が偽である場合は，まだ書き換えを行う必要がない

ので，そのままイベント待ちに戻ります。

3） 前の時刻表示 を消して，現在時刻を描画する

ＳＸ コールには現在時刻 を得るという機能は用意さ れていないので，工ＯＣＳ コールを利

用することになります。工ＯＣＳ コールの$56 番で 得られる時刻 は特殊な数値で返って

くるので，工ＯＣＳ コールの$5ﾜ ，$5B 番 を呼び出して，これを文字列に変換します。こ

うして得られた文字列 を，ＳＸ コールを利用してウィンド ウ内に描画するわけで すが，

その前に前回 描画 した時刻 を背景色で 塗り潰し，消してお くことを忘れてはいけませ

ん＊8. キャラクタ型のディスプレイ装置を使い慣 れて きた方は注意が必要か もしれませ

ん。

この処理はグラフイックマネージヤを利 用するだけなので，ここで細か く説明するまで

もないで しょう。

＊8:SX-WINDOW では，文字列を表示し，その後，同じ場所に文字列を上書きすると，文字が「重ね打

ち」状態になってしまいますが，Hｕｍａｎの場合は，前に表示されていた文字列は完全に消えてし

まい，後から書いた文字列だけが残ります。

もっとも，Hｕｍａｎにかぎらず，キャラクタ型の（またはそれをエミュレートした）ディスプレ

イ装置では，一般に，このように「重ね打ち」状態にはなりません。

4）今回のイベント発生時刻を保存してイベント待ちに戻る

このイベントが発生したときに，イベントレコードの中に納められていたシステム時刻

をワークの中に保存します。この値は，次にアイドルイベントが発生した際の£）のス

テップにおいて参照されることになります。

以上のような処理で，見かけ上，どのような動作が実現できるか，あらためて説明すること

もないでしょう。

さて，時刻の書き換えのほかに，私たちの時計にはもう１つ，リアルタイムに行わなけれ

ばならない仕事がありました。それは，時報を嗚らす時刻のチェックです。時刻は刻々と変化

するので，少なくとも１秒ごとには時報を鳴らすかどうかを調べなければなりません。とい

うことで，時刻が変化するたび，すなわち時刻の表示を書き換えるたびに，それが正時（ＸＸ

時００分００秒）てl!）るかどうかを調べ，そうであった場合は時報を鳴らす， という処理を行

うことになります。私たちの時計で は，N豺111を嗚らすか鳴らさないかを設定できるようになっ

ているので，その設定を調べて，時報を鳴らす処理を行うか行わないかも決めなければなりま

せん。

先ほどの処理の流れの中の３）と４）の間で，次のように処理を行います。
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ＳＸ アプリケーションの発想

3｡5）時報を鳴らすかどうか調べる

鳴らさなくてよい場合は，４）へ。

鳴らす場合は，時刻の分，秒の桁を調べて，両方とも○の場合，ＢＥＥＰ 音を鳴らす。

以上でアイドノレイベントで行うべき処理が決まりました。必要と思われるワークエリアの見

当もついてきたので，それも紙に記録しておきます。

＠レフトダウンイベント

レフトダウンイベントは，マウスの左ボタンが押し込まれたときに発生するイベントです。

私たちがマウスのボタンを操作するとき，「押して離す」を１アタションとしてとらえていま

すが，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ にとっては，「押す」ことと「敲す」ことの，２アクションとして認識

されています。レフトダウンイベントは，このうちの「押す」が起こった場合に発生するイベ

ントであることを明確に理解しておいてください。

時計として動作するための必要最低限の処理のうち，大部分はアイドルイベントで行うこと

はおわかりいただけたと思います。しかし，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ というＯＳ上で動作するアプリ

ケーションである以上，ほかにもしなければならない仕事があります。

たとえば，ＳＸ アプリケーションは原則としてウィンドウ内部で動作します。多くの場合，

標準ウィンドウを利用することになりますが，ユーザがウィンドウ自体をマウスで操作した場

合，標準ウィンドウは次のように動作することが求められています。

・ウィンドウ上で左クリックされたらアクティブになる

・ドラッグリーション上で左ボタンを押されたら，ウィンドウをドラッグ

・クローズボタンを左ボタンで押されたら，ウィンドウをクローズ

・サイズボタンを表示しているウィンドウは，左ボタンによるダブルクリック，ドラッグに

応じて，それぞれズームイン/アウト，リサイズを行う

以上の４つを見ればわかるように，ウィンドウ自体を操作するときには，すべてマウスの

左ボタンを用いることになっています。つまり，マウスの左ボタンが押された場合，その場所

によっては，アプリヶ－ションは純粋な自分の仕事以外の仕事，いってみれば「’雑役」的な仕

事をしなければならないのです。つまり，ウィンドウは（少なくとも，ウィンドウの枠と付属

物は）ＯＳ という家の壁に張り付いた，０Ｓの世界の一部分ですから，そこを操作された場合

は，０Ｓのための仕事をしなければなりません（２８ページ図３）。

一方，窓であるところのウィンドウのガラス部分（ウィンドウコンテンツ）から見えている

のは，アプリケーションの世界の風景です’9.ここに見えているボタン等のコントロール類

も，やはり左ボタンで操作することになっています。私たちの時計も，ラジオボタン２つと

2 ７



第１章　プログラミングの補足説明

チェックボックス１つの計３つを持っていますO これらを左ボタンで操作された場合（＝レ

フトダウンイベントが発生した場合），アプリケーションはこれに対応した処理を行う必要が

あります。

＊9:このあたりのたとえにっいては，「SX-WINDOW ～」の89 ページを読み返してみてください。

■図３　ウィンドウの概念

ウ ィン ドウ

つまり，レフトダウンイベントが発生したとき，そのときのマウスポインタの位置にしたがっ

て，アプリケーションはいくつかの処理に分岐しなければならないことになります。

ところで，レフトダウンイベントは，かならずしも自分のウィンドウに関係がある場合ばか

りではありません。まったく関係のない，ほかのウィンドウ上などでボタンが押された場合で

もイベントは通知されます。そのため，実際には次のような流れで処理の分岐を行うことにな

ります。

1）イベントが発生したとき，マウスポインタは自分のウィンドウ上にあったのかどうかを

調べる。自分のウィンドウ上になければ関係ないので，イベント待ちに戻る

２）ウィンドウはそれまでインアクティブだったかどうかを調べ，インアクティブであった

のなら，アクティベートする

3）マウスポインタの位置をさらに細かく調べ，ウィンドウ上のどこであったかを調べる。

ウィンドウコンテンツ内であれば，アプリケーション独自の処理を行い，ウィンドウの

枠の上であれば，定型的なウィンドウ操作の処理に分岐する

４）それぞれの処理が終わったら，イベント待ちに戻る

どのようなアプリケーションも，おおむね，このような流れでレフトダウンイベントに対応

していると考えられます。

いろいろと調べものが多いように思えますが，このあたりは案外かんたんに調べることがで

きるので，案ずるにはおよびません。具体的なコーディングについてはしかるべきときに述べ

るとして，ここでは私たちの時計のために，3）のあたりをもう少し細かく決めてしまいま

2８
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しょう。

まず，マウスポインタがウィンドウコンテンツ内にある場合について。

私たちの時計は，先はども述べたように，３つのコントロールを持っています。ウィンドウ

コンテンツ内でのマウスポインタの位置としては，次の３つが考えられます。

a） ラジオボタン１ の上b

） ラジオボタン ２ の上

ｃ）チェ ックボックスの上d

） それ以外

d） の「それ以外」て あ゙っ た場合， とくにするこ とは決 めていないので， その ままイベント

待ちに戻ってしまえばよいでしょう。

ａ）～ｃ）のようにコントロール上であるこ と力91宦認された場合は，共通 してしなければなら

ない処理があ ります。コントロールの多くは，それが「操作された」 と判断するためには「押

された」だけで は不十分で，「離された」 ところ まで確 認する必要があ ります。た とえば，標

準ボタンならば，標準ボタンの上でマウスの右ボタンが押され，かつ同じ標準ボタンの上で離

された場合に，はじめて「操作された」こ とになります。同様に，私た ちの時計で 利用するラ

ジオボタン，チェックボック スも「操作された」ことを確認しなければなりません’lo。

＊10:このほかのコントロールの場合もほぼ同様です。スクロールバーやスライドボリュームなど，ド

ラックできる部分（サム）を持っているコントロールの場合，左ボタンが押されて，離されたと

きにはドラッグがすんでいることも考えられます。

一見，面倒に思 えますが, 操 作されたこ とを哺彭忍するＳＸ コールが用意されているので，そ

れを呼び出すだけの話です。 この結果，結局，「操作された」こ と力巧彭忍で きなかった場合，こ

こまでの一連の操作には意味がなかったこ とになり，そのままイベント待ちに戻ります。

ａ），ｂ）の場合， ラジオボタンのガ イド ラインにしたがって，今回操作さ れたボタンを ｏｎ

にして， もう片方はoff にす るという処理を行う必要があ ります（図 ４）。 そして， どちらが

ｏｎ になっ たかを，ワークエ リアに記録 します。前回 と異なる時制を意味するラジオボタンが

ｏｎ になっ た場 合，表 示 してい る時刻を書き換えなければなりません。アイドルイベントで も

圖図４　ラジオボタンの操作

磋 萍冥込

ぎ 噂

片 方 が 押 さ れる と

押 さ れた ほ う がＯＮとな り ，

も う片 方 はOFF にな る

＊ 複 数の ラ ジ オボ タン を

使 う と き も同 様



第１章　プログラミングの補足説明

時刻の書き換えを行いますから，時刻描画ルーチンをサブルーチンとして用意しておくとすっ

きりします。

このように，複数箇所で同じようなことをする場合，サブルーチンとしてどんどん分割する

ことは，ＳＸ上にかぎらず，プログラミングの常道ではあります。 もっ とも，やりすぎると，

かえってプログラムは読みにくくなりますから，ほどほどにしておいてください。

ｃ）の場合, チェックボックスのガイドラインにしたがって,操作されるごとにチェックマー

クのｏｎ/offを切り替える処理を行います（図5 ）。この結果は，時報を鳴らすか鳴らさない

かを示すワークエリアに保存します。アイドルイベント発生時には，ここを参照することにな

ります。

■図５　チェックボックスの操作

尽jrE;ﾇ;a5
押されると

噂

噂旬

啄

チェックマークがついてON となる

もう１度押されると

チェッマークが消えてOFF となる

ウィンドウの枠（と付属物）の上にマウスポインタがあった場合は，ほとんど定型処理であ

り，ＳＸ コールの中で処理されてしまうことが多いので，あまり細かくは考えなくてもよいの

ですが，先ほど挙げたいくつかの動作を行わなければならない，ということだけは忘れないよ

うにしてください。紙の上には「ウィンドウに関する処理」とでも書いておけば，それでいい

かもしれません。

レフトダウンイベントは，どうしてもそれに対応して行うべき処理が多くなる傾向がありま

す。混乱しないように，場合分けをして整理することをおすすめします。

＠レフトアップイベント

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ がマウスのボタンの操作を２アクション，「押す」十「離す」でとらえてい

ることはすでに述べましたが，レフトアップイベントは，後者の「離す」によって発生するイ

ベントです。レフトアップですから，左ボタンカ刊Eされたときに発生します。

私たちの時計の場合は，このイベントではとくに何もしません。左ボタンが離されたときに
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何をするか，とくに決めていませんでした。「コントロールが押され，離されるのを確認して

『操作された』ことを確認するはずではなかったの？」と思われるかもしれませんが，コント

ロールが「操作された」ことを確認する仕事はＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ が行ってくれるので，アプリ

ケーションはとくにこのイベントを利用する必要はないのです。

レフトアップイベントを利用するのは，何かをドラッグした場合，どこで誰されるかを知る

必要がある場合などです。

○ライトダウンイベント

＠ライトアップイベント

マウスの右ボタンについて，レフトアップ/ダウンイベントと同様な意味を持つイベントで

す。

マウスの右ボタンは，アクティブなウィンドウに付随するポップアップメニューを操作する

ために使われますが，私たちの時計ではポップアップメニューを使いませんから，これらのイ

ベントではとくに何も行いません。

＠キーダウンイベント

＠キーアップイペント

キーボードのキーが押しこまれた場合に発生するのがキーダウン，離されたときに発生する

のがキーアップイベントです＊11.

文字列の入力や，メニューのショートカットなどを行うアプリケーションであれば，これら

のイベントに対応する必要がありますが，私たちの時計には関係がありません。

＊11:ただし，筆者はキーアップイベントが発生するところを確認していません。

＠アップデートイベント

ウィンドウを持っているアプリケーションは，かならずアップデートイベントをサポートし

なければなりません。アップデートイベントは，デスクトップ中に存在するウィンドウの中の

どれかにアップデートを行う必要ができた場合に発生します。アップデートについて，ここで

解説をすることはしません。アップデートは重要な概念ですので，よくわからない方は『ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ～』の９５ページを参照してください。

要するに，どのような処理をしなければならないかといえば，ウィンドウコンテンツの内容

を再描画すればよいのでした。ここでも，レフトダウンイベントのところで用意した時刻描画

ルーチンを流用できそうです。

アップデートイベントに対応する処理には一定の手順があって，次のような順番で行うこと

が要求されています。

1）アップデート開始を宣言
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第１章　プログラミングの補足説明

2 ）ウィンドウコンテンツ内の再描画3

）アップデート終了を宣言

再描画を行う前後に，かならず1 ）と3 ）が必要です。これらの目的にはそれぞれＳＸ コー

ルが用意されているので，それを呼び出すだけでよいのですが，それだけのことでも忘れると，

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 全体に影響を及ぼす場合があるので注意してください。1），3）はあまりに

も当然のことですから，処理を書き留めておく紙に書いておくことはないかもしれません。

２）では，例の時刻描画ルーチンを利用して，ウィンドウコンテンツ内部を全面的に書き直

すことにします。『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』でも述べましたが，全体を書き直すようにしても，実

際に描画されるのはアップデートリーション内部だけですから，無駄な描画は行われません。

ところで，ウィンドウ内部には時刻の表示以外にもいろいろ表示しなければならないものが

あります。コントロールや，コントロールのタイトル，そのほかの文字列や枠なども描画しな

ければなりません。これらの描画も時刻表示ルーチンの中に組み込んでしまうと，アイドルイ

ベントのたびにたくさんの仕事をしなければならなくなり，ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ 全体のスピード

が低下することが考えられるので，あまりいい手ではありません。

しかし，ウィンドウコンテンツ内を描画する処理は初期化のときにも使いそうなので，でき

ればサブルーチンにしておきたいところです。それで，時刻表示用のルーチンと，時刻以外の

描画ルーチンの２つを用意して，２）ではこの２つを呼び出すことにします。２つめのサブ

ルーチンを用意することも紙に書いておきましよう。

＠ アクティベートイベント

このイベントもアップデートイベント同様，ウィンドウを持っているアプリケーションはか

ならず対応しなければなりません。アクティペートイベントは,デスクトップ中に存在するウィ

ンドウのうちのどれかの位置がもっとも手前になった（アクティベートされた）場合に発生し

ます。ウィンドウ群に上下関係の変化が起こったときに発生すると考えてもよいでしょう。

このイベントでは，アプリケーションはアクティブになったのが自分のウィンドウであるか

どうかを調べ，その結果をワークエリアに記憶しておきます。このワークエリアの内容は，右

クリックによるメニューの呼び出しの際などに利用されますが，私たちの時計の場合，参照す

ることはないかもしれません。　しかし，いちおう決まり文句と考えて，この処理を用意してお

くことにします。

これ以外にも，たとえば，アクティブであるときとそうでないときで表示の内容を変えたい

という場合などに，このイベントで処理を行うことがあります。

＠システムイベント１

●システムイベント２

システムイベントは，ＳＸ-Ｗ:[ＮＤＯＷ 上のすべてのタスクを調停し，全体 としてうまく動

32



ＳＸアプリケーションの発想

作させてい るタ スクマネージヤか らの指示であると考えてよいで しょう。このため，タ スクマ

ネージャイベント と呼ばれることもあります。しかし，ほかのタ スクからのメッセージ も含め

る場合は，システムイベント と呼ぶのが正しいように思 えます。

システムイベント１ とシステムイベント２ の違いで すが，前者はお もにすべてのタスクに

関係するイベントで，後者はこのタ スクに狙いを絞って発行させるイベントであるという点で

す。多 くの場合，２ つのイベントをまとめて処理してしまい ます。私たちの時計で も， そのよ

うにします。

これらのイベントにはタ スクマネージャイベントコード と呼ばれる数値が付佳 していて， そ

の値によって意味が違って きます。タスクマネージャイベントコードは，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～
』

］。８８ページで一覧表になっています。この中で， すべてのアプ リケーションでサポートしな

ければならないの は，:L の 「タ スクの終了」，２ の「ウィンドウのクローズ」，32 の 「ウィン

ドウのセレ クト」です。

これら３つ については，次のような手順で対応で きそうで す。

1）タスクマネージャイペントコードを得る

２）1 ならば，アプリケーションを終了させる

3）２ならば，同様にアプリケーションを終了させる

４）32 ならば，ウィンドウをアクティブにする

私たちの時計の仕様には，「ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ終了時に各種設定を記憶しておき，次回に起動

したときに再現する」という機能がありました。このうちの「記憶」を行うのが，ここです。

システムイベントの中にタスクマネージャイベントコード３:L。「現在の状態をセーブ」があ

ります。このコードをともなってシステムイベントが発生した場合，アプリケーションは自分

の状態をなんらかのが去で保存して，次回に起動されたとき，再現できるように準備しなけれ

ばなりません。

したがって，

５）３１ならば，12 時/２４時制の設定，時報のｏｎ/off などの状態を保存する

という処理を行うことにします。具体的な方法については，プログラムを設計する際に述べる

ことにしましょう。前回の状態を再現する仕組みについては，ワ○ページのコラムで解説して

いますので，そちらを参照されると，理解がより深まると思います。

最後にもう１つ。

6）そのほかのタスクマネージャイペントコードであった場合は関係ないので，イベント待

ちに戻る
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これを忘れてはいけません。

さて，以上でひととおり各イベントへの対応を考えてきました。紙の上には， それぞれのイ

ベントで行う処理の内容や，用意すべきサブルーチン，使用するワークエリアの表などが書か

れていることと思います（図6 ）。

■図６　イベント対応処理の整理の例
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これらをうまく働かせるためには，アプリケーションが起動した直後に行う初期化処理と，

終了する前に後始末をする終了処理を用意しなければなりません。

初期化処理では，次のような仕事を行います。

●ワークエリアの初期化

紙に書いておいたワークエリアの表の中から初期化が必要なものを選び出し，適切な初期値

を代入するようにします。ワークエリアの内容はタスク起動時には不定ですから，初期化して
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●ウィンド ウのオープ ン

私たちの時計 もウィンドウ上で動作するのですから， 当然，最初にウィンドウをオープンし

ておかなければな りません。コマンドライン上で'- Ｗ' オプションが指定されていた場合，ア

プリケーションは その位置にウィンドウを開かなければならないので， コマンドラインの解析

もあ わせて行う必要があ ります。

ウィンドウを開 く際，ウィンド ウレコードを作成する場所 として，任意のアドレ スからの領

域 と，ビーフゾーン中 に作成した再配置不能ブロックの ２種類が選べ ますが，メモリ効串を

考えて前者 とするのが正解です。ワークエ リア中にウィンドウレコードを収めるための領域を

あらかじめ用意しておいて， そのアドレスを指定 するようにするとよいでしょう＊12．

＊12:はじめからウィンドウの数がわかっている場合は,このような方法をとるべきですが,動的にウィ

ンドウの数が変化するようなアプリケーションの場合は，ビーフゾーンを利用するのもしかたが

ないところではあります。

●コントロールのオープン

ウィンドウ同根 コントロールもオープンしておく必要があります。先ほど紙の上に書いた

ウィンドウ上の情報等の配置図にしたがって，コントロールをオープンし，配置します。

●初期画面の描画

用意しておいたサブルーチン２つを使えば，かんたんに画面全体を描画できることはもう

ぉわかりでしょう。それぞれを呼び出して，ウィンドウ内部をすべて描画します。

おおむね，以上のようなところですが，私たちの時計の場合，もう１つすることがありま

す。これは，3）と４）の間で行うとよいでしょう。

3｡5）前回の状態が保存されていれば，それを再現する

システムイベント１で，タスクマネージャイペントコード ３１を受け取ったときに状態を

保存しました。時計が起動して初期化処理を行っているときに，かならず前回保存した「状態

に関する情報」が存在しているとはかぎりませんが, 保存されていた場合，その情報にしたがっ

て状態を再呪しなければなりません。私たちの時計の場合は，１２時/２４時制の設定と，時報

のｏｎ/offでした。これらの情報にしたがってワークエリアを設定し，４）の画面の描画を行

うことによって，前回の状態が完全に再現できそうです。

そして，終了処理をする場合は，

］.） コントロールのクローズ

２）ウィンドウの クローズ
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を行って，アプリケーションは終了することができます。メモリブロックを作成していたりす

る場合は，ここで廃棄するようにしてください。

先はどの紙に，初期化処理，終了処理を追加することによって，ひととおりプログラムの構

成らしきものが見えてきました（図ﾜ ）。これをもとにして，実際にどのようなコードを書い

ていくか，考えてみましょう。

■図７　初期化処理，終了処理をまとめた例

(筆者のメモより)

・ 初期化
・つｰｸの初 鈍化
べl吸ぶ利ンのμ 椅→ つうゲのとヽ十　

・り6V ごり 蘭く

・つ2ふ０４ 閉（

・ 初 飼 み仙 作成一己Ｚいﾀﾌﾞ冗う ン

・ 終 了心lｔ

・つ詐Ｏ-･し肺 ご る

・ 吊 洋り 閉 じる

ある程度ＳＸ アプリケーションの開発に慣れてきたら，これほど細々とした仕様を書かな

くても，ある程度の規模までなら，頭の中だけでなんとかなる場合もあります。また，紙を使

わずにエディタでテキストファイルとしてまとめあげるということもできるでしょう。ですが，

矢印を引っ張ったり,マルで囲んだり,柔軟な表現が可能な紙の上で考えを整理することによっ

て，案外すっきりしたプログラムが書けてしまうことがあることも心に留めておく必要がある

でしょう。

用語の変更

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷの正式な用語と，それが定められる以前に使われていた用語が混用されて

いるのが現状ですが，今後は正式な用語に移行していく必要があるでしょう。

ここで，旧用語と新用語を整理しておきます。

なお，本文中ではなるべく旧用語を併記するようにしています。

マウスマネージヤ

・マウスカーソル
→ ポインタ/ マ ウスポインタ

ウィンドウマネージヤ

・クローズボックス　　→　クローズボタン
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グローボックス

矢印

→　サイズボタン

→　ディレクトリ戻りボタン

コントロールマネージヤ

・標準ボタン　　　　　→　文字ボタン

・オルタネイトボタン　→　ラジオボタン

・セレクトボタン　　　→　チェックボックス

テキストマネージャ

・キャレット →　 カーソノレ

SXI.10 の不具合

現時点でＳＸ１.１０には，以下のような不具合が確認されてい ますO

なお，カッコ内は発見された方のお名前です。

ＳＸアプリケーションの発想

・$A04C MMMemAmiTPeach が正しく動作しない

・$AODC RMR ｓcAddがレジスタD3 を破壊する　　　　　　　　　 （中村氏）

・$A146 GME ｘPatでレジスタの値が異常　　　　　　　　　　　　（沖氏）

・$A 』6C GMlmgToRgn でテキストタイプのイメージを指定すると，右端にゴミが出る場合がある

・$A17F GMCopy で縮小が発生すると，ゴミが表示される場合がある

・$A19F GMClosePoly でディスティネーションがヌルリーションの場合，不都合が発生する

・$AIA7 GMMapRect で左下ｘ座標の変換に失敗する　　　　　　 （中村氏）

・$AIAF GMGetPi ｘelの返り値の上位ビットと下位ビットが逆

・$AIB2 GMCalcFr ａｍｅで右端にゴミが出る場合がある

・$AIBB GMTranslmg でデ ィスティネーションがカレントビットマップでない場合，不都合が

生じる場合がある。また，以下のビットマップ間の変換ができない。

TXT →GRP ，TXT →GR2 ，TXT →GR3

GRP →TXT ，GRP →GR2

GR2 →TXT ，GR2 →GRP ，GR2 →GR3

GR3 →TXT ，GR3 →GR2

・$AIBF GMPaintRgn を実行する場合，ビーフゾーンに$目000 以上の余裕がないと暴走する

・$A221　WMGetTID で正しい値が返らない　　　　　　　　　　　（沖氏）

・$A2A3 CMU ｓｅrSetで正しい値が設定できない　　　　　　　　　（沖氏）

・$A2A5 CMPr ｏｃＳｅtで正しい値を設定できない　　　　　　　　　（沖氏）

・$A2A7 CMDefDat ａＳｅtで正しい値を設定できない　　　　　　　 （沖氏）

・ダイアログアイテムとして編集可能テキストを使用できない

・フォントサイズによっては表示時にゴミが表示される

沖氏(Ｎ工ＦＴＹ ＧＧＣ０２４１２)， 中村氏(Ｎ工ＦＴＹ ＧＢＡ０２７５０)，お よび不具合の発見にご協

力いただいた皆さんに感謝いたします。
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| プログラムの仕様が決まったら，次はどのようなコードを書いてそれを実現したらよいかを

考えることにします。

１　　　 ス ケ ル ト ン　　　　　　　　 ト　　　　　　　　　　　　 コ

前節で決めた仕様について考える前に，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』で登場したスケルトンついて，

もう一度かんたんに解説しておくこ とにしましよう。

ＳＸ アプ リケーションを作製するうえで，「プ ログラミングガ イド ライン」 と，「ユーザーイ

ンタフェー スガ イドライン」 という２ 種類の決 まりご とを守るこ と力1要求され ます。前者は，

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ という ＯＳ 上のタスク として動作するための，後者はユーザがすべてのアプ

リヶ－ションを同様なか 去で操作できるようにするための決 まりご とです ’1．

＊1:ガイドラインについては，「SX-WINDOW ～」の226 ページ以降を参照してください。

これらのガイドラインを忠実に守ろうとした場合，そのために書かなければいけないコード

はかなりの量におよびます。また，いくつかアプリケーションを書いてみると，どんなアプリ

ケーションでも似たような部分を持っていることに気がつきます。アプリケーションが起動さ

れた直後の処理や，終了するときの処理。また，ほとんどのアプリケーションはウィンドウを

開くでしょうから，ウィンドウまわりの定型処理（ウィンドウのオープンから，ドラッグ，大

きさの変更など）なども，この範晴です。

これらの「似たような部分」は，ほとんどのアプリケーションに最低限必要な，重要な意味

を持つ部分であり，プログラム全体の成り立ちを支える骨組み　　 スケルトンということが

できます。

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ にかぎらず，ウィンドウ環境のアプリケーションを書く場合は，こうした

骨格をまとめて，流用可能なかたちにして用意しておくのが普通です。スケルトンという語感

からもうかがえるように，実際にこれを用いて開発を行うときの感覚は，まさに「肉付けする」

という言葉がふさわしいでしょう。

スケルトンだけでは何の意味もない，「ただ起動して終了するだけ」といった代物でしかあ

りませんが,そこに目的に応じてさまざまなコードを付け加えていくことによって,アプリケー

ションは生き生きと動き出すのです。

まとめとして，『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』でも挙げた，スケルトンを利用する３つのメリットをj

官認しておきましょう。

1）コードを書く量を減らすことができる

２）イベントドリブンを意識する必要が少なくなる



3）プログラムのモジュール化が容易となる

２　コ ード の 組み 立 て

『ＳＸ-Ｗ』:ＮＤＯＷ～』に掲載した， スケルトンを構成する４つのファイルの内容を， リスト1

～４ に示します。

リスト：Ｌ”ＳＸＣＡＬＬ．ＭＡＣ”は，ＳＸ コールを呼び出すためのマ クロを定義するファイル

で，ＳＸ コールを利用するソースの先頭でインクルートして使用します。

リスト２ ”ＷＯＲＫ．工ＮＣ”は， ワークエリアの内容を定義するためのファイルで す。ワーク

エリアを利用するソースの先頭で インクルートします。

リスト ３ ”ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ”は， スケルトンの中核をなす部分で，モ ジューフレヘ ッダ，非常

に下位のレベルの初期化処理， そしてイベント待ちループ と，各イベント処理ルーチンへの分

岐を行います。『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』に掲載しだ ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ”とは多少異なっています

が，これは ＳＸ１.10 になって ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ が標刺 肪付 となっ たこ とによる変更です。

リスト４ ”ＢＯＤＹ．Ｓ”＊２は，”ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ”から呼ばれ るルーチンの集合体で， 初期化

処理，各イベントの処理ルーチン，終了処理などを含みます。多くの場合， このフアイノレに手

を加える，あ るいは差し替 えることによって， 目的 に応じたアプ リケーションを作成します。

それぞれのファイルにつ いての詳細 な解説は，前著 『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』を参照してくだ

さい。注釈を読んでぃただ ければ，ある程度処理の流れを理解していただけると思います。

＊2:「SX-WINDOW ～」でSMPLI.S として掲載したものとほとんど同じものです。ファイル名がここで

は適当でないと判断したためリネームしただけで，内容はほとんど変わりありません。

■リストＩ　ＳＸＣＡＬＬ.ＭＡＣ

２

３

４

５

６

７

ネ

拿
＊

SXCALL

SX-WINDOW用マクロ定義ファイル

ｍ ａ ｃ ｒ ｏ

ｄ ｃ
．
ｗ

ｅ ｎ ｄ ｍ

ｎ ｕ ｍ

ｎ ｕ ｍ

■ リ スト ２　ＷＯＲＫ．ＩＮＣ

い

２ ＊

い

４ ＊

５ ま

い

7

8 STKSIZE

9

10 ＊

11

12

13 cmdLine

14

15 en りPtr:

拿［ ＳＸコール呼び出しマクロ ］

SX-WINDOW
サンプ ルプログラム＃１

ワーク定義用インクルートファイル

＝　　　211024

ワー クの内容の定義

，offset O

dS.1

拿スタックサイズ

＊

‡

‡

コマンドラインのアドレス
を保存するワーク

環境のアドレスを
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16

17 ｗinRect:

18

19 paramFlg:

20

21 eventRec:

22 eventRec what:　　　　　　
－

23

24 eventRec ｗholl:　　
－25

26 eventRec when:　　　　　　
－

27

28 eventRec ｗhom2:　　
－29

30 e¥entRec ｗhat2:　　
－31

32 eventRec taskll 】
－33

34 eventMask:

35

36 tasklD:

37

38 winPtr:

9
0
1
2
3
4
5

3
4
4
4
4
4
4

winActive

WORKSIZE

■ リ ス ト ３　ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ

１ ネ

い

Ｄ

い

5
6
7
8
9
0
　
　
　
　
　

１

12
13
14

15
16
17

18
19

20
21

dS. ｜

ｄＳ．１　　 ２

dS. Ｗ　　l

dS.W　　l

dS丿　　 ｜

dS. ｜

dS.｜　　ldS.

Ｗ　　l

dS. Ｗ

dS. Ｗ　　l

dS,1　　1

dS.b　　S72

dS.Ｗ　　l

SX-WINDOW
標準スケルトン

ｎ ｃ

ｎ ｃ

χ Γ ｅ ｆ

χ Γ ｅ ｆ

χ Γ ｅ ｆ

χ Γ ｅ ｆ

χ Γ ｅ ｆ

χ Γ ｅ ｆ

ude
ude

，
ｉ ｎ ｃ ｌ ｕ ｄ ｅ

.text

mdhead

dC. ｜

40

＊保存するワーク

ｔ ウィンドウ
＊レクタングルレコード

＊

‡

ｔ

コマンドラインの
解析結果を示す

プラグ
＊イベントレコードの先頭

ネイベントコード

ｔ第1 引数

＊イベント発生時

拿第２引数

＊タスクマネージャ
ｔ イベントの種類

‡送り手のタスクＩＤ

＊イベントマスクを保存する
＊ワーク

＊タスクＩＤを
ｔ 保存するワーク

‡

ｔ

ウィンドウレコードを

作成する場所

ネアクティブフラグ

＊ワークの終了

DOSCALL.MAC

SXCALL.MAC

INIT，TINI
－　　 －IDLE
MSLDOWN,MSLUP,MSRDOWN,MSRUP

KEYDOWN,KEYUP
UPOAIE,ACIIVATE
SYSTEMI,SYSTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

WORK.INC　　　　 ネワークエリアの内容を
１ 定義するファイル

OBJR ’

ネ［ モジュールヘッダ ］

ネＲ型モジュール



22

23

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
8
7
8
9
0
1
2

2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8

Diχstart

p execil

－

ｍ ｅ ｓ ｅ ｘ ｅ ｃ ｅ ｒ ｒ ：

－

shna ｍe

ｃ ｏ ｍ ｍ ：

ｍ ａ ｌ ｎ

－

ｄＣ．１　　 ０

dC.

dC.

dC.

lea

move.

lea

sub.

move.

pea

DOS

cIr.｜pea

pea

move. ｗDOS

cIr
pea

pea
cIr

DOS

tSt.
bpl

Ｗ

main-mdhead
－

WORKSIZE+STKSIZE

0,0,0,0

１
　

０

ａ
　

ａ

１
　
　

卜

ｊ
　

ｊ

ｌ

ｐ

Ｏ
　

ａ

ｓ

ａ

ぐ
　

く
4
1
6
6

ａ

ｌ

a0,al

aレ(sp)(aO)

jETBLOCK

バsp)

comm(pc)

shname(pc)
12,－(sp)_EXEC

shname(p
丿sp)

_EXEC

d{}
p_execil

ｅ

Ｎ
　

Ｉ

１‐
　

‐

ａ

ｒ
　

Ｘ

ｅ

ｐ
　

Ｅ

ｍ
　

一

ａ

～
　

～

ｅ

０
　

０

ｐ

０
　

０

.data

dc.b
.even

xecerr(pc)

T

２　コードの組み立て

＊プログラムエリアの
拿サイズ(Xファイルの
幸場合意味がない)
＊ スタートアドレス
ネオフセット
＊ワークエリアのサイズ
拿システム予約

ネコマンドラインから起動
ｔ場合
幸ここからスタートする

ネ専有メモリを縮小する

＊デバッグ用カーネルのパス
＊をサーチする

ネデバッグ用カーネルを

キ立ち上げる

李正常に終了した場合

＊　 そのまま終了

＊エラーメッセージを
ｔ表示する

ネ終了

カーネルの起動に失敗しました！！！≒13,1{},0

dc.b　 ・ SXKERNEL. X -K -R7-LI' ，0ds.b

7{}
.even

.bss

dS.b　　258

． ｔｅ ｘ ｔ

movea丿al ，a5
mve.l　a2,cmdLine(a53
move.l　a3,envPtr(a5)

clr.ｗ　－(sp)
clr.｜　　－(sp)

ネカーネルの名前

ネカーネルはここから先の
ネコードを読み込み、
拿タスクとして立ち上げる

＊ＳＸ－ＳＨＥＬＬから
＊起動した場合
＊ここからスタートする
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83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93 1

94

95

96

97

98
99

100

101

102
103

104

105

106
107

108
109

110
川

112
日3

日4

日5
6
7
8
9
0
1

1
1
1
1
2
2

1
1
1
1

－

１

pea. ｜pea.ISXCALLlea.1move.

ｗ

bsr

bｍi

42

00p

eventTable

22
23

24

25

26 DAMMY:

27
28

29　exit:　－
30

31
2
3
4
5
6

3
3
3
3
3

1
1
1
1
1

winRect(a5)

(a2)

SA3E貞

14(sp)，spd0,paramFI!_INIT

eχit

move.ｗ　nffff,eventMask(a5)

pea

move. ｗSXCALLaddq.

｜lea

moMe. ｗand.

ｗadd.

ｗmo

りe.ｗjsr

tst. ｜bli

bra

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC. Ｗ

ｒ ｔ ｓ

bsr

move. ｗSXCALL

.end

eventRec(a5)

eventMask(a5) ，－(sp)SA357

眺sp
eventTable(pc) ，al

eventRec_ ｗhat(a5)，dO|15,dO

d0,d
１

１

ａ

ａ

ぐ

ぐ

dO

Ｉ

Ｉ
　

Ｗ

Ｗ

０

０

０

ｄ

ｄ

ｔ１‐

ｐ

χ

０

ｅ

ｏ
　

一
Ｉ

dO

IDLE-eventTable

MSLDOWN-eventTable

MSLUP-eventTable

MSRDOWN-eventTable
MSRUP-eventTable

KEYDOWN-eventTable
KEYUP-eventTable

UPDATE-eventTable

DAMMY-eventTable

ACTIVATE-eventTable
DAMMY-eventTable

DAMMY-eventTable

SYSTEM卜eventTableSYSTEM2-eventTableSYSTEM3-eventTableSYSTEM4-eventTable

TINI

d0, －(Sp)SA352

Oiχstart

ネ　TSTakeParam
＊酉マントラインを解析し、
＊‘-げオプションを得る

ｔアプリケーションの初期化

キ初期化時に
ネエラーがあれば終了

ネメインループ

ネ

拿

＿TSEmtAvail

イベ ントを得る

＊イベントコードによって

ネ分岐する

キ

ネ

＊

＊

キ

ネ

＊

ネ

拿

キ

ｔ

Ｉ

４

ｔ

拿

拿

＊

分岐先のテーブル
0

1

2

3

4

4

6

7

8

0
1
2
3
4

9

－

１

１

１

－

５

アイドルイベント

レフトダウンイペント
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21 WIN X　　
－

22 WIN Y　　
－23

24

25 1DLE:
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MSLDI:

MSLD9

SX-WINDOW
標準スケルトン

初期化＆終了＆イベント処理モジュール

include　　　　DOSCALL.MAC

include　　　　SXCALL.MAC

xdef　　lNIT ，TINI
－　　 －xdef　lDLE
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nclude WORK.INC
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． ｔ ｅ ｘ ｔ
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moveq　10,dO

rts

10 ￥e.｜lea

cmp.l

bne

eventRec

ｗinPtr(a

a2,aO

MSLD9

_ｗhoml くa5)，aO5)

，a2

tst.b　 ｗinActive(a5)
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SXCALL
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bra

p已a

pea
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addq. ｜tst.1beq
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２
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４

～

Ｍ
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＃

Ｍ

eventRec(a5)
(a2)

$A3A2
18,sp

dO
MSLD9

cmp.ｗ　17,dO
ｂ ｅ ｑ

CloseBttn

ネワークエリアの内容
＊を定義するファイル

ウ
ウ

ウ

ー
～
ｉ

＊

ネ

拿

＊

＊

キ

＊

キ

２　コードの組み立て

インドウオプション

インドウ初期Ｘ
インドウ初期ｙ

アイドルイベント ］
レフト’アップイベント

ライトダウンイベント
ライトアップイペント

キーダウンイベント ］

キーアップ イペント ］

システムイベント３ ］

システムイベント４ ］

キ以上のイベントでは

李なにもしない

キ

‡

ｔ

ｌ

レフトダウンイベント １

自分のウィンドウ上で
発生したか？
違うならMSLD9へ

＊現在ウィンドウは
＊ アクティブか？

＊ アクティブならMSLDI へt

WMSelect
一

木アクティブにするだけ

＊

＊

ウィンドウ処理
＿SXCa川WindM

ネどこも操作されなかった？
＊

ネ

ネ

ならばMSLD9 ヘ

クローズボタン？

ならばCJoseBttn へ

４３
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bsr

pea

SXCALL
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moveq

rts

move.

beq

lea

cmp.

bne

st

bra

Sf

卜|,dO

winPtr(a5)

田OD

14,sp

DrawGraph

ｗinPtr(a5)

SA20E

14,sp

10,dO

eventRec ｗhoml(a5)，dO
－ACTg

ｗinPtr(a5)，aO
a0,dO

ACTO

ｗinActive(a5)

ACTg
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moveq　 §0,dOrts

move. ｗcmp.

ｗbeq

cmp. ｗbeqcmp.
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rts
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SXCALL

addq. ｜
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rts

eventRec ｗhat2(a5)，dO
－

§|,dO

AIIClose
12,dO

AIIClose
H20,dO

WindoｗSelect

眺dO

1-|,dO

winPtr(a5)

$AIFE
μ,sp

10,dO

ｔ【 アップデートイベント 】

t ＿WMUpdate
ネ アップデート開始

ネウィンドウ内部を描画

ネ＿WMUpdtOver
＊ アップデート終了

リ アクティベイトイベント ］

拿

＊

キ

＊

＊
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ｔ
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ネウィンドウのセレクト？

孝ならばWindo ｗSelectへ

キ自分のウィンドウを
ネセレクトする
キ＿WMSelect
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ｄ
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０

ｄ
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ｊ
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－
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ｗ10ve.

｜move.
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H20ﾈ16 十WINOPT,－(sp)
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ｗinTitle(pc)

ｗinRect(a5)

ｗinPtr(a5)

SAIF9
26(spしp

dO
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moveq　 §0,dOrts

moveq　 卜|,dOrts
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ｒ ｔ ｓ
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‡
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ネ
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ネクローズボタン？
ネ　ならばCIoseBttnへ
ｔ

‡

＊

李

標準
可視
ウィ
ウィ

ウィンドウ

ンドウタイトル
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76
77

78　TINI:　　－
79

B{}

81
82

83

84

85
86

87winTitle

88

89

90

Ａ ＞ＡＳ

Ａ ＞ＡＳ

Ａ ＞Ｌ Ｋ

pea

SXCALL

addq. ｜

moveq

rts

winPtr

SAIFB
14,sp

10,dO

(a5)

.even

dc.b　　7, ’NOTITLE

.end

孝［ 終了処理 ］
拿ウィンドウをクローズする
＊＿WMC10se
李WMDisposeでないことに注意

幸［ 固定データ ］

ネウィンドウタイトル

ＳＫＥＬＴＯＮ

ＢＯＤＹ

-Ｏ ＳＡＭＰＬＥ　 ＳＫＥＬＴＯＮ　 Ｂ ＯＤＹ

のようにして ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ とＢＯＤＹ．Ｓ をそれぞれアセンブル し，リンクするこ とで, ウィ

ンドウを表示するだけの基本的 なプ ログラム ”ＳＡＭＰＬＥ．Ｘ”が得 られます。 この スケルト

ンは，今後何度も使い回すことになるので すから， きちん と動作するかどうかをj斟忍しておい

てください。ウィンドウのド ラッグ， アクティベート， そしてクローズボタンによるタ スクの

終了が正常に行えれば，い ちお う正常に動ｲ乍しているといえます。

ところで，ＳＸ アプリケーションのプログラム＝プログ ラム・モジュール にば Ｒ 型 ”，”Ｃ

型”， ”Ｏ 型”の ３つの種類がありました。 このスケルトンは Ｒ･型 を前提につ くられていま

す。Ｒ 型のモジューフレはコードを複数のタ スタで共有するため， メモリ効率が非常によいの

が特徴で す＊３。

＊3:R 型のモジュール実行時のメモリの使われ方については，「SX-WINDOW ～」の192 ページ以降を参

照してください。

そのために，プログラムは次の２点を守って書くことが要求されます。

:L）変数などは必ずワークエリアの中に置く

２）コード部，固定データ部の内容を自分で書き換えない

:L）に関しては，仕様をまとめた紙に書き出した変数を，原則としてワークエリアの中に置

くようにすればよいでしょう。スケルトンでは，最初の初期化丿参にワークエリアの先頭アドレ

スをA5 に収めているので，以降A5 をポインタとして，ワークェリアヘアクセスできます。

ＷＯＲＫ．］:ＮＣ にはすでに基本的な変数が定義してあ りますが，た とえば，この中の変数t

ａｓk工Ｄ の内容をＤＯに読み込みたい場合は
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m ｏｖｅ.1 ｔａｓｋＨ)( ａ５),ｄＯ

２　コ ード の 組 み立 て

と書けばよいのです。同様に， イベントレコード ｅｖｅｎtＲｅｃ のアドレスを ＡＯにセットした

い場合は，

1ｅａ eｖｅｎtＲ ｅｃ(a5), ａＯ

とします。

２）に関しては， とくに付け加えるこ とはありません。 コード部，固定データ部はプ ログラ

ムエ リアを共有す るすべてのタ スクカ刑 用するのですから，かってに書 き換えれば，問題が発

生することは明らかです＊４。

＊4:発生する問題を逆手にとって，プログラム部を共有するタスクすべてにある情報を伝えたい場合

など，静的なワークを利用して伝えることもできます。ただし，プログラム部の共有のしくみを

よく理解したうえでなければ利用することはおすすめできません。

スケルトンの用意ができたところで，私たちの時計の話に戻りましょう。

前節では，仕様を決めるにあたって大きく次の３つに分けて行いました。これらは，それ

ぞれＢＯＤＹ．Ｓの中に収められたルーチンを書き換える，または追加することで実現できま

す。対応関係は次のとおりです。

・ウィンドウ内部の構成

-･ウィンドウコンテンツへの描画処理ルーチン

・各イベントへの対応

４各イベントの処理ルーチン

・初期化/終了処理

-･初期化処理/終了処理ルーチン

スケルトンを利用することによってウィンドウを出すところまではできあがっていますか

ら，これらのルーチンに手を加える程度ですむことはもうぉ わかりですね。

では，これらのルーチンへの手の加え方について，順に解説していくことにします。

０ ウィンドウコンテンツへの描画処理ルーチン

ＢＯＤＹ．Ｓ で は， ウ ィンド ウ コ ン テン ツへ の描 画 は1 ワ３ 行 目 か ら の サブ ル ー チ ン，

ＤｒａｗＧｒａｐｈ にまとめてあります。いまのところはウィンドウを出すだけで描画は行ってい

ないので，何もせずにリターンしてい ますが, ここに描画用のコード を書いておけば, 画面を描
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く，あるいは描 き直す必要が生じた ときに呼び出されるこ とになります｡い まの ところ,ア ップ

デートイベントが発生した際に画面を再描画するために呼び出すようになっていますが，前節

で も述べたように画面を描 き直さなければならない場面はい くっ も考えられます。そのたびに

ＤｒａｗＧｒａｐｈ を呼び出せば適切な描画が行えるようにしておかなければならないで しょう。

私たちの時計の場合， その時々によって必要な場所だけを再描画で きるようにするため，２

つのルーチンを用意す るこ とになっていました｡時刻表示用のルーチンと,時 刻以外の描画ルー

チンの ２つです。ＢＯＤＹ．Ｓ の ＤｒａｗＧｒaph は アップデートイベントで呼ばれていることか

らもわかるように， ウィンドウコンテンツ内を全面的 に描画するためのルーチンですが，これ

をＤｒａｗＴｉｍｅ とＤｒａｗOht ｅｒ の ２つのルーチンに分けるこ とにします。 ＤｒａｗＧｒaph を

呼 び出している ところは，この ２ つを順に呼び出すように書き換えることにしましょう。

1） 時刻表示 用ルーチン ＤｒａｗＴｉｍｅ

ウィンドウコンテンツ内への描画を始 める ときに忘れてはならないことにカレントグラフ

ポートの設定があ ります。これを忘れると， まったく関係のない場所 に描画が行われたりする

こ とになりますから，描画ルーチンの先頭などで設定しておくとよいとで しよう＊5. 一 般に，

カレントグラフポートを設定する際に指定 するグラフポートレコードへのポインタ としては，

ウィンドウレコードへのポインタで代用します。これが可能な理由は，ウィンドウレコードの

構造を考えていただければ 自明でしょう。

＊5:少なくとも，タスクが切り替わる可能性のあるsx コールを利用した後で描画を行う前には，必ず

カレントグラフポートを設定しておく必要があります。それ以降は，次にタスクが切り替わるか

もしれないsx コールを利用するまでは設定し直す必要はありませんが，何度も設定を行う分には

何の問題もありません。

私たちの時計のウィンドウのウィンドウレコードを，ワークエリア内のｗｉｎＰtｒから作成

することにすると，時刻表示用ルーチンは次のような始まり方をすることになります。

D ｒａｗＴiｍｅ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

wｉｎＰtｒ(a5)$A131

＃４,ｓｐ

＊ ＧＭＳｅtＧrａph

このルーチンの目的は時刻を文字列として表示することですから，どうにかして現在時刻を

得る必要があります。前節のアイドルイベントの項で述べたように，現在時刻は 工ＯＣＳ を呼

び出すことによって得られます。

m ｏｖｅqt

ｒａｐ

＃$56,dO

＃15

＊_TIMEGET

＊10CS 呼び出し
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これによって得られる数値は直接文字列に変換できないので，もう一度:[ＯＣＳを利用して

形式を変換します。

m ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅqt

ｒａｐ

d０,d1

＃$57,dO

＃15

＊_TIMEBIN

＊10CS呼び出し

この結果，ＤＯの内容は，上位ワードの時の位，下位ワードの上位バイトに分の位，下位バ

イトに秒の位が入ります。

今度はこれを文字列に直さなければなりません。つねに２４時制で表示する時刻で あ`れば話

はかんたんなのですが,私たちの時計は２４時制で表示するか12U 馴hl』で表示するか，また,12

時制の場合は午前か午後かで表示する内容が変わってきます。このあたりの条件判断を行って，

データを少し加工することにします。

ｍ ｏｖｅ．ｗ

s ｗａｐ

tｓt. ｗ

ｂｅq

cmp. ｗb

ｃｃ

Ｆ　 ｀,dﾜ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｂｒａ

ＤｒａｗＴｉｍｅＯ：

ｍｏｖｅ．ｗ

ｓｕｂ ．ｗ

ＤｒａｗＴｉｍｅ１：

ｔｓｔ．ｗ

ｂｎｅ

dO

jiｓe112(a5)

ＤｒａｗＴi ｍｅ２

＃１２,ｄＯ

ＤｒａｗＴｉｍｅＯ

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

＃'Ａ Ｍ', ｄワ

ＤｒａｗＴｉｍｅ１

＃'Ｐ Ｍ',ｄﾜ

＃12,d Ｏ

ｄＯ

ＤｒａｗＴｉｍｅ２

＃12,d Ｏ

＊12 時制の場合，後でAM/PM の文

字列を入れる

＊上位ワードのときの位を下位に

＊12 時 制 か ど う か の プ ラ グ

＊24 時 制 な らDr ａｗＴｉｍｅ２ へ

＊12 時以降 ？

＊　 な ら ば 午 後 な の でDr ａｗTiｍｅO

＊ 午前

ＤｒａｗＴｉｍｅ２：

ｓｗａｐ ｄＯ

＊12 時 間引く

＊０時？

＊　 でなければＤrａｗTime2 へ

＊12 時に直す

＊上位/下位ワードを元の順に戻す

加工済みのデータを 工ＯＣＳの$5B を使って文字列にします。時刻の文字列を作成するバッ
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フアには，ワークエリアに用意しておいた時刻文字列を収めるためのバッファt ｉｍｅＳtｒ を指

定します＊6.

＊6:一時的にしか使わないバッファですから，スタックフレーム上にlink命令 等で確保したほうがメ

モリ効率が上がります（たかだか数バイトですが）。余力のある方は，そのように改造してみてく

ださい。

ｊ
　
　
　
　
ｑ

ｅ
　
　
　
　
ｅ

四

」

四

大

ｄ０, ｄｌ

ｔｉｍ ｅＳ ｔｒ( ａ ５),ａ１

＃$5b,dO

＃15

＊DI : 時刻

＊AI :文字列が返るバッファへのポ

インタ

＊TIMEASC
－
＊10CS呼び出し

以上で表示すべ き文字列は得 られました。時刻の表示を行 う準備 として，時刻を表示する枠

の内部に現在表示されているものを，背景色で塗り潰すこ とによっ て消しておきます。塗り潰

す四角形を表現す るレクタングルレコードは，固定データtｉｍｅＲｅｃt:Enｓide として用意 して

おいたものを指定するこ とにします。

ｌｎｏｖｅ．ｗ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ．１

ｐｅａ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ．１

＃$１００,-(ｓｐ)

ＳＡ１４４

＃2,ｓp

tｉｍｅＲｅｃt:[ｎｓide(pc)$A1ﾜ

３

＃４,ｓｐ

＊バックグラウンドカラーで描画

＊GＭPｅnＭｏde

＊塗り潰すべき四角形の内側

＊ＧＭＦｍＲｅｃｔ

時刻を描画する際のフォントについて設定しておきましょう。原則 として，グ ラフポート内

のフォントやペンの設定などは一度行っておけば変化す るこ とはないので，何度も行う必要は

ないはずです。　しかし，ほかの表示を行う際に変更している可能性があるの と，これから行う

描画の内容を明示する意味で，あ えて設定するこ とにします。仕様 にしたがって，フォントカ

インド，フォントフェ イス，フォントモード，フォアグラウンドカラーの設定を行います＊７。

＊7:バックグラウンドカラーについては，ほかのルーチンによっても変更されることはないと判断し，

設定を行いません。

また，背景色で塗り潰したときに変更したペンモードを設定していないのは，文字列の描画にペ

ンモードは影響しないからです。

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．ｗ

＃２,-(Ｓｐ)

$Ａ１８Ｂ

＃２,Ｓｐ

＃% ０００１１,-(Sp)

＊24 ×24

＊ ＧＭＦｏｎtKiｎd

＊ イタリック 十ボールド



ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

$Ａ１８Ｃ

＃２,Ｓｐ

＃0,-( Ｓｐ)$

Ａ１８Ｄ

＃２,Ｓｐ

＃11,-( Ｓｐ)$

Ａ１４ﾜ

4t ２，Ｓｐ

＊ＧＭ ＦｏｎtＦａｃｅ

＊ps ｅt

＊ ＧＭＦｏｎtＭｏdｅ

＊ 黒

＊GMFor ｅＣｏ１０「

２　コ ード の 組み 立 て

そして，先ほどっ くった時刻文字列を描画します。描画を始める位置は（24，８）あたり

ということになっていました。

m ｏｖｅ.Ｉ

ＳＸＣＡＬ Ｌ

ａｄｄq.ｌ

ｐｅａ

８ＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

＃$00180008,-(s ｐ)
－

$A16E

＃４,ｓp

tｉｍｅＳtｒ(a5)

$A192

＃４,ｓp

＊(24 ，8)

＊ ＧＭＭｏｖｅ

＊時刻文字列のバッファ

＊GMDra ｗStrZ

さらに，フォントの設定を行った後，”ＡＭ”，”ＰＭ”，または空白も描画します。Ｄﾜ に収

めてある文字列を表示するために，多少変則的にスタックを利用してみることにします。

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．ｌ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

m ｏｖｅ.Ｉ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ.1

s ｗ ａｐ

ｃｌｒ. ｗ

＃０,-(Sp)

$ Ａ１８Ｂ

＃２,Ｓｐ

＃ Ｓ００００１,-(Ｓｐ)$

Ａ１８Ｃ

＃２,Ｓｐ

＃$ ００８８_００１４,-( Ｓｐ)$A16E

＃４,Ｓｐ

ワ
　

ワ

ｄ
　

ｄ

d ワ,-( Ｓｐ)(

Ｓｐ)

＊12 ×12

＊ ＧＭＦｏｎtKind

＊ ボ ー ル ド

＊ ＧＭＦｏｎtFａｃｅ

＊（136 ，20 ）

＊GMMo ｖｅ

＊これでD7 は' ＡＭ'，0 ，0 という形

式になる

＊スタッ クフレ ー ム上 にASCIIZ 文

字列として置 く

＊スタックフレーム上の文字列を指す
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Ｓ Ｘ ＣＡＬＩ

ａｄｄｑ ．１

$ Ａ] ．９２

＃８,Ｓｐ

＊GMDra ｗStrZ

以上で時刻の表示は完了です。最後にサブルーチンからのリターンを行い，このサブルーチ

ンは終了ということになります。

rtｓ ＊ ｏｆ Ｄ ｒａｗＴi ｍｅ

2）時刻以外の描画ルーチンＤｒａｗＯtheｒ

２つの画面描画用のサブルーチンのもう一方は，時刻以外の描画を行うルーチンです。時刻

以外といっても漠然としているので，最初に整理しておくことにしましよう。

・時刻表示を囲む枠の描画

・コントロールの描画

・コントロールのタイトルの描画

以上の３つが，このルーチンのおもな仕事です。順にコードを書いていきましよう。

まず，なによりも先にカレントグラフポートの設定を行います。実際 には，ここでは設定を

省略す るこ とがで きます。 すで にＤｒａｗＴｉｍｅで設定していますし，このルーチンが呼ば れ

るときには，必ず その前に ＤｒａｗＴｉｍｅｶ111乎ば れているか らで す。 しかし，何度設定を行っ

て も悪いことはありませんし，描画開始時 には必ずカレントグ ラフポートを設定す るという習

慣をつけるために も， きちんと設定しておくことにします。

DｒａｗＯthe ｒ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

wｉｎＰtｒ(a5)$A131

＃４,ｓp

＊GMSetGraph

まずは最初の仕事，時刻表示を囲む枠の描画を行います。描画する枠を表現 するレクタング

ルレコードは，固定データtｉｍｅＲｅｃtＯｕtｓｉｄｅを指定することにします。 ＤｒａｗＴｉｍｅの中

で使用したt ｉｍｅＲｅｃt工ｎｓｉｄｅ というレクタングルレ コード を流用で きそうな気 もしますが，

そうすると背景色での塗り潰しを行ったときに枠 まで塗 り潰されてしまうので，わずかな違い

ではありますが，別々のレクタングルレコードとしました。

この枠は影付きの枠なので,$ Ａ:ＬＡ２ ＧＭＳｈａｄｏｗＲｅｃtで 描画します。このコールではペ

ン関係の設定は参照されず，つねに一定の形式で描画されるので，ペンモードなどの設定を省

略で きます。
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ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

tｉｍｅＲ ｅｃtＯｕtｓide( ｐｃ)$

ＡＩＡ２

＃４,ｓｐ

＊GMShado ｗRect

２　コ ード の 組 み 立て

次のコントロールの描画ですが，これはかんたんで，描画したいコントロール(複数)の乗っ

たウィンドウのウィンドウレコードを指定して$Ａ２８Ｅ ＣＭＤｒａｗを呼び出せば，そのウィ

ンドウ上のコントロールがすべて描画されます。

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

wｉｎＰtｒ(a5)$

Ａ２８Ｅ

＃４,ｓp

＊ ＣＭＤｒａｗ

３つめはコントロールのタイトル類の表示で す。これらはひたすら文字列を描 き始める座標

を指定して，タイトル文字列を描画 （$ＡＩＡＩ ＧＭＳｈａｄｏｗＳtｒＺ）するだけなので，例 とし

て示すのは，時報を設定するチェックボックスのタイトル：Lつだ けにしてお きます。

ｍｏｖｅ．ｗ

Ｓ Ｘ ＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ．ｌ

ｆｎｏｖｅ．ｗ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ ．ｌ

ｍｏｖｅ ．１

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃０,-(Sp)

45A 工８Ｂ

＃2,Sp

＃Ｓ０００００,-(Sp)$

Ａ１８Ｃ

＃２,Ｓｐ

H ００５４ ００４０,-(ｓp)　
－

ｃｈｋＢｏｘTitle( ｐｃ)

$AIA1

＃８,Ｓp

＊12×12

＊GMFontKind

＊ 装 飾 な し

＊ ＧＭＦｏｎtF ａｃｅ

＊（84，64）

＊チェックボックスのタイトル文字

列（ASCIIZ）

＊GMShado ｗStrZ

同様にして，すべてのタイトルを描画し終わったら，ＤｒａｗＯtｈｅｒの仕事はすべて終了で

す。

rt ｓ ＊ ｏｆ ＤrａｗＯther

＠各イベントの処理ルーチン

私たちの時刻でサポートするイベントは，次の５種類 ６イベントで，それぞれのイベント

とイベント処理ルーチンとの対応は，次のとおりです。
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第１章　プログラミングの補足説明

・アイドルイベント

吋]:ＤＬＥ

・レフトダウンイベント　

ー･Ｍ ＳＬＤＯＷＮ

・アップデートイベント　

４ＵＰＤＡＴＥ

・アクティベートイベント

ーゆＡＣＴ工ＶＡＴＥ

・システムイベント1 ，２

-ゆＳＹＳＴＥＭＩ

ＳＹＳＴＥＭ２

ＢＯＤＹ．Ｓのはじめのほうでは，サポートしないイベントの処理ルーチンのラペルをまとめ

て書いておき,何もせずにリターンさせている箇所があります。ここには私たちの時計のサポー

トするアイドルイベントの処理ルーチンＩＤＬＥ が含まれているので，25 行目の

工ＤＬ Ｅ ＊［アイドルイベント］

を削除して，別の場所にアイドル イベント処理ルーチンを書 くこ とになります。

ＢＯＤＹ．Ｓ の中に含 まれるイベント処理ルーチンは，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ の中のイベント待ち

ループ からサブルーチン として呼 び出されます。 各イベント処理ルーチンの中で何か異常（あ

るいは仕様で決 めておいた事態）が発生して，タ スクを終了しなければならな くなった場合，DO

に負の数を，正常に終了した場合は ＤＯ に〇を入れてリターンする約束になっています。

それでは，順に各イベント処理ルーチンの作成，書き換えについて考えてみましょう。

1）アイドルイベント処理ルーチン エＤＬＥ

このルーチンはいままで用意されていませんでした。 ＭＳＬＤＯＷ の前あたりに置くことに

します。

前節で定めた仕事の内容を順にコードに直していくことにしましょう。

最初の仕事は，「イベントレコードからイベントの発生した時刻を得る」でした。イベント

の発生したシステム時刻はイベントレコードの６バイト目，スケルトンの定義ではワークエ

リア内のｅｖｅｎtＲｅｃ ｗｈｅｎからロングワードて11又められています。

工Ｄ Ｌ Ｅ

ｍｏｖｅ ．１ ｅｖｅｎｔＲ ｅｃ ｗｈｅｎ(ａ５),ｄ１ ＊イベント発生時刻をDI に
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２　コードの組み立て

次は，「前回時刻表示 を書 き換 えた ときに保存しておいた時刻 と比較 して，１ 秒以上経過し

ているかどうかを調べる」ですｏ これはただの計算なので 説明の必要はないと思いますｏ 前回

時刻を書 き換 えたシステム時刻はワークエリア内の1a ｓtＴｉｍｅＵｐｄａtｅ に収められてい るこ

とになっていますから，コードは次のようになります。

m ｏｖｅ.1

ｓｕｂ.1cmp.1bc

ｓ

d１,dO

la ｓtＴｉｍｅＵｐｄａtｅ(a5),dO

＃100,dO

工ＤＬＥ９

＊前回の書き換えシステム時刻からの

＊経過時間を求める

＊｜秒以上経過？

＊　 でなければIDLE9 へ

工ＤＬＥ９ はアイドルイベント処理ルーチンの終端であり， イベント待ちループへ戻 るＲＴＳ

命令が書いてあります。

１ 秒以上経過している と判断で きた場 合は，前の時刻 を塗り潰し，現在時刻を描画します。

このためのルーチンは，すで にＤｒａｗＴｉｍｅ としてつ くってあるので，こ れを呼 び出 すだけ

ですみます。 ＤｒａｗＴｉｍｅ を呼び出す前に，本来は次のステップ としていましたが，時刻を描

画し直した時刻を変数に保存しておくことにしましょう。 これは，Ｄ１ に保存しておいたイベ

ント発生 システム時刻が ＤｒａｗＴｉｍｅ内で破壊される可能性があるためです。

m ｏｖｅ.1b

ｓｒ

d1,1a ｓtＴｉｍｅＵｐｄａtｅ(a5)

ＤｒａｗＴiｍｅ

＊イベント発生時刻を保存

時刻が描画できたら，次は時報の処理です。

最初に時報を鳴らすか鳴らさないかを調べます。時報を鳴らす/鳴らさないの設定は，ワー

クエリア内のｊｉｈＯＵ という変数に収められています。

tｓt. ｗ

ｂｅq

jｉｈｏｕ(a5)

工Ｄ Ｌ Ｅ ９

＊時報を鳴らす？

＊　鳴らさないならIDLE9 へ

時報は毎正II聚 つまり，００分００秒に鳴らすわけですから，時刻を意味する数値の下位ワー

ドを調べればすぐにわかります。

ｍｏｖｅｑ

ｔｒａｐ

ｔｓｔ．ｗ

ｂｎｅ

＃$56,ｄＯ

＃１５

ｄＯ

工ＤＬＥ９

＊_TrMEGET

＊10cs 呼び出し

＊00 分00 秒？

＊　でなければIDLE9 へ
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正時であったこ と力那密認で きたところで,11赫14の 音を出します。ここでは簡易 なか 去を選び，

ビーフ音を鳴らすだけ とします。

ｌｎｏｖｅ．ｗ ＃２,-(Sp)

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２Ｄワaddq,1

＃２,ｓp

＊ １ 回

＊　 ＤＭＢｅｅｐ
一一

余力のある方は，自前のＡＤＰＣＭ データを鳴らしたり，予告音を鳴らすようにするなど

改造してみるものよいでしょう。

以上で，アイドルイベントで行う仕事は完了しました。正常終了を意味する〇をＤＯに収

めて，ＲＴＳ命令でイベント待ちに戻ります。ここにラベルエＤＬＥ９を設定することを忘れ

てはいけません。

ＩＤＬ Ｅ ９：

m ｏｖｅq

ｒtｓ

＃０,dＯ

＊ ＯflDLE

2）レフトダウンイベント処理ルーチン ＭＳＬＤＯＷＮ

手を加えていない状態のスケルトンは，レフトダウンイベント発生時にはごく基本的な仕事

をしてくれます。まず，自分のウィンドウ上でマウスの左ボタンが押されたのかどうかを判断

し，ウィンドウ上であれば，ウィンドウを利用するアプリケーションすべてが守らなければな

らないガイドラインにそった仕事を行います（前節参照）。

スケルトンはガイドラインに示された仕事を，さまざまな条件を判断して行うようにつくら

れていますが，そのほとんどはＢＯＤＹ．Ｓ の5 工行，

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３Ａ２ ＊　SXC ａllＷiｎdＭ

この１ 行に集約されてい ます。ただし，私たちの時計の場合は， その恩恵にあずか るのはウィ

ンドウのドラッグ程度ですが。

ＳＸＣａ１１ＷｉｎｄＭ から戻っ てきたとき，ＤＯにはマウスの左ボタンによって「押された」ウィ

ンドウのパートコードが入っ てい ます。このパートコードは，すで に「処理された」パートを

意味していることに注意してください。た とえば，パートコード として７ が返っ てきたとき，

それはクローズボタン上で左 ボタンが押され， そして，やはりクローズボタン上で左ボタンが

離された， というこ とを意味 してい ます＊8． スケルトンは，返り値のパートコードを調べて

クローズボタンであった場合は，終了すべきであるこ とを示す負の数（－1 ）を ＤＯ に入れて，

イベント待ちノレープヘ と戻ってい ます。



２　コ ード の 組 み 立て

＊8:SXCallWindM 同様に，マウスポインタの座標を渡すと，ウィンドウのパートコードを返すSX コー

ルにWMFind がありますが，WMFind は， ただその座標がウィンドウ上のどこに位置するかを調べ

るだけで，本文中で例に挙げたようにクローズボタン上で押され，離されたかどうかなどを調べ

たりすることはありません。

SXCallWindM とWMFind の返すパートコードの違いについては，「SX-WINDOW ～」178 ページのコ

ラムも参照してください。

このように，０Ｓ と関係しているウィンドウの枠などに関する処理はスケルトンが行ってく

れるので，私たちはアプリケーションの領分であるところのウィンドウコンテンツ内部の処理

だけを考えればよいのです。　したがって， スケルトンに手を加えるところは，スケルトンが必

要なパートコードを調べ終わったところ，つまりＢＯＤＹ．Ｓ の56 行，

cmp.ｗ

ｂｅq

＃ ワ,ｄＯ

Ｃ １０ｓｅＢ ｔｔｎ

＊クローズボタン？

＊　ならばCloseBttnへ

の直後からということになります。

まずはマウスの左ボタンが押されたのが，ウィンドウコンテンツの内部であるかどうかを確

かめなければなりません。ウィンドウコンテンツの″－トコードは３ですから，それ以外だっ

た場合はイベントループに戻るようにしますO

c ｍｐ

ｂｎｅ

Ｗ ＃3,dO

ＭＳＬＤ9

＊ウィンドウコンテンツ？

＊　でなければMSLD9 へ

私たちの時計には， ウィンド ウコンテンツ内に置かれ，マ ウスで 操作で きるもの としては

チェックボックスが １つ とラジオボタンが ２つあ りました。 これらは，いずれもコントロー

ルです。 ウィンドウコンテンツに置かれたコントロールについての処理を行うには，$ Ａ３Ａ３

ＳＸＣａ１１Ｃtｒ1M とい う便利 なＳＸ コールが使えます。

ＳＸＣａｌｌＣtｒlM は，マウスポインタの座標を調べて，ウィンドウコンテンツ上 のコントロー

ルのうちのいずれかの上で左 ボタンが抑されている＊9 ときには，次のような処理を行ってく

れます。

＊9:いずれも，SXCa11WindM のクローズボタンの例のように，「押されて，離される」までを確認した

後に処理を行います。

・ラジオボタン/ チェックボックスのｏｎ/off

・ スクロールバーによるスクロール

・そのほかのコントロールの操作

そして，処理を行ったコントロールへのハンドルをＡＯに，押されていたコントロールの

5７
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パートコードをＤＯに返します。

このコールを呼ぶことによって，かなりの処理をＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ が肩代わりしてくれるの

で，書くべきコードは激減することがおわかりいただけると思います。結局，私たちの書かな

くてはならないコードは，

・チェックボックスが押されたなら

押された結果 （Ｏｎ/Off 状態 ）を変数にjd 永する

・ラジオボタンの どちらか片方が押されたなら，押されたボタンを Ｏｎ， もう片方をOff に

して， どちらが押されたのかを変数に記録する＊lo。 そして，設定を変更 した状態の時刻

を再描画する

＊10:SXCallCtrlMは，押されたラジオボタンのｏｎ/offを反 転してしまうので，結局，自分でｏｎ/offを

正しく設定しなくてはなりません。

これだけになります。 どのボタン も押されなかった場 合，ＤＯには Ｏが返 るので，この場

合は何 もせずにイベント待 ちノレープに戻 るこ とも忘れてはいけません。

それでは，実際にコードを書いてみましょう。

まずは，ＳＸＣａ１１Ｃtｒ1M を呼 び出します。ウィンドウにスクロールバ ーがついている場合

は，それへのハンドルを指定しなければならないので すが，私た ちの時計のウィンドウにはス

クロールバーがついていないので，省略を意味する ”○”を指定します。

clｒ.1

clｒ.1

clｒ.1

pｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

-(ｓｐ)

-(ｓｐ)

-(ｓp)

ｅｖｅｎtＲ ｅｃ(a5)(

ａ２)

$ Ａ３Ａ３

２０(ｓｐ),ｓｐ

＊dRectPtr （省略）

＊ctrlHdlH（省略）

＊ctrlHdlV（省略）

＊イベントレコードへのポインタ

＊ウィンドウレコードへのポインタ

＊　SXCallCtrlM
一一

押された場所がどのコントロール上で もなかった場合，イベント待ちに戻ります。

t ｓt. １

ｂ ｅｑ

ｄＯ

Ｍ ＳＬＤ９

＊コントロール上？

＊　でなければMSLD9 へ

続いて，押されたコントロールの種類を調べ，それにしたがって書くコントロール用の処理

へ分岐します。

5８



cmp.1

beq

ｃ ｍｐ.1beq

ｃｍ ｐ.１

ｂｅq

chkBo ｘHd1(a5), ａＯ

Ｍ ＳＬＤ ＣｈｋＢｏｘ　
－

ｒad1Hd1(a5), ａＯ

Ｍ ＳＬ Ｄ Ｒａｄ１
－

ｒad2Hd1(a5), ａＯ

Ｍ ＳＬ Ｄ Ｒａｄ２
－

２　コ ード の 組 み 立 て

＊チェックボックスが操作された？

＊　ならばMSLD ChkBox へ
ー

＊ラジオボタン｜が操作された？

＊　ならばMSLD Radl へ
ー

＊ラジオボタン２が操作された？

＊　ならばMSLD Rad2 へ

これら以外ということはありえないのですが，その場合は何もしないことにしておきます。

このような，「まず起こらない」エラー対策 も，手を抜かずにできるだけ用意しておきたいも

のです。

b ｒａ Ｍ ＳＬ Ｄ９ ＊これら以外の場合はMSLD9 へ

チェックボックスの処理は，ＭＳＬＤ ＣｈｋＢｏｘ から始まります。ここでの処理は，チェッ
一

タボックスの新たな値を調べて，それを変数に格納することです。チェックボックスの値は原

則として ○（off）か1 （ｏｎ）と決まっているので，０ｎかoff かは返り値を，ワードでtｓt

すれば判断できます。　したがって，この値を変数jihoｕiに代入しておけば，アイドルイベン

ト処理ルーチンの中で時報を鳴らすか鳴らさないかの判断を行うことができます。

Ｍ ＳＬ Ｄ ＣｈｋＢｏｘ：
－

ｍｏｖｅ．Ｉ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．ｗ

ｂｒａ

cｈｋＢｏｘHd1(a5),-( ｓｐ)$A291

＃４,ｓp

d0,jiho ｕ(a5)

Ｍ ＳＬＤ9

＊チェックボックスへのハンドル

＊　CMVal ｕｅＧｅt
一一

＊MSLD9 へ

ラジオボタンは１ がｏｎになった場合は12 時制，２がｏｎになった場合は２４時制ですか

ら，プラグjiｓe112 をセット，あるいはリセットして，押されたボタンをｏｎ， もう片方のラ

ジオボタンをoff にする処理を行います。

Ｍ Ｓ Ｌ Ｄ Ｒ ａｄ １ ：

－

Ｍ ＳＬ Ｄ Ｒ ａｄ２：
－

ｍｏｖｅｑ

＃1,ｄ１

＃０,ｄ２

Ｍ ＳＬＤ_ Ｒａｄ

＃０,ｄ１

＊ラジオボタン｜をｏｎに

＊ラジオボタン２をoff に

＊ ラジ オボタン １をOff に

５９
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ｍｏｖｅｑ

Ｍ ＳＬ Ｄ Ｒａｄ：
－

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｌ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ,ｌ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｂｓｒ

ｂｒａ

”1,d ２

d1,jiｓe112(a5)

ｄ１,-(ｓｐ)

ｒａｄ１Ｈ ｄ１(ａ５),-(ｓｐ)$

Ａ２９０

＃６,ｓｐ

ｄ２,-(ｓｐ)

ｒａｄ２Ｈ ｄｌ(ａ５),-(ｓｐ)$

Ａ２９０

＃６,ｓｐ

ＤｒａｗＴｉｍｅ

Ｍ ＳＬ Ｄ ９

レフトダ ウンイベントの処理はぱ上です。

＊ラジオボタン２をon に

＊jise112に値 を設定

＊ラジオボタンｌに値を設定

＊　CMValu ｅＳｅt

＊ラジオボタン２に値を設定

＊　CMVal ｕｅＳｅt
一一

＊切り替えられた時制で時刻を再描画

3） アップデートベンド処理ルーチン ＵＰＤＡＴＥ

ＢＯＤＹ．Ｓ のアップデ ート処理ルーチンに書かれているコードだけで も，私たちの時計 に必

要な処理の ３分の ２ がすんでぃます。したがって，于を加えなければならないのは，画而全

体を書き直す描画ルーチンの呼び出しだ けということになります。

ＢＯＤＹ．Ｓで呼び出している描画ルーチンはＤｒａｗＧｒaph となっ てい ますが，私たちの時

計では，これを ２つ に分割 し，ＤｒａｗＴｉｍｅ とＤｒａｗＯtｈｅｒ に分 け ました。したがっ て，

ＵＰＤＡＴＥ 全体 は次のように書 き換えます。

ＵＰＤＡＴＥ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

b ｓｒ

ｂｓｒ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

m ｏｖｅｑ

ｒtｓ

wｉｎＰtｒ(a5)$

Ａ２０Ｄ

＃４,ｓp

ＤｒａｗＴｉｍｅ

Ｄｒａｗ Ｏｔｈｅｒ

ｗｉｎＰ ｔｒ( ａ５)$

Ａ ２ ０Ｅ

＃ ４, ｓｐ

＃０,ｄＯ

＊［アップデートイベント］

＊　WMUpdat ｅ
一一

＊ ア ッ プ デ ー ト 開 始

＊　WMUpdt Ｏｖｅr
一一
＊ ア ッ プ デ ー ト終 了
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4）アクティベートイベント処理ルーチンＡＣＴ工ＶＡＴＥ

アクティベートが発生した場合の処理は，ＢＯＤＹ．Ｓ そのままで問題ありません。このまま

で手を加える悪婆はありません。

5） シ ステムイベントＬ ２ 処理ル ーチン ＳＹＳＴＥＭ:Ｌ，ＳＹＳＴＥＭ２

スケルトンには，すべてのアプ リケーションがサポートしなければならない，タスクマネー

ジャイベントコード：Lの 「タスクの終了」，２の「ウィンド ウのクローズ」，32 の「ウィンド

ウのセレ クト」の ３つについての処理が用意されてい ます。私たちの時計 には， さらにこれ

らに加えて，タスクマネージャイベントコード ３Ｌ 「現在の状 態をセーブ」 についての処理

が必要です。

アプリケーションの状態の保存を行うが 去としては，状態を数値化 してファイルなどに記録

しておくこ とが考えられます。しかし，私たちの時計の場合, 保存すべき状態 といっても，［］戈

時制か２４時制か」 と『時報を鳴らすか鳴らさないか』の２ つ くらいしかおりません。この

ようなわずかな情報 を収 めたファイルを作成するのはディ スクの効串 もよくあ りませんし，

ディスク上 にファイルがどんどん増えてしまうの も考えもので す。 さらに， いくつ も起動でき

るアプ リケーションの場合は，ファイル名を工夫するなどの必要 もあ るでしょう＊11。

＊目:状態をファイルに記録するアプリケーションとして，SXI.1 のエディタ.Xがあります。エディタ｡

×も，いくつも同時に起動することができますが，ファイルから最初に起動されたエディタ.Xが

「親」となり，そのコードを共有している「子」たちの情報もまとめてファイルとして管理して

いるようです。

そこで，”サウンド.Ｘ”や ”キャンバス.Ｘ ”などで も使 われている方法を使 うことにします。

アプ リケーションがタ スクとして起動さ れる際にはコマンド ライン文字列が渡されますが，

シェルを終了するときに動作していたタスクに関しては， そのタスクの起ID加寺に渡されたコマ

ンドライン文字列がタスク名 とともに ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に記録さ れます（１４４ページのコラ

ム参照）。 そして，次にシェルが起動された とき，ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に記録されていたタスク

が再 起動さ れ， その ときにコマンドライン文字列 も記録されていたものが渡されます。 この機

能をうまく利用することによっ て，状態の保存を行うこ とがで きます。

先ほども挙げたように，私たちの時計の保存すべき状態は，「12 時 制か２４ 時制か」と「時

報を鳴らすか鳴 らさ ないか」の２ つです。 コマンドライン上で次のような オプションを指定

することによって，これらの初期設定を決定するように決めておきます。

９
 
：
;Ｘ
 
９
．
４

一
　

一
　

一
　

一

24時制

12時制

時報を鳴らさない

時報を鳴らす

初期化ルーチンでコマンドラインを解析するときに，これらのオプションを判断するように
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しておけばよいでしょう。

これで状態の保存の半分，状態の復帰が実現で きました。時計を終了して も，人間が設定を

覚 えておいて，次に起動す るときにオプションをつけて起動すれば，前の状態が再現で きま

す＊12． しかし， いちいち人間がこれらの仕事 を行うのはばかげてい ます。 コンピュータにや

らせてしまいましょう。

＊12:コマンドラインを編集するためには，［OPT.|］を押しながら実行ファイルのアイコンをダブルク

リックします。

すで に述べたように，シェルの終了時に各タスクのコマンド ライン文字列 は ＳＹＳＤＴＯＰ．

ＳＸ に保存されます。 ということは，ここに前の状態を意味するオプ ションを書いたコマンド

ライン文字列が保存されていれば，次 に起動 されるときには前 と同じ状態で起動するこ とにな

りはしないで しょうか ？

たとえば，私たちの時計であれば，12 喘lll』で 時刻 を表示 し，かつ時報を鳴らす状態であっ

た場合，ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に3d 永されるべ きコマンド ラインを ’-t1-j1’としてお きます。次

に起動されるときには，時計には，この ’-t1-j1’が渡されます。この結果，時計 は1 £時制

の時報ありに設定され，見事 に前の状態が復元されたこ とになります。

それでは， これを実現するコードを書いてみます。 スケルトンに追加する位置はＢＯＤＹ．Ｓ

の101 行目，

cｍｐ.ｗ

ｂｅq

＃$ ２０,ｄＯ

Ｗｉｎｄｏｗ Ｓｅｌｅｃt

＊ ウ ィ ン ド ウ の セ レ ク ト ？

＊　 な ら ば ＷｉｎｄｏｗSelect へ

の直後となります。

まずは，タスクマネージャイベントコードが31. 「状態の保存」であるかどうかを調べる

ことから始まります。

ｃ ｍｐ ．ｗ

ｂｅｑ

＃31, ｄＯ

Ｓａｖｅ

＊状態の保存 ？

＊　 ならばSa ｖｅへ

ＢＯＤＹ．Ｓ の１１７行目，ＷｉｎｄｏｗＳｅｌｅｃt のｒtｓ の直後に Ｓａｖｅ というラベルを設定 し，

ここから状態の保存処理を書 き始 めることにします。

コマンドラインを書き換えるには，各タスクについてタスク名や コマンド ライン等の情報を

保存しているタスク管理 テーブルを利用しますo あ らかじめ注意しておきますが，ここには重

要な情報 いｄまされているので，必要以上に手を加えてはいけません。

まずは， スタック上 に領域を確保してから，自分のタスク管理テーブルを読み込むことにし

ます。



Ｓ ａｖｅ ：

11ｎk

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

a４,＃-51 ２

＃-1,-(ｓp)-512(

ａ４)$A35B

＃6,ｓｐ

２　コードの組み立て

＊512 バ イ トの領域を確保

＊自分のタスク管理テーブルを取得

＊スタック上の領域に読み込む

＊＿_TSGetTdb

これで，Ａ４ を終端 とす るスタック上の領域に，時計自身のタ スク管理テーブルがコピーさ

れました。

タスク管理テーブル中のコマンドライン文字列は，オフセット＄5A か らＬＡＳＣ工工型で記

録されています＊13． ここにオプションを書 き込みます。前回何が書かれていたかは， とくに

意識する必要はあ りません。 コマンド ライン文字列の先頭を ＡＯ に収 めて，オプ ションの書

き込みに備えます。 また， オプションの書き込みはロングワードで行 うと便利 なので，文字列

の先頭にスペースを入れて, 偶 数アドレ スから書き込みが始められるように補正しておきます。

＊13:「sx-ｗINDoｗ～」初版第１刷，第２刷ではAscIrz 型と記されていましたが，正しくはLAsc 卜型で

す。

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ

１
　

１

m ｏｖｅ.b

-512 十$5a( ａ４),ａＯ

２(ａＯ),a1

＃",1(aO)

時制の設定を記録 します。

m ｏｖｅ.lt

ｓt. ｗ

ｂｎｅ

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

S ａｖｅO

m ｏｖｅ.1

＃'-t:にdOji

ｓe112(a5)

ＳａｖｅＯ

＃'○',dＯ

d０,(a1) 十

時報の設定を記録 します。

m ｏｖｅ.lt

ｓt. ｗ

ｂｎｅ

＃'-jﾕ∴ｓh1.８,ｄＯ

ｊｉｈｏｕ(a5)

Ｓａｖｅ1

＊AO : 文 字 列先頭 （文字数）

＊AI : 文 字 列実体先頭

＊スペースでアドレス補正

＊'寸1'

＊12 時 制 ？

＊　 ならばSa ｖeO へ

＊' 寸0

＊'-jlj，0

＊時報を鳴らす？

＊　ならばSaｖelへ
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S ａｖe1:

ｎ１０ｖｅ．ｗ

m ｏｖｅ.1

＃'○'.Ｓｈ１.8,d Ｏ

d０,(a1)

＊'-jO' ，〔〕

ＬＡＳＣ工］:文 字列 なので，文字数をセットします。この場合，文字数は ワ文字 と決 まってｔ

るので，文字列先頭にﾜ ＋1 （補正したスペースの分）を入れます。

ｍ ｏｖｅ ．ｂ ＃ ワ 十１,(ａＯ)

コマンドライン文字列の設定は完了したので，次は文字列を設定し終わったタスク管理テー

ブルのコピーを，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内の原本に上書きします。

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃-ﾚ(Sp)

- ５:L2( ａ４)$A35C

＃6, ｓｐ

スタック上に確保 した領域を開放して，終了します。

uｎlｋ

m ｏｖｅｑ

ｒtｓ

ａ４

＃０,dO

＊自分のタスク管理テーブルに書き

込む

＊スタック上のコピーから

＊＿_TSSetTdb

＊スタック上の領域を開放

このようにして変更された ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内のタスク管理テーブルは，このイベントの後，

ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に， その内 容の一部（つ まり，タ スク名， コマンドライン文字列等）が記

録されます。

以上の処理 と，初期化処理がペア となって，状態の保存が実現で きます。

＠ 初期化処理ルーチン

初期化ルーチン エＮ工Ｔ は，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ の中で非常に下位のレベ ルの初期化を行って，

ＳＸ アプ リケーション として動作する下地を整えた後で呼び出されます。

前節で挙げた初期化ルーチンの仕事は，
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1 ）ワークエリアの初期化

２）ウィンドウのオープン3

）コントロールのオープン

４）初期画面の描画

の４つでしたが，状態の保存によってコマンドラインの解析が必要となったので

5）オプションの解析

２　コード の組 み 立 て

が追加されます。

このうち，２）のウィンドウのオープンについては，パラメータの変更程度で実現できます。

1）ワークエリアの初期化

いくつかの変数については，すでに初期化の処理が書き込まれていますが，私たちの時計固

有の変数の初期化を追加する必要があります。初期化の必要な固有の変数にはどのようなもの

があるでしょうか。

・前回の時刻書き換えシステム時刻laｓtＴｉｍｅＵｐｄａtｅ

初期化処理実行時のシステム時刻を調べて代入してもよいのですが，どのみち最初に:L

回は書き換えてもらわなければいけないので，はるか以前のシステム時刻，つまり○を

代入しておきます。こうすることで，次のアイドルイベントでは必ず書き換えが起こりま

す。

このほかの変数については，ウィンドウやコントロールのオープン，オプションの解析な

どの箇所で初期化されます。

この初期化の処理はＢＯＤＹ．Ｓの 工59 行目

St wｉｎＡｖtiｖｅ(a5)

の直後に置くことにします。

clｒ.1 1ａｓtＴｉｍｅＵｐｄａtｅ(a5)

＊アクティブプラグをセット

＊前回の書き換え時刻をクリア

2）ウィンドウのオープン

前述のように，ウィンドウのオープンに関して行わなければならないのは，パラメータの変

更程度です｡ＢＯＤＹ．Ｓでは，変更しやすいように，ウィンドウの大きさとウィンドウオプショ

ンについてはシンボル化して，ソースの始めのほうに置いてあります。
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第 １章　 プ ロ グラ ミ ング の 補足 説 明

私たちの時計のウィンドウの大きさは（160 ，８０）。ウィンドウオプションは，サイズボタ

ンやスクロールボックスなど，付属品はいっさい必要ないので，%００００ということになりま

す。したがって，ＢＯＤＹ．Ｓの２０行目からは次のように書き換えます。

Ｗ 工ＮＯＰＴ

Ｗ工Ｎ Ｘ
－

Ｗ工Ｎ Ｙ

一一

一一

一一

S ００００16

０

８0

＊ウィンドウオプション

＊ウィンドウ初期Ｘ

＊ウィンドウ初期ｙ

このほかに，ウィンドウタイトルも決めなければいけません。スケルトンでは，ｗinTitle

というラベルから始まるＬＡＳＣ工工型の文字列がウィンドウタイトルとなります。私たちの

時計のウィンドウタイトルはシンプルに ’Ｃｌｏｃｋ’とすることにします。

winTitl ｅ

d Ｃ.ｂ 5,' Ｃ１０Ｃｋ' ＊ウィンドウタイトル

3）オプションの解析

システムイベントの処理のところで述べたように，状態の保存はシステムイベントでの状態

のセーブと，初期化処理での状態の復帰がペアになって実現されます。スケルトンでは ’-Ｗ’

オプションの解析を行っていますが，ＳＸ コールを利用しているので，この処理に相乗りする

ことはできません。別の場所にコマンドラインの解析処理を書くことが必要です。ここでぱ

ＢＯＤＹ．Ｓの１４４行目，

ＳＸＣＡＬＬ

ｍｏｖｅ．１

$A360

d0,t ａｓk]:Ｄ(a5)

＊＿_TSGetlD

＊タスクID を得る

の直前で解析を行うこ とにします。

コマンドラインのアドレスは変数 ｃｍｄＬｉｎｅ に収 められているので， これをAO に読 み込

んで, 解析 しやすいようにＡＳＣ工工Ｚ 文字列に変換してからオプ ション文字の ’－’を探し ます。

ｍ ｏｖｅｑ

ｍ ｏｖｅｑ

ｍ ｏｖｅ ．１

ｍ ｏｖｅｑ

ｍ ｏｖｅ ．ｂ

ｓｆ

工Ｎ 工Ｔ３

ｍ ｏｖｅ ．ｂ

＃０,ｄ１

＃０,ｄ２

ｃｍｄＬｉｎｅ(ａ５),ａＯ

＃０,ｄＯ

(ａＯ) 十,ｄＯ

(ａ０,ｄＯ．ｗ)

(ａＯ) 十,ｄＯ

＊jiｓe112に入る値

＊jihoｕに入る値

＊コマンドラインのアドレス

＊文字数

＊文字列末尾に$00 を付加

＊１文字読み込み
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b ｅq

ｃｍｐ.ｂb

ｎｅ

工Ｎ 工Ｔ ４

＃'-',dO

工Ｎ 工Ｔ ３

２　コ ード の 組み 立 て

＊　$00 なら解析終了

＊オプション文字？

＊　でなければINIT3 へ

オプション文字が発見できたら，続く文字でオプションの種類を判断し，分岐します。

ｍ ｏｖｅ ．ｂ

ｂｅｑ

ｃｍ ｐ ．ｂ

ｂｅｑ

ｃｍ ｐ ．ｂ

ｂｅｑ

ｂｒａ

(ａＯ) 十,dO　]:

Ｎ 工Ｔ４
－

＃'t',dO　

工Ｎ 工Ｔ３０
－

＃Ｔ,dO

工Ｎ 工T31
－

:[Ｎ 工T3

－

それぞれの設定をレジスタ Ｄ:Ｌ，Ｄ２ にjld永し ます。

工Ｎ 工Ｔ３０

工Ｎ 工Ｔ ３１ ：

ｍ ｏｖｅ ．ｂ

ｓｕ ｂ ．ｂ

ｂｒ ａ

ｍ ｏｖｅ ．ｂ

ｓｕ ｂ ．ｂ

ｂｒ ａ

(ａＯ) 十,ｄ１

＃'○',d1

工Ｎ:[Ｔ3

(aO) 十,d2

＃'○',d2:[

Ｎ工Ｔ3

＊もう１文字読み込む

＊　$00 なら解析終了

＊時制の設定？

＊　ならばINIT30 へ
ー

＊時報の設定？

＊　ならばJNIT31 へ
ー

＊それ以外ならばINIT3 へ

＊時制の設定

＊さらに｜文字読み込む

＊'0'を引くことで$00 か$01 となる

＊時報の設定

コマンドラインの末尾まで達したら，それまでにレジスタD1 ，Ｄ２に記録された設定を変

数に格納します。

工Ｎ 工Ｔ４

ｍ ｏｖｅ．ｗ

ｍ ｏｖｅ．ｗ

d1,jiｓe112(a5)

ｄ２,jihoｕ(a5)

以上で，コマンドラインの解析は終了し，指定されたオプションの意味にしたがって変数が

設定されました。

4） コントロールのオープン

この処理は ＢＯＤＹ．Ｓ の １６１ 行目，
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b ｓｒ D ｒａｗＧｒaphl ｓt ＊ウィンドウ内部を描画する

の直前に置くことにします。

コントロールのオープン自体は難しいものではありませんが，パラメータが多いため，煩雑

に見えるかもしれません。ここでは，チェックボックス１つを代表 として，そのコードを示

しておきます。

clｒ.1

1no ｖｅ.ｗ

ｌｎｏｖｅ.￥7

1no ｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.ｗ

ｐｅａ

ｐｅａ

ｐｅａ

Ｓ Ｘ ＣＡＬ Ｌ

ｌｅａ

ｍｏｖｅ.1

-(ｓp)

＃２＊16,-( ｓｐ)

＃１,-(ｓp)

＃０,-(ｓp)

jiho ｕ(a5),-(ｓｐ)

＃-1,-( ｓp)

ｃｈｋＢｏｘTitle( ｐｃ)

ｃｈｋＢｏｘＲｅｃt(pc)

ｗｉｎＰtｒ(a5)

$Ａ２８９

２６(ｓp),ｓｐ

ａ０,ｃｈｋＢｏｘHd1(a5)

＊ユーザワーク

＊チェックボックス

＊ma χ

＊min

＊初期値

＊可視

＊タイトル（が，表示しない）

＊チェックボックスのレクタングル

＊ウィンドウレコード

＊　CMOpen
一一

＊コントロールレコードへのハンド

ルを保存

チェックボックスの初期値 として， オプションの指定 を格納 したjiho ｕ を指定しているこ

とに注目して ください。タイトル として ｃｈｋＢｏｘTitle を指 定してはいますが，実際には表

示されることはありません。なぜ ならば， その次のｃｈｋＢｏｘＲｅｃt にチェ ックボックスその

ものの大 きさしか持たせず，タイトルはこの中 に含 まれないからです。タイトルを含むように

レクタングルを設定する 昿 タ イトルは ＣＭＤｒａｗ によって表示されるようになりますが, 夕

イトルの文字をクリックしても，チェックボックスを押したことになるという不都合が起こり

ます。

このほかのコントロールでは，このような注意は必要あ りません。

5） 初期画面の描画

スケルトンでは，初期画面 を描画するためにＤｒａｗＧｒaphl ｓt というサブルーチンを呼ん

でぃます。このサブルーチンは， リーションやスクリプトを作成する必要があ る場合を考えて

用意しましたが,私 たちの時計で は` とくにそういった必要はありません。初期画面の描画といっ

ても，通常の時刻や， そのほかの部分の描画 となんら変 わりはないのです。

そこで，ウィンド ウ内部の初期状態を描 画させるために，ＤｒａｗＧｒａｐｈｌｓt を利 用する必

要は まったくないので，例 の２ つの画面描画ルーチン と置 き換えてしまい ます。すなわち，

ＢＯＤＹ．Ｓ の161 行 目，
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のかわりに

b ｓｒ

b ｓｒb

ｓｒ

を置くことにします。

この結果，169 行目の

DｒａｗＧｒaphl ｓt :

rtｓ

D ｒａｗＧｒaphl ｓt

D ｒａｗＴｉｍｅ

ＤｒａｗＯthe ｒ

は不要となりますから，削除してかまいません。

巳　コードの組み立て

＊ウィンドウ内部を描画する

＊ウィンドウ内部の描画の

＊準備をするサブルーチン

＊(何もしない)

○終了処理ルーチン

終了処理ルーチンは，初期化ルーチン：EN工Ｔ，あるいは各イベントの処理ルーチンで何か

異常な事態，あるいは終了しなければならない事態が発生したとき，メインループから実行に

移されます。

ここで行う処理は，コントロールやウィンドウのクローズですが，ウィンドウのクローズは

すでに用意されているので，書かなければならないのはコントロールのクローズだけです。

ＢＯＤＹ．Ｓ１ﾜ８行目の

Ｔ 工Ｎ 工 ＊[終了処理]

の直後から書き始めることにします。

コントロールのクローズは，あるウィンドウ中にあるコントロール（複数）を ］｡個１個ク

ローズしてもよいのですが，終了処理のように，一度にすべてをクローズしたい場合は便利な

か去があります。ｓｘ コール$Ａ２８Ｂ ｃＭＫｍ がそれで，クローズしたいコントロールの乗っ

たウィンドウを指定するだけで，すべてのコントロールをクローズしてくれます。

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｗｉｎＰ ｔｒ( ａ５)$

Ａ ２８ Ｂ

tt ４ 、ｓｐ

＊　CMKill　

一 一
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COLU川｜ 前回の状態の再現の仕組み

「前回の状態の再現」の仕組みは少々わかりにくいかもしれないので，ここで解説しておく

ことにしますo

例として，ＳＸシェル上でＡ というアプリケーションが動作しているところを考えてみま

しょうｏＡはウィンドウを持っていて， その中に何か絵を表示していたとします（図ａ）o

■図ａ

口
�タスクＡ ＷＩＮＤＤＷ�図

下○
突然，シェルは終了しなければならなくなりました。ユーザがシステムアイコンから「終

了」か，「再起動」を選択したのか，それとも電源スイッチが切られて，いままさに電源切断

の予告段階に入ったところなのか，それはわかりませんが， とにかく終了を迫られています。

このとき，シェルは，そのとき動作しているすべてのタスクに対して，システムイベント（夕

スクマネージャイベントコード31 「状態の保存」）を発生し，状態の保存をするよう呼びか

●図ｂ

ソロ
イベント　31｢

状態の保存｣

卜

卜

�タスクＡ ＷＩＮＤＤＷ�図

ノ コ

７０



２　コードの組み立て

けます（図b ）。

Ａにもシステムイベントが通知され，Ａは状態の保存にとりかかりますOA が，この次に

起動されたときに，現在の状態を再現するためには，次の３つの情報が必要です。

a）現在表示している絵のデータb

）現在のウィンドウの位置

ｃ）現在のウィンドウの大きさ

これらの情報さえあれば，次に起動されたときに，現在のウィンドウの位置に，現在のウィ

ンドウの大きさで，現在表示している絵を表示することができるわけです。ユーザにとって，

それは現在とまったく同じ状態に見えるはずです。このうち，Ａはａ）の情報だけファイル

のかたちで保存し，ｂ）とｃ）は保存しませんo これがなぜかはすぐにわかります（図ｃ）。

■図ｃ

匹

万万

�タスクＡ ＷＩＮＤＤＷ�図

ノ コ

Ｔ ＡＳＫＡ ．Ｄ ＡＴ

すべてのタスクに「状態の保存」 を通知 し終 わると，シェルはいよいよ本格的 に終了を始

めます。シェル自身の終了の前に， すべてのタ スクのタスク管理 テーブルの一部十αをファ

イル に保存します。　ファイル 名は ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸＯ ＳＸＷ工Ｎ．Ｘ と同じデ ィレクトリに毎回

作成されているこのファイルには， こんな意味 があったので す。ここに保存される各タスク

に関するお もな情報 としては，次のようなものがあります。

ア）タスク名て原則としてフルパスのファイル名）

イ）起動されたときに指定されたコマンドライン文字列

ウ）タスクの走行状態や起動モード

エ）そのタスクのウィンドウの位置や大きさ（複数のウィンドウを持っている場合は，メ

インのウィンドウのみ。ウィンドウを持だない場合，ここは空白）
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エ）としてウィンドウの位置や大きさを保存してくれるので，結局，Ａ自身は自分のウィ

ンドウの位置や大きさを保存する必要がなかったわけです。シェルはＡについて，そのタス

ク名やコマンドライン文字列などといっしよに，その時点でのＡのウィンドウの位置や大き

さを記録しましたO このとき，Ａのウィンドウのウィンドウコンテンツは，グローバル座標

系で（100 ，１００）-（200 ，150 ）だったとしましよう（図d ）。

■図ｄ

(100,100)

�タスクＡ ＷＩＮＤＤＷ�図

ずつ
(　　　　　　　　　　　　　　）･200

(100,100) －(200,150)

Ｌ

続いて，シェルはすべてのタスクにシステムイベント，今度はタスクマネージャイベント

コード１「タスクの終了」を通知し，それぞれの終了処理を行うよう要求します（図ｅ）。

■図ｅ

ヶ口
イベント　１

｢タスクの終了｣

≒

⑤

�タスクＡ ＷＩＮＤＤＷ�図

ﾌﾞ⊃

「タスクの終了」要求は，Ａにも届き，Ａは自分のウィンドウをクローズしたり，作成した

メモリブロックを開放したりといった終了処理を行い，最終的にタスクを終了させます。こ

のとき，タスクの状態についての情報がファイルのかたちで残されているのがミソです（図f

）。
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■ 図 ｆ

「

－

―

‐

－

－

－

1｡

一 一 一 一 一 一 一

タス ク

Ａ

「
－

１
‐
－
－

１
‐
‐

－ 皿 四 － ㎜ 皿 ｉ Ｊ

終了するが

情報は残る

ＴＡＳＫＡ ．ＤＡ Ｔ

２　コードの組み立て

すべてのタスクに「タ スクの終了」を要請し終 わると， シェルは今度こそ自分の終了処理

を始め，最終的に自分自身を終了させ，制御はＨｕｍａｎに戻りますo

さ て， しばらくして，ふたたびＳＸ シェルが起動されることになりましたo シェルは各種

マネージヤの初期化など， 自分自身のための初期化処理を行ってから，前回の状態の再現 に

とりかかりますｏ ８ＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ を読み出して，そこに登録されているタスクを次々にファ

イルなどから起動します。このとき，各タスクにはＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に保存されていたコマ

ンドライン文字列が与えられるわけで すが，シェルはここで ちょっ とした細工を行いますｏ

ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ に保存されていた，各タスクのウィンドウの位置と大 きさ，これをあたか も

コマンド ライン上で- Ｗ オプションが指定されたかのように，コマンドライン文字列につけ加

えるのです。Ａ に関していえば，- Ｗ１００，100 ，２００，150 とい う文字列がつけ加えられる

こ とになります。

ふたたび起動さ れたＡ は，コマンドライン文字列の中に- Ｗ１００，100 ，２００，150 とい

う指定があることに気づ きます。 -Ｗ オプ ションが指定されていた場合，アプリケーションは

それにしたがってウィンドウを開かなければならないので，Ａ はこの位置にウィンドウを開

きます。そして，ファイル として，かつて保存した情報が残されていることを発見すると，そ

の情報にしたがってウィンドウ内部に絵を描きます（図ｇ）。

このようにして，ふたたび起動されたＡ は，結果的に前回の状態を再現 するこ とがで きた

こ とになります。いくつも走行していたタ スクが，それぞれこのような処理を行うことによっ

て，ＳＸ シェル終了直前の状態が完全に再現されるのですo

なお，以上のような処理は， システムアイコンの「画面状態の保存」設定で，「常時保存す

る」を選択した場合に行われます。「常時保存しない」を選択している場合，同じダ イアログ

内の「現在の状態を保存」ボタンを押した ときに，全タ スクに「状態の保存」要請が発せら

れ，シェルの終了時には，いきなり「タ スクの終了」要請が通知されることになります。

7 ３
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■図ｇ
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３　モジ ュ ー ルの 作 成とリ ン ク

|穏百7弓 懸笠ΞＸ朧朧
プログラムを機能単位で分割して，修正やほかのプログラムへの流用を容易にする手法を「モ

ジュール化」と呼びます。プログラムのソースの分割は，モジュール化を行ううえでたいへ

ん基本的，かつ重要な手法の１つです。モジュールという独立した機能単位に分割すること

によって，プログラマか一度に見渡すべき範囲は小さくてすみます。巨大なソースの中に埋

もれてしまうと発見しにくくなるバグも，こうして比較的小さなモジュールに区切ることに

よって，発見が容易となります。さらに，こうすることによって，プログラムのドキュメン

ト性も向上します＊1。

＊|:長々と続く文章よりも，的確に句読点を打ち，段落分け，章分けを行った文章のほうが読みやす

いのと同じことです。

モジュールは，プログラムとしてある程度独立しているため，モジュールご とのデバッグが

可能となるこ とも利点の１ つです ’2． バグが発見できた場合，再コンパイル/ アセンブルする

必要があ るのは，分割 された小さ なソースが１ つで すから，実行ファイルが生成されるまで

の時間も短縮で きます。

＊2:たとえば，ごく小さなテスト用のメインモジュールを用意して，そこで最小限の初期化と目的の

モジュールの呼び出しを行えば，そのモジュールが担う機能だけについて動作チェックが可能と

なります。

巡点として， ファイルが多 くなっ てくると管理力福fEし くなって くることが挙げられますが，

これには ｍａｋｅ と呼ばれるツールを使って対処す るこ とがで きます。 ｍａｋｅは Ｃ コンパ イラ

Ｖｅｒ.２.0 に付属 しますが, フ リーソフトウェアの ｍａｋｅ も入手可能で すので, 興 味のある方は

ぜひ利用してみて ください（８ワページのコラム参照）。本書で は ｍａｋｅに関して詳しい説明 は

省きますが，各サンプルプ ログラムを生成するためのmakefile を示 してお くこ とにします。

本書で示す スケルトンのコードは，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ とＢＯＤＹ．Ｓ に分割されてい ます。前

者は，「メインモジュール」 として もっ とも基本的な，プログ ラムの根幹をなす部分が収 めら

れており，後者は， ここから呼び出されるさ まざ まなサブルーチンが収められている「初期化

＆終了＆ イベント処理モジュール」で す。 たった２ つの分割で はあ りますが，私たちの時計

を作成するにあたり，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ にはまったく手を触れずにすんだことからも，ファイ

ル分割，およびモジュール化の意義をい くらか汲み取っていただけると思い ます。

さらに大規模なアプリケーションを作成する場合には，ＢＯＤＹ．Ｓ をさらに分割するこ とが

考えられます。アプリケーションの規模 や，今後のアプ リケーションへの流用の可能陛なども

考えて，適当に分割して利用するの もよいでしょう。

いまの規模で も，分割によってメリットが得 られると考 えられるのは描画ルーチンで す。単

純にウィンドウを出すだけの, スケルトンにわずかに手を加えたテストプログラム と,描 画ルー

チンのモジューフレを組み合わせるこ とによって，描画ルーチンによる表示 のぐあいを確かめる

75



第１章　プログラミングの補足説明

こ とがで きます。文字の表示位置などの微調整を行うときに有効でしょう。

前節で作成したコードをソースファイル として完成させたものが，ＭｙＣｌＯＣｋ.Ｓ（リスト２）

と，変数の定義 を行っ てい る ＷＯＲＫ．工ＮＣ［リスト ］｡） です。 ＭｙＣｌＯＣｋ.Ｓ はスケルトンの

ＢＯＤＹ．Ｓ に，ＷＯＲＫ．工ＮＣ はスケルトンの同名のファイルに手を加えた もので, ＳＸＣＡＬＬ．

ＭＡＣ，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ とリンクして使用します。

■リストＩ　ＷＯＲＫ.IＮＣ

Ｈ

２ キ

3

4

5

6

7

8

9
0
1
2
3
4
5
　

1
1
1
1
1
1

水

孝

幸
キ

STKSIZE

ネ

cmdLine:

envPtr:

16

17 winRect:

18

19 paramFlg:

20

21 eventRec:

22 eventRec ｗhat:　　
－23

24 eventRec ｗhoml:　　
－25

26 eventRec ｗhen:　　
－27

28 eventRec ｗhom2:　　
－29

30 eventRec ｗhat2:　　
－31

32 eventRec tasklD　　　　　　
－

33

34 eventMask:

35

36 tasklD:

37

38 ｗinPtr:

9
0
1
2
3
4
5
6
3
4
4
4
4
4
4
4

ｗ ｉ ｎ Ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ

timeStr:

SX-WINDOW
サ ンプルプログラム＃１

ワーク定義用インクルートファイル

＝　　 μ1024

ワークの内容の定義.offset

O

dS丿

－
　
　

２

－
　
　

－

Ｓ
　
　
　

～

ｄ
　
　

ｄ

dS. Ｗ

dS. Ｗ　　l

Ｓ
　

Ｓ

ｄ
　

ｄ

dS.l

dS. Ｗ

dS. Ｗ

dS, Ｗ　　l

dS

dS.b　　S72

dS. Ｗ　　l

ｄ ｓ ． ｂ

． ｅ ｖ ｅ ｎ

９

７６

ネスタックサイズ

キ

ｔ

１

‡

コマンドラインのアドレス

を保存するワーク
環境のアドレスを

保存するワーク

ネウィンドウレクタングル

ネレコード

＊コマンドラインの
＊解析結果を示す
拿フラグ

キイベントレコードの先頭
＊イベントコード

拿第１引数

ネイペント発生時

拿第２引数

ネタスクマネージャイ
‡ベンドの種類

＊送り手のタスクＩＤ
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拿ワーク

ネタスクＩＤを
ネ保存するワーク

幸ウィンドウレコードを

幸作成する場所

ネアクティブフラグ

拿時刻文字列十|($00)



47 出e 川248

49 jihou:
5{}
51
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53

54

55
56

7
8
5
5

9
0
5
6

61

62
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lastTimeUpdate:

ChkBOXHdl

radlHdl:

rad2Hdl

WORKSIZE:

■ リ ス ト2　My ＣｌＯＣｋ.Ｓ

１ ネ

２ ネ

３ キ

い

５ ネ

６ キ

7
8
9
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１
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13

14

15
16

17

18

19

20 WINOPT

21WIN X　　　－
22 WIN Y　　
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29 KEYUP:
30 SYSTEM3:

31 SYSTEM4:
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dS.W

dS. Ｗ

dS

dS. ｜

dS

dS. ｜
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＊　１２時制プラグ

＊時報プラグ

拿最後に時刻を更新した時刻

ネチェックボックスの
＊コントロールレコードへの
ｔ ハンドル

李ラジオボタン１の
ネコントロールレコード
ネヘのハンドル
ネラジオボタン２の
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＊ワークの終了

SX-WINDOW
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初期化＆終了＆イベント処理モジュール

ｌ ｎ ｃ

ｌ ｎ ｃ

.xdef

.xdef

.xdef
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.xdel

ud8　　　　DOSCALL.MAC
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SYSlEMI ，SYSIEM2,SYSTEM3,SYSIEM4

.include
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』
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一一

． ｔ ｅ ｘ ｔ

WORK.INC ＊ワークエリアの内容
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%0000
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bra
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cmp, ｗbeq

cmp. ｗbne

cIr.I

clr.I

cIr. ｜pea

pea
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キ　違う
＊アクテ

ア
リ
ー
ー

キ

孝

ｔ

クテ
セッ

のなら

イブフ

なった？

ACTOヘ
ラ グをセット

イプフラグを
卜

Ｅシステムイベント１

［ システムイベント２

タスクの終了？
ならばLetsGoA ｗayへ＊　 なりはLetsGoA ｗayヘ

ネ全ウィンドウのクローズ？
拿

キ

ウ
ならばLetsGoAｗayヘ

インドウのセレクト？
ならばWindowSelectへ＊　ならばWindow

幸状態の保存？
＊　ならばSaveへ

＊ 自 分 の ウ ィン ド ウ を

ｔ セ レ ク ト す る

幸　WMSelect
－

キ５１２バイトの領域を確保

キ自分のタスク管理テーブル
ネを取得

ネスタック上の領域に
＊読み込む
拿＿TSGetTdb

キAO:文 字列先頭（文字数）

ネAI:文 字列実体先頭
キスペースでアドレス補正
ド ーtド
＊　１２時制？

孝　ならばSaveO へ

拿’-tO ’



214

215

216

217

218

219
220

221
222

Savel:

223

224

225
226

227

228

229
230

231

232

233　1NIT　　－

234

235

236

237

238

239

240

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

INITO

－

INITI

256

257　1NIT2　　－
258

259
260
261
262

263

264　1NIT3　　－
265
266

267
268

269
270

271

move.

tst. ｗbne

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ丿

ｍｏｖｅ
．
ｂ

ｍｏｖｅ
．
ｗ

pea
SXCALL

addq丿unlk

moveq

rts

move. ｜move.

ｗbtst

beq

move.

beq

tst.w

clp. ｗbles

ｗaps

ｗapcmp.

ｗbgts

ｗaps

ｗapbra

SXCALL

move. ｜

add. ｜

II-jにshl.8,dOjihou(a5)

Sm1

日 ≒shl.8,dOd0

，(al)

哨1 ，(綱
目, －(sp)

-512(a4)
SA35C
16,sp

０ｄ

４
　

０

ａ
　

井

winRect(a5

paramF19〔a
訂〕,dl

INITO

１

０

ｄ

ｄ
　

―

Ｉ
Ｉ

ｊ

５

winRect Ｍ(a5) ，dlJN
川

dl

d0,dl
－

０
　

一
ｄ

NITI

dl

d0,dl

lNIT2
－dO

dl

_INITI

SA35E

d0,ｗinRect(a5)

IWIN XIS10000+WIN Y,dO　　－　　　　　　
－

mve.l　d0,winRect+4(a5)

moveq　10,dl
moveq　10,d2

move.l　cldLine(a5)，aOmoveq　10,dO

move.b(aO) 十,dO
sf　　　(a0,d0.ｗ)

move.b
beq

(aO

IN

+,dO

T4

０

鳴
ば

”
を
ら

丿
報
な

’
．
時
ｔ

‡
ｔ

＊

‡

ｔ

～

‡

jO≒0

３　モジュールの作成とリ

らす？Savel

へ

自分のタスク管理テーブル
に書き込む
スタック上のコピーから
＿TSSetTdb

ネスタック上の領域を開放

＊［ アプリケーション

ネの初期化を行なう ］

キ’-Ｗ オプシ
拿

―

指定

指定

オプションが
された？
されていなければ

＊JNITO へ

孝
正しいレクタングルが
＊指定されたかどうか

＊を調べる

＊＿TSGetWindo ｗPos

ネデフ ォルト位置を得る

＊ウィンドウレクタングル

孝を作成

t jise112 に入 る値
tjihou に入 る値
キコマンドラインのアドレス

幸文字数
＊文字列末尾に$00を付加

キ

才

＊

＊

＊

ネ

１文字読み込み
S00なら解析終了
オプション文字？
でなければ_INIT3へ

もう一文字読み込む
$00なら 解析終了
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2
3
4
5
6
7
8

7
7
7
7
7
7
7

2
2
2
2
2
2
2

INIT30

279

280

281　1NIT31　　
－

282

283

284

285　1N114:　　
－

286

287
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

8
8
9
9
9
9
9
9
9
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

298
299

300
301

302

303

304
305

306

307
308

309

310
川

312

313

314

315

316

317

318

9
0
1
2
3
4
5

1
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3

326
327

328
329

330

cmp. b

beq

cmp.b

beq

bra

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｂ

ｓ ｕ ｂ
．

ｂ

bra

move.b
sub.b
bra

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｗ

ｍ ｏｖ ｅ
．
ｗ

SXCALL

move. ｜

move.l

move. ｗmove.

｜move.

ｗmove.

ｗpea.

｜pea.lpea

SXCALL

lea. ｜tst.

｜b

ｍi

0

０

０

１

ｄ

３

ｄ

３

３
　

ｔ

Ｔ

Ｆ
　

Ｉ

Ｔ
Ｉ

Ｔ
Ｆ

－
　

－

―

Ｉ
　
　

Ｉ

ｔ

Ｎ

．
Ｊ

Ｉ

Ｎ
　

－
　

ｊ

－

ｒ
　

一
ｒ
　

一

(a())+,dl

l' 0≒dl　INIT3

－

(aO)+,d2roI
，d2　

1NIT3

dl ，d2

，SA3d0.

d0 ，

se112 〔a5〕hou(a5)

60

tasklD(a5)

－(sp)
卜1, －

卜1, 一

眼0ｷ

Ｓ

～

61WINOPT, －(Sp)

Ｓ

Ｃ

I-1, －(sp)

ｗinTitle(pc)
ｗinRect(a5)

ｗinPtr(a5)

SAIF9
26(sp)，sp

dO

INIT Err
ijnAciive(a5)t　　　 ｗlnActlve labJ

1 r. ｜　　lastTileUpdate(a5)

ｃＩｒ
．
｜

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ
．
ｗ

ｍｏｖｅ
．
ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ
．
ｗ

ｐｅａ

ｐｅａ

pea
SXCALL

lea

move.1

12116,－(sp)

ll, －(sp)

10,－(sp)
jih 副a5 レ くsp)l-|,

－(sp)
chkBoxTitle(pc)

chkBoxRect(pc)

ｗinPtr(a5)

SA289

26(spいp
a0,chkBoｘHdl(a5)

moりe.ｗ　jise112(an ，dl

ｃＩｒ
．
ｌ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍ{}ｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏりｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ｐｅａ

pea

ｙ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ｉ

Ｉ

６

ぐ

く

く

・

ｐ

一

一
　

一
　

一
　

や

Ｓ

９
　

Ｓ

Ｓ

Ｓ
=

く

１

１

０

１

・

・

＃

＃

＃

ｄ

＃

｢adlRect(pc)

winPtr(a5)

82

ネ時制の設定？
＊

＊

ならば_INIT30へ
時報の設定？
ならばINIT31 へキ　ならば_【NIT31へ
拿それ以外ならばコNIT3ヘ

ネ時制の設定
幸さらに一文字読み込む
1･l 〕'を引くことでI

S00かS01 とな る

１ 時報の設定

番＿TSGetlD
t タスクＩＤを得る

＊タスクＩＤ
ネクローズボタンあり

ネもっとも手前に
キ標準ウィンドウ

孝可視
＊ウィンドウタイトル
ネウィンドウレクタングル

ネワーク上に作成
＊＿WMOpen
＊ウィンドウを開く
‡エラー？

＊　ならばINIT Err へ
ー　　一幸アクティブプラグをセット

幸前回の書き換え
キ時刻をクリア

ネユーザーワーク
幸チェックボックス
tmax
幸ｍin
ｔ

ｔ

～

初期
可視

タイ

＊ チェ

値

ト ル

ッ ク

( が 表 示

ボ ッ ク ス

し な い ）

幸のレクタングル

ネウィンドウレコード

幸　CMOpen
一

孝コントロールレコードへの

ネハンドルを保存

＊

キ

ユーザーワーク

ラジオボタン
李ma χ

孝 ｍin
ｔ

‡

ｔ

初期値（jise112 と同じ）
可視
タイトル（が表示しない）

ネラジオボタン１の
拿レクタングル

拿ウィンドウレコード



1
2
3
3

3
3

333

334
335
336
337
338
339
340
341
342
343
344

345
346
347
348

349
350
351
352
353
354

355 1NIT Err　　一　　－
356
357
358
359 DrawTime:

360
361
362
363
364
365
366
367
368
369
370

371

372
373
374
375
376
377

8
9
0
1
2
3
4
5
7
7
8
8
8
8
8
8

3
3
3
3
3
3
3
3

386
387

Dra ｗTiｍeO

Dra ｗTiｍel

SXC 貞LLlea

move. ｜

$A2

26 （a0

，

89

sp ）rad

eor. ｗ　　11,dl

cIr 丿

move. ｗmove.

ｗmove.

ｗmove.

ｗmove.

ｗpea

pea

ＬＬＡ

ａ

Ｃ

ａ

ａ

り

χ

ａ

｀

ｐ

～

－

move 丿

bsr
bsr

sp

Hdl(a5)

－(sp)

|1116, －(sp)11,

－(sp)
Ｈ, －(sp)

dl,－(sp)

|-|, －(sp)

｢ad211tle(pc)
｢ad2Rect(pc)

ｗinPtr(a5)

SA289

26(sp)，sp
a0,rad2Hdl(a5)

Dra ｗTimeDra

ｗOther

moveq　10,dO
rts

moveq　 §-1，dOrts

pea

SXCALL

addq. ｜

moveq

trap

move.

moveq
trap

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｗ

s ｗap

tst. ｗbeq

cmp. ｗbcc

ｍｏｖｅ．ｗ

ｂｒａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｓｕｂ．ｗ

tst. ｗbne

winPtr(a5)
SA131

14,sp

lS56,dO

115

d0,dl
lS57,dO

115

l'I ，d7

dO

jise112(a5)
0｢aｗTiｍe2

112,dO

Dra ｗTiｍeO

rAM ≒d 了Dra

ｗTiｍel

l･ PM‘ ， d7112,dOdO

Dra ｗTi ｍe2

３　モジュールの作成とリンク

I　CMOpen一

孝コントロールレコードへの

１ ハンドルを保存

l jjse112(0- 〉|，l- 〉0)

1 ユ ーザーワーク

１ ラジオボタン

l ma χ

I ｌin
ｔ

ｔ

初期値
可視

(jjse112 の逆)

拿タイトル（が表示しない）

ネラジオボタン２の
幸レクタングル

＊ ウィンドウレコード

＊　CMOpen－

ネコントロールレコードヘの
＊ ハンドルを保存

ｔ

ｔ

時刻を描画する
サブルーチン

キGMSetGraph

幸_TIMEGET
ネ10CSp乎び出し

ネ_TIMEBIN
キ10CS 呼 び出し

ｔ

孝

12時制の場合、後でAM/PM
の文字列を入れ

上位ワードの時の位幸上位ワー

孝を下位に

＊

＊

る

12時 制かどうかのプラグ
24時制ならDraｗTime2へ

円2 時以降 ？

幸ならば午後なのでtDra
ｗTimeOへ

キ 午前

＊12 時間引く

李0時？
ｔ　 て･なければDraｗTime2へ

8 ３
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388

389390

391392

393394

395396

397
398

399400

401402

403404

405

406407

408
409
410

411412

413414

415416

417

418419

420
－
2
2
2

4
4

423424

425
426
427
428

429430

431
432

433434

435

436

437

438439

440

441442

443

444

Dra ｗTime2:

Ｄ ｒ ａ ｗ Ｏ ｔ ｈ ｅ ｒ ：

move.ｗ　112,dO

sｗapmove.lea

moveq

trap

dO

d0,dl
timeStr(a5) ，al

§$5b,dO

115

move.ｗ　H100, －(sp)

SXCALL　$A144

addq.｜　12,sp
pea　　　timeRectlnside(pc)

addq.

move.ｗSXCALLaddq.lmove.

ｗSXCALLaddq.lmove.

ｗSXGALLaddq.lmove.

ｗSXCALLaddq.

｜10ve.

｜SXCALLaddq.

｜pea

SXCALL

addq.｜

move. ｗSXCALLaddq.lmove.

ｗSXCALLaddq.

｜

move. ｜SXCALLaddq.

｜

ｓ ｗ ａ ｐ

ｃ Ｉ ｒ ． ｗ

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｜

pea

SXCALI
addq丿rts

ｐ ｅ ａ

SA173
14,sp

12,－(sp)
SA18B
12,sp
1%00011,－(sp)
SAIBC
12,sp
10,－(sp)
SA18D
12,sp
lll,－(sp)
SA147
12,sp

|剛 ＩＵ ｍ, －(sp)SA16E

14,sp

timeStr(a5)
SA192
14,sp

10,－(sp)
SA18B
12,sp
l%0{}U01,－(sp)
SA18C
12,sp

脚08B_0014丿sp)SA16E

14,sp

７

７

ｄ

ｄ

d7, －(Sp)SA19

§8,S

(Sp)

２

ｐ

winPtr(a5)

＊12時に直す

幸上位／下位ワードを
ｔ元の順に戻す
キDI

＊AI

： 時刻

： 文字列が返るバッファ

へのポインタ

キ　TIMEASC
一
孝10CS 呼 び 出 し

幸 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド

ｌ カ ラ ー で 描 画

参GMPenMode

ｔ

～

塗り潰すべき四角形の内側GMF
川Rect

＊24 ×24

t GMFontKind

‡ イタリック十ボールド

ネGMFontFace

キpset

＊GMFontMode

＊

＊

里

GMForeColor

＊ （24,8 ）

＊GMMove

＊ 時刻文字列のバッファ

ネGMDra ｗStrZ

＊12 ×12

拿GMFontKind

＊ ボ ールド

ネGMFontFace

幸（136,20 ）

＊GMMove

＊これでD7 ばAM ≒0,0
＊ という形式になる

ネスタックフレーム上に

ネASC目Z文 字列として置く
＊ スタックフレーム上の

キ文字列を指す
t GMDra ｗStrZ

拿of Dra ｗTi ｍe

１

１

時刻以外を描画する

サブルーチン



5
6
7
8
9
0
1
4
4
4
4
4
5
5

4
4
4
4
4
4
4

452

453

454

455

456
457

458

459

460

461

462
463

464

465
466

467

468
469

470

471
472

473

474

475
476

477

47B

479

48D
481

482

483

484

485

486　TINI:
－487

488

489

490

491
492

493
494
495

496
497

j198

j199 ｗinTitle:500

501

502 chkBoxTitle503

504 radGTitle:

SXCALL

addq. ｜

pea

SXCALL

addq. ｜

pea

SXCA しLaddq.

｜

10v8. ｗSXCALLaddq.lmove.

ｗSXGALLaddq.

｜move.

｜pea

SXCALI

addq. ｜move.

｜pea

SXCALI

addq. ｜10ve.

｜pea

SXCALI

addq. ｜move.

｜pea

SXCALI

addq. ｜rts

pea

SXCALL

addq.l

pea

SXCALL
addq丿

ｍ ｏ ｖ ｅ ｑ

ｒ ｔ ｓ

ｅ ｖ ｅ ｎ

SA131

14,sp

timeRectOutside(pc)
Sm2

14,sp

winPtr(a5)
SA28E

14,sp

10,－(sp)
SA18B

12,sp

n{}M0, －(sp)

SA18C
12,sp

H005U040, －(sp)chkBoxTitle(pc)

SAIAI

H,sp

H000U034, －(sp)radGTitle(pc)

SAIAl

18,sp

m03U028, －㈲｢adlTitle

㈲

SAIAI

18,sp

ISU078 0028, －(sp)rad2Tiile(pc)

SAIAI
§B,sp

winPtr(a5)

$A288

14,sp

ｗinPtr(a5)

$AIFB
μ,sp

§0,dO

dC.b　　5,1C10Ckl

dC.b　　1 時 報を鳴らず ，０

tGMSetGraph

３　モジュールの作成とリンク

＊GMShado ｗRect

拿CMDra ｗ

1 12×12

1 GMFontKind

＊ 装飾なし

＊GMFontFace

キ（84,64）

ネチェックボックスの
ｔ タイトル文字列（ASC目Z）

＊GMShado ｗStrZ

キ（12,52）

ネラジオボタングループ
＊ タイトル文字列（ASC目Z）

キGMShado ｗStrZ

キ（60,40）

拿ラジオボタン１の

＊ タイトル文字列（ASC目Z）

＊GMShado ｗStrZ

拿（120,40）

＊ ラジオボタン２の

孚タイトル文字列（ASCBZ ）
＊GMShado ｗStrZ

t of Dra ｗOther

ｔｉ終了処理 ］

キ＿CMK 川

ｔ

ｔ

ｔ

ウィンドウをクローズする
＿WMClose
WMDispose で ないことに注意

孚［ 固定データ ］

＊ウィンドウタイトル
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505
506

507

508

509
510

5口512513514515516517518519

radHitle

rad2Title

timeRectOutside:

timeRectlnside:

chk80xRect:

radlRect:

520 rad2R8ct:
521

522

523
524

dc.b

dc.b

dc.b

.even

dc.ｗdc.

ｗdc.

ｗdc.

ｗdc.

ｗ

ｅ ｎ ｄ

86

１時制≒01 12

時制≒0124

時制≒０

4,4,156,36

4+2,4f2,156-2,36-2

60,64-6,7B,82

60,52U,96,62+2

120,52+2,156,6212

先 ほ ど組み立てたコードが， どのように ＢＯＤＹ．Ｓ の中に埋 めこ まれてい るか， また，必

要な変数が ＷＯＲＫ．工ＮＣ の中でどのように定義さ れているかを石部忍してください。

アセンブルを開始す る前 に，準備 として，ＳＸＣＡＬＬ．ＭＡＣ，ＷＯＲＫ．］:ＮＣ をインクルー

ト可能なディレクトリに，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ と Ｍy ＣｌＯＣｋ.Ｓ を同じデ イレ クトリに置いておい

てください’3。 普通は，これら４つ のファイルをすべて同じディレクト リに置いておけばよ

いでしょう。以降， そのように想定して話を進めることにします。

＊3:各ファイル中のinclｕde擬似 命令で，SXCALL.MAC ，WORK.INC のパスを指定する，あるいはアセン

ブラの/iオプションを使うことによって，どこのディレクトリからでもインクルートすることは

可能ですが，そこまでして別のディレクトリに置く意味はないと思われます。

まずは，各ファイルのアセンブルを行います。

Ａ＞ＡＳ ＳＫＥＬＴＯＮ 漣

A ＞ＡＳ Ｍy ＣｌＯＣｋ漣

それぞれのファイルが正常にアセンブルできればよし，エラーが発生した場合は，エディタ

で入カミスなどをチェックして，エラーの出たファイルを再度アセンブルしてください に こ

でエラーの出なかった方には再アセンブルの必要がないこともファイル分割の恩恵です)。

正常にアセンブルできた場合は，

ＳＫＥ Ｌ ＴＯＮ ．０

Ｍ ｙＣ１０Ｃｋ ．０

という２つのオブジェクトファイノレが作成されているはずです。これら２つのファイルをリ



ンクして，実行ファイル Ｍy ＣｌＯＣｋ.Ｘ を作製します。

Ａ＞ＬＫ - Ｏ Ｍ Ｃ１０Ｃｋ ＳＫＥ Ｌ ＴＯＮ 漣

３　モ ジュ ー ル の作 成 とリ ン ク

正常に終了した場合は ＭｙＣｌｏｃｋｘ が作成されているはずで す。 この段階でエラーが発生

した場合は，ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ，ＭｙＣｌｏｃｋ．Ｓ のｘdef ，ｘｒef 宣 言 のあた りを調べてみて くだ

さい。

なお，この作業 を ｍａｋｅ を使って行う場合のmakefile は以 下のようになります。

SKELTON.0:　　　SKELTON.S WORK.INC SXCALL.MAC　　　　　　　

AS SKELTON.S

MyClOCk.0:
AS MyClO

MyCLOCk.S WORK.INC SXCALL.MAC

Ck.S

MyClOCk.X:　　　SKELTON.0 MyClOCk.0　　　　　
LK-OMyClOCk SKELTON MyClOCk

ｍａｋｅ について

ファイルを分割してコンパイル/ アセンブルを行う場合，厄介なのはファイルの管理である

ことは本文中で述べ ました。この問題について，例を挙げて説明しましょう。

Ａ，Ｂ，Ｃの３つのファイルで構成されるプログラムＡＢＣ があったとしましょう。 Ａ， Ｂ，

Ｃ それぞれのファイルをアセンブルした結果， どれ も正常にアセンブルを終了し ました。　と

ころが，実行してみる と， どうも不具合があるようです。 どうやら，Ｂ の分担している機能

のあたりにバグが潜んでいるらしいと見当をつけ，エディタでチェックしてみると，案の定，

些細なミスを発見で きました。修正後，内容が更新されたので Ｂ だけをアセンブ ルし，リン

クすると，今度はきちん と動 きましたo

さ て，い まの例は非常 にかんたんな例であ り，２ 度［I のアセンブルの とき， どのファ イル

をアセンブルしたらよいかは誰で もわか ります。　しかし， ファ イルが５個 も６個 もあり，ま

た，一度にいくつ ものファイルを修正した場合などはどうで しょう？　それが何度も繰り返さ

れた場合はなおさらですo どのファイルを再アセンブルしたらよいかがすぐにわかりますか？

ディスクにはファイルが作成/更 新された日付が記録されています。アセンブルした結果得

られるオブジェ クトファ イルの目付より，ソースファイルの日付のほうが新 しければ， その

ソー スは再アセンブルする必要があ ると判断で きるはずで す。 人間がこれをいちいちチェ ッ

クして，于でアセンブルの指示を入力してもよいのですが，それは合理的ではありません。そ

こで， それを代行してくれるユーティリティ，ｍａｋｅの登場です。

ｍａｋｅが起動さ れると， とくに指示がないかぎり，makefile とい うファイルを探します。makefile

は テキ ストファイルであり，ｍａｋｅが行うべき仕事の指示が書かれています。 ｍａｋｅ

はその指示にしたがって，ファイルの日付をチェックし，必要な処理を施します。この「必
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第１章　プログラミングの補足説明

要な処理」としてアセンブルを指定しておけば，自動的にファイルの再アセンブルを行って

くれるわけです。

makefile のもっ とも基本的な書き方は，以下のとおりです。

＜ターゲットファイル名＞：＜比較ファイル名１＞　＜比較ファイル名２＞…

＜コマンド＞

＜ターゲットファ イノレ名＞は，一般に＜コマンド＞によっ て作成されるファイルの名前で

す。＜比較ファ イル名＞たちを，＜コマンド＞によって加工するこ とにより，くターゲット

ファイル名＞が作成されると考 えればよい と思います。 そして，＜ターゲットファイル名＞

の日付よりも新しいものが，＜比較ファイル名＞群の巾に１つで もあっ た場合，＜コマンド

＞が実行され ます。逆 に， ＜ターゲットファイル名＞の日付が， ＜比較 ファイル名＞群の中

のどれよりも新しかった場合は何もし ません。

先ほどの例で したら，Ａ.Ｓ というファイルからＡ.Ｏ，Ｂ.Ｓ というファ イノレからＢ.Ｏ，Ｃ.Ｓ と

いうファイノレからＣ.Ｏが作成されるのですから，

A.０:　　　　A.S

AS A

←ここはかならず]｡行空けます

B.０:　　　　B.S

AS B

←ここはかならず１行空けます

C.０:　　　　C.S

AS C

と書いておけば，正しく再アセンブルが行われるこ とになります。

さらに， 実行ファ イルの生成 まで もｍａｋｅに行 わせるこ とがで きます。Ａ.ｏ，Ｂ.ｏ，Ｃ.ｏ を

リンクしてＡＢＣ．Ｘ をつ くればよいのですから，

ABC.X: A.０LK B.0　C.０

-OABC　A　B　C

とすればよいのですo

なお，最終的に得たいファイルを最 初に書くのが普通で すから，ＡＢＣ．Ｘ に関する記述は，

ほかのファイルに関する記述の前に置 きます。

このようにｍａｋｅｆｉｌｅを書いてお くこ とによって，一連のアセンブル/ リンク作業は

と入力するだけで すべて自動で行われてしまいます。

このように便利 なｍａｋｅは，Ｃ コンパ イラ Ｖｅｒ.２.０ に付属して きます。 さらに高機能 な

ｍａｋｅ としては,お なじみＧＮＵ プロジェ クトのＧＮＵｍａｋｅが移植されてい ます｡ 各ネットの

フリーソフトウェアのコーナーで入手で きると思いますので，ぜひ使わせて もらいましょう。
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斟|1 弓F 考

サンプルプログラム ＭｙＣＬＯＣＫ は完成しまし た。しかし，プログラムにバグはつきもの

です。 ＳＸ- ＷＩＮＤＯ Ｗ で アプ リ ケー ション を 起動さ せる の はか ん た ん です が，ＳＸ-

ＳＨＥＬＬ の上のタスクとして動作するため，デバッグが非常に難しい問題となります。こ

こでは，前著『ＳＸ- ＷＩＮＤＯ Ｗ～』でも多少触れた，ＳＸ- ＷＩＮＤ ＯＷ アプリケーションの

デバッグを解説していき ましょう。

ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ で ファイルを起動するのはかんたんで す。 ウィンド ウを開いて，アイコン

をダブルクリックすればよいのですから。この場合，私たちの時計はシェル上で1ｶｲ乍すること

になり，ほかのタスクと同時に時を刻みます（図1 ）。

■図１　シェル上で動作させた場合

もう１つの起動方法 として，コマンドライン上から直接実行ファイルを起動するこ とが考

えられます。私たちの時計で 用いたスケルトンは，外部カーネル ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ を呼び出

しているので，ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ の環境下で動 作します。 ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ 上では，私たち

の時計だけが動作するこ とになります ’1（図2 ）。

＊|:正確には，外部カーネルと私たちの時計，計２つのタスクが動作しています。

■図２　外部カーネル上で動作させた場合
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にL ，2 つの方法のどちらでもけっこうですから，時計を立ち上げてみて正常に鋸 乍してい

るかどうか部彭忍してください。

私たちの時計の場合,正常に動作しているかどうかを1影忍することは比鮫的容易です。チェッ

クすべきおもな事項を箇条書きにしてみましよう。

1）起動し，エラーが発生することなく動作するかどうか

£）正しい時刻が，正しく表示されているかどうか

3）1 秒おきに時刻の書き換えが行われているかどうか

４）コントロール類が正しく動作するかどうか

ほかにも細々 としたチェ ックポイントはいくらで もありますが， きりがないので，この程度

にとどめておきます。

まず最初の問題は，1) の｢ 起 動し，動 作するかどうか｣ で す。プ ログ ラム内で ’２アドレス

エ ラー，バ スエラー等の致命的なエ ラー( ＝ システムエラー) が発生した場合，図 ３ のよう

なダ イアログが表示されることがあります。致命的 なだけに，この障害が もっ とも原因を特定

しやすく，デバッグ も｣:bll交的 容易であるともいえます。

＊2:このプログラムがSX-SYSTEM ，シェル，ほかのタスクに悪影響を及ぼした場合，致命的なエラー

がほかのタスク内で発生する場合があります。

■図13　システムエラー

デバッグを行うには，そのためのツールが用意できると好都合です。必要な順に並べてみま

す。

（1）デバッガ

『Oh! Ｘ』 誌 ’90年 １ 月号の付録ディ スクに収 められていた ＤＢ．Ｘ バージョン２.10 が 用

意で きれば理想的ですが， それ以前のバージョンで もけっこうで す。 バージョン ２.10 以 前の

ＤＢ．Ｘ の場合は，パッチをあ てて使用し ます。このパッチ によって，ディ スアセンブル表示

時 にＳＸ コール名の表示こ そで きない ものの，ＳＸ コールのトレー スやステップ実行は， ほ

ぼ ２.10 と同 様に行 えるようになります。 １０４ペ ージに， 前著［ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ～』のコラ

ムに示したパッチ情報を再掲 しますので参照して ください。

Ｃ コンパイラバ ージョン £に付属す るＳＣＤ．Ｘ は，両面の使用状況 の関係で ＳＸ アプ リ

ケーションのデバッグには不向 きです。
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（2）デバッグ用カーネル ＳＸＷＤＢ．Ｘ

デバッガを使って夕¬ケットのプ ログラムのデバッグを行う場合， 通常はターゲットのプロ

グラムだけで，ほかのタ スクカ弓lがf乍していない環境下で行うこ とにな ります。

外部カーネル ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ のか わりにデバッグ 用カーネル ＳＸＷＤＢ．Ｘ を呼び出す

こ とにより， シェル上で動 作しているの と同様な環境で，ターゲットのプ ログラムをID川乍させ

ることがで きます。

ＳＸＷＤＢ．Ｘ は本書付録デ ィスク， または『Ｏｈ!Ｘ』誌 ’90年 １ 月号の付録ディスクに収

められています＊3．

＊3:じつをいうと，SXWDB.X はSXWIN.X とまったく同じものです。同じプログラムではありますが，

SXWDB.X という名前で実行されることによって，動作が変化します。したがって，SXWDB.X をお

持ちでない方はSXWIN.X を複写して，名前をSXWDB. ×と変更することによって，手に入れること

ができます。

（3） コンピュータをもう 工台

ＳＸ アプ リケーションを動作させるＸ６８０００ とＲＳ-２３２Ｃ ポートどうしをリバースケー

ブルで接続で きるコンピュータ（ターミナルと呼ぶこ とにし ます）を:L 台 用意で きると，デ

バッグはさらに容易になります。 コンピュータで なくて も，通信機 能を備えたワープロで も，

もちろんけっこうで す。

デバッガは標準出力に表示を行い，標準 入力からコマンド等を入力します。 ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ

上で は，標準出力を利用する と，ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の画面ｶ 恬しれてしまい ます。 また，普通の

状態では，標準入力 としてキーボードを利用するこ とはで きません。 ＤＢ．Ｘ を/ｒ オプ ション

付きで起動するこ とによ り，標準 出力，標準入力は， それぞれＡＵＸ 出力，ＡＵＸ 出力へ と

リダ イレ クトされ ます’４。 これによって，画面を乱すこ ともなく， ター ミナル側のコンソー

ルを利用してデバ ッガを操作するこ とｶ 笥f能 になります。

＊4:標準の状態では，Aux 入出力としてはRs-232c の入出力が割り当てられています。

’こうしたツール類がなくてもデバッグが可能であることはいうまで もありませんが，最低限

デバッガは用意したいところです。

各ツールを利用したデバッグのが去を説明する前に，基本となるデバッグの方針を定めてお

くことにしましょう。 ＳＸ アプリケーションにかぎった話ではなく，ほとんどすべての環境下

でのプログラミングに共通した話ですから，ベテランの方には釈迦に3辺去かもしれません。

デバッグの第１歩は，自分の，あるいは他人のつくったプログラムの処理の内容を把握し

て，まず大元のアルゴリズムにおかしなところがないかどうかを判断することから始まります。

この段階で不具合が発見できた場合は，プログラムを根本から書き直すぼめになります。きち

んと設計することを怠った報い，といえなくもありません。

アルゴリズムに問題がなさそうだと判断できたところで，おもむろにソースリストを呼び出

し，チェックを始めます’5.ここでありがちなのが，タイプミス等の初歩的な間違いです。目
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で 見て修正で きる ところ は修正 して，再 アセンブルノコンパ イルした結果， まだ不具合があ る

場合，ここで ようや くツール類 の登場 となります。

＊5:この段階でプリンタにソースを出力してしまう人もいますが，資源保護の観点からは，おすすめ

できることではありません。えてして，この種のプリントアウトは２時間後にJはくずかご行きの

運命にあります。

デバッガ などのツールをいっさい用いるこ となくデバッグを行うことは，もちろん可能です。

ことに ＳＸ-Ｗ]:ＮＤＯＷ の場合は，デノり グ環 境が完備されているとはいいがたい現状なので，

ツールに頼らずにデバッグせざ るをえない状況に陥 るこ ともないとはいえません＊6.

＊6:エクセプションマネージヤを利用したプログラムなどは，デバッガによるデバッグが難しいケー

スの１つです。

デバッガを利用するおもな目的は，次の２点に絞られると思われます。

・正しい順序で処理が行われているかどうか確かめる

・正しい結果，あるいは途中経過が得られているかどうか確かめる

デバッガを利用せずにこれらの目的を達するが去としては，プログラムの状態をなんらかの

かたちでユーザに示すためのコードを埋めこむしかありません。よくＣ やＢＡＳ工Ｃのプログ

ラムで「怪しい」変数の内容を表示させたり，どこまで処理が進んだかを示す文字列を表示さ

せたりしますが，ＳＸ アプリケーションでも同様な手を使おうというわけです。

ＳＸ アプリケーションの場合，問題になるのは，どこに，どのように表示するか，です。と

りあえず，２つのケースが考えられます。

●Ｈｕｍａｎの標準出力を利用する

前に少し触れましたが，Ｈｕｍａｎの標準出力へ表示を行った場合，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の画面

が乱れてしまいます。ほとんどの場合，動作にはとくに影響がないので，あくまで も美意識や

見やすさの問題ですが，こので剔去の利点は，とにかくかんたんであるということです。

プログラムの適当な場所に，適当な文字列を与えて，ＤＯＳコールの　ＰＲ]:ＮＴ を呼ぶだけ
ー

でよいのですから，ほとんど何も考えずにすむため，タイピングの手間だけであるといっても

いいでしょう。

次のようなケースで，その使い方と効果を示すことにします。
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時報設定のチェックボックスをクリックすると，システムエラーが発生してしまう。ほかの

コントロールの場合は問題がない

この場合，もっとも怪しいのはレフトダ ウンイベントの処理ルーチン内であることはすぐに

わかります。チェックボックスに関係する部分に注目します。

まず，$Ａ３Ａ３　 ＳＸＣａ１１ＣtｒlM が正常に処理を終了しているかどうかをチェックしま
一一

内でエラーが発生することがあります。そこで，ＭｙＣｌＯＣｋ.Ｓの96 行目から，次のような

コードを挿入します。

p ｅａ

ｄｃ.ｗ

ａｄｄq.1

D Ｂｍｓg1(pc)$ff09

＃４,ｓp

＊print　

－

ＤＢ ｍｓｇ１ は 固 定 デ ー タ 領 域 に 置 き ま す 。

ＤＢｍｓg1:

dc.ｂ　　　　 ｌ　 ＳＸＣａ１１ＣtｒlM fini ｓｈｅｄ.',０

文字列の末尾に改行（ＣＲＬＦ）を付加しなかったのは，スクロールを発生させないように

するためです。文字列を表示しただけなら，その文字列の範囲の画面力恬Lれるだけですみます

が，スクロールが発生すると画面全体が乱れてしまいます。

このコードによって，　 ＳＸＣａ１１ＣtｒlM が正常に終了している場合は，画面のどこか＊7
一一

一 一

SＸＣａ１１Ｃtｒ1M fini ｓhed の文字列力俵 示されるこ とになります。すなわち，これは，

ここまでプログラムがまが りなりに も実行された， ということを意味 していますO

＊7:ＭyC10Ck.Ｘ，あるいはSX シェルを起動した際のプロンプトの位置によって，どこに表示されるかが

決まります。

次にチェックボックスに関係 しているコードは，チェックボックスレコードへのハンドルを

収めているｃｈｋＢｏｘＨｄ１（a5 ） を参照している9 ワ 行目の ｃｍｐ 命令で すが，「チェックボッ

クスでの」エ ラーが発生している情況から考えて，ここで の判定は正常に行われているこ とが

考 えられます。 したがって，エ ラーが発生 している とす る と，105 行 目 か らの ＭＳＬＤ
－

ＣｈｋＢｏｘ以降 というこ とになります。ここでは, システムエラーが発生 していることから,１０９

行目で異常なアドレ スにアクセスしているこ とを疑ってみるこ とにします。 jihoｕ（a5 ）の 意

味するアドレスを１６進の文 字列で標示してみるこ とにして，１０９ 行目から次のようなコー

ドを書き加えるこ とにします。
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m ｏｖｅ.1

1ｅａ

ｍｏｖｅ.11ea

dc. ｗ

pｅａ

ｄｃ.ｗaddq.1

m ｏｖｅ.1

d0,-( Ｓｐ)

jｉｈｏｕ(a5), ａＯ

ａ０，dO

ｓtｒＢｕf( ｐｃ),ａＯ$f

ｅ13

stｒＢｕf(pc)$ff09

＃４,ｓｐ

(Ｓｐけ,dO

＊DO の内容を保存

列 に

＊print　

－

＊DO の 内容を復帰

ｓtｒＢｕf は 静的 なワークの領域 に置きます＊８．

＊8:ワークエリア等に置いてもかまいませんが，一時的な処置でもあることですから，ここではもっ

とも簡便な方法をとることにしました。

stｒＢｕf

d Ｓ.ｂ 1０ ＊10 バイトあれば十分 ？

以上のようにコードを追加して，再アセンブル/リンクし，シェル上，またぱ直接コマンド

ラインから実行します。

正常な状態であれば，チェックボックスをクリックした場合，まず　 ＳＸＣａ１１ Ｃtｒ1M　
一一

finiｓhe（L の文字列が画面を乱しつつ，どこかに表示され 次いでjiho ｕ（a5）のアドレス

を意味する16 進文字列が表示されるはずです（図 ４）。

・図４　標準出力への文字列表示の結果例

このどちらか，あるいは両方が表示されない場合は，それぞれの箇所を実行する前にシステ

ムエラーが発生しているということを意味していますから，ソースの該当する部分を重点的に

チェックします。また，表示されるjihoｕ（a5）のアドレスが奇数アドレスだったり，メモ

9４



４　実 行と デ バッ グ=ニン ﾊズ

リの存在しないアドレスだったりするかどうかを調べることで，バグの原因を突き止める手が

かりとなります。

両方が表示され，さらにアドレスも正しいのに，それでもシステムエラーが発生する場合は，

別の場所に原因があることが考えられます。この場合は，ほかに怪しい場所を求めて，そこで

同様に文字列の表示を行って，バグの存在する箇所を特定していくことになります。

●ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ を利用する

同様のが去を，グラフイックマネージヤ等を利用して行うこともできます。この場合，画面

こそ乱れませんが，標示を行うグラフポートを指定するなどの手間が必要となり，若干面倒で

はあります。デバッグ用の一p屈勺なコードに手間をかけたくないのが人情ですから，このよう

にして文字列等を表示するのはあまりおもしろくありません。

実用的（≒かんたん）なところでは，ダ イアログマネージヤの$Ａ２Ｄﾜ ＤＭＢｅｅｐ等を利

用して，「処理をここまで実行することができた」ことを示す合図 としてビーフ音を鳴らすと

いうことが考えられます。

デバッグ用のコード を直接埋 め込む方法 には若干の問題点があ るこ とはすぐに気がっ きま

す。た とえば，怪しい場所がある程度特定で きているならともか く， そうで ない場合はチェッ

クする場所を変更するたびにソースを書き換えて再 アセンブル/ コンパイルしなければ なりま

せん。埋め込んだコードによって知るこ とがで きる以上の情報を得たい場合 も同様で，いちい

ちソースに必要なコードを付け加えなければなりません。要するに，デバッグ作業の自由度が

低いこ とが問題 といえます。

Ｈｕｍａｎで は，デバッガ （ＤＢ．Ｘ，ＳＣＤ．Ｘ 等）を使ってターゲット となるプ ログラムを監

視下に置くこ とにより，任意のアドレスで実行を停止させた り，レジスタやメモリの内容を参

照/変 更したりといったデバッグ作業が行えるのはご存知の とお りで す。 ターゲットが ＳＸ ア

プリケーションの場合 も，いくつ かの制限がっ くことを除けば，ほぼ同様 にデバッグ作業を行

うことがで きます。本書執筆時点で は，ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ 環境で動作す るデバッガは存在しな

いので，制限はあるものの，Ｈｕｍａｎのデバッガを工夫して利 用するこ とによって，ＳＸ アプ

リケーションのデバッグを行うこ とになります。

本書で はデバ ッガ として ＤＢＸ を利用することにしますが， そのほかのデバ ッガ （`ＧＤＢ．

Ｘ＊９等）も利用可能で す。 ただし，ＳＣＤ．Ｘ は画面到 本を破壊 してしまうのて俐 用で きません。

＊9:GNU デバッガ。GNU プ ロジェクトによって開発されたデバッガで，NIFTY Serｖe FSHARP の今野

氏によってX68000 に移植されている。

以下にＤＢ．Ｘ を使ってＳＸ アプリケーションのデバッグを行う際の制限を示します。

9５



第１章　プログラミングの補足説明

・マルチタスクを前提としたプログラムはデバッグできない

ＤＢ．Ｘ は， もともとＨｕｍａｎ 上で動作するプ ログラムをデバ ッグ するこ とを目的 としてつ

くられています。 そのため，原則 として１ つのプログラム（タ スク）だけが動作している状

態で しかデバッグを行うことがで きません。

たとえば，２つのタスクが連絡を取 りあって動作したり’1o， シェル上で動作しなければ意

味がなかっ たりする＊11よ うな ＳＸ アプ リケーションのデ バッグ はで きない と考えて くださ1

≒

＊10:ただし，通信相手のタスクを自分で起動するようなsx アプリケーションならば，ある程度動作

の確認は可能です。

＊目:例としては，ファイルのアイコンがドラッグされてくることによって動作するようなプログラム

や，タスクマネージャスクラップの内容を参照/操作するようなプログラムなどが考えられます。

こうした点については，デバッグ用のコードを埋め込む方法のほうが有利です。なにしろ，

ＳＸ アプリケーションそのものであるわけですから，ＳＸ シェルという環境下で，そのまま起

動し，利用することができるからです。

この制限は，ＳＸＷＤＢ．Ｘ を利用することによって，ある程度緩和されます。

・画面を破壊してしまう

ＤＢ．Ｘ の表示 は標準出力に行 われます。すで に述べたように，標準出力に文字 を出力する

と，ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ の画面は乱 れてしまい ます。　とくにスクロールが発生 すると，画面全体ｶ

恬しれてしまうこ とになります。

また，ＤＢ．Ｘ のコマンド等は標準入力から受 け付けてい ますが，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ で はキー

ボードマネージヤの関係で標準入力は使用できない状態が普通です。デバッガにコマンドを与

える場合は，一 度，［ＣＴＲＬ］十［ＯＰＴ．:L］ 十［Ｆ１０］を押すこ とで，０１ｄＯｎを:L にして

おく必要があります。

この制限は，ターミナルを用意することによって回避するこ とがで きます。

それで は，こうした制限の下でデバッグを使ってみましょう。

●U 覇 剖ｌ 幽

ウィンドウレコードの内容が どのように変化するか調べてみたい。

ＭｙＣｌＯＣｋ.Ｘ は，すでに作成 してあ るもの とします。 リンクの際， リンカに/Ｘ オプ ション

を指定せず，グローバル シン面 レを残 してお くと，プログ ラム内部を探索する助けになります。

まずは，や り ガを起動しまず。

Ａ ＞ ＤＢ Ｍ ｙＣ１０Ｃｋ．Ｘ
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４　実 行と デ バッ グ

デバッガの起動と，Ｍy ＣｌＯＣｋ.Ｘの読み込みが正常に行われた場合は，次のように表示さ

れ，デバッガのコマンド待ちとなります。

X68k Debuggerv2.10 Copyright 1987,88,89 SHARP/Hudson
loading MyClock.x

PC=00DFEF00 USP=000DD624 SSP=000067F2 SR=0000 X:O N:0
Ｄ

Ａ

00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000
Z:O　V:O　C:0

00D00000 000{}0[]00
000FEDE0 000FF590 000DDFB4 0005CFC0 000FEF00 00000000 00000000 000DD624

lea　　m40(AI) ，AI　　　　　;000FF5 剛14)(

各レジ スタの内容は，起動す る際の環 境に よって異 なります)

ウィンドウを開いた直後にブレークポイントを仕掛け，そこでウィンドウレコードへのポイ

ンタを調べることにします。ウィンドウを開いているのは初期化ルーチン　エＮ工Ｔ の中ですか
ー

ら，シンボル エＮ工Ｔ からをディスアセンブル表示して，目的の場所を探します。
－

.INjT　－
NIT:

000FF14C
000FF150

000FF154

000FF158

000FF15A
000FF15E

000FF160

000FF]62

000FFIDO
000FFID4

000FFIDA

000FFIDE

000FFIE2
000FFIE6

000FFIEA

000FFIEE

000FFIFO

000FFIF4
000FFIF6

000FFIFA
000FFIFE

000FF202
000FF204

000FF208

move.l

move. ｗbtst.1beq.s

附 則A5),DO$0010(A5),DIH0000,DI

S000FF174

move.I　S000C(A5) ，Dlbeq.s
S000FF17A

tst.ｗ　01

cmp.ｗ　D0,DI

(何度か繰り返して)

move.ｗ
move.l

move.ｗ
move.w

pea
pea

pea

WOPEN-

lea

tst.1
bmi.ｗ

st
cIr.｜

cIr.l
move.w

moりe.ｗ

HFFFF, －(A7)

HFFFFFFFF, －(A7)
川20 卜(A7)

ISFFFF, －(A7)

01DA

0008

002A

Ｐ

Ａ

Ａ

←Ver2.10 以前では'ldc.ｗ SAIF9"と表示されますS001A(A7

り7

７

７
　

く

く
　

４

ｊ

３

Ｑ

Ｑ

」ｎ
　
　

１
　

１

２

Ａ

Ａ
　
　

ｌ

ｌ

Ｆ

ぐ

く
　

０

－
　

Ｆ

Ｃ

Ｃ

Ｉ

２

０
　

０

９

Ａ

７

０

０
　

０

０

０

Ａ

０

０

０

０

０

０

Ｃ

＄

＄

０

＄

～

～

・

＃

＃

ウィンドウレコードアドレスは，$ＡＩＦｇ ＷＭＯｐｅｎの返り値としてＡＯに収められてい

ます。そこで，ＷＭＯｐｅｎから戻ってきた直後にブレークポイントを仕掛けることにします。

ただし，ＳＸ コールの直後の命令はトレースできない場合があるので，さらに次の命令，例に

示した場合では，ＦＦＩＦ４にブレークポイントを設定します。

ｂ Ｆ ＦＩＦ４
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98

この後，Ｇ コマンドで ＭｙＣｌｏｃｋ.ｘ の実行が開始されます。デバッガから立 ち上げた場合，

コマンド ラインか ら立 ち上 げ たの と同じ こ とにな りますから，処理が始 まるの はラベル

ＤｉＸｓtａｒt か らで す。外部カーネル が起動さ れ，最小限の初期化が行 われた後，ＭｙＣｌｏｃｋ

本来の処理が始まります。

普通ならば, このまま時を刻む ところですが,先 ほど設定したブレークポイントのためにウィ

ンドウを開いた直後に停止します。ブレークポイントに達して処理が中断された場合は， その

時点でのレジ スタの内容等が標準出力に表示さ れるため，図 ５ に示 した ように画面ヵ恬Lれて

しまいます。

■図５　デバッグ中の画面の例（1）

画面の乱れは実行には直接影響 しないので，あ まり気にせずに作業を続けるこ とにします。

ここで表示されてい るレジスタの内容のうち，ＡＯレジスタがウィンド ウレコードの先頭ア

ドレスを意味しているので， メモ等に記録しておきます。

中断している処理を継続させるために，Ｇ コマンドを入力したい ところで すが， この まま

で はキー入力がで きません。［ＣＴＲＬ］十［ＯＰＴ.:L］ 十［Ｆ１０］を押して，標準入力を有効

にしてから，Ｇ コマンドを入力してください。

この後，ウィンドウレコードの内容 剖i篤忍したい場合は，インタラプトスイッチで処理を中

断させて，Ｄ コマンド等を使い ます。Ｄ コマンドの表示などで スクロールアップが発生する

と，テキスト ＶＲＡＭ の＃０，1 ペ ージだけがスクロールアップしてしまうため， ウィンドウ

等もスクロールアップしてし まうように見えますが，実際の位置は変化していません。ウィン

ドウが見えなくなってしまって も， ウィンドウのドラッグリージョンのあた りをマウスで ク

リックすることで輪 郭ｶ 印臨忍で きますから，一度画面の外にドラッグする等して，アップデー

トを発生させればふたたび表示されます。

処理を終える場合は， かならずウィンドウのクローズボタンを押して終了処理を行わせてか

ら，デバッガの Ｑ コマンドで コマンド ライン に戻ってください。中断した状態からい きなり

Ｑ コマンドで終了すると，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ の終了処理が行われていないため，いろいろと不

都合が発生します。



４　実 行 とデ バ ッグ

ＳＸＷＤＢ．Ｘ はＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ と同拡 外部カーネルの一種で，デバッグに直接的に関

係するものではありません。が，ＤＢ．Ｘ 等と組み合わせることによって，Ｓχ アプリケーショ

ンをシェル上に近い環境で動f乍させながらデバッグを行うことができるようになります。

ＳＸＷＤＢ,Ｘ の利用方法は，ＳＸＫＥＲＮＥＬ．Ｘ と同楓 つまり，コマンドラインから立ち

上げられた場合に，まず ＳＸＷＤＢ．Ｘ を起動し，ＳＸＷＤＢ にターゲットの起動をゆだねる，

というものです。このためには，スケルトンを差し替えて，再アセンブル/リンクする必要が

あります。差し替えるべきデバッグ用スケルトン ＳＫＥＬＤＢ．Ｓ をリスト１ に示します。

■リストＩ　ＳＫＥＬＤＢ.Ｓ

い

２ ＊

Ｄ
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
1
1
1

7
8
1
1

＊

19 mdhead:
20

21

22
23

24

25

26 DiXstart

27

28
29

30

31
32
33

34
35

36
37

38
39

40

SX-WINDOW

デバ ッグ用スケルトン

.includ

.includ

.χΓef.xref

.xref
.xref
.xref
.xref

ｅ

ｅ

include

ｔ ｅ ｘ ｔ

dC

dC

dC

dC

dC

lea

move.

lea

sub. ｜move.peaDOS

cIr. ｜pea

pea

move. ｗDOS

DOSCALL.MAC

SXCALL.MAC

INIT，TINI
一　　 －IDLE
MSLDOWN,MSLUP,MSRDOWN,MSRUP

KEYDOWN,KEYUP
UPDATE,ACTIVATE

SYSTEMI,SySTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

WORK.INC　　　　 ネワークェ リアの内容

１ を定義するフ ァイル

゛OBJR ’0

main-mdhead
－
WORKSIZE 十STKSIZE0,0,0,0

4
1
6
0
1

6

ａ

ｌ

ａ

ａ

ａ

～

ａ
　

く

| ）

S

）

al

－(sp)

(aO)
SETBL

－(sp)

comm(p

shname

12, －(s

EXEC

al

aO

OCK

Ｉ

Ｉ

ｐ

ｊ

Ｃ

く

ｐ

＊［ モジュールヘッダ丿

＊Ｒ型モジュール

＊プログラムエリアの

ネサイズ（Xフ ァイルの
＊場合意味がない〉

ネスタートアドレスオフセット

幸ワークエリアのサイズ
＊ システム予約

拿コマンドラインから
＊ 起動した場合

ネここから スタートする

幸専有メモリを縮小する

＊ デバッグ用カーネルの

ネパスをサーチする

９９
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1
2
3

4
4
4

4445

4647

4849

5051

5253

5455

56
7
8
9
0
1
2

5
5
5
6
6
6

63

64

65
66

67

68

69

cIr. ｜

pea

pea

clr

DOS

Ｗ

p execil

－

ｍｅｓ ｅｘｅｃｅｒｒ：

shna ｍe

ｃ ｏ ｍ ｍ

０
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
　

５
６

７
　
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
　

８

８

87 100p:
88
89

90

91

92
93

94
5
6
7
8
9
0

9
9
9
9
9
0
　
　
　
　
　

Ｉ

－(sp)

comm(pc)
shname(pc)

－(sp)

＿EXEC

tst丿　dO
bpl　　p_e χecil

pea　　mes_execerr(pc)
DOS　　_PRINT

DOS　　_EXIT

＊デバッグ用カーネルを

幸立ち上げる

乖正常に終了した場合

幸　そのまま終了

ネエラーメッセージを

幸表示する

ｔ 終了

.data

dc,b　　 ’カーネルの起動に失敗しました！！！≒13,10,0.even

dC.b

dS.b

ISX Ｗdb70

，even

，bss

ds.b　　258

． ｔ ｅ ｘ ｔ

ｍ ｏ ｖ ｅ ａ ． ｌ

ｍ ｏ ｖ ｅ
．
ｌ

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｜

c¶r.ｗclr.

｜pea.1pea.

I

SXCALL

lea. ｜move.

ｗ

Ｘ
Ｄ

K -LO≒0　 ネデバッグ用カーネルの名前

bsr

bｍi

al，a5

a2,cmdLine(a5)

a3,envPtr(a5)

ｃ

Ｉ

Ｉ

ｅ

ｐ

ｐ

８

ｓ

ｓ

ｎ

く

ぐ

ｉ

一

｛

ｗ t(a5)

(a2)

SA3EA

14(sp)，sp

d0,paramF19(a5)

INIT

exit

mo¥e.ｗ　ISiffi，eventMask(a5)pea　　　eventRec(a5)

move.ｗ　eventMask(a5) ，－(sp)SXGALL SA357

addq.｜　16,sp
lea　　　eventlable(pc) ，al
move.ｗ　eventRec_ｗhat(a5)，dOand.
ｗ　115,dO

add.ｗ　d0,dO
move.ｗ　(al，d0.ｗ)，dO
jsr　　(al ，d0.ｗ)

tst.l　dO

bmi　　　exit－
bra　　　loop

ｔカーネルはここから
幸先のコードを読み込み、
ｔタスクとして立ち上げる

＊ＳＸ－ＳＨＥＬＬから
ｔ 起動した場合
ｔここからスタートする

t　TSTakeParam
ネ酉マントラインを解析し、1－W

幸オプションを得る

拿アプリケーションの初期化
ネ初期化時に
拿エラーがあれば終了

＊メインループ

ｔ

＊

＿TSEventAva目

イベントを得る

ネイベントコードによって
ｔ 分岐する
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move.ｗSXCALL.end

10LE-eventTable

MSLDOWN-eventTable
MSLUP-eventTable

MSRDOWN-eventTable

MSRUP-eventTable
KEYDOWN-eventTable

KEYUP-eventTable

UPDATE-eventTable
DAMMY-eventTable

ACTIVATE-eventTable

DAMMY-eventTable
DAMMY-eventTable

SYSTEMI-eventTable

SYSTEM2-eventTable

SYSTEM3-eventTable

SYSTEM4-eventTable

TINI

d0 ，SA3DiX－(Sp)
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1
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４　実 行と デ バッ グ

アイドルイベント

レフトダウンイベント
レフトアップイベント

ライトダウンイベント

ライトアップイベント
キーダウンイペント

キーアップイペント

アップデートイベント
一一

アクティベイトイベント

一一
一一

システムイベント１

システムイベント２

システムイベント３

システムイベント４

ｔ［ 終了する ］

ネアプリケーションの
キ終了処理

キ＿TSEXit

私たちの時計の場合ならば，再アセンブル/リンクは次のように行うことになります。

Ａ＞ＡＳ ＳＫＥＬＤＢ 漣

A ＞ＡＳ ＭｙＣｌＯＣｋ漣　 （すでにアセンブルしてあ る場合は不要）

Ａ ＞Ｌ Ｋ - ０ Ｃ１０Ｃｋ ＳＫＥ Ｌ ＤＢ

mａｋｅ を使う場合は，次のような ｍａｋｅｍ ｅを書 きます。

MyC10Ck.X:　　SKELDB.0 MyClOCk.0
LK -OMyClOCk SKELDB MyClOCk

SKELDB.0:　　　　SKELDB.S WORK.INC SXCALL.MAC
AS SKELDB.S

MyClOCk.0:　　　MyCLOCk.S WORK.INC SXCALL.MAC
AS MyClOCk.S

このように作成した実行ファイノレを，デバッガによってチェックする手順は，先ほどと変わ

りません。が，起動したときの画面（図6 ）を見ると，先ほどとは異なり，シェルとほとんど

同じであることがわかります。ディレクトリのウィンドウを開いたり，ファイルを実行できた

り，そして，それがマルチタスクで動作したりするのもシェル上と同じです。ただし，プレー
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第１章　プログラミングの補足説明

クポイントに到達したり，インタラプトスイッチを押したりして処理を中断させた場合は，す

べてのタスクは停正し，デバッガだけ力権力f乍する状態になります。

・図６　デバッグ中の画面の例（2）

デバッガの表示 によって画面が壊 れたり，終了時に注意が必要だっ たりする点は, ＳＸＷＤＢ．

Ｘ を使 わない場合 と同様で す。 キー入力 に関する注意は，ＳＸＷＤＢ．Ｘ に- Ｋ オプ ションを

つけて標準入力を有効にしているため， 必委 なくなっています。

これまでの尨去で問題だったのは，とにかく画面が乱れてしまうことでした。この問題は，

ターミナルとなるパソコン/ワープロが用意できれば解決できます。

ターゲットのプログラムを実行するＸ６８０００と，ターミナルを接続する手順は以下のとお

りです。

1）Ｘ６８０００とターミナルのＲＳ-２３２Ｃポートをクロスケーブルで接続する

２）Ｘ６８０００側で ＳＰＥＥＤ．Ｘ を実行して，ボーレート等を設定する

3）ターミナル側で通信ソフトを立ち上げ，ボーレート等をＸ６８０００側と合わせる

以上で準備は完了です。

●デバッガを利用しない場合

デバッガなしでデバッグを行う場合は，標準出力に文字列を表示する等のデバッグ用のコー

ドを埋め込んで再アセンブル/コンパイルした後，

Ａ ＞ Ｍ ｙＣｌＯＣｋ ＞ ＡＵ Ｘ 漣

のように，標準出力を ＡＵＸ にリダイレクトして起動します。これによって，画面を乱しつ

つ表示されるはずだった文字列は，ターミナル側に表示されるようになります。

1０2



４　実行とデバッグ

●デバッガを利用する場合

デバッガをソモートデバッギングモードで起動することにより，デバッガの表示やコマンド

の入力等をターミナル側で行えるようになります。リモートデバッギングモードでデバッガを

起動するには，/ｒ オプションを指定します。

Ａ ＞ Ｄ Ｂ ／ｒ Ｍ ｙｃｌｏｃｋ ．ｘａ

ＳＸＷＤＢ．Ｘ を併 用するこ とによっ て，非常に快 適なデバッグが可能 となります（図ﾜ ）。

■図７　リモートデバッギング中

ＳＸ アプリケーションにかぎらず，デバッガの表示やキー人力に問題があるようなプログラ

ム（ゲーム等）では，こうしたリモートデバッギングはごくづ 綬的に使われている方法です。

サブマシンをお持ちの方はぜひお試しください。

以上に示したような方法 を

てい きます。デバッグ作業の「地味さ」は，Ｈｕｍａｎ のプログラムであろうと，ＳＸ アプリケー

ションであろうと変 わるわけで はありません。マルチタスクで動f乍す るデバ ッガがないという

のも痛い ところですが，ほかのタ スクのことを考えずにすむので，かえって好都合かもしれま

せん。

また，デバッガを使って ＳＸ アプリケーションを追っていくこ とで，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ への

理解をさ らに深 め るこ とがで きるはずで す。ひ と とおりバグ の退治 がで きた後 は，ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ 内部を探索してみてはいかがで しょうか。
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第１章　プログラミングの補足説明

ＤＢ．× へのパッチ当て

ＤＢ．Ｘ にはい くつかバージョンがありますが，このうち， もっ ともＳＸ- ＷＩＮＤＯＷ 用のア

プリケーション開発に向いているのはバージョン2.10 で す。『Ｏｈ!Ｘ』誌に付属して きた２.10

で は,ＳＸ コールが実行可能で, デ ィスアセンブ ル時にＳＸ コール名まで 表示してくれます＊。

Ｃ コンパイラ２.０ に付属するＤＢ．Ｘ バージョン２.0 は，ＳＸ コール名の表示こそで きませ

んが，ＳＸ コールの実行は可能で す。

問題はそれ以 前のバージョン，1.00 と1.01 で， これらはＳＸ コールを実行しようとする

とエラーが発生してしまい ます。これらには，以下のようにパッチをあ てて使用してくださ

い。

バージョン番号|.00

1.01

サイズ2552225518日付

87丿卜0388-05-15

時刻

12:00:00

12:00:00

オフセット$4DFE

$4DFA

旧データ7008

7008

新データ7007

7007

＊ ：バ ー ジョ ン2.10 ではSXI.02 まで のSX コー ル のみ サ ポ ー ト さ れて い ます 。
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拡張されたマネージャ

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷバージョン1.10を使ってみて最初に感じた

「速さ」は，従来から用意されていたマネージャのコードを見

直し，全体的にスピードアップを図った結果です。しかし，高

速化ばかりでなく，機能の面でも大幅に拡張されています。こ

の章では，とくに大きな拡張が行われたグラフィックマネー

ジャ，テキストマネージャ，タスクマネージャを中心に，それ

ぞれの新しい機能/概念等を解説します。
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SXI.10 とＳＸＩ.02を比較した場合，すぐに気かつくのが全体的な描画スピードの向上です。

これは，ウィンドウをはじめ，画面に表示されるあらゆるものを描画しているグラフィツク

マネージヤが改善されたのが大きな理由です。こういったスピード的な改善もさることなが

ら，機能的にもさらに充実してきました。

従来，スクリーンタイプ としてはテキストタイプ とグラフィックタイプの２種類が用意さ

れていましたが，ＧＲ２タイプ，ＧＲ３タイプの２つのスクリーンタイプが追加されました。

ＧＲａ ＧＲ３は垂直型（グラフィック画面同様に，ドットの色を一度に指定できるタイプ）

のビットマップです。これらに対応するハードウェア的なディスプレイ装置はｘ６８０００には

備えられていないので，表示を行う目的ではなく，画像データをメモリ中に記憶しておく目的

で利用されます。

ＧＲ２タイプでは，１ドットを４ビット，１ノリ トで２ドットを表現します。したがって，16

色まで表現可能です。

ＧＲ３タイプでは，１ドットを８ビット，１バイトで１ドット，256 色までを表現します。

これら２つが追加されたことにより，ビットマップの種類を示すコードは次の表のように

拡張されました。

コ ード �スクリーンタイプ

０

１

２

３ �

テキストタイプ

グラフィックタイプGR2

タイプGR3

タイプ

ただし，串Ａ１２Ｄ ＧＭＯｐｅｎＧｒａｐｈ などで はＧＲａ ＧＲ３タ イプ ぱ指定で きません。ＧＲ

２，ＧＲ３タ イプ を指定で きるのは，次 に解説する「ビッツ」の作成の場合のみ と考 えてくだ

さい。

従来のビットマップに加えて，メモリ中に画像情報を保存しておくためのビットマップのバ

リエーションとして，「ビッツ（bitＳ）」と呼ばれるデータ構造が追加されています。ビッツは

ビットマップレコードと再配置可能ブロックを結合したようなもので，再配置可能ブロックの

中にビットマップレコードと画像晴報が格納されます（図1 ）。

●



■ 図 １　ビッツの 概念

ヒープソーン ●ビットマップの場合

１

グラフィツクマネージヤ

○ ダ 口　

●ビッツの場合

ビットマップレコードとよく似た

レコードの後ろに，ＶＲＡＭのかわ

りにビットイメージが付加される

ベースアドレス

ビットイメージ

ビッツの形式は次のとおりで す。

オフセット � 欄　名 � 内　　　 容

十$00.W

十$02

十$Oa.|

十$Oe.W

十$10.1

十$14.W

十$10.W

十$12.1

十＄16.1

十$la.W

十＄IC

十$2C �bmKindbmRectbmBasebmLinebmPagebmAPagebmBRatio

一一一 �

ビットマップの種類

ビットマップレクタングル

ベースアドレス

１ラインのバイト数*I

二 言 言 ｿﾞ ゛ 卜
ゎ ぃ タィグ・ぉ

プレンドゥェィトレシォ　 グラフィック，

未使用　　　　　　　　　IGR2,GR3 タイプの場合

イメージサイズ

ロックサイズ

システム予約（16 バイト）

ビットイメージ

り
　

Ｉ

－
　
　

？

』

ぐ
　

ぐ

ｊ

ｊ

３

４

ぐ

ぐ

(5)

ビット

マップ

レコー

ドと同

じ形式

＊l:「SX-WINDOW ～」ではグラフィックタイプの場合，｜ラインのバイト数がロングワードで示される

ような記述がありましたが，それは誤りでした。

●
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第２章　拡張されたマネージャ

（1 ）ビットマップの種類

ビットマップレコード と同じように，ビットマップの種類が格納されています。ビットマッ

プではテキストタ イプ，グ ラフィックタイプのみが指定可能ですが，ビッツでは ＧＲ£，ＧＲ３

タイプ も指定するこ とがで きます。

（2 ）ベースアドレス

ビットマップ の場合， テキスト ＶＲＡＭ，あ るいはグ ラフィック ＶＲＡＭ の アドレスが格

納されますが，ビ ッツでは（5） のビットイメージのアドレス（つまり，ビッツのオフセット

十$ ２ｃ）， もしくは ○が格納されています。

ビッツは再配置可能ブ ロック内にあ るため，通常はビ ットイメージのあるアドレスを確定す

ることができません。 そのため，確定で きない場合には ○が収 められ，この間，ビッツに対

する描画などは不可能です。ビ ッツを利用する場合は，$ ＡＩＣＣ ＧＭＬｏｃｋＢｉtｓ を利用して

ビッツ全ｲ本をロックし，再配置による移動を禁正します。この とき，ビットイメージのアドレ

スも確定で き，ベースアドレ スに格納 されます。この状態で，はじめてビッツに対 して描画な

どを行うことがで きます。

（3 ） イメージサイズ

ビットイメージのバ イト数が収められています。

（4 ）ロックレベル

１ 以上 が収められている場合は，ビッツはロックされた状態であ るこ とを，０ の場合はロッ

クされていないことを意味 してい ます｡$ ＡＩＣＣ ＧＭＬｏｃｋＢｉtｓ,$ ＡＩＣＤ ＧＭＵｎｌｏｃｋＢｉtｓ

等で操作されます。

（5 ）ビットイメージ

ビッツの画像データが収 められてい ます。

ビッツの利用は，次のような手順で行います。

○ ビッツの作成

$ＡＩＣＡ ＧＭＮｅｗＢｉｔｓ によって，必要なサイズのビッツをビーフゾーン中に作成します。

この とき，ビッツヘのハンドルが返されます。

この時点では，ビッツはロックされておらず，また，ビ ットイメージの内容 も初期化されて

いません。

＠ビッツのロック

ビッツに描画を行う場合は，まずロックを行わなければなりません。ビッツヘのハンドルを

指定して$ＡＩＣＣ ＧＭＬＯＣｋＢｉtＳを呼ぶことにより，ロックが行われます。
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グラフィツクマネ＝ジヤ

＠内容の描画

ビッツヘの描画は,ビットマップへの描画とまったく同様に行うことができます。ビットマッ

プレコードを参照して，直接ビットイメージを操作することもできますが，このビッツのため

のグラフポートを作成して，グラフイックマネージヤのＳχ コー7レを利用するほうがよりか

んたんです。

○ビッツのアンロック

描画が一段落した ところで，$ ＡＩＣＤ ＧＭＵｎｌｏｃｋＢｉtｓ を呼び出してビッツをアンロック

します。ビ ッツも再配置可能ブロックの一種なので，長期 にわたってロックを行うこ とはビー

フゾーンの利用効率を低下させ る可能性があります。

＠ ビッツの内容の利用

ビッツに描画を行った結果を， なんらかの方法で利 用で きなければ意味がありません。

ビッツの内容を実際に表示 しようとする場合，ビッツとビットマップ 間でスクリーンタイプ

が異なる場合が考えられますが, こ のような場合のために$ ＡＩＢＢ ＧＭＴｒａｎｓ工ｍｇ のように，

異なるスクリーンタ イプのビットマップ （ビッツ）間で，データ変換を行いつつコピ ーする機

能等が用意されています。

＠ ビッツの廃棄

ビッツの利用がすべて終了 したら， アプ リケーションは責任を もってビッツを廃棄しなけれ

ばなりません。ビッツの廃棄を行う場合は$ ＡＩＣＢ ＧＭＤｉｓｐｏｓｅＢｉtｓ を呼び出します。

グラフィックマネージヤの扱う図形の種類に，「円弧 （ａｒｃ）」，「ポリゴン」の２ 種類が正式

に追加されました＊２．

＊2:sxI.02 で も，いちおうの描画ルーチンは用意されていた模様です。

○円弧（ａrｃ）

円弧は，楕円のある一部分を切り取った形です。円弧の指定は，レクタングル，および開始

角度，終了角度の３つで行われます。グラフイツクマネージヤは，指定されたレクタングル

に内接する楕円の，開始角度から終了角度までの部分を描画します（110 ページ図２）。
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第２章　拡張されたマネージヤ

■図 ２　円弧の指定

（ａ）レクタングルと角度の意味

（ｂ）枠を描画した場合

（Ｃ）内部を塗り潰した場合

このような円弧は，

レクタングル

(χ。yJ-(Ｘ。,y,)

と

開始角度$0000(Oj

終了角度串13B(315)

で表される

＠ ポリゴン

ポリゴンは複数の頂点をラインで結んだ，いわゆる多角形です。ポリゴンは頂点を列挙する

ことで表現します。頂点は列挙された順番にラインで結ばれ，最後の頂点と先頭の頂点とが結

ばれた，閉じた図形となります（111 ページ図3 ）。

ポリゴンを表現するポリゴンレコードの形式は次のとおりです。

オ フ セ ット � 内　　 容

十$00.1

十$04

十$Oc.1 �

ポ リ ゴ ンレ コ ー ドの サ イ ズ

バ ウ ン ドレ ク タ ング ル を意 味 す るレ ク タン グ ル

最初 の頂 点 を 意味 す る ポ イン ト

ポリゴンの描画には,枠の描画と内部を塗り潰しての描画がありますが,塗り潰しの場合,「内

部」の定義がりーションのそれに準ずる点に庄意してください。

110



・ 図３　ポリゴンの指定

（ａ）枠を描画した場合

(χ､､y､)

(χ3,y3)

(XO,yO)

〔 χ 。,y｡ 〕

（χI,yl）　　　 （χ4,y4）

（b ）内 部 を塗 り 潰 し て 描画 し た 場合

この よ うな ポ リ ゴ ンはdC.1

4 ＋８十(４＊6)dC.l　

Xs-ys,Ｘｅ-ye

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

XO －yOXl

－y，X2

－y2

×3－y3

×4－y4XO

－yO

咽 ド ノ ・　 ？

グ ラ フ ィ ツ ク マ 恚
¬
シ ャ

ツ よ

1……E::..･=･･－:･UI･.,7 ･.，

ＳＸ１.０２は, 基 本的に ７６８×512 ド ットの画面モードで動作するこ とが前提 となっており，

それ以外の画面モードのこ とは考 えられていませんでした。

ＳＸ]｡｡10 で は，グラフ ィックマネー ジヤの初期化時 に$ＡＩＣ２ ＧＭｌｎｉtＧｒａｐＭｏｄｅを呼

び出して画面モードを指定することにより，ビットマップの初期値等を画面モードに適した値

に変更し ます。

5] 町 �ぎづ∃iントめ拡張２ 謳副 � ゛` 　　　馬　 ゛`し口 座卜1 ﾀ゙万゙゙ 訟` ゛'臨Lぐ乱

ＳＸﾕ｡｡０２ では，原則 として ＲＯＭ に格納されているフォントしか利用 するこ とがで きず，

フォントカインド としては ＲＯＭ 中の12 ， 工6，２４ド ットフォントを意味 する０，1 ，２ の

値しか取り得 ませんで した。

拡張されたグラフィックマネージヤでは，「フォント ジンク」 というデータ構 造を使 うこ と

によって，ユーザがフォントを追加で きるようになっています。フォント １種類ご とにフォ

ントリンクを用意し， それへのポ インタを指定して，$ ＡＩＥＯ ＧＭＡｄｄＦｏｎｔを呼び出すこ

とにより，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ にフォントが追加されます。追加されたフォントは，フォントリ

ンク中で宣言したフォントカインドの数値で利 用するこ とがで きます。
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フォントリンクの形式は次のとおりです

オフセット � 欄名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.W

十$06.1

十$Oa.|

十$Oe.1

十＄12.1 �flNextflKindflNameflProcflMemflRsv�

次のフォントリンクへのポインタ

フォントカインドの値

フォント名（ASC11Z）へのポインタ

フォントプロセスのアドレス

フォントが利用するDOS メモリブロックへのポインタ

システム予約
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り

り

ｊ

ｊ

ｊ

―

り
／
』

３

４

Ｑ

り

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

（1）次のフォントリンクへのポインタ

システムが使用するので，内容を変更してはいけません。また，あらかじめ内容を設定して

おく必要はありません。

（2）フォントカインドの値

ここに収めた値をフォントカインドとして指定することにより，このフォントを利用して文

字列の描画蒔が行われます。３以上の値を指定してください。また，１つのフォントカインド

には 工つのフォントのみが対応します。

（3）フォント名へのポインタ

ＡＳＣ工工Ｚ型で表現されたフォント名の文字列へのポインタが入ります。

（4）フォントプロセスのアドレス

フォントを描画したり，フォントに関する計算を行ったりするルーチンのアドレスを収めま

す。フォントプロセスは，ＤＯにコマンドコードが，ＡＯにはパラメータポインタが格納され

た状態で呼び出されます。フォントプロセスの中ではＤＯ以外のレジスタは破壊してはいけ

ません。

フォントプロセスを設定しないときにはここに〇を収めますが， その場合はプロセスポイ

ンタが登録されている，対応する描画ルーチンカ印乎び出されます。

フォントプロセスのコマンドを以下に示します。

● ｃｏ ｍ ｍａｎｄ＝０：Ｆ Ｐ ＩＮｊＴ

パラメータ

返り値

な し

Ｄ０.1 ０
　

０

＝
　
≠

正常終了

異常終了

フォントの初期化を行います。

このコマンドはＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ からは呼び出されません。必要な場合は，フォントを追加

したタスク等ヵ卯乎び出してください’3．

＊3:もともとの仕様では$A14D GMlnitialjｚｅで呼び出される予定だったようです。



● ｃｏ ｍ ｍ ａｎｄ＝１ ：ＦＰ ＴＩＮＩ

パラメータ

返り値

な し

Ｄ ０.1 ＝０

≠０

正常終了

異常終了

フォントを開放する際の処理を行います。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝２：ＦＰ ＩＮＦＯ

パラメータ

返 り値

な し

Ｄ ０.1 ＝０

≠０

正常終了

異常終了

１ 文字の全角フォントの幅と高さの最大値を求めます。$

Ａ１９８ ＧＭＦｏｎt工ｎｆｏから呼ばれます。

● ｃ ｏ ｍ ｍ ａ ｎ ｄ ＝ ３ ： Ｆ Ｐ Ｄ Ｒ Ａ Ｗ

－

パラメータ

返り値

(ＡＯ).1

4( ＡＯ).1

8( Ａ Ｏ).Ｗ

Ｄ０.1　　 ＝０

≠０

文字列の描画を行い ます。

(プロセスポインタ十㈲O に相当)

文字列へのポインタ

文字列先頭からのオフセット

文字列のバイト数

正常終了

異常終了

●ｃｏｍ ｍａｒｌｄ ＝４：Ｆ Ｐ ＬＥ Ｎ Ｇ Ｔ Ｈ ｛プ ロ セ スポ イ ンタ 十＄l ｝に 相 当 ）

パラメータ

返り値

(ＡＯ).14(

ＡＯ).18(

ＡＯ).Ｗ

Ｄ０.1

文字列へのポインタ

文字列先頭からのオフセット

ドット数

文字列のバイト数

指定したドット数内に収まる文字列のバイト数を求めます。

● ｃｏ ｍ ｍａｎｄ＝ ５：Ｆ Ｐ_WI 〔:〕ＴＨ

パ ラ メ ー タ　　( Ａｏ).1

4(Ａｏ).1

8( Ａｏ).ｗ

返り値

(プロセスポインタ十＄2C に相当)

文 字列へのポインタ

文字列先頭からのオフセット

文字列のバイト数

D ０.1　 上 位ワード，

下位ワード，

指定した文字列の幅を求 めます。

イタリックを含めた幅（ド ット数）

イタリックを合めない幅（ドット数）

グラフィックマネージヤ
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●ｃｏｍｍａｎｄ＝６： ＦＰ ＲＥＶ
－

フォントの戻 り幅を返 します。

現在は使用されていません。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝７： ＦＰ Ｒ ＳＶ

システム予約です。

（5）フォントカ９り用するＤＯＳメモリブロックへのポインタ

フォントのデータカ刈又められているＤＯＳのメモリブロックへのポインタを収めておくと，

フォント開放時にＤＯＳ コールのＭＦＲＥＥ によって自動的に開放されます。その必要がな

い場合はＯを収めておきます。

フォントの拡張 に ともなって，現在 のフォンlヽに関する情報 をまとめて取得 するＳＸ コー

ル，$ ＡＩＣ３ ＧＭＣｕｒＦｏｎt が 追加さ れています。これによって得 られ る情報 は， フォント

レ コード というかたちで返されます。 フォントレコードの形式 は以下の とおりで す。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.W

十$02.W

十$04.1

十$08.1

十$OC.|

十＄10.1

十＄14.1

十$18.1

十$IC.W

十＄le.|

十$22.1 �fmKindfmFacefmSjzefmWorkfmRevfmWidthfmWhalffmHeightfmExtrafm

χz00mfmYz00m�

現在のフォントのフォントカインド

現在のフォントのフォントフェイス

現在のフォントのフォントサイズを示すポイント

現在のフォントの内部データ

戻り幅の最大値（固定小数点数）

全角文字幅の最大値（固定小数点数）

半角文字幅の最大値（固定小数点数）

文字の高さ（固定小数点数）

イタリック時の追加幅

Ｘ方向拡大率（固定小数点数，標準ならO ）Y

方向拡大率（固定小数点数，標準ならO ）

ユーザからの入力を受け付ける場合，ダイアログは非常に重宝する反面，ほかのタスクが停

止してしまうという問題がありました。ちょっとした文字列の入力など，ほかのタスクを止め

てまでユーザの注意を集中させるまでもない場合のために,疑似ダイアログが用意されました。

疑似ダイアログはエディ久 Ｘの中で，ファイル名の入力などに用いられています(図４)。

ダイアログという名前がついてはいますが，これはビットマップに描画される図形の一種と

考えられます。結局のところ，カレントビットマップに表示される長方形の図形でしかありま

せん。したがって，疑似ダイアログの使い方はダイアログ等とはまったく異なります。

ウィンドウコンテンツの適当な位置に疑似ダイアログを描画したら，その内部にコントロー

ルやテキストエディットを置いて，ユーザからの操作に対応します。このコントロール等は，

結局ウィンドウコンテンツ上にあるだけですから，その処理になんら特別な手法は必要とされ
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■図 ４　疑似 ダイア ログ

１

グラフィックマネージヤ

ません。

リターンキーが押されるなり，ボタンが押されるなりして疑似ダイアログ上での操作が終了

したら，コントロール等を廃棄してウィンドウの内部を書き直せば，疑似ダイアログに関する

処理は完了です。

グ ラ フ イ ッ ク マ ネ ー ジ ヤ の 描 画 ル ー チ ン や フ ォ ン ト の 描 画 ル ー チ ン な ど ， 下 位 の 描 画 ル ー チ

ン を アプ リ ケ ー シ ョ ン 作 成 者 が つ く る こ とが で き る よ う に な っ た わ け で す が ， それ を 支 援 す る

た め に， ＳＸ- ＳＹＳＴＥ Ｍ 内 の 下 位 ル ー チ ン を 利 用 す る こ とが で き る よ う に な り ま し た 。

$ ＡＩＥ３ ＧＭ ＧｅtＨＰｒｏｃＴｂ１，$ ＡＩＥ ６ Ｇ Ｍ ＧｅtＳtdP ｒｏｃＴｂ１，$ ＡＩＥﾜ Ｇ Ｍ ＧｅtＦ ｏｎt

ＰｒｏｃＴｂｌ。$ ＡＩＥ ８ ＧＭ ＧｅtＲｇｎＰｒｏｃＴｂ１ は ， そ れ ぞ れ 水 平 描 画 の 初 期 化 ル ー チ ン の テ ー

ブ ル ， 標 準 描 画 ル ー チ ン の テ ーブ ル ， 文 字 描 画 ル ー チ ン の テ ー ブ ル ， リ ー シ ョ ン １ 行 演 算 ル ー

チ ン の テ ー ブ ル を 得 る た め の ＳＸ コ ー ル で す。 テ ー ブ ル を 参 照 し て ， 必 要 な 引 数 を 添 え て 呼

び 出 す こ とに よ っ て， こ れ ら 下 位 の サ ブ ル ー チ ン を 利 用 す る こ と が で き ま す 。

こ れ らの テー ブ ル は ， い ず れ も ＳＸ- ＳＹＳＴＥ Ｍ 内 部 に あ り ま す か ら， 変 更 す る こ とは で き

ませ ん 。

そ れ ぞ れ の テ ー ブ ル の 形 式 と， そ こ に登 録 さ れ て い る下 位 ル ー チ ン に つ い て， か ん た ん な 機

能 と， 引 数 ， 返 り値 を 示 す こ と に し ま す 。

●水平描画の初期化Jし ブンのテーブル（＄ＡＩ Ｅ３ Ｇ ＭＧｅｔＨＰｒｏｃＴｂｌ）

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.1

十$08.1 �hLinelnithCopyrnithPutlnit�

水平ライン描画のための初期化ルーチン

水平ラインコピーのための初期化ルーチン

１ラインの描画を行うための初期化ルーチン

（1）hLinelnit : 水平 ライン描画のための初期イリレーチン

引数　 Ａ０.1 水 平ライン描画用ワークへのポインタ
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(ＡＯ).14(

ＡＯ).1

１ ライン描画サブルーチンのアドレス

Ｏページ描画ルーチンエントリアドレス

8(ＡＯ).1　　1 ペ ージ描画ルーチンエ ントリアドレス

：L2(ＡＯ).１　２４ －ジ描画ルーチンエントリアドレス16(

ＡＯ).1　3 ペ ージ描画ルーチンエントリアドレス

２０(ＡＯ).Ｗ　パターンの Ｙ オフセット

２２(ＡＯ).Ｗ パ ターンの１ 行のバイト数

２４(ＡＯ).Ｗ　パターンオフセットのマスクデータ

26( ＡＯ)　 縦横16 ド ットのパターン

(スクリーンタイプによって内容・サイズは変化)

A5.1 描画を行うグラフポートレコードへのポインタ

返り値 Ｄ０.1　リザルトコード

(2) ｈＣｏｐylnit:水平ラインコピーのための初期fﾋJレーチン

引数　　ＤＯ厦 コピーモード

Ａ０.1 水平ラインコピー用ワークへのポインタ

(ＡＯ).1　　1 ラインコピーサブルーチンのアドレス　

４(ＡＯ).1　　0゙ －ジコピールーチンエントリアドレス

８(ＡＯ).1　　1ページコピールーチンエントリアドレス

１２(ＡＯ).1　2ページコピールーチンエントリアドレス

16(ＡＯ).1　34 －ジコピールーチンエントリアドレス

２０(ＡＯ).ｗ Ｏページ反転データ

２２(ＡＯ).ｗ　1 ページ反転データ

２４(ＡＯ).ｗ　２ページ反転データ

２６(ＡＯ)．ｗ ３ページ反転データ

２８(ＡＯ).ｗ　コピー元のＸ オフセット

30(ＡＯ).ｗ　コピー元のＹ オフセット

32(ＡＯ).1　コピー元の１ページのバイト数

３４(ＡＯ).1　コピー先の１ページのバイト数

36(ＡＯ).1｢ 右から左コピー｣ プラグ

Ａ]..1　コピー先のビットマップレコードへのポインタ

Ａ２.1　コピー元のビットマップレコードへのポインタ

返り値 Ｄ０.1　リザルトコード

(3)hP ｕｔlnit

引 数　　 Ａ０.1

１ラインの描画を行うための初期佃 レーチン(1 ページのテキストタイプのみ)

水平ラインコピー用ワークへのボインタ
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(AO).1

4( ＡＯ).18(

ＡＯ).112(

ＡＯ).116(

ＡＯ).１

２０(ＡＯ).Ｗ

２２(ＡＯ).Ｗ

２４(Ａ Ｏ).Ｗ

２６(ＡＯ).Ｗ

１ ラインコピーサブルーチンのアドレス

〇ページコピールーチンエントリアドレ ス

１ ページコピーフレーチンエントリアドレ ス

２ ページコピールーチンエ ントリアドレス

３ページコピールーチンエントリアドレス

フォアグラウンドカ ラー

バックグラウンドカ ラー

２ ページ反転データ

３ペ ージ反転データ

２８(ＡＯ).Ｗ　コピー元のＸ オフセット

30(ＡＯ).Ｗ　コピー元のＹ オフセット

32(ＡＯ).1　コピー元の:L ページのバイト数

34(ＡＯ).1　コピー先の:L ページのバイト数

36(ＡＯ).1｢ 右から左コピー｣ プラグ

A1.1 描画を行うグラフポートレコードへのポインタ

返り値 Ｄ０.1　リザルトコード

１

グラフィックマネージヤ

●標準描1肌ノー－チンのテーブル( ＄ＡＩＥ６ ＧＭＧｅtＳtdPr ｏｃＴｂｌ)

グラフポートレコード中で指定される，グラフイックマネージヤの描画ルーチンのテーブル(

プロセスポインタ) と同形式です。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00j

十$04.I

十$08.1

十$Oc.|

十$10.1

十$14.1

十$18.1

十$lc.|

十$20.1

十$24.1

十$28.1

十$2c.1

十$30.1

十$34.1

十$38.1

十$3c.1 �gTextgLinegRectgRReCtgovalgArcgPOlygRgngCopygRSVlgRsv2gWidthgTinWgRsv3gRsv4gRsv5�

文字列の描画ルーチン

ラインの描画ルーチン

レクタングルの描画ルーチン

ラウンドレクタングルの描画ルーチン

楕円の描画ルーチン

円弧の描画ルーチン

ポリゴンの描画ルーチン

リーションの描画ルーチン

ビットイメージのコピールーチン

システム予約

システム予約

文字列の幅を求めるルーチン

指定の幅に収まる文字列のバイト数を求めるルーチン

システム予約

システム予約

システム予約

(1) ｇＴｅｘｔ: 文字列の描画ルーチン

引数　( ＡＯ).l　　文字列へのポインタ

４(ＡＯ).I　 文 字列先頭からのオフセット

ｊ

り

り

り

り

り

り

り

Ｉ

－
2
3
4
5
6
7
8

ｑ

Ｊ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

(10)

( 日)
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８(ＡＯ).Ｗ

返 り値 Ｄ０.1

文字列のバイト数

リザルトコード

(2) ｇＬｉｎｅ : ライ ンの描画ルーチン

引数　( ＡＯ).ｗ　 終点の ｘ座標　

2(ＡＯ),ｗ　 終点の ｙ 座標

返 り値 Ｄ０.1　　 リザルトコード

(3) ｇＲｅｃt: レ クタングルの描画ル ーチン

引数　( ＡＯ).ｗ　 ＝Ｏ　 枠を描画

＝１　 塗り潰しで描画

２(ＡＯ).1　 レ クタングルレ コードヘのポインタ

返り値 Ｄ０.1　　 リギルドコード

(4) ｇＲＲｅｃt: ラウンドレクタングルの描画ルーチン

引数　( ＡＯ).ｗ　　＝○　 枠を描画

＝１　　 塗り潰しで描画

２(ＡＯ).1　 外接するレクタングルレ コードヘのポインタ

6(ＡＯ).ｗ　ｘ 方向の角の大 きさ

８(ＡＯ).ｗ　ｙ方向の角の大きさ

返 り値 Ｄ０.1　　 リギルドコード

(5)gO ｖal: 楕円 の描画ルーチン

引数　( ＡＯ).ｗ　　＝Ｏ　 枠を描画

＝１　　塗り潰しで描画

２(ＡＯ).1　 外接 するレ クタングルレコードヘのポインタ

返り値D0.1　　　 リザルトコード

(6)gAr ｃ:円弧の描画ルーチン

引数　( ＡＯ).ｗ　 ＝○　 枠を描画

＝１　 塗り潰しで描画

2(ＡＯ).1　外接するレクタングルレコードヘのポインタ

6(ＡＯ).ｗ　開始角度

８(ＡＯ).ｗ　終了角度

返り値 Ｄ０.1　　 リザルトコード
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(7)gPOly: ポリ ゴンの描画ルーチン

引数　( ＡＯ).Ｗ　　＝○　 枠を描画

＝１　　 塗り潰しで描画

２(ＡＯ).1　 ポ リゴンレコードへのポインタ

返 り値 Ｄ０.1　　　リザルトコード

(8)gRgn: リ ーションの描画ルーチン

引数　( ＡＯ)．ｗ　　＝Ｏ　 枠を描画

＝１　　塗り潰しで描画

２(ＡＯ).1　 リージョンレコードヘのハンドル

返り値　Ｄ０.1　　　リザルトコード

(9) ｇＣＯｐy: ビットイメージのコピールーチン

引数　( ＡＯ).1　　　コピー元ビットマップレコードへのポインタ

４(ＡＯ).1　　コピー先ビットマップレコードへのポインタ

8(ＡＯ).1　　コピー元レクタングルレコードヘのポインタ

$Ｃ(ＡＯ).1　　コピー先レクタングルレコードヘのポインタ

$10( ＡＯ).Ｗ　コピーモード

$12( ＡＯ).1　リスク範囲のりージョンレコードヘのハンドル

返り値 Ｄ０.1　　　 リザルトコード

(10)gWidth : 文字列の幅を求めるルーチン

引数　( ＡＯ).1　　文字列へのポインタ

４(ＡＯ).1　文字列先頭からのオフセット

８(ＡＯ).Ｗ　文字列のバイト数

返り値　Ｄ０.1　　 上位ワード，イタリックを含めた幅( ドット数)　

下位ワード，イタリックを含めない幅( ドット数)

(11) ｇＴｉｎＷ: 指定の幅に収まる文字列のバイト数を求めるルーチン

引数　( ＡＯ).1　　文字列へのポインタ

４(ＡＯ).1　文字列先頭からのオフセット

８(ＡＯ).ｗ　ドット数

返り値　Ｄ０.1　　文字列のバイト数

１

グラフィツクマネージヤ
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第２章　拡張されたマネージヤ

● 文字 描回 レーチン の テ ーブ ル( ＄ ＡＩＥ７ Ｇ Ｍ ＧｅｔＦｏｎｔＰｒｏｃＴｂｌ)

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.1 �face｣obputCharJob�

文字を修正するルーチン

文字を描画するルーチン

(1) ｆａｃｅＪｏｂ: 文字を修正するルーチン

引数　( ＳＰ).1　　文字の描画されているビットマップレコードへのポインタ

４(ＳＰ),1　文字の大きさを示すレクタングルレコードヘのポインタ

８(ＳＰ).1　フォントフェイス

返り値　なし

12 ０

ｊ

ｊ

－

ｎ

／
』

ぐ

ぐ

フォントフェイスにしたがって文字を修正します。修正の結果，文字の大きさ力1変ｲﾋした場

合（最大縦４ドット，横４ドットまで大きくなります）は，引数として渡したレクタングル

レコードの内容を変化させます。イタリックの処理は行いませんＯ

(2) ｐｕtＣｈａｒＪｏｂ : 文字を描画するルーチン

引数　( ＳＰ).1　　文字の描画されているビットマップレコードへのポインタ

４(ＳＰ).1　文字の大きさを示すレクタングルレコードヘのポインタ

返り値 Ｄ０.1　　 リザルトコード

カレントグラフポートに指定されたビットマップのレクタングルの範囲を文字として描画し

ます。イタリックの処理はここで行われます。

●リーション１行演算ルーチンのテーブル( ＄ＡＩＥＢＧＭＧｅｔＲｇｎＰｒｏｃＴｂｌ)

これらのルーチンは，リーションの横１ ラインを単位として処理を行います。したがって，

引数となるのは，リーションレコード中の横１ ラインの先頭のアドレスです。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.1

十$08.1

十$Oc.1 �andRgnLineorRgnLinediffRgnLinexorRgnLine�

リー シ ョ ンのAND を 求 める ル ー チ ン

リー シ ョ ンのOR を 求 める ル ー チ ン

リー シ ョ ンの 差 分 を求 め る ルー チ ン

リー シ ョ ンのXOR を 求 め るル ーチ ン

（1 ） ａｎｄＲｇｎＬｉｎｅ

引 数　　 Ａ ０.1

A1. １

Ａ２.1

リーションのＡＮＤ を求めるルーチン

結果を収めるバッファへのポインタ

リーション１へのポインタ

リーション２へのポインタ

り

う

り

り

Ｉ

？

』

３

４

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ



返 り値A0.1

A1. １

Ａ ２.1

DO-D3

（2 ） ｏrＲ ｇｎＬｉｎｅ

引 数　　 Ａ０.1

A1. １

Ａ２.1

返 り 値A0.1

A1. １

Ａ２.1

１　グラ フ ィッ ク マ ネー ジ ヤ　 フ

結果を収めるバッファへのポインタ （リージョン：ＬＡＮＤ リーション2 ）

リーション１ の次のラインへのポインタ

リーション ２ の次のラインのポインタ

不定

リーションの ＯＲ を求めるルーチン

結果を収めるバッファへのポインタ

リーション １ へのポインタ

リーション ２ へのポインタ

結果を収 めるバッファへのポインタ（リーション １　０Ｒ リーション2 ）

リージョン：Lの次のラインへのポインタ

リーション ２ の次のラインのポインタ

ＤＯ-D3　 不定

（3）diffRgnLine : リーションの差を求めるルーチン

引数　 Ａ０.1　　 結果を収めるバッファへのポインタ

A1.1　　　リーション１ へのポインタ

Ａ２.1　　　リーション２ へのポインタ

返り値 Ａ０.1　　 結果を収めるバッファへのポインタ（リーション１ －リーション２）

A1.1　　　リーション１の次のラインへのポインタ

Ａ２.1　　　リーション２の次のラインのポインタ

ＤＯ-D3　 不定

（4 ）ｘｏrＲｇｎＬｉｎｅ : リ ーシ ョンの ＸＯＲ を求めるルーチン

引数　A0.1　　 結果を収めるバッファへのポ インタ

Ａﾕ..１

Ａ２ﾕ

返 り値　A0.1

A:ＬＩ

Ａ２.１

ＤＯ- Ｄ3

リーション１へのポインタ

リーション２へのポインタ

結果を収めるバッファへのポインタ（リーション１　×ＯＲ リーション２）

リーション１の次のラインへのポインタ

リーション２の次のラインのポインタ

不定

ＴＩＴＬＥ
ｏ
Ｘ の 役 割

システムディスクの中に収 められているＴ工ＴＬＥ．Ｘ は，ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ のオープユング` 夕

イトルを表示するだけのプログラムだ と思 われていますが，案外，いろいろ な仕事をするプ

ログラムで すO

T 工ＴＬＥ．Ｘ が使われるのは，①ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ の起動時 と，②ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ の終了時で
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第２章　拡張されたマネージヤ

す。いずれも，システムディスクのようにＳＸＷ工Ｎ．Ｘ をシェルとして起動する場合なので，

コマンドラインからＳＸＷ工Ｎ．Ｘ を起動している方はあまりお目にかかることはないかもしれ

ません。

それぞれの場合のＴ工ＴＬＥ．Ｘの動きについて説明します。

①ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷの起動時

システムデ ィスクのＣＯＮＦ工Ｇ.ＳＹＳ の中で，Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ に関係している部分を抜き出して

みましょう
Ｏ

PROGRAM　 ＝￥SHELL¥TITLE.X

Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ は， この行によって起動され， 下図のような画面を表示します。

●図　ＴＩＴＬＥ.× によるタイトル表示

この とき，ＳＲＡＭ が初期化されていなかった場合には初期化を行い ます。

また，Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ の後ろにファイルネームを指定するこ とによっ て，そのファイルにテキ

ストタイプ２ページのレ クタングルイメージが収 められていた場合，標準のタイトル画面の

かわりに表示します。

②ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の終了時

ＳＸＷ工Ｎ．Ｘ がシェル として起動されてい る場合に，システムア イコンか ら「終了」が選択

されると，シェルはリソースＣＭＤＳ の13 に収 められているプログラムに，ＳｈＥＶの３に

収められているコマンド ラインを渡して起動します（その際，タ スクマネー ジヤのＦＯＣＫ

系ではなく，ＤＯＳ コールのＥＸＥＣで起動します）。

標準の状態では，ＣＭＤＳの３ にはＴ工ＴＬＥ．Ｘ が，ＳｈＥＶ の３には- ｅが収 められてい る

ので，結局，Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ が- ｅ というオプ ション付きで起動されることになり ます。 -ｅ オプ

ション付きで起動された場 合，Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ はいったんタ イトル画面 に の場合，つねに標準

のタイトル画面で， イメージを収めたファイルを指定することはで きません）を表示した後，

徐々にフェード アウトし， もっ とも暗くなったところで終了し ます。

Ｔ工ＴＬＥ．Ｘ（とはかぎりませんが）の処理が終わり， シェルに戻 る と，シェルは無限ルー

プに入り，電源オフを待つこ とになります。
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２　テキストマネージャ　 Ｉ

IZ21ｸ 　

SXI.【】2のテキストマネージャは，いちおうの文書編集機能を有していたとはいえ，スピー

ド的な問題や機能的な問題を抱えており，事実上，ファイル名の入力程度にしか使われてい

ませんでした。新しいテキストマネージャでは，これらの問題はクリアされており，実用に

耐えるものとなっています。標準添付のエディタ.Ｘがその改良の結果を如実に物語っていま

す＊４．

＊4:本書も一部エディタ.Ｘによって執筆されています。

改良されたとはいえ，ＳＸ１.０２ との上位万換性は保たれているので，これまでの利用方法

をそのまま適用することができます。エディタやワープロなど高度なアプリケーションを作成

される方以外は，とくにプログラミングスタイルを変更することなく，スピードアップの恩恵

のみを被ることができます。

ここでは，おもな変更点について解説することにします。

新しいテキストマネージヤでは，画面上で横１行に表示される文字列を「行」，メモリ内の

行末コード（$ＯＤ$ＯＡ）までの文字列を「段落」と呼びます。前者をいわゆる「物理行」，後

者を「論理行」といい替えることもできます（図5 ）。

■図 ５　行 と段 落の関 係

行

段落

一見同じもののようにも思えますが，行と段落が違うものになるのは，ディスティネーショ

ンレクタングルの横方向のサイズによって，行の折り返しが発生するからです。このあたりに

ついては，前著『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』で解説済みですので，繰り返しません。

各種の拡張に対応するため，テキストエディットの内容がかなり変更されています。基本的

にＳＸ１.:LOは，それ以前のシステムとの上位互換性が維持されていますが, テキストエディッ

トレコードに関して完全に互換というわけにはいかなかったようです。レコードの内容を直接
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第２章　拡張されたマネージャ

参照/変更しているアプリケーションは注意が必要です。

新しいテキストエディットレコードの内容は次のとおりです。ＳＸ１.10 以降で新しく用意

された欄のうち，必要と思われるものについてのみ解説を行うことにします。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00

十$08

十$10.1

十$14.1

十＄18.1

十＄lc.|

十$20」

十$24.1

十$28.I

十$2c.1

十$30.1

十$34.1

十$38.I

十$3c.w

十$3e.w

十$40.w

十$42.b

十$43.b

十$44.1

十$48.1

十$4c.』

十$50.1

十$54.w

十$56.1

十$5a.1

十$5e.1

十$62.1

十$66.1

十$6a.|

十$6e.| �teDestRectteviewRectteDestoffsetxteDestoffSetYteHTextteLenMa

χteLengthteRsvoteSeIStartteSelEndteSelLineteSe10ffsetteRefConteLineHeightteTabSizeteJuStteDrawModeteviSteSelLocatexteSelLOCateYtelnPOrtteCaretTimeteCaretStateteFunCtionteFUncCodeteCtrlCodeteCtrJFunteNCOJumnSteNLinesteLineStartS�

ディスティネーションレクタングル

ビューレクタングル

水平方向補正座標

垂直方向補正座標

編集テキストへのハンドル

編集テキストの最大サイズ

すでに入力されている編集テキストのサイズ

システム予約

セレクト範囲の開始位置

セレクト範囲の終了位置

現在のセレクト行位置

現在のバッファのセレクト位置

ユーザ定義データ

改行幅（ドット単位）TAB

サイズ（ドット単位）

行揃えモード（O: 左寄せ，１：中央寄せ，－｜：右寄せ）

編集モード

ドローレベル

水平座標ロング値

垂直座標ロング値

グラフポートレコードへのポインタ

内部で使用（キャレットの点滅間隔）

内部で使用（キャレットの状態/ハ イライト表示レベル）

プロセステーブルへのポインタ

１ファンクションキーアサインテーブルヘのポインタ

コントロールキーテーブルヘのポインタ

コントロールキー処理ルーチンテーブルへのポインタ

テキストの段落数

テキストの行数

内部で使用（行頭テーブルへのハンドル）

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｎ

／
』

３

ぐ

ぐ

ぐ

(4)

(5)

㈲

(7)

(8)

(9)

(10)

(目)(12)(13)(14)

(15)

（1）水平方向補正座標

（2）垂直方向補正座標

ビューレクタングルに対するディスティネーションレクタングルのオフセットが入ります。

（3）編集テキストへのハンドル

編集テキストが収められている再配置可能ブロックへのハンドルが収められています。

テキストが収められるブロックは新しくテキストエディットを作成する際に作成されます

が，アプリケーション側で用意したものをセットすることも可能です。その際，テキストのサ

イズよりも最低８バイト以上大きなブロックを用意するようにしてください。

（4）ユーザ定義データ

ユーザが自由に使用することができます。
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２　テキストマネージヤ

（5）編集モード

テキストエディットに関する各種プラグの集合体です。各ビットは，次のような意味を持っ

ています。

��１ � ０

bito

bitl

bit2

bit3

bit4

bit5 �

改 行コードの表示

テキスト終端の表示

コントロールコードの表示形式

コントロールコードの編集許可

リードオンリー属性

下揃え �

表示する

表示する

＾Ａ

許可する

りードオンリー

下揃えする �

表示しない

表示しないSB

許可しない

編集可

下揃えしない

（6 ） ドローレベル

ドローレベルが ○以上の場合にテキ ストエデ ィットの描画を行い，負の数の場合は描画を

行い ません。　ドローレベル は描画だけを制御するもので，描画が行われていない場合で も，編

集の処理は通常 どお りに行われ ます。

（7 ）水平座標ロング値

（8 ）垂直座標ロング値

ディスティネー ションレ クタングル内部で のカーソルの位置 をロングワードで表 現し ま

す。

（9 ） グラフポートレコードへのポインタ

ＳＸ１.０２ まで は， テキストエディットの表示 を行いたいグ ラフポートを，表示の前にカレ

ントにしてお く必要があ りましたが，ＳＸ１.10 か らはテキ ストエディットレコードの中に表

示を行うグラフポートへのポインタを収めるようになりました。 これによって，カレントグ ラ

フポートをセットする叱要ヽ はなくなりました。

このグ ラフポートに設定されているフォント等を変更す るこ とによ り，描画するフォント等

も変わるわけで すが， その場合 には$ Ａ４６４ ＴＭＳｅtＳｅ１Ｃａ１を呼んで， テキストエディット

レコード全体を再計算させたうえで聊描画するようにして ください。

（10 ） ハイライト表示レベル

ハイライトレベルが ○以上の場 合， セレクト範囲のハイライト表示を行 い，負の数の場合

は描画を行いません。

（11 ）プロセステーブル へのポインタ

テキストの編集や表示 を行うためのルーチンはプロセステーブルに登録 されており，テキス

トマネージヤはここに収められているプロセステーブルへのポインタを参照して各処理へ分岐

します。　したがって，ここ に別のルーチンを登録したプロセステーブルへのポインタを格納し

ておくことによって，これらのルーチンを差し替えることが可能で す。

デフォルトで は ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内のテーブルを指しているので，直接テーブルを書き換え

ようとすると，バ スエラーが発生する場合があります。あらかじめ， ほかの場所に標準のテー

ブルをコピーしておいて， そこを書 き換えたうえで テキストエデ ィットレコードに登録してく
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ださい。

詳しい内容については後述し ます。

(12) フ アンクションキーアサインテーブルヘのポインタ

定義可能キー(F1 ～Ｆ２０，カーソルキー，ＲＯＬＬＵＰ／ＤＯＷＮ，ＵＮＤＯ 等) にコントロ

ルコードを割り当てるのが，フ アンクションキーアサインテーブルの1遮ljで す。

フアンクションキーアサインテーブルの形式を，次の例で示 します。

f ｕｎｃＡｓｓｉｇｎＴ ａｂｌｅ

ｄｃ. ｗ　

dc. ｗ

d Ｃ.Ｗ

$003C,$10

$００３Ｅ,$ＯＥ

０

(ラベルは筆者が独自に定義したものです)

＊キーコード，ASCIIコード

＊カーソル上，$10（＾P）

＊カーソル下，$OE （＾N）

＊ エ ン ド マ ー ク

１ ワードずつ， キーコード （:［ＯＣＳ の Ｂ ＫＥＹ工ＮＰ， Ｂ ＫＥＹＳＮＳ 等で 使 われる内部
一 一

一 一

コード）と，そのキーに対応させたいコントロールコードを並べ，最後にエンドマークとして$

００を置きます。

上の例では，編集中にカーソルキーの上が押された場合ぱ Ｐ が押されたのと，カーソル

キーの下が押された場合ぱ Ｎ が押されたのと同じことになります。

デフォルトでは，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内のテーブルを指しているので，直接テーブルを書き換

えようとすると，バスエラーが発生する場合があります。あらかじめ，ほかの場所に標準のテー

ブルをコピーしておいて， そこを書き換えたうえでテキストエディットレコードに登録してく

ださい。

（13）コントロールキーテーブルヘのポインタ

（14）コントロールキー処理ルーチンテーブルへのポインタ

編集中にコントロールコードが入力された場合の処理を登録しておくテーブルがコントロー

ルキー処理ルーチンテーブルです。

ＳＸ:L.０２のテキストエディットにも同様なテーブルが用意されていましたが，多少形式が

変更されているので注意が必要です。

コントロールキーテーブルの形式はＳＸ１.０２から変わっていません。次の例のような形式

です。

ctｒ１Ｋ ｅｙＴａｂｌｅ :　

ｄｃ.ｗ

ｄｃ.ｗ

$Od

$０８

＊リターンキー

＊＾H（BS）



d Ｃ.Ｗ ０

(ラベルは筆者が独自に定義したものです)

＊エンドマーク

２　テキ スト マ ネ ー ジ ヤ

これに対応するルーチンを列挙するコントロールキー処理ルーチンテーブルは，次のような

形式となります。

ctｒｌＫ ｅy Ｐｒｏｃ :　

dc.l　

dc.1

CRp ｒｏｃ

Ｂ Ｓｐｒｏｃ

(ラベルは筆者が独自に定義したものです)

＊リターンキーを押した処理

＊BS キーを押した処理

ＳＸ１.０２では処理ルーチンへのオフセットで表現していましたが，新しいテキストマネー

ジヤではポインタとなっています。

コントロールキーテーブル，コントロールキー処理ルーチンテーブルとともに，デフォルト

ではＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内のテーブルを指しているので，直接テーブルを書き換えようとすると

バスエラーが発生する場合があります。あらかじめ，ほかの場所に標準のテーブルをコピーし

ておいて，そこを書き換えたうえでテキストエディットレコードに登録してください。

（15）行頭テーブルへのハンドル

行頭テーブルは，ＳＸ１.０２にくらべ大幅に構造が変更されています。行頭のオフセットを

単純に並べたものではなく，各行のﾊﾞｲﾄ 数や行の状態などの情報が格納されるテーブルにな

りました。

各行（段落）の状態を得るための ＳＸ コールがいくつか用意されたので，アプリケーショ

ンが直接参照/変更するメリットはもはやないと思われます。

従来は，ある行がテキスト全体の中でどのような位置にあるのか，などといった情報を得る

手段がありませんでした。また，行単位，段落単位での現在位置の把握 も不可能でした。こう

した情報は，本格的なエディタやワープロをつくるためにはどうしても必要なものです。

新しいテキストマネージヤには，こうした情報を得るためのＳＸ コールが何種類か用意さ

れていますが，これらはいずれも情報を段落情報というかたちで返してきます。

段落情報レコードの形式は次のとおりです。
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オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.1

十$08.1

十$Oc.|

十$10.1

十$14.1

十$18.1

十$lc.|

十$20.1

十$24.1 �teCOPostoCOLCntteCOLineteC00ffsetteCOSizeteCOPtrteLineteLOffsetteLSizeteLPtr�

段落位置

段落の行数

段落の先頭行位置

段落の先頭行のオフセット

段落のバイト数

段落へのポインタ

行位置

行の先頭位置オフセット

行のバイト数

行へのポインタ

ＳＸ１.02 まででは，編集を行った結果，再描画が必要となった場合にはビューレクタング

ル全体を書き換えていました。これが処理スピードを低下させる原因の１つで もありました。

これを避けるためには,変更がめった場所のみを書き換えればよいことはすぐに気がつきます。

編集履歴は，どこで，どのような変更があったのかを記録しておくためのデータ構造です
Ｏ

その内容は編集履歴レコードにまとめられます。編集履歴レコードの形式は以下のとおりぞす。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.W

十$02.1

十$06.1

十$Oa.1

十$Oe.1

十＄12.1

十＄16.1

十＄la.|

十＄le.| �teEditonteEditnLineteEditStartteEditLineteEditLOCateHteEditLOCatevteEditLOCateMteEditCOLineteEditCodiff�

編集されたかどうかのプラグ（≠O: 編集された）

編集行数

編集開始バイト位置

編集開始行位置

編集開始水平座標

編集開始垂直座標

編集開始座標修正値

次の段落の先頭行位置

次の段落がスクロールしたかどうかのプラグ（４０：

スクロールした）

編集履歴 は$Ａ３４８ ＴＭＳtｒ２ によって作成され，$ Ａ３３８ ＴＭＵｐＤａtｅ２ によって解釈さ

れ，描画が行われます。

スピード向上のもう１つの方策として，キャッシュ機能の追加があります。キャッシュに

はテキストの一部力兄売み込まれ，編集作業は一||舗勺にこの中で行われます。

大きなテキストの場合，細かい変更を行うたびにテキスト全体を操作していたのでは時間が

かかりすぎます。キャッシュを追加したことにより，編集の結果を効率よくテキスト全体に反

映させることができるようになっています。

キャッシュが追加されたことにより，２つほど注意が必要になっています。
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２　テキストマネージヤ

（1 ） テキストを直接参照 する場合

テキストを直接参照する場合は，変更した結果がキャッシュに残っていて，テキストに反映

されていない場合があ りますから，必ずキャッシュをフラッシュしてから参照するようにして

ください。

（2 ）$ Ａ３３Ｃ ＴＭＣａｌＬｉｎｅ で 段落を参照する場合

指定した行またはバ イト位置の段落情報を作成する$Ａ３３Ｃ ＴＭＣａ１Ｌｉｎｅで は，段落情報

の中に段落へのポインタを返します。 これを利用してテキ ストを直接参照することも可能です

が， この段落がキャッシュ中に残っている場合，キャッシュ中のアドレ スが返される場合があ

ります。このアドレ スを使って， この段落に正 しく参照するこ とがで きますが，このほかの段

落については保証のかぎりではありません。

キ ャッシュを 操 作 す る ＳＸ コ ー ル として,$ Ａ３２Ｃ Ｔ Ｍ ＣａｃｈｅＯＮ,$ Ａ３２Ｄ ＴＭ ＣａｃｈｅＯＦＦ ，$

Ａ３２Ｅ ＴＭ ＣａｃｈｅＦｌｕｓｈ が 用 意 さ れ て い ま す 。

編集履歴によって部分的な書き換えがサポートされたことなどから，多彩なアップデートが

用意されています。

このうち，ＳＸ コールでサポートされるものが３種類，ライブラリでのみサポートされる

ものが２種類あります。　それぞれについて解説します。

＜ＳＸ コールでサポートされるもの＞

●＄Ａ３１３ Ｔ ＭＵＯＤａtｅ

これは ＳＸ:L.０２ から用意されているＳＸ コールです。指定したレ クタングルの内部を背景

色で塗り潰してから再 描画します。 スピード的にはもっ とも不利ですが，従来の手順を変更 し

てまで ほかの ＳＸ コールを利用す るかどうか，適切 に判断して利用してください。

●＄Ａ３３８ ＴＭＵｐＤａte2

$Ａ３４８ ＴＭＳtｒ２ によって文字列を挿入した後でのみ利用可能です。 ＴＭＳtｒ２ が作成し

た編集履歴を参照して描画を行い ます。条件は限定されますが， これによってアップデートを

行うのがもっ とも速 く行えます。

●＄Ａ３３９ ＴＭＵｐ[⊃ａtB3

指 定 したレ クタングルの内部 を再描画するのは$ Ａ３１３ ＴＭＵｐＤａtｅ と同じで すが，背景

色での塗り潰しを行 わない点で異なってい ます。 塗り潰しを行わない分，ＴＭＵｐｄａtｅ より

は高速です。
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＜ライブラリでのみサポートされるもの＞

●ＴＭＥｖｅｎtＷ

$Ａ３１Ｃ ＴＭＥｖｅｎt と同様な処理を行いますが， その前にアップデートリージョンヘの再

描画を行います。 テキ ストエディットレコード に収められているグラフポートがウィンドウレ

コードの一部であると仮定して処理を行います。

具体的 には,ア ップデートリーション とクリップリーションが重なった範囲を再描画し, アッ

プデートリーションか ら除いた後で，ＴＭＥｖｅｎt を呼んで ぃます。

●ＴＭＵｐＤａｔ巳Ｅｘiｓt

ア ップデートリーション とクリップ リーションが重なった範囲を再描 画し，指定 によっては

その範囲をアップデートリーションから除きます。テキストエディットレコードに収められて

いるグラフポートがウィンド ウレコードの一部であ ると仮定して処理を行い ます。

編集を行ったときに， スクロールが発生する場合があ りますが， この ときにアップデートさ

れていない領域が残っている と， その後，正常にアップデートで きなくな ります。 そのため，

スクロールが発生する可詣 生のある編集を行 う場合は，あらかじめ，この ＴＭＵｐＤａtｅＥｘiｓt

を呼び出して， アップデートされていない部分を再 描画しておくようにして ください。

プロセステーブルの形式は以下のとお りです。

オフセット � 欄　名 � 内　　容

十$00.1

十$04.1

十$08.1

十$Oc.1

十$1 0.1

十＄14.1

十$18.1

十$Jc.|

十$20.1

十$24.1

十$28.1

十$2c.1

十$30.1

十$34.1

十$38.1

十$3c.|

十$40 �OFF lnWid　　　

－OFF Width　　　

－OFF Draw　　　

－OFF UpDt　　　

－OFF UpDt2　　　

－OFF UpDt3　　　

－OFF Rev　　　

－OFF Scr011　　　

－OFF ScrollR　　　

－OFF F111R　　　

－OFF CLIP　　　

－OFF Caret　　　

－OFF DrEOF　　　

－OFF Str　　　

－OFF Sel　　　

－OFF FillRL　　　

－ �

指定した幅に収まる文字数を求めるルーチンのアドレス

文字列の幅を求めるルーチンのアドレス

文字列の描画ルーチンのアドレス

指定された範囲の描画ルーチンのアドレス(

背景色での塗り潰し付き)

編集履歴による再描画ルーチンのアドレス

指定された範囲の描画ルーチンのアドレス(

背景色での塗り潰しなし)

セレクト部分のハイライト表示ルーチンのアドレス

テキストエディットレコードのスクロール処理ルーチン

のアドレス

指定された範囲のスクロ一ル処理ルーチンのアドレス

指定された範囲の塗り潰しルーチンのアドレス

マウスによるセレクト処理ルーチンのアドレス

キャレット描画ルーチンのアドレス

テキスト終端の描画ルーチンのアドレス

文字列挿入ルーチン( 表示はしない) の アドレ ス

セレクト部分の変更ルーチンのアドレス

１行単位の塗り潰しルーチン(イタリック対応)のアドレス

システム予約(4 ロングワード)

それぞれのルーチンが満たすべき仕様だけを示すことにします。

1３0

ｊ

り

ｊ

ｊ

ｌ

ｎ

／
」

｀
ｊ

４

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ｊ

ｊ

Ｕ

Ｕ

ｊ

）

ぐ

ぐ

り

り

７

８

ぐ

ぐ

(9)

(10)

( 目)(12)(13)(14)(15)(16)



（1 ）ＯＦＦ ｌｎＷｉｄ : 指 定 した幅に収 まる文字数を求めるルーチン

パラメータ( ＡＯ).1

4(ＡＯ).1　　

8(ＡＯ).1　　

$ｃ(ＡＯ).ｗ

$ｅ(ＡＯ).ｗ

返り値 D ０.1

２　テキストマネージャ

テキストエディットレコードヘのハンドル

文字列へのポインタ

文字列の先頭からのオフセット

文字列を収める幅（ドット数）

文字列のローカル座標－ディスティネーションレクタングルのオフ

セット値

文字列のバイト数

Ａ０.1≠○　　改行コードにより終了した

＝○　　それ以外

指定された幅に収まる文字列のバイト数を返します。

（2 ） ＯＦＦ Ｗｉｄth : 文字 列の幅を求めるル ーチン

パラメータ

返り値

(ＡＯ).1

4( ＡＯ).18(

ＡＯ).1$

ｃ(ＡＯ).ｗ$

ｅ(ＡＯ).ｗ

D ０.1

テキストエディットレコードへのハンドル

文字列へのポインタ

文字列の先頭からのオフセット

文字列のバイト数

文字列のローカノレ座標－ディスティネーションレクタングルのオフ

セット値

文字列の幅（ドット数）

指定した文字列が占める幅を返します。

(3) ＯＦＦ Ｄｒａｗ: 文 字列の描画ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ).I　　　 テキストエデ ィットレコードへのハンドル

４(ＡＯ)｡1　　 文字列 へのポインタ

８(ＡＯ).I　　 文字列 の先頭からのオフセット

$ｃ(ＡＯ).ｗ　 文字列 のバイト数

$ｅ(ＡＯ).ｗ　 文字列のローカル座標－ディスティネーションレクタングルのオフ

セッ 】ヽ値

釦｡０(ＡＯ).ｗ Ｏ以外を指定すると，タブ描画時に背景色で塗り潰しを行う

返 り値　　 Ｄ０.1　　　 リザルトコード

指定した文字列を描画し ます。 クリップリーションは設定されてい ます。 tｅＤｒａｗＭｏｄｅ

を参照して，モード にあわせた描画を行って ください。
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第２章　拡張されたマネージヤ

(４)ＯＦＦ ＵｐＤｔ：指定された範囲の描画ルーチン( 背景色での塗り潰し付き)
－

パラメータ( ＡＯ)｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ)｡1　　再表示する範囲を意味するレクタングルレコードヘのポインタ

返り値　　　 Ｄ０.1　　　リザルトコード

指定された範囲を背景色で塗り潰してから再描画します。以下の条件のもとで処理を行って

ください。

・ドローレベルが負の場合は描画を行わない

・カーソルを消す

・ビューレクタングル，クリップリーションの重なりを計算する

・ハイライト表示属性がオンの場合，セレクト部分のハイライト処理ルーチンを呼び出して

ハイライト表示を行う

・tｅＤｒａｗＭｏｄｅを参照して，モードにあわせた描画を行う

(5) ＯＦＦ ＵｐＤt2: 編集履歴による再描画ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ)｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドノレ

４(ＡＯ)｡1　　編集履歴レコードへのポインタ

返り値　　 Ｄ０.1　　　 リザルトコード

編集履歴にしたがって描画を行います。ＯＦＦ ＵｐＤｔと同様な条件のもとで描画を行って

ください。

(6) ＯＦＦ ＵｐＤt3: 指定された範囲の描画ルーチン( 背景色での塗り潰しなし)
－

パラメータ( ＡＯ)｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ)｡1　　再表示する範囲を意味するレタタングルレコードヘのポインタ

返り値　　 Ｄ０.1　　　 リザルトコード

指定された範囲を背景色で塗り潰さずに再描画します。ＯＦＦ ＵｐＤｔ と同様な条件のもと
ー

で描画を行ってください。

(7) ＯＦＦ Ｒｅｖ: セレクト部分のハイライト表示ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ)｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ)｡1　　開始位置

８(ＡＯ)｡1　　終了位置

返り値　　　Ｄ０.1　　　 リギルドコード

開始位置から終了位置までをハイライト表示します｡ビューレクタングル,クリップリーショ

ンの重なりを計算する必要があります。ドローレベル，ハイライト表示レベルのどちらかが負

の場合は描画する必要はありません。
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(8) ＯＦＦ Ｓｃroll:テキストエディットレコードのスクロール処理ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ).1　　　テキストエディットレコードへのハンドノレ

４(ＡＯ).1　　水平方向ドット数

８(ＡＯ).1　　垂直方向ドット数

返り値　　 ＤＯ.1　　　 リギルドコード

２　テキストマネージャ

指定したドット数だ け縦横にスクロールさせます｡ 次の条件の もとで処理を行ってください。

・ドローレベルが負の場合は描画を行わない

・カーソルを消す

・ビューレ クタングル， クリップリーションの重なりを計算する

・水平方向補正座標，垂直方向補正丿率標，水平座標ロングf直，垂直座標ロング値を更新する

・実際のスクロールは ＯＦＦ Ｓｃｒo11R を呼 び出して行う
ー

・スクロールの結果，再表示が必要な場合は描画が必要

(9) ＯＦＦ ＳｃrollR : 指定された範囲のスクロール処理ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ).1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ).1　　スクロールを行う範囲を意味するレクタングルレコードヘのポイン

タ

８(ＡＯ).1　　スクロールオフセットを示すポイント

$ｃ(ＡＯ).1　 再表示が必要な範囲を意味するレクタングルレコードヘのポインタ

返り値　　 Ｄ０.1　　　 リギルドコード

Ａ０.1　　　　リージョンレコードヘのハンドノレ

指定したレクタングルの範囲内を，指定したドット数だけ縦横にスクロールさせます．スク

ロールによって生じた空白部分を背景色で塗り潰し，その範囲をりーションに格納し，ＡＯに

返します．

(10) ＯＦＦ ＦｉｌｌＲ: 指定された範囲の塗り潰しルーチン

パラメータ( ＡＯ)｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ).l　　塗り潰しを行う範囲を意床するレクタングルレコードヘのポインタ

返り値　　D0.1　　　　 リザルトコード

指定された範囲内を背景色で塗り潰します。

(１１) ＯＦＦ ＣＬＩＰ：マウスによるセレクト処理ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ).1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ).1　　マウス座標を意味するポイント

８(ＡＯ)．Ｗ　　Ｏ：新規

１：前回の選択位置を変更
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２：開始位置を変更

３：終了位置を変更

返り値　　. ＤＯ.1　　　リザルトコード

マウスによってセレクト位置を変更/設定します。デフォルトでは，座標をロングワー心

変換して，$Ａ３３Ｆ ＴＭＰｏｉｎtＳｅ１を呼んでいるだけです。

（12）ＯＦＦ Ｃａｒｅt: カーソル描画ルーチン

パラメータ （ＡＯ）｡1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

返り値　　 Ｄ０.1　　　　リザルトコード

セレクト位置にカーソルを表示します。ペンモードはＸＯＲ に設定されているので，同じ

図形を描画することで表示/消去が行われます。クリップリーションは設定済みです。

（13）ＯＦＦ ＤrＥＯＦ: テキスト終端の描画ルーチン
ー

パラメータ （AO ）｡1　　　テキストエディットレコードへのノヽンドル

返り値　　 Ｄ０.1　　　 リザルトコード

テキスト終端記号を描画します。終端位置にペン位置がセットされています。

（14 ）ＯＦＦ Ｓtr: 文 字列挿入ルーチン（表示はしない）

パラメータ( ＡＯ).1　　

4(ＡＯ).1　

8(ＡＯ).1　

$Ｃ(ＡＯ).1

返り値

テキストエディットレコードへのハンドル

文字列へのポインタ

文字列のﾊﾞｲﾄ 数

編集履歴レコードへのポインタ

選択部分も挿入文字列もない

編集した

D ０.1 ＝ ０

＝1

＝- １０２４０

＝-1 ０２39

13 ４

最大入力数を超える

リードオンリーモード

セレクト範囲と文字列を交換し，編集履歴を記録します。カーソル位置の再計算を行う必要

はありません。キャッシュやテキストのメモリブロックを作成したり，行頭テーブルの設定を

行う等，複雑な処理が要求されます。

(15) ＯＦＦ Ｓｅｌ:セレクト部分の変更ルーチン
ー

パラメータ( ＡＯ).1　　　テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ).1　　新しいセレクト範囲の開始位置

８(ＡＯ).1　　新しいセレクト位置の終了位置

$ｃ(ＡＯ).1　 現在の新しいセレクト位置

返り値　　 Ｄ０.1　　　 リザルトコード



２　テキストマネージヤ

セレクト位置を指定の位置に変更します。新しいセレクト範囲と，それまでのセレクト範囲

の重なりを調べ，０ＦＦ Ｒｅｖを呼び出して変更部分だけ反転させます。テキストのバイト数
－

を超えた値の場合は補正する必要があります｡カーソル位置の再計算を行う必要はありません。

(16) ＯＦＦ ＦｉｌｌＲＬ : 1 行単位の塗り潰しルーチン( イタリック対応)

パラメータ(AO)｡1　　　 テキストエディットレコードへのハンドル

４(ＡＯ)｡1　　塗り潰す範囲を示すレクタングルレコードヘのポインタ

返り値　　 Ｄ０.Ｌ　　　 リザルトコード

指定された範囲内を背景色で塗り潰します。フォントフェイスにイタリックが指定されてい

る場合は，指定されたレクタングルをイタリックと同様に傾けて塗り潰しを行います。

エディタ等の文書を編集する本格的なアプリケーションを支援するために，さまざまなユー

ティリティ的な機能がテキストマネージヤに追加されています。代表的なものを列挙してみま

す。

・テキスト中の文字列の前/後刻 奥索

・キー人力関係のユーティリティ（キーコードの変換，キーの先読み等）

・ｅtｃ.

このほかに，些末なこ とですが，ＳＸ]｡｡10 か らテキストエディット中で ポップ アップ する

メ ニ ュ ー が リ ソー ス ＭＥＮＵ の-4096 と し て定 義 さ れ て い ます。こ の リ ソ ー ス は

ＳＹＳＴＥＭ．ＬＢ に収 められてお り，$ Ａ３０Ａ ＴＭｌｎｉt 内で読 み込 まれます。　リソースを差 し

替えることによっ て内容を変更することは可能で すが，カット，コピー等のアイテム番号は固

定ですから，表記を変える程度の変更しかで きない と思われ ます。

ＨＥＮＷＩＮ．× の役割と 動作の 仕組

ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ ユーザーズ７ニュアルで は，ＨＥＮＷ工Ｎ．Ｘ は「漢字変換ウィンドウです」と

説明されていますが，もう少し補足説明を加えておきたいと思い ます。

ＨＥＮＷ工Ｎ．Ｘ は，ユーザが直接実行するためのファイルで はあ りません。 シェルが立ち上

がった時点で 自動的 に起動し， シェルが終了するまで１つのタスクとして動き続けます。こ

のタ スクの役割はというと，キーボード から文字を入力中にフロントプ ロセッサを起動した

場合に，画面下部に変換 ウィンドウを表示し，変換過程を表示するこ とにあ ります。この仕

事がどのようなものであ るかは,ＨＥＮＷ工Ｎ．Ｘ をほかのファ イル名にリネームしたうえでシェ

ルを起動して，フロントプ ロセッサを起動してみた状態 と比較してみればよくわかると思い

1３5
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1３6

ますo

前著『ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ～
』
で は，ウィンドウ エＤ$28 のウ ィンドウを「漢字変換用」 として

し まいましたが，実際の変換 ウィンドウはウィンド ウマネージヤを使 わず，グ ラフィックマ

ネージヤを用いて直接描画した特殊なウィンドウとなっていますo

この動作は，ＤＯＳ コールの$FF18 hendsp をト ラップすることによって実現されていま

す。ｈｅｎｄｓp は，フロントプロ セッサのた めのＤＯＳ コールで， システム行に漢 字変換過程

や候補などを表示する機能を持っ てい ますo H ｕｍａｎの用意す る標準のｈｅｎｄｓp のルーチン

では，つねに画面最下行に変換過程を表示するようになっていますが，これをＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ

内のルーチン と差し替えるこ とによって，ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷ のデ スクト ップ上のウィンドウ風

の領域の中に表示させているわけですo



３　タスクマネージヤ

12j]?|) ふ

ス

ぷ4 ぷ ぷ ⊥ り ぷ ○ ＼゙ :……::万＼‘::･:･･.y:･j l:jly･.:　
＼j:12j.:･:jj:11j:万::j 1万.:.:j :j:=:|

ＳＸ- ＷＩＮ Ｄ Ｏ Ｗ で 動 作 す る す べ て の タ ス ク を 統 括 す る タ ス ク マ ネ ー ジ ヤ の 基 本 的 な 機 能 に

は な ん ら 変 更 は あ り ま せ ん ． バ ー ジ ョ ン ア ッ プ し た 点 と し て は, い く つ か の 小 規 模 な 変 更 と ，

ユ ー テ ィ リ テ ィ 的 Ｓ Ｘ コ ー ル の 追 加 か 挙 げ ら れ ま す ．

SX1.:LO では，モジュールヘッダの内容が徊 長され，次のような形式になっています。

オフセット � 内　　容

十$00.j

十$04.1

十$08.【

十$Oc 」

十＄10.1

十＄14.1

十＄1 c.1 �

モ ジ ュー ル タ イプ

モ ジュ ー ル サ イ ズ

ス タ ート ア ドレ スオ フ セッ ト｢

フー クサ イ ズ

コ モン エ リ アサ イ ズ

シ ステ ム予 約

(|)

(2)

（1）モジュールタイプ

従来のモジュールタイプはＯＢＪＲ，０ＢＪＣ，０ＢＪＯ の３種類でしたが，０ＢＪＸ という

新しいモジュールタイプが追加されています＊5．

＊5:標準のシステムでは，HD フォーマット.XがＸ型のモジュールですO

Ｘ 型のモジュールは単独実行型 と呼ばれ，シェル上で動作しません。実行が開始さ れるの

は，つねにコマンドラインから起動された場合のエントリポイント（アセンブ ラソースで.ｅｎｄ

命令 によって指定した スタートアドレス）からです。必要な場合は， ここで外部カーネル等を

呼び出して ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ を初期化してください。

シェルから起動した場合,Ｈｕｍａｎ のプ ログ ラムを実行した とき と同狼 その時点で走行して

いたほかのタスクには， タスクマネージャイベントの３１（ＳＡＶＥ）,３３（ＮＯＴＩＣＥＥＮＤＴＳＫ），

１（ＥＮＤＴＳＫ）が送 られて実行の終了が要請され，すべ てのタスクが終了 した段階で Ｘ 型

のモジュー7レが実行されます。Ｈｕｍａｎのプ ログラムと異なり，モジュー7レの動作が終了した

際に「シェルに戻 ります何 かキーを抑してください！！」のメッセージが表示されず，キーが

押されるのを待たずにシェルに復帰します。

（2）コモンエリアサイズ

Ｒ型のモジュールの場合，プログラムエリアはいくつかのタスクで共有されます。プログ

ラムエリアが「プログラム」十「固定データ」十「静的なワーク」で成り立っていることは，

前著『ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ～』で説明しましたが，このうちの「静的なワーク」も共有されるこ

1３７



第２章　拡張されたマネージャ

1３８

とはいうまで もあ りません。 これをうまく使えば，プログ ラムエリアを共有してい るタスク間

でかんたんに情報を共有し， また，やりとりすることが可能 となります。

これを明示的 に行うのがコモンエ リアです。 コモンエリアは，プ ログラムエ リアを共有 して

いるタスクの数に関 わらず，１つのモジュールにつ き１つ 用意されます＊6．プ ログラムエ リ

アを共有するタ スクには，同 じコモンエ リアの先頭アドレスが通知さ札 同じ情報ヘアクセス

すること力i可 能です（図6 ）。

＊6:コモンエリアを利用しているアプリケーションとしては，エディタ｡× が挙げられます。エディタ．

Ｘでは，複数のファイルを編集しているとき，［ESC ］ 十［E］ですべてのファイルの編集（＝複数

のエディタ.X）が終了しますが，これはコモンエリアによって連絡をとりあっていると思われま

すO

■図６　コモンエリアの概念

Ｒ型モジュールを共有

Ｘタイプの実行ファイルの場合ぱ，静的なワークをＢＳＳ セクションに置くことでファイ

ルサイズを節約できますが，Ｒ タイプの実行ファイルではＢＳＳ 領域が用意されないので，こ

の方法が使えません。このような場合，コモンエリアを利用することでＢＳＳ領域のかわり

とすることができます。

コモンエリアが必要ない場合は，この欄には ○を入れておきます。

コモンエリアを利用するためには，この先頭アドレスがアプリケーションに通知されなけれ

ばなりません。 ＳＸ１.10 では，タスクが起動された際にレジスタＡ４によって，この値が渡

されます。 A1 に収められているワークエリアの先頭アドレスを利用するときと同様に，Ａ４

を利用してコモンエリアにアクセスするようにしてください。

この結果，タスクの起動時には各レジスタに次のような値が入っていることになります。

タスクＡ　

プログラム

ロ

夕

「 ‾‾ ‾
ｌ

ｌ　 ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

ス ク Ａ ’

‾‾‾‾‾‾‾１
｜
１
１

｜

共 有　　 １

｜

｜ ワークエリア　｜　　ヒ ワークェリア｜

ｒ一一一‾‾‾‾‾‾1　　　「 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‘
¬

｜ コモンエリア　け
し
竺

…

卜

＿∠
慌
二=･

モンエリアは共有

タ ス ク Ａ"

「 ‾‾‾‾‾‾‾‾‾'¬
ｉ　　　 ｌ

共有

｜
ｌプログラムエリアは

卜Ｈ一大ｌ　　　　　 ｌ共有

L

…_______

」

｜　ワークエリア　| ワークエリアは別々



レ ジ ス タ � 内　　容

DO

DI

AI

A2

A3

A4

USP �

自 分 に与 え ら れ たタ ス クID

コ ー ド を共 有 す るタ ス クの「D

ワ ー クエ リ ア の先 頭 ア ドレ ス

コ マ ン ドラ イ ンの ア ドレ ス

環境 の アドレ ス

コ モン エ リ アの 先頭 ア ドレ ス*

ス タ ツク ト ツプ （ワー ク エ リ アの 最 後 十1）

(＊が追加/変更された欄)

コモンエリアが必要ないモジュールの場合は，Ａ４にはＯが入ります。

３　タスクマネージャ

ＳＸ１.０２では，$ Ａ３５Ｆ ＴＳＣｏｍｍｕｎｉｃａtｅ の不備 （3 者以上でタ スク問通信を行っ た場

合の混乱等）を回避するために，ＴＳＳｅｎｄＭｅｓ，ＴＳＡｎｓｗｅｒ をライブ ラリ として用意し，そ

れを使 うことが推奨されていました。ＳＸ１.10 で は，これらは ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内 に統 合さ

れてい ます。 これによ り，タスク間通信は，串Ａ４１ﾜ ＴＳＡｎｓｗｅｒ，$ Ａ４１８ ＴＳＳｅｎｄＭｅｓ，$

Ａ４１９ ＴＳＧｅtＭｅｓ を利用して行 うことになります。

タスク間通信が改良/変更，コモンエリアの追加によ‰ タスク管理テーブルにそれらの情

報をt斟内するための欄が追加されています。この結果，タスク管理テーブルの形式は次のよう

になりました。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$000

十$05a

十$【5a.w

十＄15c.w

十$15e.w

十＄160.1

十＄164,w

十$166.w

十＄168.1

十＄16c.¶

十＄170.1

十＄174.1

十＄178.1

十＄17c.|

十＄180.1

十＄184.1

十＄188.1

十＄j8c.1

十＄190.1 �tsNametsCommandtsTsklDtsParentlDtsStModetSRSCTypetSRSCIDtsStatetsProgramPtrtsProgramHdltsDaraHdltsEnvPtrtsDIRegKeeptsD2RegKeeptsD3RegKeeptsD4RegKeeptsD5RegKeeptsD6RegKeeptsD7RegKeep�

タ スク名 （ASCIIZ）

コマ ン ドラ イ ン （LASCH ）・

自分 の タ スクID

親 の タ スクID

立 ち上 げ モ ー ド

リ ソ ー スタ イプ

リ ソ ー スID

現 在の 状 態

プ ロ グラ ム エ リ アへ の ポ イ ン タ

プ ロ グラ ム エリ アヘ の ハ ン ドル

ワ ー クエ リ アへ の ハ ン ドル

環 境エ リ ア への ポ イ ン タDID2D3　　　　　　　

タ ス ク切 り 替 え 時のD4　　　　　　

レ ジ ス タ退 避 用D5D6　　　　　　1D7
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(前ページ続き)

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$194.1

十$198.j

十$19c.1

十$la0.1

十$la4.1

十＄】a8.1

十$lac.|

十$lb0.1

十＄lb4.w

十＄lb6.w

十＄lb8.1

十＄lbc.|

十＄lc0.w

十＄1c2.w

十$lc4.1

十＄lc8.1

十$lcc

十$lff �tsAIRegKeeptsA2RegKeeptsA3RegKeeptsA4RegKeeptsA5RegKeeptsA6RegKeeptsAORegKeeptsDORegKeeptsSrRegKeeptsSpRegKeeptsPCRegKeeptsCommSendlDtsCommRecv

】DtsTickCounttsCommonHdltsRsv�AIA2A3A4A5　　　　　　　

タスク切り替え時のA6　　　　　

レジスタ退避用AODO　　　　　　ISR

シ ステム予約USPPC

最後に送信したタスクのID*

現在受けているタスク間通信の

送信元タスクのID ’

起動時のシステム時刻*

コモンェリアヘのハンドル*

システム予約

(＊が追加/変更された欄)

システム全体をより効率よく，安全に使用するために，タスクマネージヤから各タスクヘシ

ステムの状況等を通知するためのメッセージであるタスクマネージャイベントにいくつかの新

しいイベントが追加されました。

追加されたタスクマネージャイベントについて次ページの上表に示します。

デスクトップスクラップやドラッグのデータをやりとりするためのセルレコードで，画像関

係の情報を扱うことができるようになりました。

従来から扱うことができたＦＳ??(アイコン情報)，ＳＴＲＮ( 文字列情報) とともに，次ペー

ジの下表に示す情報が扱えるようになっています。従来からの情報とあわせて示します。

１ ４ ０



３　タスクマネージヤ

タスクマネージヤイベン

トコード（略称） �

イベントの内容

�引数1 � 引数２

33（NOT【CEENDTSK ） �全タスク終了の予告です。このイベントが届いた時点で終了する

と都合が悪いタスクは，＄A358 TSGetEvent でこ のイベントを取り

除いてください。

�Ｏ：Ｘ型モジュールを実行

｜：再起動

２：終了 �

０

70（CREATETSK ） �タスクの起動を通知します。

�タスクID �下記のデータへのハンドル

十$000　　 タスク管理テープ

ルのコピー

71（EXITTSK） �タスクの終了を通知します。

�タスクID �下記のデータへのハンドル

十$000　　 タスク管理テープ

ノレのコピー

十$200.1　 終了コード

91（DELETERSC ） �リソースの削除を通知します。

�リソースのタイプ �リソースヘのハンドル

情報の種類 � 情報の内容 � 格 納 形 式

FS??

(7?は英字２文字)�
ア イコ ン 管 理レ コ ー ド � ア イコ ン管 理 レ コ ー ドそ の もの

STRN �文 字 列 情 報 �文 字 列 （終 端 コ ー ドは と くに 必要 な い ）

PATI � テ キス ト タ イプ ｜ペ ー

ジ の ビ ッ ト イ メ ー ジ �

十$00　　 バ ウ ン ドレ ク タン グ ル

十$08　　 テ キ ス ト タ イプ ｜ ペ ー ジの ビ ッ ト イ メー ジ

PAT2 � テ キス ト タ イプ ２ペ ー

ジ の ビ ッ ト イ メ ージ �

十$00　　 バ ウ ン ドレ クタ ン グ ル

十$08　　 テ キ ス ト タ イプ ２ ペ ー ジの ビ ッ ト イメ ー ジ

PAT3 � テ キス ト タ イプ ３ペ ー

ジ の ビ ッ ト イメ ー ジ �

十$00　　 バ ウ ン ドレ ク タ ン グル

十$08　　 テ キ ス ト タイ プ ３ ペ ージ の ビ ッ ト イメ ー ジ

PAT4 � テ キス ト タ イプ ４ペ ー

ジ の ビ ッ ト イ メー ジ �

十$00　　 バ ウ ン ドレ ク タ ン グ ル

十$08　　 テ キ スト タイ プ ４ペ ージ の ビ ッ ト イメ ー ジ

mRGN � マ ス ク 用 リ ー シ ョ ン

デ ー タ �
リ ー ショ ンレ コー ド そ の も の

PAL2 �
パ レ ッ ト デ ー タ �

パレ ット0 ～15 に 対 応 す る カ ラー コ ー ド を ｜ワ ー ドず

つ。 計16 ワ ー ド。

TX16 �パ レ ッ ト デ ー タ付 きテ

キ スト タ イプ ４ペ ー ジ

の ビ ッ ト イメ ー ジ �

十$00　　 バウ ン ドレ ク タ ン グル

十$08　　 パレ ッ ト デ ー タ

十$28　　 テ キ スト タ イ プ ４ペ ー ジ の ビ ット イメ ージ
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第 ２章　 拡張さ れた マ ネ ージ ャ

以上のような拡張/変更のほかに，ユーティリティ的機能を持つ ＳＸ コールが大量に追加さ

れています。従来からの機能を利用するための便宜をはかるものが大半ですが，新しい概念を

導入しているものもいくつか存在します。これらの概念について解説することにします。

●ＳＸ コールのベクタ

ＳＸ コールを呼び出す際， その番号に対応する処理ルーチンカ卯乎び出されるわけですが，こ

の とき，各ルーチンのアドレスが記丿永されているテーブルが参照されます。一般的に，このよ

うに参照されるルーチンのアドレスをベクタ と呼び ます。

ＳＸ１.０２ までは，ＳＸ コールのベクタは参照することも変更することもで きませんでした。

ベクタが参照/変 更で きるこ とで，ユーザは既存の ＳＸ コールをより付加価値の高い処理ルー

チンに差し替えた り，バグを回避したりすることがで きるようになります。

ＳＸ:L.:LOで は，ベ クタ の取 得/ 変 更 を 行 う た め に，$ Ａ４２２ ＳＸＧｅtＶｅｃtｏｒ， $Ａ４２３

ＳＸＳｅtＶｅｃtｏｒ が用意されてい ます。

●ＦＳＸ のロック

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ を収 めているＦＳＸ．Ｘ は，必要な場合にはメモリを広く使 えるよう，常駐

解除が可能となっています。これはこれで便利ではあ りますが，ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ 動作中に常

駐解除されてしまう可能i生があり， その場合は確実に致命的 なエ ラーが発生し ます。

ＳＸ:L.10 で` は，ＦＳＸ．Ｘ にロックレベルを導入し，ロックレペルが１ 以上 の場合 はＦＳＸ．

Ｘ を常駐解除で きないようにします。 また，０以下の場合は常駐解除 を許可し ます。 ロック

レベルを１上 げるこ とを「ロックする」，１ 下げるこ とを「アンロックする」 と呼びます。

ＦＳＸ の ロ ッ ク/ア ン ロ ッ ク を 行 う ＳＸ コー ル は，$ Ａ４２Ａ ＳＸＬｏｃｋＦＳＸ，$ Ａ４２Ｂ

ＳＸＵｎｌｏｃｋＦＳＸ です。

●匡 モードへの対応

グラフィックマネージヤが多様な画面モードに対応したのにともなっ て，すべてのマネー

ジヤの元締 めで もあ るタスクマネージヤのレベフレ（≒シェルのレベル）で も画面 モードの設定

に対応するようになりました。 $Ａ４３０ ＴＳＳｅtＧｒａｐｈＭｏｄｅを利用することによって，ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ が動作する画面モードを設定することが可能です。

ＴＳＳｅtＧｒａｐｈＭｏｄｅでは，工ＯＣＳ の$ １０ ＣＲＴＭＯＤ で指 定するの と同様な数値 によっ

て画面モードを指定します。 この値 は ＳＲＡＭ に記録され，タ スクマネー ジヤが初期化され

る際に参照されてグ ラフィックマネージヤに通知されます。 これによって，以降，グ ラフィッ

クマネージヤは画面モードに適した描画を行うことがで きます。

さらに，ＴＳＳｅtＧｒａｐｈＭｏｄｅで は，画面モード と同時に「実画面 モード」 にするかどう
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３　タスクマネージヤ

かの設定を行います。実画面モードを説明する前に，X68000 の画面の構造についておさら

いしておきましょう。

Ｘ６８０００の画面の大きさとグラフィック/テキスト ＶＲＡＭ の大きさは，かならずしも一

致していません。たとえば，画面モード$10 ，「ﾜ68 ×5:L2 ドット，16 色，グラフィック画

面１ページ，31kHZ 」のモードでは，実際にディスプレイ上で見ることができる領域はﾜ68

×512 ドットですが，ＶＲＡＭ は1024 ×1024 ドット分用意されています。前者を表示画

面，後者を実画面と呼びます。表示画面と実画面の関係を図にすると，図 ワのように表現で

きます。

■図７　表示画面と実画面の関係

�-768ドットー

｜

ﾄﾞｯﾄ
｜ �d コ・�･ilili gZ;i

’
�天目μ11

1023,1023

実画面モードは，表示画面の大きさに関係なく，実画面全ｲ本に描画を行うモードです。実画

面モードでない場合は，表示画面の大きさの範囲内にのみ描画を行います。この機能はシェル

にも反映されていて，15 ページのコラムに示したように，シェル起動時に画面モードを指定

できるようになっています。

実画面内のどの部分を表示画面として表示するかは，ＣＲＴＣ のスクロールレジスタを操作

することによって決めることができます。これを利用して，実画面モードに設定したうえで，

マウスポインタの位置にあわせて表示画面の位置を操作するプログラムさえ用意すれば，実画

面釘本を広く利用することが可能となります。

ＳＲＡＭ の内 容

ＳＸ- Ｗ工ＮＤＯＷで は，環境データの一部をＳＲＡＭ に格納しています。

現時点では，ＳＲＡＭ のシステムが使用する領域（$ＥＤ００００～$ ＥＤ００ＦＦ）の一角，$ ＥＤ

００ワ２～$ＥＤ００「7E を使用してい ます。 この領域に収 められてい る情報の形式 は以 下の とお

りですO
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第２章　拡張されたマネージヤ

$ED0072. Ｗ$ED0074.b$ED0075.b

$ED0076.b

$ED0077.b

$ED0078.b

$ED0079.b

$ED007A.b

$ED007B.b

$ED007C.b

$ED007D.b

$ED007E.b

固定文字列'SX'

ダブルクリックの基準時間÷10

マウススピード÷2

以下はテキストパレットの設定。HSV 方式をもとに格納されている

色相（パレットO ～3 共通）

彩度（パレット0 ～3 共通）

パレット0 ～3 の明度が５ビットずつ格納されている

形式は

’$ED0078 $ED0079 $ED007A

00000日｜ 川222223 3333ＸＸＸＸ

使用するプリンタドライバPRTD のID （下位バイトのみ）bit7

～bit4　SRAM 情報のバージョン

bitl　　　　画面状態保存モード

bitO　　　　スタート画面の保存モード

デスクトップの背景を収めたPICT の1D （下位バイトのみ）

画面モード

bit7　　　　1

bit6　　　　実画面モード

bit5～bitO　画面モードを意味する数値

ＳＹＳＤＴＯＰｏＳＸのフォーマット

ＳＹＳＤＴＯＰ．ＳＸ は，シェルが管理するデ スクトップ上の状態を保存しておくためのファイ

ルです。 システムアイコンの中の「スタート画面 設定」 をl「する」に設定するこ とで， シェ

ルが終了した時点で の状態が保存さ れます。

ファイルの形式は次の とおりです。

十$00.b

十$01.b

十$02.Ｗ

実画面モードプラグ（bit7はつねに| ）

画面モード

タスク情報

十$00.ｗ　タスクの数（ｎt）

十$02　　1 個目のタスク情報

（$16e バイト）

十$00　　 タスク名（ASCllZ）

十$5a　　 コマンドライン（LASCII）

十$15a.1　 ウィンドウコンテンツの左上ポイント（ローカル座標）

十$15e.|　 ウィンドウコンテンツの右下ポイント（ローカル座標）

十＄162.1　グローバル座標へのオフセットを意味するポイント

十＄166.b　model

十＄167.b　mode2

十$168.1　 リソースタイプ

十$16c.ｗ　リソースID

十(ｎt＊$16e) ＋4　 アイコン情報

１ ４ ４



十$00.1

十釦4

アイコンの個数（rli）

j個 目のアイコン1貴報

十$00.b　　ユニット番号

十$01.b　　メディアバイト

十和2.1　　アイコンの左上のポイント

３　タスクマネージヤ
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以上のマネージヤ以外でも，小さな変更，追加か行われています。キーボードマネージヤ，

リソースマネージヤ，ウィンドウマネージヤ，メニューマネージヤ，コントロールマネージヤ

で，比較的目につく変更点について解説します。

キーボードマネージヤのプラグの内容が一部変更になっ ています。

ＳＸ］｡｡０２ まで，プラグ Ｈａｌt は キーデータを利 用す るか利用しないかを決めるためのプラ

グで したが，意味 が変更され， これが ｏｎ（＝1 ） になっている場合は，ショートカ ットキー

として［ＯＰＴ.１］ のほかに［ＸＦ２］が使えるようになります ’７．

＊7:キーダウンイベントの際のシフトキー情報で，［xF2］が押されているときに［oPT.|］に該当する

ビットを立てるようになります。

プラグ類 を直接操 作/ 変 更 す る機 能は い ままで 用意さ れて い ませ んで した が，$ Ａ０９２

ＫＢＦｌａｇＧｅt，$ Ａ０９３ ＫＢＦｌａｇＳｅt に よっ て， それが可 能 とな りました。こ れらの ＳＸ

コールで は，１ ロングワードの各ビットにプラグの内容を割り当てた値が使われます。各ビッ

ト とプラグの関係は次の とお りです。

bitO

bitl

bit2

bit3

bit4

bit5

bit6

Halt

ResｅtOnOldOn

LedOn

ClickOn

RepeatOn

AssignOｎ

リソースマネージャには，次の３つの ＳＸ コールが追加されました。いずれもリソースの

使用状況を調査するためのＳＸ コールです。

・＄ＡＯＥＤ ＲＭＲｅｓＬｉｎｋＧｅｔ

指定したリソースマップの次のリソースマップヘのハンドルを得る。

・$ＡＯＥＥ ＲＭＲｅｓＴｙｐｅＬｉｓｔ

指定したリソースマップに登録されているリソースタイプの一覧を得る。

・＄ＡＯＥＦ ＲＭＲｅｓｌＤＬｉｓｔ

指定したリソースマップ中の，指定したタイプのリソースの 工Ｄ の一覧を得る。



｡ 。 －

上 士｡ 謳

･==おｰ･･-ぺa･=･忿･ラ･･"･j･4s篤Xｙ･ご･･………でで

従来から用意されていた ＳＸ コールも，サブウィンドウとの関係から一部の機能が拡張さ

れています。指定したウィンドウをアクティブにする$ＡＩＦＥ ＷＭＳｅｌｅｃtには，サブウィ

ンドウリストからサブウィンドウを外す機能が追加されています（サブウィンドウマネージヤ

の項を参照）。また，ＳＸ１.02 では未公開であった$ＡＩＦＦ は，サブウィンドウリストを操作

しないで同様な処理を行う ＷＭＳｅｌｅｃt£として公開されました。

ＳＸ コールの追加/変更以外では，新しいウィンドウの種類が１つ追加されています。ウィ

ンドウ］:Ｄ$31 （49）の，このウィンドウ（図８）は，標準ウィンドウとよく似ていますが，

次の点で異なっています。

・ウィンドウアイテムとしては，クローズボタン，スクロールバー，サイズボタンをサポート

・タイトノレバーのタイトルを表示する部分が広い

■図18　1D$31のウィンドウ

むしろ，グラフィックをサポートする工Ｄ$32 （50）のウィンドウから，グラフィックのサ

ポートを取り除いたもの， と考えたほうがよいかもしれません。

このウィンドウは，新しい ”コントロール.Ｘ”で使われています。

メニューレコードの作成を補助するための ＳＸ コール，$ Ａ２６９ Ｍ ＮＣｏｎｖｅｒt が追加され

ました。このコールでは，あ る一定のフォーマットで書かれたメニュ ー定義用の ＡＳＣ工工Ｚ 文

字列を解析 し， その内容にしたがってメニューレコードを作成してくれます。

メニュー定義文字列は，基本的 にメニューアイテムを１ つずつカンマで区切っ たもので す

が，特殊文字を利用するこ とによって，ショートカットやチェックマークの指定を行うこ とが

で きます。

特殊文字には次の ３つがあ ります。
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第２章　拡張されたマネージャ

特殊文字 � 内　　容

Ａ

－

「

�

ショートカット文字の指定。次の１二文字がショートカット文字となる

この文字で始まるアイテムはインアクティブとなる

チェックマークをつける

た と えば ，

－
”工ＴＥ Ｍ １ ，^ Ａ 工Ｔ Ｅ Ｍ £ ，］:Ｔ Ｅ Ｍ ３,!工Ｔ Ｅ Ｍ ４ ”

という文字列であれば，図 ９のようなメニューを表示するメニューレコードが作成されます。

●図９　作成したメニューの表示例

コントロールマネージヤには，コントロールオプション，ユーザ用のワークエリア，ドラッ

グ中に呼び出される関数のアドレス，そして定義関数のデータなど，コントロールレコードの

中の値を参照/設定するためのＳＸ コールが追加されました。
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生
が 福 ド=:=?　　　

賃･･.:. ｊ Ｈ 雪;j 二.･5

サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム

“゙?I　 羽黒ｙ ｀　い･一一マ’･丿尹=^ 一聊賜卜 りぼ･で” ‥ ｀ ‥’ヤ。 ，

| 本章で示したようなＳＸｌ.10の拡張/変更点を利用したサンプルプログラムをつくってみま

した。

プログラムＧＲＰＳＭＰＬ は，データを与えることによって円グラフを作成します。

データはテキストファイルで，

＜角度＞，＜欄名＞漣

の形式で １ 行ずつ各欄の要素を書いてお きます。各要素は，円グ ラフ中の＜角度＞で示さ れ

る扇型 として色分けして表現されます。

角度は Ｏ～360 の １０ 進文字列，欄名は16 バ イト以内の文字列で表現 します。全要素の

角度の合計力1360 度 になれば完全な円グラフになるわけですが， とくに値のチェックは行っ

てい ません。要素の数は （表現で きる色の関係から＊1）15 個 までで す。

＊|:もちろん，ペンパターンなどを駆使することによって，より多くの要素を表現できるわけですが，

サンプルという性格上，そこまで行う必要はないと判断しました。

ファイルの名前をコマンドラインで指定するか，ファイノレのアイコンをウィンドウ中にド

ラッグしてくることによってデータを与えてください。

ウィンドウ中のボタン［クリップボードへ］をクリックすると，ウィンドウ中に表示されて

いるグラフのイメージとパレットがデスクトップスクラップに転送されます。これらの情報は

Ｅａｓypaint 等で利用することができます。

次のようなファイノレを与えた場合，工50 ページの図１のような表示が行われます。

30, Ｘ ６８０００( 初 代)

３０,ＡＣＥ

３５,ＡＣＥ-Ｈ Ｄ

３０,Ｐ ＲＯ

３２,Ｐ ＲＯ-ＨＤ

３０,Ｅ ＸＰＥ ＲＴ

３８,Ｅ ＸＰＥ ＲＴ-Ｈ Ｄ

１８,ＰＲ ０２

２０,Ｐ Ｒ０２-ＨＤ
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第２章　拡張されたマネージヤ

２６,ＥＸＰＥＲＴ２

２８,ＥＸＰＥＲＴ２-ＨＤ

１０,ＳＵＰＥＲ

:Ｌ５,ＳＵＰＥＲ-ＨＤ

１０,ＸＶ工

８,ＸＶ｝ＨＤ

に のデータはサンプルであって根拠があるものではありません）

■図Ｉ　ＧＲＰＳＭＰＬ.Ｘの表示例

ＥａＳypaint をお持ちの方は，デスクトップスクラップからイメージとパレットのペースト

が可能であることをj彩忍してください（図２）。

■図２　Ｅａｓyｐａｉｎtとの連係

1５０



. : . ･ . i . ･ ! . . . I : ･ . . 4 . 1 ; : ! . . 心 . 4 1 : . ･ : 5 　

サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム 　

べ

し

このプログラムで使用しているＳＸ１.10 の新しい機能には，次のようなものがあります。

･ID$32 の ウィンドウ

グ ラフ ィ デク を サ ポ ー ト す る新 し い ウ ィ ン ド ウ を オ ープ ン し，利 用 し て い ます(

ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：２５８～２６９行)。

この種のウィンドウでグラフィックタイプのビ ットマップ を扱う場合，グ ラフポート先頭の

ビ ットマップレコードをテキストタイプ ←→グラフィックタイプ に切 り替えることで， ウィン

ドウ内部への描画をテキスト ＶＲＡＭ，グラフィック ＶＲＡＭ に振 り分けるこ とが可能です。

その際の手順を参考にしてください( ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：２８９～３０:L 32a 350 ～35ﾜ ，368

行)＊２．

＊2:ビットマップの切り替えをよりエレガントに行いたい場合は，$AIc6 GME ｘgBitｍａｐを利用するこ

とをおすすめします。

・円弧(Ａｒｃ)の描画

いうまでもないことですが，円グラフの描画には円弧の塗り潰しを利用しています(

ＧＬＰＳＭＰＬ．Ｓ：５２２～５２６行)。

・ ビ ッ ツ の 利 用

描 画 し た 円 グ ラ フ の イ メ ー ジ か ら セ ル に収 め るデ ー タ を 作 成 す る た め に ， ビ ッ ツ を 利 用 し て

い ます( ＧＲ ＰＳ Ｍ ＰＬ ．Ｓ ：６００～６? ○ 行) 。

セ ル の ＰＡＴ４ 形 式 は テ キ ス ト タ イプ の レ ク タ ン グ ル イ メ ー ジ で す が ， ＧＲＰ ＳＭ ＰＬ で は

グ ラ フ ィ ッ ク タ イプ の ビ ッ ト マ ッ プ へ の 描 画 を 行 っ て い ま す。 こ の 描 画 で 得 ら れ る イ メ ー ジ は

グ ラ フ ィ ッ ク タ イプ で す し， その イ メ ー ジ に し て も，直 接 ＶＲ ＡＭ を 参 照 し て 得 る の は ス マ ー

ト な 方 法 とは い え ま せ ん 。 そ こで ， 描 画 の 手 順 を ス ク リプ ト に 記 録 し て お き， そ れ を 画 面 に描

画 す る場 合 は グ ラ フ ィ ッ ク タ イプ の ビ ッ ト マ ッ プ に， セ ル の デ ー タ を 作 成 す る 場 合 は テ キ ス ト

タ イ プ の ビ ッ ツ に 描 画 し て い ま す 。 こ れ に よ り ， ビ ッ ツ 内 に は セ ル の デ ー タ の 元 とな る テ キ ス

ト タ イプ の イ メ ー ジ が 作 成 さ れ る こ と に な る わ け で す ’３．

＊3:$ ＡＩＢＢ ＧＭＴrａｎｓｌｍｇを 利 用 す るこ と に よ って ， 異な る タ イプ の ビ ッ ト イ メ ー ジ/ ビ ッ ツ 間 で イ メ ー

ジ の やり と り を す る こ と が で き ます が， こ こ で は 再 表 示 の 容 易 さ 等 の 関 係 か ら ス ク リ プ ト を利 用

し てい ま す。

ビッツ中にスクリプトを描画するために，ビッツと結び付けられたグラフポートを作成して

いる部分も参考にしてください(ＧＲＰｓＭＰＬ.ｓ:593 ～59a 611 ～619 ，6ワ２～6ワ5 行)。
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・セルの新タイプ ＰＡＴ４と ＰＡＬ２

デ スクトップ スクラップ に画 像データ とパレットデータを収 めるために，新タ イプ ＰＡＴ４

とＰＡＬ２ を利用してい ます( ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：６２６～６６６ 行)。

セルリスト格納用の再配 置可能ブ ロックを作成し( ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：６３３～６３６行)， その

中にタイプ名 ＰＡＴ４，ＰＡＴ４ のサイズ，バウンドレクタングル， そしてビ ッツ内のテキスト

タイプ イメージを格納 します( ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：６４０～６４９行)。 続いて，夕Iイプ名 ＰＡＬ２，

ＰＡＬ２ のサイズ，パレットデータを格納し(ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：６５１～６５７ 行)， このブロッ

クをデスクトップ スクラップ に収 めてい ます( ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：６５９～６６２ 行)。 スクラップ

へ転送した後は,セルリストを収めたブロックは不要になるので, 廃 棄します(ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ：

６６４～６６６行)。

このプログラムの場合，コマンドラインからファイノレ名を受 け取 るために，スケルトンの一

部 に手を加えてあります( ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ：ﾜ8 行)。 実行ファイル作成の際は注意してくださ

い。

リスト１ に ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ， リスト２ に ＷＯＲＫ.ＩＮＣ，リ スト ３ に ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ を

示 します。 また， リスト ４ に実行ファイルを作成するためのmakefile を示 します。

■リストＩ ＧＲＰｓＭＰＬ用ｓＫＥＬＴｏＮ.ｓ

１ キ

２ ＊

３ ネ

Ｏ

５ ＊

６ ＊

7
8
9
0
1
　
　
　

１

Ｉ

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

15 ２

mdhead

24
25
26

27
28 DiXstart

SX-WINDOW
GRPSMPL

スケルトン

nclude

nclude

DOSCALL.MAC

SXCALL.MAC

xref　　lNIT ，TINI　　　
－　　 －

xref　lDLE

．χΓｅｆ

．ｘｒｅｆ

．
ｘｒｅｆ

．ｘｒｅｆ

．
ｉｎｃｌｕｄｅ

.text

dc.l
dc.｜

dC.

dC.

dC.

－

－

MSLDOWN,MSLUP,MSRDOWN,MSRUP

KEYDOWN,KEYUP
UPDATE,ACTIVATE

SYSTEMI ，SYSTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

WORK.INC ＊ワークエリアの内容を

乖定義するファイル

゛08JR ’0
キ【 モジュールヘッダ 】
ネＲ型モジュール
ネプログラムエリアのサイズ

main-mdhead
－
WORKSIZE 十STKSIZE0,0,0,0

ネ

拿

孝

プログラムエリア(X

フ ァイルの場合
意味がない)
スタートアドレスオフセット

キワークェリアのサイズ

拿システム予約

拿コマンドラインから



29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

3
4
5
6
7
　
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
4
4
4
4
4
　
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
70
71
72
73
74
75
7677

7879

8081

82
8384

85
86

87

p execil

－

ｍ ｅ ｓ ｅ ｘ ｅ ｃ ｅ ｒ ｒ ：

－

ｓ ｈ ｎ ａ ｍ ｅ ：

ｃ ｏｍ ｍ ：

＿
ｍ ａ ｌ ｎ

lea

move. ｜lea

sub.l

move. ｜pea

DOS

clr. ｜pea

pea

10ve. ｗDOS

cIr. ｜peapeacIr.

ｗDOS

tst.

bpj

pea

DOS

DOS

data

64(al)，alal,sp

16(aO)，aOa0,al

al,－(sp)(aO)

SETBLOCK

_EXEC

－(sp)

comm(pc)
shname(pc)

－(sp)

ｊXEC

dO

p exec 川
－

mes_exec8rr(pc)

_PRINT

jXlT

５　サンプルプログラム

幸起動した場合

ネここからスタートする

拿専有メモリを縮小する

ネデバッグ用カーネルの

１ パスをサーチする

＊デバッグ用カーネルを

キ立ち上げる

キ　そのまま終了

拿エラーメッセージを

ネ表示する

キ終了

dc.b　　 ’カーネルの起動に失敗しました！！ド ，13,10,0.even

dc.b

ds.b
.even

ISXKERNEL,X- しR7 -LI･ ，01 カ ーネルの名前70

.bSS

dS.b　　258

.text

movea.

move. ｜move.

｜

cIr. ｗpea.

｜pea.lpea.

｜SXCALLlea.lmove.

ｗbsr

bｍi

al，a5

a2,cmdLine(a5)

a3,envPtr(a5)

－(sp)
nale(a5)

ｗinRect(a5)
(a2)
SA3EA

14(spいp

d0,paramF19(a5)

JNIT
_exit

Ｉ カ ー
１ コー
＊ タス

ネ

ド

ク

ルはここから先の
を読み込み、

として立ち上げる

t SX-SHELLから起動した場合

李ここからスタートする

ネＨ ここが標準と違う Ｈ

孝　TSTakeParal
1 酉マントラインを解析し／ －Ｗ
＊オプションを得る

‡

ｔ

ｔ

アプリケーションの初期化
初期化時にエラーがあれば
終了

15 ３
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88

89

90

91

92

93

94

95

96

97
8
9
0
1
2
3

9
9
0
0
0
0
　
　
1
1
1

－

04

05

06

07

08
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

－
2
3
4
0
1
1
1
1
1

－

１

１

‐
1
2
2
2
2
2
1
1
1
1

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

125

126

127

128

129

130

131

132

lOOp

eventTable

DAMMY

_exit

15４

move.w　IS川f,eventMask(a5)

pea

movB.ｗSXCALLaddq.11ea

move.ｗand.
ｗadd.

ｗr

？e. ゛Jsr

tst.｜bmi

bra

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC.W

dC. Ｗ

ｓ
　
　
　

ｒ

ｔ
　
　
　

ｓ

ｒ
　
　

ｂ

move.w

SXCALL

.end

■ リスト ２ ＧＲＰＳＭＰＬ 用 ＷＯＲＫ．ＩＮＣ

～

ｔ

‡

拿

ｔ

～

STKSIZE

い

1

2

3 c ｍdLine

eりentRec(a5)
eventMask(a5) ，－(sp)SA357

16,sp

eventTable(pc) ，al

eventRecJhat(a5) ，dO115,dO

d0,dO

(al,dO
(al,dO

dO

_exlt
loop

W) ，dOW)

IDLE-eventTable

MSLDOWN-eventTable

MSLUP-eventTable

MSRDOWN-eventTable
MSRUP-eventTable

KEYDOWN-eventTable

KEYUP-eventTable

UPDATE-eventTable
DAMMY-eventTable

ACTIVATE-eventTable

DAMMY-eventTable
DAMMY-eventTable

SYSTEM卜eventTableSYSTEM2-eventTableSYSTEM3-eventTableSYSTEM4-eventTable

TINI

d0, －(sp)SA352

DiXstart

SX-WTNDOW

GRPSMPL

ワーク定義用インクルートフ ァイル

＝　　　2*1024

ワークの内容の定義.oHset

O

拿メインループ

ネ＿TSEventAva 目

キイベントを得る

參イベントコードによって

幸分岐する

孝分岐先のテーブル

ネ０　アイドルイベント

孝１　レフトダウンイベント

幸２　レフトアップイベント

孝３　ライトダウンイベント

拿４　ライトアップイベント
ネ４　キーダウンイペント
ネ６　キーアップイペント

＊ア　アップデートイベント

ネ８　一一

幸９　７ クティベイトイベント
り0　 一一

幸目　 一一
孝12　 システムイベント1

t 13　 シ ステムイベント２

孝14　 システムイベント3
＊15　 シ ステムイベント４

＊【 終了する 】
ｔアプリケーションの

幸終了処理

孚　TSEXit　

－

孝スタックサイズ

＊コマンドラインの



４

15

16

口

18

envPtr

ｎ ａ ｍ ｅ ：

19 ｗinRect

20

21

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

３

３

３

４

５

para ｍF19

eventRec:

elentRec ｗhat:　　
－

eventRec ｗhoｌl

eventRec ｗhen:　　
－

eventRec ｗhom2　　
－

eventRec ｗhat2　　
－

eventRec tasklD　　

－

6 eventMask

7
8
9
0

3
3
3
4

1
2
3
4
5
6
4
4
4
4
4
4

tasklD

ｗinPtr

winActjve:

bit ｍapRec

47

48 ctrjHdl

49

50 rgnHdl:
51

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6

scriptHdl

bitsHdl:

an91eList

tagList:

WORKSIZE:

dS

dS. ｜

dS.b　　90

ｄＳ．１　　 ２

dS. Ｗ　　 】

dS.W　　l

dS.1　　1

dS.｜　　ldS.1

1

dS.Ｗ　　l

dS. Ｗ　　l

dS. Ｗ　　I

dS. ｜

dS.b　　S72

dS. Ｗ　　l

dS.b

dS.｜

dS

dS. ｜

dS. ｜

dS.W

dS. Ｗ

S16

15

16 拿 15

ネアドレスを

ネコマンドラ
＊ ファイル名

５　サンプルプログラム

インで指定された
が入るバッファ

拿ウィンドウレクタングル
＊ レコード

＊コマンドラインの
幸解析結果を示す
ネフラグ
‡イベントレコードの先頭
キイペントコード

幸第１引数

ネイベント発生時

ネ第２引数

＊ タスクマネージャ

＊ イベントの種類

李送り手のタスクＩＤ

拿
イベントマスクを

Ｏ 呆存するワーク

＊タスクＩＤを保存するワーク

ネウィンドウレコードを
＊作成する場所

ネアクティブフラグ

ネグラフィックタイプの
拿ビットマップ
＊レコードを収める場所

ネコントロールレコード

幸へのハンドル

ネ汎用リージョンヘの
＊ハンドル

ネスクリプトヘのハンドル

拿ビッツヘのハンドル

＊角度のリスト

李欄名のリスト

ｔ ワークの終了
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■ リスト ３ ＧＲＰＳＭＰＬ．Ｓ

2

3

4

5

6

7
8
9
0
　
　
　

１

2

3

4

5

6

7

8

9

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3

ｔ

＊

拿

＊

ｔ

ネ

RGB

WINOPT

WIN X　
－WIN Y

－

MSLUP:
MSRDOWN

MSRUP:
KEYDOWN

KEYUP:

SYSTEM3
SYSTEM4

38

39

40 1DLE:
41

42

43

44 MSLDOWN:
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
4
4
4
4
4
5
　
5
5
5
5
5
5
5
5

ｒ
り
り

MSLDI:

1５6

SX-WINDOW
GRPSMPL

初期化＆終了＆イベント処理モジュール

ｌｎ ｃ

ｌｎ ｃ

ｌｎ ｃ

.xdef

.xd8f

.xdef

.xdef

.xdef

.xdef

ude　　　　DOSGALL.MAC
ude　　　　lOCSCALL.MAC

ude　　　　SXCALL. 噸C

INIT，TINI
－　　 －IDLE

MSLDOWN,MSLUP,MSRDOWN,MSRUP

KEYDOWN,KEYUP

UPDATE,ACTIVATE

SYSTEMI,SYSTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

include

ｍ ａ ｃ ｒ ｏ

ｄｃ
．
ｗ

ｅ ｎ ｄ ｍ

一一

｛
一

・一

text

WORK.INC 拿ワークエリアの内容を

拿定義するファイル

R,G,B,1　　　　　　　　　1 カ ラーコード変換用マクロ(G.Shl.||
μ(R.Shl.6)1(B.Shj.1 μ|

%0000

320
200

moveq　10,dO

rts

moveq　10,dO

｢ts

move｡
lea
cmp.1

bne

eventRec_ ｗhoml(a5)，aO
ｗinPtr(a5)，a2
a2,aO

MSLD9

tst.b　 ｗinActive(a5)

bne
pea

SXCALL
addq.l
bra

pea
ea

XCALL

MSLDI
(a2)
SAI

μ ，MSL

FE
ｐ

９

Ｓ

Ｏ

eventRec(a5)
(a2〉
SA3A2

ウ
ウ

ウ

‡
ｔ

‡

インドウオプ ション
Ｘ
ｙ
期

期

初
初
ウ
ウ
ド

ド

ン
ン
イ
イ

フ

イ

イ

ー
　一

ス

ス
の

レ

ラ

ラ
キ

キ

シ

シ
上

ｆ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

ｆ
Ｅ

Ｅ

以

トアップイベント
トダウンイベント

トアップイベント
ダウンイベント ］

アップイベント ｊ

テムイベント３ ］

テムイベント４ ］
イベントでは

なにもしない

拿

ｔ

ネ

ー

ｔ

アイドルイベント １

レフトダウンイベント］

自分のウィンドウ上で
発生したか？

違うならMSLD9 へ

拿
現在ウィンドウは
ｔ アクティブか？

＊　アクティブならMSLDIへ

孝＿WMSelect

ネアクティブにするだけ

１ウィンドウ処理1
＿SXCa目WindM



1５７

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

－
2
3
4
5
6
7
8
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7

79 MSLD9:

１
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Ａ
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－
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C10seBttn:

ACTIVATE

CTO

CT9

120 SYSTEMI:
121 SYSTEM2:
122
123

addq. ｜tst.lbeq

cmp. ｗbeq

Ｃ

Ｃ

cIr丿pea

pea
SXCALL

lea

cmp. ｗbnebsr

moveq

rts

moveq

rts

pea

SXCALL

addq丿bsr

pea

SXCALL

addq. ｜

moveq

rts

move.

beq

lea

cmp. ｜bnetst.bbne

st

bsr

bra

Ｓ ｆ

moveq

rts

ｍｏｖｅ．ｗ

ｃｍｐ
．ｗ

眸SpdO

MSLD9

17,dO

CloseBttn

－(sp)

－(sp)
－(sp)

even

(a2)

$A3A

tR

3

ec(a5)

20(Sp) ，Sp

川,dO

MSLD9

Copy2Scrap

眺dO

卜|,dO

winPtr(a5)

$A20D

昧sp

Dra ｗGraph

ｗinPtr(a5)SA20E

μ,sp

§0,dO

eventRec_ ｗhoml(a5)，dOACTg

ｗinPtr(a5)，aO
a0,dO

ACTO

ｗiMctive(a5)
ACT9

winActive(a5)
SetPalet
ACTg

ｗinActive(a5)

10,dO

eventRec_ ｗhat2(a5)，dOll
，dO

５　サンプルプログラム

ネ
どこも操作されなかった？
ｔ　 ならばMSLD9 へ

キ

＊

クローズボタン？
ならばCloseBttnへ

拿コントロール処理

幸＿SXCallCtrlM

‡ 標準ボタンが押された？
＊　 違うのならMSLD9 へ

＊【 アップデートイベント 】

拿＿WMUpdate
＊アップデート開始

＊ウィンドウ内部を描画

孝＿WMUpdtOver
ネアップデート終了

ヰ［アクティペイトイベント］

ｔ

乖

ネ

自分のウィンドウが
アクティブになった？

違うのならACTO へ

拿アクティ
ネパレット

ブフラグをセット
を再設定

ネアクティブフラグをリセット

孝［ システムイベント１ ］
キｌ システムイベント２ ］

ネタスクの終了？
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147
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154155

156157

158159

160161

162

163164

旧

166167

168
旧17017117217304175

口6
０7178179180181182183184

AIIClose:

Windo ｗSelect:

Ｓ ａ ｖ ｅ ：

SaveO

DragEnd

1 ５８

beq

cmp. ｗbeq

cmp. ｗbeq

cmp. 習beq

cmp. ｗ1]eq

moveq

rts

－

０

Ｃ

ｄ

－
　
1
1
2
A

＃

ｏ ｓ ｅ

Ａ川Close

131,dO

Save
§32,dO

WindoｗSelect

川,dO

DragEnd

10,dO

moveq　l-|,dO

rts

pea

SXCALL

addq丿

moveq

rts

目 ｎｋ

move. ｗpea

SXCALL

addq 丿

lea

m{}ve.¶addq.

｜lea

moveq

moveq

addq.l

move.b

dbeq

move.b

mova. ｗpea

SXC 航Laddq.

｜unlkmoveqrts

lea
move.l

cmp.l

bne

winPtr(a5)

SAIFE

14,sp

§0,dO

a6,1-512

1-|,－(sp)
-512(a6)

SA35B

16,sp

-512185a(a6),al

al,a2

11,a2
name(a5),aO

l-1,dl
19a-1,dO

ll,dl
(aOμ,(a2 口

d0,SmO

dl，(al)

Ｉｐ

Ｉ

Ｓ

６

く

ａ

一

く

Ｃ

ｐ

s
N
｣
r

ｌ
 
ａ

１

１

３

’

・

５

Ａ

６

＃

・

～

＃

a6
10,dO

winPtr(a5) ，a2
eventRec_ ｗhoml(a5)，aOa2,aO

DragEnd9

ネ　ならばLetsGoA ｗayヘ

ネ全ウィンドウのクローズ？

拿　ならばLetsGoA ｗayヘ
ネセーブ？

李　ならばSave へ
＊ ウィンドウのセレクト？

拿　ならばWindo ｗSelectへ

幸　ドラッグ終了？
キ　ならばDragEnd へ

幸 自 分 の ウ ィ ン ド ウ を

幸 セ レ ク ト す る

奪　WSeSect
－

拿現在の状態をセーブ

分

ピ

自

コ
ー
‡

のタスク管理テーブルを

ーしてくる

I　TSGetTdb－

IAI: コ マンドライン

参（LASC 川 の先頭

IA2: コマンドライン文字列

ｌ 表示中のフ ァイル名

ネコマンドラインにコピー

ｔ文字数を収める

拿自分のタスク管理テーブルに

ネコピーする
＊＿TSSetTdb

幸【ドラッグ終了イベント処理】

孝自分のウィンドウ上
―

―

で離された？
違うならDragEnd9 へ



185

】86

187

188

189

190

191

192

3
4
5
6

9
9
9
9

1
1
1
1

97
8
9
0
1
2
3
4
9
9
0
0
0
0
0

1
1
2
2
2
2
2

205
206
207
208
209
210
川
212
213
214
215

216
217
218
219
220
221
222
223
224
225

226227

228
229
230

231

232233

234

235236

237238

239240

241242

DragEndO

DragEndl

DragEnd8

DragEnd9

INIT

ｐ ｅ ａ

SXCALL
addq.I

SXCALL

SXCALL
bne

ｍ ｏ ｖ ｅ
．
ｌ

ｍ ｏ ｖ ｅ 丿

ｍ ｏ ｖ ｅ
．
｜

cmp. ｗbeq･

move. ｜addq.

｜lea

sub,l

bhi

bra

(a2)

ｌ

ｐ

３

～

１
　

９

Ａ

４

～

＃

SA38D

$A389
DragEnd8

(aO)，d1

4(a())，al

(al)，aO

HS ，゙(aO)DragEnd1

4(aO)，dO

18,dO
(a0,d0.1) ，aOd0,dl

DragEndO
DragEnd8

addq.1　18,aO

pea　　　name（a5）

pea　 （aO）

SXCALL SA3BB
addq.｜　§0,sp

bsr　　　ReadAndDra ｗ

move. ｗSXCALLaddq.

｜

bra

move. ｗSXCALLaddq

丿

moveq

rts

move 丿move.

ｗbtst

beq

10ve.

beq

tst. ｗcmp.

ｗble

sｗaps

ｗap

Ｉ
ｐＳ

ぐ

Ｃ

ｐ
　

一

８

Ｓ

Ｓ
Ｍ
　

ａ

Ｏ

Ａ

２

ｄ

＄

＃

DragEnd9

1レ(sp)
叫8C
12,sp

莉,dO

winRect(a5) ，dOparamFlg(a5)

，dl10,dl

INITO

－

winRect14(a5) ，d】JN

圃

dl

d0,dl
Ｔ－
－

１

０

１

一
ｄ

ｄ

拿

キ

５　サンプルプ[jグうムニ

自分のウィンドウを

カレントに

拿＿GMSetGraph

ネ＿TSHideDra9

孝＿TSGetDra9
拿　データがなければt
DragEnd8へ

禾セルリスト長
ネセルリストヘのハンドル
ネセルリストのアドレス

＊アイコン管理レコード？
＊　ならばDragEndlへ

＊ 次のセルヘ

＊これで終わり？

＊　でなければDragEndOへ
＊　終わりならDragEnd8へ

拿
アイコン管理レコードから
＊フルパスのファイル名を得るt
＿TSISRecToStr

＊　ドラッグされたファイルを
＊

＊

＊

読み込み、
表示を行なう

＿TSEndDrag

ネはじき返す

キJSEndDra9

ｔ

ｌ

［ アプリケーションの
初期化を行なう ］

＊ ’-Ｗ オ プ シ ョ ン が

＊ 指 定 さ れ た ？

＊　 指 定 さ れ て い な け れ ば

＊　　INITO へ
ー

＊正しいレクタングルが

孝指定されたかどうかを調べる

1５9
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INITI

252
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254　1NIT2:
－255
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26D
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262
263
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280　1N119:　　－
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283 1NIT Err:　　－　　－
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9
9
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2
2
2
2
2
2
2
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295
296
297

298
299
300

301
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DrawGraphlst

160

cmp. ｗbgtswaps

ｗapbra

SXCALL

move. ｜

add. ｜

d0,dl
＿㈲T2
dO
dl
_IN川

SA35E
d0,ｗinRect(a5)

lWlN_X410000 十WlNj,dO

move.l　d0, ｗinRecU4(a5)SXC

趾SA360
move.l　d0,tasHD(a5)

move.l

move. ｗ10¥e.lmove.

ｗmove.

ｗpea.

｜pea.lpea

SXCALL

¶ea.｜tst.

｜bmi

st

bsr

move. ｗbtst

beq

ｂ ｓ ｒ

d0 ，

卜|

(Sp)

トレ

Ｓ

Ｓ

く

く

p ）p

）

IS32116+WINOPT, バSp)|-1,
－(Sp)

winTitle(pc)
ｗinRect(a5)

ｗinPtr(a5)

SAIF9

26(sp)，sp

dO
_INITjrr

ｗinActive(a5)

DraｗGraphlst

paramF19(a5) ，dO11

，dO

INIT9

ReadAndDra ｗ

moveq　§0,dOrts

moveq　l-1 ，dOrts

pea

move. ｗSXCALLaddq.

l

lea

lea

ｍ ｏ ｖ ｅ ．

ｍ ｏ ｖ ｅ ．

ｍ ｏ ｖ ｅ ．

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

bitmapRec(a5)

||, －(sp)
SA16D
16,sp

ｗinPtr(a5)，al

bitmapRec(a5) ，a2(al)

，aO

2(aO)，bitmapRec126(aO)
，bjtlapRecま6a

い3

a2，(al)

ａ

ａ

く

く

5 ）5

）

ネ＿TSGetWindo ｗPos

＊ デフォルト位置を得る

＊ウィンドウレクタングルを

幸作成

＊

TSGetlD
一

＊ タ ス ク Ｉ Ｄ を 得 る

‡

～

ｔ

～

～

ｔ

－

ズ
も
ド

ク

ー
と
ン

ス
ロ

つ

イ
視

タ
ク
も
ウ
可

Ｄ

ボックスあり
手前に

ウID=S32

ウィンドウタイトル
ネウィンドウレクタングル

ネワーク上に作成

キ＿WMOpen

l ウ ィンドウを開く

希エラー？
１　 ならばINll Err へ

ー　　－

１ アクティブプラグをセット

‡

‡

ウィンドウ内部を描画する
(最初の１回)

ネファイル名が

乖指定されている？
ｌ

ｔ

拿

ネ

幸

幸

拿

幸

拿

‡

＊

水

幸

‡

いなければINIT9 へ
指定されたフふイルを
読み込み、
表示する。

ウィンドウ内部の描画の
準備をするサブルーチン
グラフィック画面描画用の
ビットマップを作成
＿GMlnitBitｍap

カレントグラフポートの
ツ
ラ
し

の

ビ
グ
差
へ

トマップを
フィック画面用のものに
替え、グラフィック画面
描画を始める
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0
0
0

3
　

３

３

３

307308

309310

川

312313

314315

316317

318319

320321

322323

324325

326

327

328329

330331

332333

334335

336337
8
9
0
1
2
3
4
　
5
6
7
8
9
3
3
4
4
4
4
4
　
4
4
4
4
4

3
3
3
3
3
3
3
　
3
3
3
3
3

350
351

352
353

354
355

356

357
358
359

Dra ｗGraph:

ｐ ｅ ａ

SXGALL

addq. ｜SXCALLmove.

｜

pea

pea

SXCALL

addq. ｜pea

SXCALL

addq.l

bsr

clr.I

SXCALL

addq.l

move 丿move.

｜

pea

SXCALL

addq. ｜

mDve.｜move.
ｗmove.

ｗ10ve.

ｗmove.
ｗmove.

ｗpea

pea
pea

SXCALL
lea

move.l

bsr

rts

ｅ ａ

ｅ ａ

(al)

$A131

昧sp

$A15A
a0,rgnHdr(a5)

ｗinLocalRect(pc)
(aO)

$A15F
18,sp

M,Sp

CLS

？

Ａ

ｐ

ｐ

ｇ

Ｓ

Ｇ

川

も

・

＄

＃

a0,scriptHdl(a5)

a3，(al)

(al)

$A131

M,sp

t10,一

細ｷ|

則, 一

同, －10,

－

Ｓ ｐ

Ｓ ｐ

H, －(sp)

cTjtle(pc)
cRect(pc)
(aO)

$A289
26(sp)，sp

a0,ctrlHdl(a5)

SetPalet

winPtr(a5) ，al
bitmapRec(a5) ，a2

move.｜ （al），aO

move 丿

ｍ ｏ ｖ ｅ
． ｜

ｍ ｏ ｖ ｅ
．
｜

ｍ ｏ ｖ ｅ 丿pea

ａ

ａ

ぐ

ぐ

２

６

a0 ，a2

，

al ）

0)，bjtmapRec12(a5)0)
，bitmapRec16(a5)a3

(al)

５　サ ン プル プ ログ ラ ム]………:

拿自分のウィンドウ

孝（グラフィック画面）
ネ＿GMSetGraph

拿＿GMNeｗRgn
ネ汎用リージョン

ネウィンドウ内部を意味する
ネレクタングルリーションを
＊作成

＊＿GMRectRgn

ネ初期スクリプト作成開始

拿＿GMOpenScript

＊画面を塗り潰す

乖（スクリプトに記録）

＊記録終了

＊＿GMC10seScript

＊カレントビットマップを
幸テキスト画面へ
＊自分のウィンドウ
拿（テキスト画面）
ネ＿GMSetGraph

タンを作成する

タン
は１

は０
ま０

ネ タ イ ト ル

ｔ 配置する位置と大きさ

ｔ 自分のウィンドウ上に配置
＊ ＿CMOpen

ネ グラフィックパレットを

拿設定

ネウィンドウ内部を描画する
＊ サブルーチン

＊カレントグラフポートの

拿ビットマップを
＊

‡

―

ツ
ク画面用のものに
、グラフィック画面
を始める

＊自分のウィンドウ

161
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360361

362363

364365

366

367368

369

370371

372

3
4
5
6

7
7
7
7

3
3
3
3

377

378 CLS

379

380
1
2
8
8
3
3

3
4
5
6
7
8

8
8
8
8
8
8

3
3
3
3
3
3

389
390
391
392
393
394
395
396
397
398
399
400

401402

403404

405
406

407

408409

410411

412413

414415

1６2

Ｔ川

SXCALL

addq. ｜

pea

move. ｜SXCALLaddq.

｜move.

｜

pea

SXCALL
addqJ
pea

SXCALL

addq］

「ts

move. ｗSXCALLaddq.lm{}ve.

ｗSXCALLaddq.

｜pea

SXCALL

addq.l

mo¥e.w

SXCALL

addq.l

move. ｗSXCALLaddq.

¶rts

厠0りe. ｜SXCALLaddq.

｜move.

｜SXCALLaddq.

｜

pea

SXCALL

addq.1

pea

SXCALL

addq. ｜

moveq

rts

SA131
μ,Sp

ｗ ｌ ｎ

ｒ

ｌ
　

ｆ

ｃ

Ａ

Ｑ

ｓ

～

＃

LocaSRect(pc)
iptH川a5レ(sp)9C

sp

a3,(al)

(al)

SA131

SA28E

14,Sp

115, －SA148(Sp)

S負144

12,sp
ｗinLocalRect(pc)

SA173

14,sp
Ⅲ 卜(sp)

SA144

12,sp
IS00, －(sp)

SA18D

12,sp

｢9nHdl(a5 レ(sp)
SA15B

14,Sp

scriptHdl(a5), －(sp)SA198

14,sp

ｗinPtr(a5)

SA28B
14,sp

ｗinPtr(a5)

S貞IFB
14,sp

10,dO

＊（グラフィック画面）

＊ ＿GMSetGraph

ネ

ネ

ネ

記 録 し て お い た ス ク リ プ ト

を 描 画 す る

GMDra ｗScript
－

参カレントビットマップを

ネテキスト画面へ
幸自分のウィンドウ
幸（テキスト画面）

孝　GMSetGraph－

ネウィンドウ上の
ネコントロールを描画

拿＿CMDra ｗ

ｔ

ｔ

l画面 を塗り潰す

サブルーチンj

ネ バックグラウンドカラー

ネ＝１５
ネ　GMBackColor
－

＊ バックグラウンドカラー

ネPSET
ｔ

キ

ｔ

GMPenMode

－

孝PSET
孝

幸

＊

‡

～

＊

GMPenMode
－

PSET

GMFontMode
－

ｌ終了処理１
汎用リーションを廃棄

＿GMDisposeRgn

ｔ スクリプトを廃棄

拿＿GMDisposeScript

ネ
ウィンドウ上の
＊コントロールを廃棄
＊＿CMKi目

キウィンドウをクローズする

毒　WMClose
参而Disposeでないことに注意



416

417

418 SetPalet:

419

420

421

422 SetPaletO
423

424
425

426

427
428

429

430

431

432

433
434

435
436

437

438
439

440

441
442

443

444

445
446

447
448

449

450
451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

２

３
　
4
5
6
7
8
9
0
1
6
6
　
6
6
6
6
6
6
7
7
4
4
　
4
4
4
4
4
4
4
4

ReadAndDra ｗ

ReadAndDra ｗO:

ReadAndDra ｗ]:

lea
moveq
moveq

move. ｗ10CSaddq.

｜dbrarts

move. ｗpea

DOS

addq. ｜move.

｜b

ｍi

move.
lea

lea

moveq

move. ｗ

ａ

～

ｅ

Ｏ

ｐ

Ｏ

addq丿tst.

｜bmi

lea

moveq
move.b

sf

paletData(pc) ，al10,dl

川-1,d3

(a卜,d2

_GPALET

||,dl
d3,SetPaletO

10 ，

－

１

０

一
＃

ｄ

ａ

ｌ

p ）5

）

sp

d7

fileErr　

≒d5
angleLi

tagList

st(a5) ，a3(a5)

，a4

115-1,d6

Ｉ
ｃ

Ｉ

ｐ

ｐ

く

～

ｒ

～

ぐ

ｔ

ｌ

ｐ
　

‐

ｐ

Ｅ

～

ｌ

ｐ

Ｇ
　

－

７

ｎ

Ｆ

６

ｄ

・
‐
　

一
井

dO

ReadAndDra ｗ3

1npPtけ2(pc) ，aO10,dO

-|(aO)，dO

(a0,dO)

move、l　a0,al

mowe.b

beq

cmp.b
bne

ｓｆ

ｄｃ、ｗ

ｍｏｖｅ、ｗ

ｍ ｏ ｖ ｅ ．

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

ｍ ｏ ｖ ｅ ．

(al)もdO

RD formErr　－

|≒ ≒dO

ReadAndDra ｗl

-1(al)

SFE10

d0,(a3) 十

Ｉ

Ｉ

ｊ

４

－

４

４

ａ

９

（
ｇ
 

Ｃｇ
~

ａ

ぐ

ぐ

２

０

く

４

８

１

ａ

９

ｑ

ｑ

ｆ

ｌ
5
5
5
5
4

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ａ

moveq　l
６

dl

５　サ ンプ ルプ ロ グ ラ ム

＊ｉ グラフィック

零パレットを設定する ］

Ｅ

＆

旺

ｔ

～
ｔ

ファイル読み込み

スクリプト作成 ］AD

拿 オ ー プ ン

＊ エ ラ ー ？

拿　 な ら ばRD fileErr へ
ー

拿定数( スペース４つ)

ネ要素は１５個まで

李１行読み込み

＊ もう読めない？

ｔ　 ならばReadAndDra ｗ3へ

拿ASC目Z文字列に変換
＊（念のため）

ネカンマを探して$00 に
＊ 置き換える

孝　文字列終端ならば

I　　RD formErr へ
ー＊ カンマ？

ネ　でなければ
孝　　ReadAndDraｗlへ

＊$00 に 置き換えて、
＊　１０進文字列の部分を

拿FPACK　STOL一
拿で数値に変換、

ネバッファに格納する

幸欄名バッファを初期化

ネ　１ ６ 文 字 ま で

1６3
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472
473
474
475

476477

478
479

480
481

482483

484
485
486
487
488
489
490
491
492
493
494
5
6
7
8
9

9
9
9
9
9

4
4
4
4
4

500
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0

5
5
5
5
5
5
5
5
5

510

511
512
513
514
515
516
517
518
519

520521

522
523
524
525

526527

528
529
530

531532

533
534

ReadAndDra ｗ2:

ReadAndDra ｗ3:

ReadAndDra ｗ4

ReadAndDra ｗ5

ReadAndDra ｗ6:

1６４

mov8.b
dbeq
move.b

lea

dbra
bra

ｃ Ｉｒ ． ｗ

ｍ ｏ ｖ ｅ
．

ｍ ｏ りe.10

りe.10ve.dbra

move. ｗDOS

addq. ｜

move. ｜SXCALLaddq.

｜

move.
SXCAL

addq.

bsr

Ｉ

Ｌ

－

move. ｗlea

lea

moveq

move.l

move. ｗbeq

sub. ｗbpl

(al)+，(a4)1

dl,ReadAndD｢a ｗ2
川 卜1(a4)

16(aOい4

d6,ReadAndDra ｗOReadAndDra
ｗ4

十

十

十

十

十

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

４

４

４

４

ａ

ａ

ａ

ａ

く

ぐ

ぐ

く

ReadAndDra ｗ3

Ｉ
ｐＳ

Ｅ

く

～

ｐ
　

Ｉ
 
Ｏ
 

Ｑ

ｔ

Ｌ
　

９

７

Ｃ

２

ｄ
　

一
井

scriptHdl(a5) ，－(sp)SA198

14,sp

rgnHdl(a5) ，－(sp)

SA199

14,sp

CLS

190,d5

an91eList(a5 い3tagList(a5)

，a4

115-1,d6

d5,d4

(a3)+,dO

ReadAndDra ｗ7

d0,d4

ReadAndDra ｗ6

add.ｗ　1360,d4

moveq

sub. ｗmove.

ｗSXCALLaddq.1

move.ｗmove.
ｗpea

SXCALL

addq.1

addq
ＩuIu
sｗap
move.ｗs
ｗap

move.1

sub.｜

114,dl

d6,dl

dl,－(sp)
$A147

12,sp

d5,－(sp)

d4,－(sp)
ovalRect(pc)

SA口9
§8,sp

ll,dl
§12,dl

dl
1216,dl

dl
dレ(sp)
60010_000c,d 】

～

ｔ

１５個読み終わるまでループ

読み終わったら
ネReadAndDraｗ4へ

＊残りの要素をクリア

ネクローズ

ネこれまでのスクリプトを廃棄
＊＿GMDisposeScript

ヰ新たにスクリプトを記録開始

ネ＿GMOpenScript

キまず画面の初期化を記録

拿90'からスタート

孚描画色を決める
ネ GMForeColor

－

＊数値にしたがって各要素の

拿円弧を塗り潰して描画する

t　GMF 川Arc　

－



535
536
537
538
539
540
541
542
543
544
545
546
547
548
549

550
551
552
553
554
555
556
557
558
559

560

ReadAndDraw7

561
562

563

564 RD fileErr:　　　－
565

566
567

568

569

57{}
571

572

573 RO formErr:　　　－
574

575
576

577

578

579
５ ８ ０

581

582
583

584

585
586
587
588

589
590

591
592

593
594

595

596

Copy2Scrap:

move. 「pea

SXCALL

lea

add丿move

丿SXCALLaddq.

｜move.

ｗcIr.

｜

SXCALL
lea

lea

move.

dbra

clr.I

SXCALL

addq.l

move.l

bsr

一

Ｉ

７

ｓ
　

Ｆ
７

１

ぐ

Ｉ

ａ

Ａ

２

ｄ

ぐ

＄

１

(Sp)

Ｉ

３

ｐ

６

～
　
　

ぐ

１

く

Ｅ

ｐ

『

Ｉ
　

Ｉ

０

‐

６

ｓ
　

ｌ

ｐ

Ｉ

９

０
　

１
－
　

１
６

ｓ

４

１

～

－

Ａ

４

Ｉ

ぐ

ａ

Ａ

＃

ｄ

＄

―

井

一

ぐ

＄

Ｓ ｐ

Ｊ

、旧

000,dl

Sp ）

10(sp)，sp

16(a4)，a4
d4,d5

d6,ReadAndDra ｗ5

－(sp)

$A19A
μ,sp

a0,scriptHdl(a5)

DraｗGraph

moveq　tt0,dO

｢ts

pea

move. ｗSXCALLaddq.

｜

moveq

rts

pea

move. ｗSXCALLaddq,

｜

move. ｗDOS

addq. ｜

ｍ ｏ ｖ ｅ ｑ

ｒ ｔ ｓ

川eErrMs9(pc)

||,－(sp)
SA2F6
眺sp

引,dO

formErrMs9(pc)

11丿sp)
SA2F6

脈sp

７

Ｃ

２

ｄ
　

一
井

｜

link　　a6 ，

clr.I

SXCALL

addq. ｜

pea

move. ｗSXC

飢Laddq.

｜

，－(Sp)LOSE

，Sp

，dO

卜$40

１

７
　

ｐ

８
　

Ｓ

Ｏ

ぐ

Ａ
　

』

＄

H,sp

-S40(a6)

10, －(sp)S

川2D

16,sp

ネ

拿

幸 GMMove

－

＊欄名を描画

幸＿GMDra ｗStr

５　サン プ ルプ ロ グ ラ ム

ネ　１５個描くまで繰り返す

ネスクリプ ト記録終了
t ＿GMCloseScript

ｔ

ｔ

記録したスクリプト

を描画する

キ　ドラッグを受け入れる

＊ファイルが読めない旨
＊エラーダイアログで警告

キ＿DMError

ネ　ドラッグははじき返す

ネファイルの形式が違う旨
ｔエラーグイアログで警告

ネ＿DMError

拿クローズ

ネ　ドラッグははじき返す

拿［ データをスクラップへ ］

＊ 踏切ポインタヘ
＊　EMEnCross　

－

ネテキストタイプの

ネグラフポート
ネ＿GMOpenGraph
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597598

599600

601

602603

604

605606

607608

609610

611612

613614

615616

617

618619

620621

622

623624

625

6
7
8
9
0
1
2
3
　
4
5

2
2
2
2
3
3
3
3
　
3
3

6
6
6
6
6
6
6
6
　

６

６

636

637
638

639
640
641
642
643
644
645
646
647 Copy2ScrapO

648
649

650
651

652
653

166

move.

move.

move. ｗpea

cIr. ｗSXCALLaddq.

｜move.

｜pea

SXCALL

addq. ｜mo

りe.｜

a0,a2
(a2)，a3

nl 川, 一如

ｗinLocalRect(pc)

－(sp)

tsH川a5 ）

aOい1

movej　al ，（a2 ）

pea

SXCALL

addq. ｜

pea

SXCALL

addq丿

pea

move. ｜SXCALLaddq.

｜

ｍ ｏｖ ｅ ． ｌ

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ｜

ｍ ｏ ｖ ｅ 丿

ａ ｄ ｄ ． ｗ

move. ｜SXCALladdq.

｜beq

moM.l
move.l
move.l
addq.l

m{}ve.l
clr.¶move.

｜subq

subq

love.b
dbra

ｍ ｏｖ ｅ ． ｌ

ｍ ｏ ｖ ｅ ． ¶

ｌ ｅ ａ

１

ｐ

Ｏ

Ｓ

(a2)

SA131

14,sp

ｗinLocalRect(pc)

scriptHdl(a5) ，－(sp)SA19C

18,sp

1
3
1
1

a
a
5

ぐ

ぐ
d
6
a
　
9
1
0
6

～

＄

ｄ

d6

al

沁4+8+4 十〇32,d5

d5,－(sp)

SA021
14,sp

Copy2Scrap9

d0 ，(a41'

P

H ，d6

，

a4

)，aOAT4

≒d6

(aO) 十

(aO)十IWIN_X

眺d6

(aO) 十

ｔ ４ページ
ｔ大きさはウィンドウと同じ

考テキストタイプのビッツ
ネ＿GMNeｗBits

番ロックして使用開始

ネ＿GMLOCkBitS

幸作成したグラフポートと

幸ビッツを結び付けて
ｔ内容を整合させる
拿＿GMCalcGraph

孝作成したグラフポートを

拿カレントにする
キ＿GMSetGraph

キ記録してあるスクリプトを

幸描画
幸（テキストタイプで
キ　描画さ れるのがミソ）

ネ　GMDra ｗScript
－

＊ スクラップ 用の

拿セルリストの作成開始

ｌ

ｔ

４

‡

ｔ

ドPAT4

［ce 目

bound

ｓ Ｉ ｚ ｅ

und rect

AL2’【‘PAL2･　　: 41 ce

日 出e　:4
【palet data : 3キ［palet data : 32
拿セルリストを収めるのに

キ必要なサイズ
幸　MMChHdlNe ｗ

－
‡

～

～

ネ

で再配置可能
を作成
作成できなけ

フロック

れば

Copy2Scrap9へ

勁セ
タ
の
ぐ
嬰ｔ

ｔ

1 ’PAT4･サイズ
１バウンドレクタングル

IS10{}001WIN_Y，(aO)1

11 ，d6

(al)1 バal])1

d6,Copy2Scrapl

l･PAL2 ≒(aO μ

132 ，(aO)＋

paletData 〔pc〕，al

ネビッツの内容をコピー
１非効率きわまりない

１次のセルは
ドPAL2' タイプ
1 ‘ PAL2‘ サイズ



-

654
655
656

657
658
659
860
661
662
663
664
665
666
667
668
669
０

－

２
　
3
7
7
7
　
7
6
6
6
　

６

674

675676

677
678
679
680
681
682
683
684
685
686
687

688
689

Copy2Scrap ］

Copy2Scrap9

winTitle

winLocalRect:

ovalRect

690

691

692 cT 困e693

694

695 cRect:

696
697

698

699

700

701

702

703

704

705

706

707

708

709

710

7H

712

713

了14

paletData:

moveq

move.w

dbra

pea

move. ｜SXCALLaddq.

｜

pea

SXCALL

addq. ｜

move. ｜SXCALLaddq

丿

move. ｜pea

SXCALL

addq. ｜SXCALL

116-1,d6

(al)十，(aO)十

d6,Copy2Scrapl

(a4)
d5,－(sp)

$A390

眺sp

８

ｐ

ｊ

３

ｓ

４

０
　

１

ａ

Ａ

４

ぐ

＄

＃

bitsHdl M), －(sp)S
川CB

14,sp

a3,(a2)

Ｅ

ｐ

２

Ｓ

$AOB8

unlk　　a6

rts

ｅ ｖ ｅ ｎ

ｄ ｃ
．
ｂ

．
ｅ ｖ ｅ ｎ

dC.W

dC. Ｗ

ｄｃ
．
ｂ

． ｅ ｖ ｅ ｎ

12, ’グ ラフSAMPLE ’

0,0,WIN X,WIN Y　　　
－　　 －8,8,192,192

５　サン プ ル

＊パレットデータをコピー

＊

セルリストを収めたブロック

＊セルリストのサイズ
拿　TSPutScrap
キでスクラップに送る

＊セルリストのブロックを
‡

ｔ ＿MMHdlDispose
で廃棄

ネビッツを

＊ ＿GMDisposeBits
拿で廃棄

孝一応もとの
ネビットマップ に戻して

ネグラフポートをクローズ
＊＿GMCloseGraph

＊ 通常のマウスポインタヘ

ネ　EMDeCross
－

＊［固定データ ］

ｔウィンドウタイトル

乖ウィンドウの大きさを
ネローカル座標で
拿示すレクタングル

＊円グラフの大きさ

1ド クリップボードヘ’　＊ボタンのタイトル

dC.W　　200,178,316,198

ｅ ｖ ｅｎ

RGB
RGB
RGB
RGB

RGBRGB

RGBRGB

RGB
RGB

RGBRGB

RGB

RGB
RGB

0
0
0
　
　
　
0
0
0
0
0
0
0
　

－

！
1
0
0
0
　
1
1
1
9
　
1
F
　
9
1
1
0
P
9

－
6
6
0
4
1
0
0
3
3
　

ｙ
6
0
0
1
1
　

ｙ

２

３
　

す

ｆ

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ
　

ｆ

Ｉ

Ｆ

ｙ

６
　

－

9
0
1
0
1
3
　

ｙ
0
6
0
6

－

１

０
　

夕

３
　

ｒ

３
　

ｒ

Ｏ
　

１

１
　

ｙ

－

ｒ

３
　

ｔ

ｌ
　

ｙ
－

ｙ

１

１
６
　

Ｆ
６

ｔ

６
　

ｆ
0
3
0
3
0
3
0
1
0
1
0
1
0

0,20,31,0

31,20,24,0

ネボタンの位置と大きさ

ｌ

‡

！

ｔ

ｔ

４

‡

ｔ

‡

‡

キ

ｔ

‡

拿

＊

ｔ

ネ

ノくレ トデータ

色
色

青
赤
緑
紫
水
黄

色
色
い
い
い
い
い
い

青
赤
緑
紫
水
黄
暗
暗
暗
暗
暗
暗

ペパーミントグリーン
(趣味)
ライトブルー

謎の色
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715

716
717

718
719

720

721
722

723
724

725

726
727

inpPtr

fileErrMs9:

formErrMs9

168

RGB

dC

dS

ｂ

ｂ

31,31.3 1, 0

255

1+256

ｔ 白

ネ２５５文字まで読み込める

キ　１行入力バッファ

dC.b　 ‘ フ ァイルが読み込めません。≒０

dc.b　　 ’グラフデータではありません。・，0,end

■ リスト ４ ＧＲＰＳＭＰＬ 用 ｍａkｅfilｅ

IGRPSMPL 用makefile

GRPSMPL.X:　　　SKELTON.o GRPSMPL.0　　　1k -oGRPSMPL SKELTON GRPSMPL

SKELTON.o:　　　SKELTON.s WORK.INC　　　as SKELTON

GRPSMPL.o:　　GRPSMPL.s WORK.INC　　　
as GRPSMPL



第 章

新設されたマネージャ

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷバージョン1.10 で大きく変わった点の１つ

は，既存のマネージヤの拡張/改良だったわけですが，それば

かりではなく，新たに２つのマネージヤが追加されています。

この２つのマネージヤは，いずれも以前のＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ

では実現できなかったような新しいアプリケーションに道を拓

いてくれるはずです。



１７０

|む||
=扉?‥ 澗 膠 ぷ゙

プ リ ン ト マ ネ ー ジ

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷのＯＳ としての役割の１つとして,資源を管理するという仕事かあります。

主記憶や補助記憶装置，ＣＰＵ 時間のほかにも，×68000に付属しているさまざまな装置を

管理しなけれぱならないのですか，バージョン1.10以前のＳＸ-ＷＩＮＤＯＷでは，ごく基本

的なプリンタの管理が不十分でした。プリンタへの出力を管理するソフトウェアはリソース

の中に用意されていましたか，その機能はテキストデータの出力と画面全体のハードコピー

程度であるうえ，複雑な手順を必要としました。

バージョン1.10 では，プリンタ出力に関する機能をＳＸ-ＳＹＳＴＥＭの中に統合し，ＳＸ

コールによってかんたんに呼び出せるようになっています。この機能を司っているのかプリ

ントマネージヤです。

X68000 はセントロニクス準拠のプリンタポートを:L つ備えているので，原則として接続

できるプリンタの数は一度に１台です。これに対して，ＳＸ-Ｗ]:ＮＤＯＷ 上で動作するタスク

は複数であり，複数のタスクが無秩序にプリンタポートヘデータを出力した場合，正常な印刷

結果を望むことはできません。プリントマネージヤの機能の第:L は，プリンタポートへの出

力権を管理し，タスク間で競合が発生しないように調停することにあります。プリントマネー

ジヤを正しく利用しているかぎり，ほかのタスクが印刷を行っているときには，ほかのタスク

は印刷を開始できないので，プリンタポートの奪い合いは発生しません( 図1) 。

●図１　プリンタポートへの出力権の調停

☆≫
・１時に1 つのタスクの

み出力権を与える。

・１つのタスクが出力を

終了するまで出力権は

移動しない。

第 ２の機能は，プ リンタの機種間の差異を吸収 し，決 められた手順 にさえしたがえば各種

のプ リンタで伺一の印刷結果が得られるこ とです。 Ｈｕｍａｎで は Ｘ６８０００ にさまざまな種類

のプリンタが接続で きるように,プ リンタの機種の違いをプ リンタデバ イスドライバ(ｐｒndｒｖ.

ｓyｓ 等)で吸 収してきました。 ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ で もその思想は継承され，プ リンタドライバ’１

を用意してプリントマネージヤに登録することでさまざ まなプ リンタに対応するこ とができる

ようになっ てい ます ’２．アプ リケーションからの印刷要求 は，プ リントマネージヤを通じて
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プ リンタドライバに送 られ，コントロールパネル等で指定したプ リンタドライバ内の印刷ルー

チンによって実際の印刷が行われます。

＊|:プ リントマネージヤに登録するプリンタドライバと，Hｕｍａｎのconfig.ｓysに登録するプリンタ用

デバイスドライバとは別のものです。Hｕｍａｎのプリンタ用デバイスドライバは＊.ｓysのフ ァイル

として用意され，config.sysのDEVICE ＝行によって登録しますが，プリントマネージヤのプリン

タドライバはリソースPRTD として用意され，コントロールパネル等で登録します。

＊2:バージョン1.02 でも同様の形式でプリンタドライバは存在しましたが，それはバージョン|｡10 の

ものほど完成されたものではありませんでした。その機能としては，デスクトップ全体のハード

コピー，そして印刷する文字コードをバッファリングしてH ｕｍａｎのプリンタ用デバイスドライバ

への引き渡し，といったものでした。バージョン|,10 のプリンタドライバは，Hｕｍａｎのデバイス

ドライバとは完全に独立した存在です。そのため，ほとんど意味はありませんが，HｕｍａｎとSX-　

WINDOW でプリンタを使い分けるといった芸当も可能です。

以上 に加えて，プ リントマネージヤには図形や文書の印刷に便利なユーティリティが含 まれ

ています。

プ リントマネージヤを使って行う印刷には，大 きく分けて，「コード印刷」，「ページ印刷」，

「プロセス印刷」， そして「例外的 な印刷」の ４つ を挙げるこ とがで きます。 それぞれにつ い

て解説し ます。

匹 四 四 阿幽

コード印刷は，文字のみで構 成される文書データを印刷するための機能で す。

一般 に，文字を印刷するためには ＡＳＣエエコード （あ るいはカナ，カナ記号を含 めてＪ工Ｓ

コード）をプ リンタに出力するだけで事足 ります。ただし，漢字などの全角文字を印刷しよう

と思った場合 は少々面倒で す。 日本のパ ソコンに接続して使 うプ リンタのほ とんどには漢字

フォントが搭載されているので，Ｊ工Ｓ 漢字コードと制御コード を出力するこ とで全角文字を

印刷するこ とがで きます＊3． しかし，プ リンタの機種系列ご とに制御コードが異 なっている

ので，使用しているプ リンタの機種 に適合したプ リンタドライバを登録してお く必要があ りま

す。つ まり，プ リンタドライバの登録さえ行っておけば，プリンタ機種 間の相違 は吸収され，

どのような環境てIXｶｲ乍しているＳＸ~Ｗ工ＮＤＯＷ 上で も，ほぼ同様な文書の印刷結果 が得られ

るのです（1ﾜ ２ ページ図 ２）。

＊3:外字などプリンタがフォントを持っていない文字をビットイメージとして印字する場合もありま

す。

ところで，ＨｕｍａｎやＭＳ-ＤＯＳのプリンタデバイスを利用してテキストファイルの印刷

を行った場合，プリンタの紙の種類によらず，つねに印刷形式は一定でした。横８０文字( 半

角換算)，縦方向はとくに決まっていないというのが普通だったわけですが’４，これは，連続

用紙を使用するラインプリンタが主流であった眸代の名残りでした。現在使われているプリン

タの多くは，Ａ４判をはじめとする多様なサイズの普通紙( あるいは感熱紙) を使うように(あ

るいは使えるように) なっており，実際に印刷の大部分はこうした用紙に行われているよう

1７1



第３章　新設されたマネージヤ

■図２　コード印刷のイメージ

監

タ スク

・タスクから文字列が渡

される
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マ
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ヤ

ソ 回言コロ
匹 こ 口

Ｃ社用プリン

タドライバ

・プリントマネージャは

文字列を整形加工して

文書にする

Ｃ

口
・各メーカ別のプリンタドライバが

プリンタ別の制御コードを生成し，

出力する

です。 Ｈｕｍａｎ や ＭＳ-ＤＯＳ のプ リンタデバイスの過去を引 きずっ た印刷形式 というのは，こ

うした現状に即しているとはいえません。

＊4:Hｕｍａｎのプリンタデバイスの場合は，デバイスドライバ登録時にオプションを指定することによっ

て｜ページの横文字数や行数を指定することが可能であるなどの配慮をうかがうことができます。

これがDOS 系の機械になると，こういった心遣いは皆無です。DOS 系の機械の場合は，アプリヶ一

ションがそれぞれ印刷機能を持っているので不自由を感じないのかもしれませんが，すべてのア

プリケーションに共通な印刷環境という思想が欠落しているために，ユーザはさまざまな不利益

をこうむることになります。

また，左右上下マージンや行間隔，文字間隔を設定できないなど，ワープロの出力を見慣れ

た，目の肥えたユーザから見れば，「使いものにならない」と思われてもしかたがないかもし

れません。

プリントマネージヤでは，コード印刷にはじめからレイアウトの概念を導入して，プリンタ

の機能や使用する用紙，そして印刷する目的に即したレイアウトで印刷を行うことができるよ

うになっています。こうしたレイアウトをはじめとする印刷環境は，コントロールパネルなど

でかんたんに設定することが可能です（:Lワ3ページ図3 ）。

印刷環境が設定されてしまえば，アプリケーションは印刷環境を意識する必要がなくなりま

す。コード印刷を行いたい文字列（文書）を渡すだけで，プリントマネージヤは設定された印

刷環境という「型」に文字列を流し込んで印刷を行ってくれるのです。



Ｉ 図 ３　印刷環境設定ダ イアログ

１

プリントマネージヤ

-SI 回71 盲

ページ印刷は，主として画像や図形などを印刷するための機能です。

ページ印刷では，メモリ上に仮想のグラフポートを作成し，そこに描画したものがプリンタ

用紙の１ページとして印刷されます。つまり，グラフィツクマネージヤを使って描画できる

ものならば，ほとんどそのままプリンタに印刷することが可能なのです（図４）。ただし，内

部ではスクリプトを利用して処理が行われているため，スクリプトに記録されるＳＸ コール

のみ使用可能です。

■図４　ページ印刷のイメージ

ビッﾄ マッブ
サ

∧口_し回
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第３章　新設されたマネージヤ

このグラフポートとビ ットマップはディスプレイ装置 とは無関係なので，画面への描画とプ

リンタへの印刷を完全に別扱いにすることがで きます。従来，プリンタに印刷するすこめだ けに

画面 に描画を行い， それをハードコピーしていたことを考えると， はるかにスマートな方法で

あるこ とはおわかりいただけると思います。

コード印刷同根 プ リンタの機種間の差異はプ リントマネージヤ，プ リンタドライバ によっ

て吸収されるので， どのような環境で動作している ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ 上で も，ほぼ同様な印刷

結果が得られます。

－il 両 目ｱ71●

プ ロセス印刷はページ印刷 と同根 お もに画像や図形を印刷す るための機能で す。

ページ印刷で は，スクリプ トに記録で きる ＳＸ コールによって描画された ものだけが印刷

可能で したが,プ ロセス印刷で はグラフィックマネージヤによる描画に加えて, 直接ビットマッ

プを操作して， その結果を印刷するこ とが可 能です。

描画を行うサブルーチンはユーザープロセスと呼ばれ，プロセス印刷の準備の段階でプ リン

トマネージヤに登録しておくことで，描画/印 刷が実行されるこ とになります。

プ ロセス印刷の応用例 として，カラー闘 象の印刷が考えられます。カラーの画像を白黒のプ

リンタで印刷するには,色 の明暗をタイリングで表現 しなければなりませんが, こ うぃっ た芸の

細かい作業はグラフィックマネージヤで行おうとすると，かなり手間がかかります。このよう

な場合，元のカラー画像を白黒のタイリング表現 に変換して直接ビットマップ に書き込むよう

なユーザープロセスを用意 したプロセス印刷が適しています。

【i 匹 詞1 石 幽

ＳＸ１.０２以前で は，プ リントマネージヤは ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 内 に収 められてお らず，リソー

スＰＲＴＭ の形＊5 で提供さ れて きました。 その名残 りとして，ＳＸ１.10 で も ＰＲＴＭ は用

意されていますが, プ リントマネージヤが ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ に統合されたことにより，ユーティ

リティ的な使われ方が主 となっています。

＊5:リソースタイプPRTM ，IDOo SYSTEM.LB に含 まれています。前著『SX-WINDOW ～』222 ページ参

照（ただし，この時点での表記は「プリンタマネージャ」）。

SX1. 工○のＰＲＴＭ のおもな機能は次の３つです。

1）テキストファイルの印刷

２）ファイルのダンプ出力

3）デスクトップ全体のハードコピー

これらの使い方等 については，『ＳＸ-Ｗ』:ＮＤＯＷ～』２２２ ページを参照してください。

1７４



プリントマネージャの内部で，どのようにして印刷が行われているかを解説します。

印刷環境レコード

プリントマネージヤが印刷を行うための各種清報は，印刷環境レコードにまとめられていま

す。印刷環境レコードは，$８Ｅ バイトにおよぶ大きなレコードです。各種印刷を行う前に，

アプリケーションは印刷環境レコードとなる再配置可能なメモリブロックを作成し，その中に

必要な情報をセットしておかなければなりません。

印刷環境レコードの内容は以下のとおりです。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.W

十$02.W

十$04

十$OC

十＄12

十＄IC

十$24.W

十$26.W

十$28.W

十$2a.W

十$2C.W

十$2e

十$36.1

十$3a.j

十$3e.|

十$42.W

十$44

十$4C.W

十$4e

十$56.W

十$58

十$60.W

十$62.W

十$64.1

十$68

十$70.W

十$72.W

十$74.W

十$76.W

十$78.W

十$7a

十$82.W

十$84.W

十$86 �prPaperKindprPaperoptionprPaperRectprLimitReCtprPageRectprPaperRsvprDoclmageprDocCOlumnprDOCLineprDOCTabprDocHeightprDocRsvprResprANKSizeprKanjiSiZeprCO10rKindprPmRsvprManverprManRsvprDrvverprDrvRsvprMjnPageprMaxPagepruserDatapruserRsvprFstPageprLstPageprDLJpPageprModeprMaskprJobRsvprPageCountprDupCountprWorkRsv�

用紙の種類

プリンタオプションの有無

用紙のサイズを示すレクタングル

印刷可能な範囲を示すレクタングル

実際に印刷を行う範囲を示すレクタングル

システム予約（8 バイト）

ビットイメージ出力プラグ

１行の文字数

｜ページの行数

タブサイズ

改行幅

システム予約（8 バイト）

縦横の解像度を示すポイント

半角文字の縦横のドット数を示すポイント

全角文字の縦横のドット数を示すポイント

カラー印刷の色種類

システム予約（8 バイト）

プリントマネージャのバージョン

システム予約（8 バイト）

プリンタドライバのバージョン

システム予約（8 バイト）

印刷範囲開始ページ

印刷範囲終了ページ

ユーザ用のデータ

ユーザ用の予約領域（8 バイト）

印刷開始ページ

印刷終了ページ

｜ページあたりの印刷枚数

印刷モード

印刷モードのマスク

システム予約（8 バイト）

現在印刷中のページ

現在印刷中の部数

システム予約（8 バイト）

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

－

り
／
』

３

４

５

ぐ

ぐ

ぐ

く

ぐ

A

j

り

ｊ

ｊ

Ｏ

ｒ
０

７

８

ｎ
｝Ｘ

Ｉ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

ぐ

(目)(12)(13)(14)

(15)

『 』6)(17)(18)(19)(20)(21)(22)(23)(24)(25)

(26)

(27)
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（1）用紙の種類

プリンタで使用する用紙の種類を意味しています。

用紙と数値は次のように対応しています。

０

j

2

3

4

5

6

7

8

9

10

日

12

13

14

j5

16

フリーサイズ

A3 用紙縦置き

A3 用紙横置き

A4 用紙縦置き

A4 用紙横置き

A5 用紙縦置き

A5 用紙横置き

B3 用紙縦置き

B3 用紙横置き

B4 用紙縦置き

B4 用紙横置き

B5 用紙縦置き

B5 用紙横置き

10×目インチ連続用紙15

×目インチ連続用紙

ハガキ縦置き

ハガキ横置き

（2）プリンタオプションの有無

プリンタに付属する周辺機器の種類を意味しています。

0

1

2

3

周辺機器なし

トラクタフィーダ付き

カットシートフィーダ付き

ハガキフィーダ付き

（3）用紙のサイズを示すレクタングル

（4）印刷可能な範囲を示すレクタングル

（5）実際に印刷を行う範囲を示すレクタングル

これらのレクタングルは１ページ（1 枚のカット紙 ハガキ，あるいは連続用紙の１ペー

ジ）の中の印刷を行う範囲を示しています。

（5）の実際に印刷を行う範囲がホーム位置となり，用紙のサイズや印刷可能な範囲の左 ヒ

の座標は負の値となります（1ワワページ図5 ）。

（6）ビットイメージ出力プラグ

コード印刷を行う際に，プリンタの内蔵フォントを使わずにビットイメージで印字する文字

の種類を意味します。１ ワード中の各ビットが文字の種類に対応し,１ になっている文字がビッ

トイメージで印字されます。
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■図 ５　各レクタン グルの関 係
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bit3

bit4

上 マ ージ ン

１

プリントマネージャ

用紙サイズニ(XO｡,yOよ( ×O｡,yO。)

印刷可能な範囲＝(Xl。ylよ･(Xl。,yl｡)

実際に印刷を行う範囲＝

(X2。y2よ(X2.,y2.)‘

(＝(X2､,y2､)は(0,0)に固定)

上マージン40 ドット，右マージン20

ドットなら

(XO､,yO､)＝(-20,-40)

下 マ ージ ン　　 と な る

XOe,yO ｅ

外字

システム予約

全角文字・JIS第２水準

全角文字・JIS第 １水準

半角文字

（7）1 行の文字数

（8）1 ページの行数

（9）タブサイズ

（10）改行幅

コード印刷時の，１ページに印刷される文書のおおまかな書式が収められています。１行の

文字数，エページの行数，タブサイズは半角文字を単位として，改行幅はドットを単位として

指定します（１ﾜ８ページ図6 ）。

（11）縦横の解像度を示すポイント

プリンタの横方向，縦方向の解像度をＤＰ工（ドット/インチ）単位で示します。この数値

はポイント形式で，上位ワードは横方向，下位ワードは縦方向の解像度を意味しています。

（12）半角文字の縦横のドット数を示すポイント

（13）全角文字の縦横のドット数を示すポイント

半角,全角文字の縦横のドット数をポイント形式で示します｡すなわち,上位ワードが横方向

のドット数,下位ワードカ孫従方向のドット数です（１ワ８ページ図 ワ）。実際に文字を構成する
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・ 図 ６　書 式関係の数値の意味

■図７　半角，全角文字の縦横のドット数

半角の場合

ド ッ ト数

余 白

実際に印刷を行う範囲

１ページの行数

ドットの数だけではなく，文字数調整用の余白も含 めて指定 しますＯ

（14 ） カラー印刷の色種類

プロセス印刷時の色の表現のしかたを意床してい ます。

（15 ）プリントマネージ ヤのバージョン

プ リットマネージヤのバージョンを意味します。 ＳＸ１.１０のプ リントマネージヤのバージョ

ンは：L.００ なので，ここには$ ０１００ という数値が
入るのが普通です。

（16 ）プリンタドライバのバ ージョン

プ リッタドライバのバージョンを意味 しますO SX1.10 に付属するプ リンタドライバのバー

ジョンはいずれも1. ００ なので，ここには$ ０１００ という数値が
入るのが普通です。

（17 ） 印刷範囲開始ペ ージ

（18 ）印刷範囲終了ページ

現在は使用されていません。

（19 ） ユーザ用のデータ
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（20）ユーザ用の予約領域

アプリケーションが自由に使用することができます。

（21）印刷開始ページ

（22）印刷終了ページ

印刷を開始する前にアプリケーションが指定します。

ページは：Lページから始まり，デフォノレトでは1 ～999 ページまでを印刷するように設定

されています。

ページ印刷の場合は，任意のページ番号をセットすることで正しく印刷の開始/終了が行わ

れますが，コード印刷の場合，印刷開始ページはデフォノレトの１ から変更してはいけません。

（23）1 ページあたりの印刷枚数

］｡ページを何部印刷するかを，印刷を開始する前にアプリケーションが指定します。

（24）印刷モード

印刷のモードを指定します。１ ワードの各ビットが意味を持ち，１になっている印刷モード

カi有効となります。印刷を開始する前にアプリケーションが指定します。

bitO　　　ドラフト印刷（ドットを間引く）ゴ　 躬 ご げ （Ｏ ４ ゛ Ｏ

（25）印刷モードのマスク

プリンタの種類によっては印刷モードを制限する必要があります。このマスクと印刷モード

をＡＮＤ したものが実際の印刷モードとなります。

この値はプリンタドライバが設定するので，変更してはいけません。

（26）現在印刷中のページ

（27）現在印刷中の部数

現在印字中のページに関する情報がプリンタドライバによってセットされます。

以上のような情報は，アプリケーションが自分で用意した値によって設定することもできま

す。しかし,場合によってはけこがいに矛盾する情報を設定してしまうことも考えられます’6．

印刷環境レコード内の情報ができるだけ正確になるように，また，そのためのアプリケーショ

ンの負担をできるだけ軽減するように，プ｡リントマネージヤにはいくつかの便利な機能が用意

されています。

＊６：用紙をはみだすような｜行の文字数や，異常なレクタングルの数値など。

（ａ）印刷環境レコードの内容をチェック/調整する機能

印刷環境レコード内の情報が矛盾していないかどうかチェックし，不都合を発見した場合は

その値を調整する機能が，串Ａ４Ｅ５ Ｐ ＭＶａｌｉｄａtｅ として用意されています。アプリケーショ

ンが値を設定した場合は,こ の ＳＸ コールによって, その正 しさをチェックするのが安全です。
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（b ） デフォルトの印刷環境レコードの情報をセットする機能

プリンタドライバ内部には，印刷環境レコード内に収 めるデフォルトの情報が用意されてい

ます＊ワ。 $Ａ４Ｅ４ Ｐ ＭＳｅtＤｅｆａｕlt に よって，この機能を利用するこ とがで きます。あらか

じめ，この ＳＸ コールでデフォルトの値をセットしておいて，アプ リケーションぱ必要なと

ころだ けを書き換 えるこ とで労力を減 らすことができます。

＊7:コントロールパネルで設定した情報がBuILTIN.LB 内のリソースタイプPrEV ，IDO とし て記録され

ている場合は，そちらを優先的に読み込みます。

（ｃ）印刷環境設定ダイアログによって情報 をセットする機能

印刷環境設定ダ イアログ とは，:Lﾜ３ ペ ージの図 ３ に示したようなダ イアログで す。 このダ

イアログを利用するためには，$ Ａ４Ｅ６ Ｐ Ｍ工ｍａｇｅＤｉａｌｏｇ＊８を呼び出すだ けで よく，後の

処理はプリントマネージヤとプリンタドライバが行ってくれます。

＊8:$A4E7 PMStrDialog という，コード印刷専用の印刷環境設定も用意されていますが，SXI.10 に付属

してきたプリンタドライバは，いずれもこの機能をサポートしていません。

本来，この ＳＸ コールではページ印刷時の印刷環境を設定するためのダ イアログが表示 さ

れ， その結果が印刷環境レコードのペ ージ印刷 に関係 する値だけに反映されるこ とになってい

るようですが，実際 にはコード印刷の印刷環境設定 も兼ねています。

－1 嚢 皿il 逞

プ リンタに印刷を行うのがプリントマネージヤの仕事であ ると思ってしまいがちで すが，厳

密にはそうではありません。プリントマネージヤの仕事はプ リンタに印刷を行うためのデータ

の流れを管理することであって，プリンタポートへのデータの出力な どはいっさい行ってい ま

せん。そうぃった下位レベルの作業は，プ リンタの機種ご とに用意されたプ リンタドライバが

行っています。

プ リンタドライバ はリソースのかた ちで提供され ます。 ＳＸ］｡｡10に は 「ＣＺ シリーズ２４

ピン系」，「ＥＳＣ／Ｐ 系」，「ＰＣ-ＰＲ 系」， そして「ＣＺ シ リーズ４８ ピン系」の ４つのプ リン

タドライバが提供されてお り，それぞれリソースＰＲＴＤ の 工Ｄ０,Ｌ ２,３ として ＳＹＳＴＥＭ．

ＬＢ に収められてい ます。 これらを「目 にする」数少ない機会 としては，コントロールパ ネ

ルでプリンタの設定を行う場合が挙げられます（181 ペ ージ図 ８）。

プ リンタドライバの実態は一種のプログ ラムモジュールで，形式 としてはＲ 型 のモジュー

ルに近いかたちになってい ます。 しかし，いわゆるリソースからのタ スクの起動 というかた ち

ではなく， リソースをメモリに読み込んで， 読み込 まれたアドレ スをコールするという，ウィ

ンドウマネージヤのウィンドウ定義関数に近いかたちでプ リンタドライバから利 用されていま

す。このため，ウィンドウ定義関数同枇　 リロケータブルでリエンドランドなコードでなけれ

ばなりません。
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Ｉ 図 Ｓ　プ リンタドライバ（ コント ロール.Ｘより）
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プリンタドライバの機能の詳細や作成時の注意などについては，198 ページの「４　プリ

ンタドライバの作成」で述べることにして，ここではプリントマネージヤがどのようにプリン

タドライバを利用し，印刷を行っているかを解説することにします。

もっともシンプルな例として，コード印刷の場合を取り上げることにします。

すでに述べたように，英数字だけで構成された文書であれば，プリンタの機種にはおおむね

関係なく，単純にＡＳＣ工］：コードを流せば，とりあえず印刷することだけはできます。コー

ド印刷では，全角文字の混じった文書を扱うことはもちろん，ここにレイアウトの概念を導入

したために，より高度にプリンタをコントロールする必要が出てきました。

プリンタをコントロールする制御シーケンスは，プリンタの機種によって異なっています。

全角文字を打ち出すだけで も，漢字モードに切り替え，Ｊ工Ｓ コードを出力し，漢字モードを

終了するという手順ヵ呟屡 なわけですが，漢字モードへの切り替え，漢字モード終了を指示す

る制御シーケンスからしてもうバラバラです。まして,改行幅や文字間隔の制御やビットイメー

ジの印刷などにいたっては，どうぃう状況かは想像に難くないでしょう。

プリントマネージヤは,アプリケーションからコード印刷の要求とともに印刷すべき文書（＝

文字列）を受け取ると，ユーザが自分の環境にあわせて選択しておいたプリンタドライバをリ

ソースから呼び出し，文字列を渡し，印刷開始を指示します。プリンタドライバは，文字列を

もとに，印刷環境レコードにしたがって文字間隔などを調整しつつ，印刷を行います。

ページ印刷やプロセス印刷の場合も同様に，プリントマネージヤか引赳は如琲由象的なデー

タが渡され，プリンタドライバはそれぞれのプリンタに実際に印刷できるかたちに変換し，出

力します。

実際に印刷を行う機能のほかに，プリンタドライバには印刷環境レコードの設定（デフォル

ト設定，チェック＆調整，印刷環境設定ダイアログの表示＆コントロール）などのユーティリ

ティ的な機能も含まれています。

これらのプリンタドライバの仕事は，アプリケーション側から見ると，プリントマネージヤ

の仕事であるように思えます。実際に，プリンタドライバの登録さえすんでいるのなら，アプ

リケーションはプリンタドライバの存在を意識することなく，プリントマネージヤのＳＸ コー
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ルを利用するだけで印刷を行うことができます。しかし，いずれも実際の作業はプリンタドラ

イバが行っていて，プリントマネージャはその問を取り持つのが仕事であることは，覚えてお

いて損はないと思います。

［lj ｀I;i’ ・ 9117 ？ 1111

プリントマネージャを利用した印刷は,一定の手順を経て行います。コード印刷の場合,ペー

ジ印刷の場合，プロセス印刷の場合など， それぞれに少しずつ異なってはいますが，基本的な

流れはどれも共通しています。これをフローチャートで表すと，図９のようになります。

●図９　印刷の流れ



プリントマネージヤ

最初にプ リンタドライバをオープンする際，すでにオープンされているかどうかチェックす

るのは，タスク間で印刷作業が競合しないようにするためです。 すでにオープンされている場

合は，ほかのタ スクで印刷を行っているというこ とですから，印刷作業 は行うことがで きませ

ん。エラー用のダ イアログなどでユーザに警告を出して，印刷がで きない旨を伝 えて印刷処理

を中断します。

「印刷したいデ ータをプ リントマネージヤにセットする」の部分 は，印刷の種類 によって異

なります。 コード印刷であれば，文書 （文字列）の収められたメモ リブロックへのハンドルを

プリントマネージヤに渡します。ページ印刷ならば，印刷用の仮想のグラフポートを開いて，

そこに描画を行うことになります。プ ロセス印刷の場合は，データをセットするかわりにユー

ザープ ロセスをプリントマネージヤに登録 します。

ここまでは印刷の準備の段階で，実際の印刷はまだ行われていません。

プリンタへの出力は， その次の「$Ａ４ＥＦ Ｐ ＭＡｃtｉｏｎ を呼 び出 す」＊９を実行す るたびに

少しずつ行 われます。少しずつ， というこ とは，$ Ａ４ＥＦ Ｐ ＭＡｃtｉｏｎを何度か呼び出さな

ければ， すべての必要なデータの印刷は行われない というこ とです。不便 に思 われるか もしれ

ませんが，これはタ スクマネージヤによるマルチタスクを利用して印刷を行うための合理的な

仕様です。

＊9:$A4EF PMAct ｉｏｎは｜ワードの引数を取ります。これによって，印刷作業の中断や再開などを指示

できるのですが，ここでは「印刷の続行」を意味するＯを指定していると理解してくださいo

プリンタはＭＰＵ から見ると非常に遅いデバイスなので，すべてのＣＰＵ 時間を費やして

データを最後まで印刷していたのでは時間がかかりすぎるうえ，ほかのタスクも止まってしま

います｡割り込みを利用して完全にバックグラウンドで処理を行うことも可能ではありますが，

ほかのマネージヤとの関係や，エラー処理などの点で問題があります。

そこで，印刷の作業を十分短い時間で実行できるように細かく分割して，適当な間隔をおい

てそれを実行することによって，ほかのタスクに大きな影響を与えることなく，またシステム

全体に破綻をきたすこともなく，マルチタスクを生かした印刷が可能となります。これは，第

１章で示した「リアルタイムで動f乍する（ように見える）プログラム」と同じ発想です。

このような仕組みを利用して効率よく印刷を行うためには，印刷したいデータをプリントマ

ネージヤにセットしたら，実際の印刷処理である$Ａ４ＥＦ ＰＭＡｃtｉｏｎはアイドルイベント

で呼び出すようにすべきでしょう。ほかのタスクを止めて印刷に専念したい場合もあると思い

ますが，その場合はマウスポインタを踏切ポインタにする等，ユーザがほかの操作ができない

ことを示すようにすべきです。

$Ａ４ＥＦ ＰＭＡｃtｉｏｎがすべての印刷を終了したことを示す値を返 してきたら，終了処理

を行って，プリンタドライバをクローズします。「印刷の終了処理」はページ印刷でのみ必要

な処理ですが,プリンタドライバのクローズはすべての種類の印刷で行わなければなりません。

プリンタドライバが占有するメモリの解放という意味ももちろんありますが，それと同時に，
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ほかのタスクヘのプリンタポートの利用権の移譲という意味も兼ねているからですＯ

ページ印刷では，「印刷 したいデータをプ リントマネージヤにセットする」方法 としてスク

リプトを利用しています。

ページ印刷 用のデータのセット は，$ Ａ４ＥＢ Ｐ ＭＯｐｅｎ工ｍａｇｅで印 刷用の仮想のグラフ

ポートを作成するこ とから始 まります。このグラフポートはビ ットマップ とはつながっておら

ず， スクリプトを記録するためだけの形式的なものであ ると考えてください。

仮想のグラフポートが作成で きたら，直後 に$Ａ４ＥＣ ＰＭＲｅｃｏｒｄＰａｇｅを呼 んで スクリ

プトへの§ａまを開始 します。

ＰＭＲｅｃｏｒｄＰａｇｅを呼び出す際 には，引数としてレ クタングルレ コードヘのポインタを

渡します。 このレクタングルは，描画を行う範囲を意味してい ます。注意していただきたいの

は，あくまで も「描画を行う範囲」であって，「印刷を行う範囲」ではない， というこ とです。

あ まり違 わないようにも思えますが， じつは大 きな違いで す。 この違いは印刷の時点で明 らか

になります。

この状態で，このグラフポートを通じて行う描画は， スクリプトに14d永さ れます。 いつ もと

同じように，グ ラフイックマネージヤを利用して図形 を描画してください。 スクリプトへの記

録中ですから，画面 に表示 されるこ とはあ りません’10。 こうして描いた図形は，ほぼそのま

まプ リンタ用紙の上 に印刷されるこ とになります。

＊10:もっとも，スクリプト記録中でなかったとしても，このグラフポートはビットマップとつながっ

ていないので，バスエラーが発生するのがオチです。

必要な描画がすんだ ら，$ Ａ４ＥＤ Ｐ ＭＰｒintＰａｇｅ を呼び ます。この時 点で スクリプ トの

記多剥よ終了し，描画の手順を記録したスクリプ トレコードが残 ります。プリンタドライバは，

このスクリプトレコードをもとに少しずつ仮想のビットマップ に描画を行い，プ リンタにあ わ

せたデータ変換を行って出力するこ とになります。

さて， この仮想のビットマップの大 きさですが，印刷環境レコードにUd まされている「実際

に印刷を行う範囲」 と等しいと考えてくだ さい＊11． 先ほど記録した スクリプ トは，指定した

描画範囲の中で記丿永されていたものですが, 仮想のビットマップ に描画される際には, このビッ

トマップの大きさにあ わせて拡大・縮小が行われます。ここで 「描画を行う範囲」 と「印刷を

行う範囲」の違いが表 れてきます。

＊目:しかし，印刷を行う範囲が大きかった場合，その全体が収まるようなビットマップをメモリ中に

作成すると，とてつもなく大きな領域が必要になることがあります。この対策は，次のプロセス

印刷のところで明らかになります。

た とえば，描画範囲( ０，０) －(25a 256) の状態で，(256 ，０) －(０，256) とい う，描

画範囲いっぱいの対角線を引くようなスクリプトを§ｄましたとします。それが，(０,０)－(１４４Ｑ
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1４４０）のビットマップ上に再呪された場合は拡大・縮小がほどこされ，（１４４０,０）-（０,１４４０）

の，印刷範囲いっぱいの対角線 として印刷されることになります。

つ まりは，描画範囲いっぱいの描画を記録すれば，（プ リンタ用紙いっぱいに印刷範囲が設

定されていた場合には）プ リンタ用紙いっぱいの印刷が行 われる， ということです。

コード印刷やページ印刷は，「データを用意する」→「用意したデータが印刷される」とい

う，わかりやすい印刷が去であるわけですが，プロセス印刷は多少趣きが異なります。

プロセス印刷では，印刷するデータは用意しません。そのかわり，印刷すべきデータを生成

するノレーチンを用意します。これがユーザープロセスです。

プロセス印刷で印刷が行われるのは，印刷環境レコードの中の「実際に印刷が行われる範囲

を示すレクタングル」の内部です。これと同じ大きさの仮想ビットマップ/グラフポートが用

意されるので，ユーザープロセスはグラフイックマネージヤなり，独自の描画ルーチンなりで

印刷したい画像や図形を描画します。ここに描画されたものが，そのまま紙の上に印刷される

ことになります。

ただし，実際にそうぃったビットマップをメモリ上に作成した場合，非常に多くのメモリが

必要となる場合があります。このため，これをある大きさの「帯」に分割し，それを１本ず

つ描画して印刷することを繰り返すことにします。こうしておけば，メモリ上のビットマップ

は１ 本の「帯」の分だけ用意しておけばすみます（図10 ）。

■図10　プロセス印刷の仕組み

｢ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾¬
汗
⑤
○ ﾂﾞ

「帯」のサイズは，横方向は印刷を行う範囲と同じ，縦方向はプリンタの印刷ヘッドのピン

の本数ですＧ２．つまり，印刷する範囲が横256 ドット，縦２６４ドットであった場合，２４

ピンのプリンタ用ドライバのもとでは，１本の「帯」のサイズは横256 ドット，縦２４ドッ

トということになり，全印刷範囲を印刷するためには，この「帯」を１１本描画すればよいこ

とになります（工86 ページ図 工1）。
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＊12:現在提供されているプリンタドライバはすべてシリアルプリンタ用なのでよいとして，将来ペー

ジプリンタ用のドライバが提供された場合，「ピンの本数」という表現は適当ではないかもしれ

ません。

■図11　ビットマップの分割

24　

×

264 ド

１
ツ ト

冒 工一 一 一 一 一

----------- 一一-----･
○

○

→-(0,0) －(256,24)

→'(0,24)-(256,48)　　　　　　1

１

1j

(0,240)-(256,264)

ユ ーザープロセスカ印乎び出されるのは,アプ リケー ションが$ Ａ４ＥＦ ＰＭＡｃtｉｏｎを呼び出

したときです。このとき,ユ ーザープ ロセ スにはスタック経由で次のような引数が渡されます。

1０ｎｇ1

０ｎｇ

p ｒHdl

fｒａｍｅＲｅｃt

；印刷環境レコードへのハンドル

；印刷範囲を意味するレクタングル

このほかに，呼び出された時点でのカレントグラフポートとして，仮想のビットマップへの

グラフポートがセットされています。このビットマップ/グラフポートのビットマップレクタ

ングルには「帯」のレクタングルがセットされているので，ここを調べることでユーザープロ

セスは描画範囲中のどの部分を描画することが求められているのかを知ることができます。

グラフイックマネージヤや自前のルーチンで適切に描画を行い，それが終了したら，返り値

としてＤＯに ○を入れてＲＴＳ します。ユーザープロセスが終了すると，プリントマネージヤ

とプリンタドライバは,ビットマップの内容を各プリンタに適合したかたちに変換し,制御シー

ケンスを付加したうえで出力/印刷します。

１つの「帯」を出力し終わると，プリントマネージヤはビットマップの位置を１つ下の「帯」

に移動させます。まだ描画ﾚ/印刷すべき「帯」が残っている場合は「印刷中」の意味の値を，ま

た，すべての「帯」を描画/印刷したと判断した場合は「印刷終了」の意味の値を持って ，

ＰＭＡｃtｉｏｎを終了します。

先ほどの，２４ピンプリンタの，横256 ドット，縦２６４ドットの印刷範囲の例であれば，

ビットマップのレクタングルは次ページの表のように遷移することになります。
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プリントマネージヤ

PMAction を　

呼んだ回数 �
ピットマップのレクタングル

｜回目

２回目

３回目10

回 目

目回目

＜終了＞ �

（0，0） －（256，24 ）

（0，24） －（256，48）

（0，48） －（256，72）

（0，216）－（256，240）

（0，240）－（256，264）　 ←これを印字し終われば終了

この例のように，印刷範囲の縦のドット数がピンの本数で割り切れる場合はよいのですが，

端数が出る場合は少し注意する必要があります。たとえば，横256 ドット，縦265 ドット

であった場合は，ビットマップのレクタングルは次の表のように遷移します。

PMAction を　

呼んだ回数 �
ビットマップのレクタングル

１回目

２回目

３回目10

回目

目 回目12

回目

＜終了＞ �

（0，0） －（256，24）

（0，24） －（256，48）

（0，48） －（256，72）

（0，216）－（256，240）

（0，240）－（256，264）

（0，264）へ256 ，288）　　　-

１ドットはみだしたために，ＰＭＡｃtｉｏｎを１回多く呼ばなければならなくなっています。

しかも，下線で示したように，12 回目の時点でのビットマップのレクタングルは，残ってい

る１ドットよりも大きなものになっています。

このような場合のために，スタック経由で渡された印刷範囲のレクタングルをチェックして，

必要な部分以外には描画を行わないようにする必要があります。

同様に，横方向のドット数が16 の倍数でない場合，ビットマップの右端に不要なビットが

生じます(図12) 。これらのビットをマスクする処理を行うのもユーザープロセスの責任です。

■図12　ビットマップの右端の不要なビット

例：描画範囲の横が250ドットの場合

0０000 ０００0

０0００００0

250 ド ッ ト

－

０００００0 ００00

０００000

32 バ イト

0０00 ０0000

００0000 ０

不要なビット

↓

０ ０ χ χχχ χχ

０ ０ χ χχχ χχ
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プリントマネージャを利用して各種印刷を行う場合のコードの書き方について述べます。

ハードコピー以外については，１８２ページの図９に示したフローチャートが基本となりま

すので，その流れを把握しておいてください。

匹 冒 匹 ｎｉ

コード印刷では，再配置可能ブロックの中に収められている文書（文字列）が印刷の対象と

なります＊13．文書といっても，いわゆるテキストファイル形式で，文字コード と下の表に示

した一部のコントロールコード以外は利用できないと考えたほうがよいでしょう。

＊13:疑似ハンドルも使用可能です

コントロールコード � 意　　味

TAB （$09）FF

（$OC）CR

（$OD ） �

水平タブ

改ページ

改行

ＡＳＣ工工Ｚ型で もＬＡＳＣ工]:型で もない，文書のバ イト数を別に指定する形式 の文字列で す

から，文字列の終端を意味する$００ や，文字列長を意味 する先頭の １ バイトなどは必要あり

ません。

コードの例は， こうした文字列が収められている再配置可能ブロックがすでに存在し， その

ブロックへのハ ンドルがワークｓtｒHdl に， 文字列長が シンボル ＳＴＲＬＥＮ に定義されて

いるこ とを前提 として示すことにし ます。

最初に行うのは，プ リンタドライバのオープンで す。 これには$ Ａ４Ｅ２ ＰＭＯｐｅｎ を使い

ます。リソースＰＲＴＤ の:[Ｄ 番号を指定するこ とにより，どのプリンタ用のド ライバをオー

プンするかを選択す ることが可 能で すが，よほど特別な場合でないかぎり， オープンするド ラ

イバはコントロールパネルによって選択/登 録されてい るものを利 用す るこ とになります。こ

の場合，工Ｄ 番号 として-1 を指定します＊14．

＊14:コントロールパネルで選択したプリンタドライバのID 番 号はsRAM に 記録されています。プリ

ンタドライバのオープン時に-1 を指定した場合，sＲＡＭを参照してプリンタドライバをオープン

します。

C ｏｄｅＰｒint

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃-１,-(Ｓｐ)$

Ａ４Ｅ ２

＃２,Ｓp

＊　 Ｐ Ｍ Ｏ ｐ ｅ ｎ

一 一
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１

プリントマネージャ

このとき，返り値として-1 が返ってきた場合は，プリントマネージヤでなんらかのエラー

が発生しており，また-2 が返ってきた場合は，すでにプリンタドライバがオープンされてい

ることを意味しています。いずれにせよ，負の数の場合はオープンに失敗しているので，印刷

処理を中断します。

tｓt.1b

ｍi

d Ｏ

ＣｏｄｅＰｒint Ａｂｏｒt ＊印刷処理を中断

次に，印刷環境レコードを作成します。印刷環境レコードはハンドルで指定するので，ビー

フゾーンに再配置可能ブロックとして作成することにします。

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．１

＃$ ８ｅ,-(ｓp)$

Ａ０２１

＃４,ｓｐ

ｄ０,ｐｒHd1(a5)

＊印刷環境レコードのサイズ

＊　MMChHdlNe ｗ

印刷環境レコード内部の情報をセットします。まず，デフォルトの情報をセットしておき，

必要があれば（ユーザからの要請があれば），印刷環境設定ダイアログを表示します。ここで

は，ユーザの要請によらず，かならず印刷環境設定ダイアログを出すことにします。

ｍｏｖｅ．Ｉ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．ｌ

ｍｏｖｅ．Ｉ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

pｒHd1(a5),-( ｓｐ)$

Ａ４Ｅ４

＃４,ｓp

pｒHd1(a5),-( ｓp)$

Ａ４Ｅ６

＃４,ｓp

＊　PMSetDefault

＊

本来は コード 印刷 を行っ てい るわけで す から，$ Ａ４Ｅ６ Ｐ Ｍ:I:ｍａｇｅＤｉａｌｏｇ で はな く，$

Ａ４Ｅワ ＰＭＳ廿Dia10g を使 うべ きなのですが，注で も述べたように，現在提供されている

プ リンタドライバは ＰＭＳtｒＤｉａｌｏｇをサポートしていないので，ＰＭ:[ｍａｇｅＤｉａｌｏｇ を使っ

ています。

$Ａ４Ｅ６ ＰＭ工ｍａｇｅＤｉａｌｏｇ は，内容に変更 がめった場合は Ｌ 変更 がない場合は ０，エ

ラーの場合は-1 を返 します。変更されていた場合， それをリソースに保存しておきたいのな

ら，次のようなコードを書 くとよいでしょう。

tｓt. １

ｂｅｑ

ｄＯ

Ｃ ｏｄｅＰ ｒｉｎｔＯ

＊変更があった？

＊　なければCodePrintOへ
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m ｏｖｅ.１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

pｒHd1(a5),-(ｓp)$

Ａ４Ｆ８

＃４,ｓp

＊　PMSa ｖｅＥｎｖ

一 一

CｏｄｅＰｒintO :

さ らにレコードの内部に変更を加えたい場合は，直接操作してしまってもかまいません。し

かし， その場合，設定 に矛盾がないか どうか，チェ ックするために$ Ａ４Ｅ５ ＰＭＶａｌｉｄａtｅ

を呼ぶようにしてください。

印刷環境レコードの設定が完了したので，次は印刷する文字列 をプ リントマネージヤに渡し

ます。これには$ Ａ４ＦＩ ＰＭＤｒａｗＳtｒｉｎｇ を使います。

m ｏｖｅ.1

m ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

St

＃０,-(Sp)

＃ＳＴＲＬＥ Ｎ,-(ｓp)

ｓtｒHd1(a5),-( ｓp)p

ｒHdl(a5),-( ｓp)$A4F1

16( ｓp),ｓｐ

pｒintＡｃtiｖｅ(a5)

＊最後に改ページを行う

＊｜を指定した場合は改ページしない

＊文字列のバイト数

＊文字列へのハンドル

＊印刷環境レコードへのハンドル

＊　PMDra ｗString
一一

＊印刷中プラグを立てる

以上で準備は終了です。実際の印刷は，$Ａ４ＥＦ ＰＭＡｃtｉｏｎ をアイドルイベントで呼び

出すことで行います。アイドノレイベントでＰＭＡｃtｉｏｎを呼ぶべきかどうかを判断するため

のプラグとして，変数p ｒintＡｃtiｖｅを用意し，これが立っている場合はＰＭＡｃtiｖｅを呼

ぶようにしています。

工ＤＬＥ

工ＤＬＥ９

lｎｏｖｅ.ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

tｓt.1

beq

m ｏｖｅq

ｒtｓ

pｒint Ａｃtiｖｅ(a5)]:

ＤＬＥ９

＃０,-(ｓｐ)

$Ａ４ＥＦ

＃２,ｓｐ

ｄＯ

ＣｏｄｅＰｒintFini ｓｈ

＃０,ｄＯ

＊印刷中？

＊　でなければIDLE9 へ

＊「印刷続行」

＊　PMActiｏｎ

＊印刷終了 ？

＊　 ならばCodePrintFinish ヘ
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プ リ ント マ ネ ージ ャ

印刷が終了したと判断で きた場合は，ＣｏｄｅＰｒintFini ｓｈ でプ リンタドライバをクローズ

して印刷処理のすべてを終了しますｏ

ＣｏｄｅＰｒｉｎｔＦｉｎｉｓｈ ：

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｅ３

ｓｆ

ｂｒ ａ

pｒint Ａｃtiｖｅ(a5)

工ＤＬＥ ９

＊　PMC10s ｅ

一 一

＊印刷中プラグをおろす

印刷環境レコードを収めたメモリブロックを廃棄したりすることも忘れずに行ってください。

ページ印刷

コード印刷 とページ印刷で は，プリンタドライバのオープンから印刷環境レコードの設定 ま

で， そして ＰＭＡｃtｉｏｎ まわりはほとんど共通 しているので， それ以外の部分について述べ

ることにします。

ここでは印刷環境レコードの設定が終了した直後から始 めます。

ページ印刷で最初 に行うのは，$ Ａ４ＥＢ ＰＭＯｐｅｎ:rｍａｇｅで仮想のグラフポートを作成す

ることです。この結果，正常に作成で きた場合は，返り値 として ＡＯ にグ ラフポートへのポ

インタが返 ります。このポインタを直接利用することはあまりない と考えられますが，いちお

うワークに保存してお きます。

P ａｇｅＰｒint:

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．１

p ｒＨｄ１(a5),-( ｓｐ)$

Ａ４Ｅ Ｂ

＃４,ｓｐ

ａ０,ｇｒａｐｈＰt ｒ(ａ５)

に こでドライバのオープン,印刷環境レコー

ドの設定などが行われる）

＊　P ＭＯpｅnlｍａgｅ

この状態で，カレントグラフポートは，この仮想のグラフポートになっています。

続いて，スクリプトのjia承を開始します。このとき指定する描画範囲のレクタングルヘのポ

インタは，どこかにあるレクタングルレコードfｒａｍｅＲｅｃtのアドレスを指定することにし

て，それ以上の条件は特定しないことにします。

ｐ ｅａ ｆｒａ ｍ ｅＲ ｅｃｔ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｅ Ｃ

＊描画範囲を示すレクタングルヘの

ポインタ

＊　PMRecordP ａgｅ
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addq.1

19 ２

lt ４,Ｓp

以降 グラフイックマネージヤのＳＸ コールを呼び出して，描画を行います。

スクリプトにjd 永されるＳＸ コールであれば，ほとんどのもの力呼丿用で きますが，ビット

マップの変更とホーム位置の移動は行ってはいけません。

ここで描画を行う際は，次の条件のビットマップに描画するつもりで行ってください。

・テキストタイプ

描画するイメージ等 はテキストタイプで行ってください。

・ページ数は１（白黒プリンタの場合）， または ３（カラープリンタの場合）

ページ数 １ の場合 は，カラー ○が白，カラー１ が黒 として印刷されます。

ページ数３ の場合 は，描画色がプ リンタのカラーコード 〇～ﾜ に対応します。

デフォルトの状態で は，ペンの色，フォントの色は黒，背景が白 となっています。

必要な描画が終了したら, ス クリプ トの記録を終了し,印 刷データ としてプリントマネージヤ

にセットします。こ れには$ Ａ４ＥＤ ＰＭＰｒintＰａｇｅを使 います。ＰＭＰｒintＰａｇｅ はロン

グワードの引数を取 りますが，かならず ○を指定するこ とになっています。

clｒ.１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

-(Ｓｐ)$

Ａ４ＥＤ

＃４,Ｓｐ

＊　PMPrintPage　

一 一

以上で印刷すべきデータのセットは完了です。後はコード印刷と同根 アイドルイベントで

ＰＭＡｃtｉｏｎを呼び続けることで実際の印刷を行うことができます。

ただ一点，コード印刷と異なるのは，プリンタドライバをクローズする前に，$Ａ４ＦＯ

ＰＭＣｌｏｓｅ工ｍ昭ｅを使って仮想のグラフポートなどを廃棄する必要があります。

ＣｏｄｅＰｒｉｎｔＦｉｎｉｓｈ ：

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４ＦＯ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｅ３

sf

b ｒａ

pｒint Ａｃtiｖｅ(a5)

工ＤＬ Ｅ９

＊　PMC10 ｓｅｌｍ ａｇｅ

一 一

＊　PMC10s ｅ

一 一

＊印刷中プラグをおろす



プロセス印刷

１

プリントマネージャ

プロセス印刷を行う手順は，ほかの印刷とそれほど変わるものではありません。

印刷の準備では，ドライバのオープン，印刷環境レコードの設定はほかの印刷と共通です。

ほかの印刷がデータをセットするところで，プロセス印刷ではユーザープロセスの登録を行

います。

P ｒｏｃＰｒint

pｅａ

ｍｏｖｅ.１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

uｓｅｒＰｒｏｃ(pc)

ｐｒHd1(a5),-( ｓｐ)$

Ａ４ＦＡ

＃８,ｓｐ

に こでドライバのオープン,印刷環境レコー

ドの設定などが行われる）

＊ユーザープロセスへのポインタ

＊　PMProcPrint　

一 一

以上で準備は終了です。後はコード印刷と同様にアイドルイベントで ＰＭＡｃtｉｏｎを呼び，

終了したら，ドライバをクローズします。

問題は，どのようにユーザープロセスを書くか，です。

ユーザープロセスでは，「プロセス印刷の仕組み：ユーザープロセス」で述べたような処理

を行うわけですが，ここでは例として，印刷範囲を:L ラインずつ$００，$01 ，……と1ヽ うビッ

トパターンで埋めてみることにします。

ユーザープロセスで描画を行うビットマップは,ページ印刷同様１ページ,あるいは３ペー

ジのテキストタイプです。ここでは話をかんたんにするために，１ページであることを想定し

ています。この場合，ビットマップ中の ］｡になっているビットの部分が黒，０の部分が白で

印刷されます。

まず最初に,スタック経由で渡されている引数を受け取ることにします。ユーザープロセスの

中ではレジスタを破壊してもかまわないので，引数はA3 とＡ４に収めておくことにします
ｏ

ｕｓｅｒＰｒｏｃ:

ｍｏｖｅ．１

ｍｏｖｅ．１

4( ｓｐ), ａ４

８( ｓｐ), ａ３

＊印刷環境レコードへのハンドル

＊描画範囲のレクタングルヘのポイ

ンタ

続いて，現在描画すべき範囲を知るためにカレントグラフポートを得ます。

ＳＸＣＡＬＬ

ｍｏｖｅ．１

$Ａ１３２

ａ０,ａ２ ＊ カ レ ン ト グ ラフ ポ ー トヘ のポ イ ン タ
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グラフポートレコードの先頭のビットマップレコードへのポインタを得て，描画すべき範囲

などの数値を計算します。

ｍｏｖｅ ．１

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

ｌｎｏｖｅ､ｗ

ｃｍｐ ．ｗ

ｂ ｇｅ

m ｏｖｅ.1

u ｓｅｒＰｒｏｃＯ

ｓｕｂ ．ｗ

ｓｕｂ ｑ ．ｗ

ａｎｄ ．ｗ

m ｏｖｅｑ

ｍｏｖｅ.ｗ

ｓｕb. ｗdi

ｖｕ

ｓｗａｐ

ｍｏｖｅ.bl

ｓｒ.ｗ

ｎｏt.ｂ

m ｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.1

(ａ２),ａＯ

４(aO),d1

8( ａＯ),ｄ２

６(ａ３),dO

d2,dO

ｕｓｅｒＰ ｒｏｃＯ

＊ビットマップへのポインタ

＊Ｙ先頭

＊Ｙ終端

＊描画範囲のＹ終端

＊描画範囲のほうが広い？

＊　ならばusｅrProcOへ

d０,d2

d1,ｄ２

＃1,d2

＃$ff,ｄ1

＃０,ｄＯ

６(aO),dO2(

ａＯ),dO

＃8,dOdO

＃$ff,d4

d0,d ４

d４

1４(ａＯ),d310(

ａＯ),ａ1

＊D2 : ライ ン数-|

＊DI : このラインのビットパターン

＊

＊

＊

(X 終端

-X先頭)

÷8

＊半端なドット数

＊D4 : 右 端の｜バイト用マスク

＊D3: ｜ ラ イ ン の バ イ ト 数

＊ＡＩ ： ビ ッ ト マッ プ の ベ ース ア ドレ ス

以上で描画に必畳 な数値は得られたので，描画を行います。

ｕｓｅｒＰ ｒｏｃ１ ：

lｎｏｖｅ.Ｗ

ｓ ｕｂq

ｍ ｏｖｅ.1

ｄ３,ｄＯ

＃１,ｄＯ

ａ１,ａＯ

u ｓｅｒＰｒｏｃ２

ｍｏｖｅ ．ｂ

ｄｂｒａ

ａｎｄ ．ｂ

d １,(ａＯ) 十

ｄ０,ｕｓｅｒＰ ｒｏｃ２

ｄ４,-1( ａＯ)

1ｅａ (ａ１,d3),ａ1

＊１ラインのバイト数→カウンタ

＊DBRA 用 に-1

＊ ベ ースアドレス→ポインタ

＊ビットマップに書き込む

＊｜ライン全部に書き込むまでループ

＊右端の不要な部分をマスク

＊ 次 の 行 へ



addq.ｗdb

ｒａ

＃ﾕ.,dl

d2, ｕｓｅｒＰｒｏｃ1

描画が完了したら，ＤＯに ○を収めてＲＴＳ します。

m ｏｖｅq

ｒtｓ

＃０,dＯ

プリントマネージヤ

＊次の行のビットパターン

＊すべてのラインに書き込むまで

ルｰ プ

参考までに，このようなユーザープロセスを登録した場合の印刷結果を図:L3 に示しておき

ます。

■図13　例のユーザープロセスによる印刷結果

リソースＰＲＴＭ を利用してテキストファイルを出力する方法については，前著『ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ～』２２２ページで述べましたが，文章による解説だけでしたので，ここでコード

例を示して補足しておきます。解説は省略して，コード例のみを示しておきますので，『ＳＸ-

Ｗ工ＮＤＯＷ～』，あるいは注釈を参照してください。

T ｅｘtＰｒint:

m ｏｖｅ.ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ.1

tｓt.ｗ

ｂｇｅ

ｃｌｒ.ｗ

＃-１,-( ｓｐ)

ｐｒｔＭ ａｎＮａｍｅ(ｐｃ)$

Ａ３Ｆ ４

＃６,ｓｐ

ｄＯ

ＴｅｘｔＰｒｉｎｔＯ

-(ｓｐ)

＊ す べ て の タ ス ク を 検 索

＊ ’prtｍａｎ.r’と い う タ ス ク 名 を

＊ ＿_TSFindT ｓkｎ

＊すでに存在するか ？

＊　 存在するならＴｅｘtPrintOへ

＊ID:0
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T ｅｘtＰｒintＯ

T ｅｘtＰｒint1

m ｏｖｅ.1

clｒ.1

clｒ.１

ｐｅａ

ｌｎｏｖｅ.xＭ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌl

ｅａ

ｎｌｏｖｅ．ｗ

p ｅａ

ｃｌｒ ．ｗ

ｍ ｏｖｅ ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｃｍ ｐ ．ｗ

ｂｅｑ

ｃｍ ｐ ．ｗ

ｂｅｑ

cmp. ｗ

ｂｎｅ

ｍ ｏｖｅ.ｌ

ｃ ｍｐ. ｗ

ｂｎｅ

ｐｅａ

cl ｒ.ｗ

ｍｏｖｅ.ｗcl

ｒ.1

19６

＃'Ｐ Ｒ Ｔ Ｍ',-( ｓp)-(

ｓｐ)

-(ｓp)

ｐｒt Ｍ ａｎＮ ａｍｅ(ｐｃ)

＃$ ０００１,-( ｓp)

$ Ａ３５１

２０(ｓｐ),ｓｐ

d０,ｐｒtＭａｎＤ(a5)

ｍｓｇＲｅｃ(ａ５)

-(ｓｐ)

＃$6e,-( ｓp)

＃４,-( ｓp)

ｆｉｌｅＮａｍｅ(pc)

串A361

16( ｓp), ｓｐ

＃1,-( ｓｐ)

ｍｓｇＲｅｃ(a5)

ｐｒt Ｍ ａｎ工Ｄ(a5),-( ｓｐ)$

Ａ３５Ｆ

＃8, ｓp

＃$ffff, ｄＯ

ＴｅｘtＰｒint9

＃$fffe, ｄＯ

ＴｅｘtＰｒint1

＃$71, ｍｓｇＲｅｃ＋14(a5)

ＴｅｘtＰｒint9

tａｓｋ工Ｄ(ａ５),ｄＯ

ｍｓｇＲｅｃ＋４(ａ５),ｄＯ

ＴｅｘｔＰｒｉｎｔ９

m ｓｇＲｅｃ(a5)

-(Ｓｐ)

＃$6f,-( Ｓｐ)-(

Ｓｐ)

＊TYPE : PRTM

＊環境

＊コマンドライン

＊タスク名:'prtｍａｎ.rl

＊リソースから読み込み/起動

＊　ＴSFｏｃk

＊タスクID を保存

＊メッセージレコードを作成する場

所

＊Hmodel : 0，Hmode2 : 0

＊メッセージコード:$6e

＊コマンドコード：４

＊印刷するファイル名（ASCIIZ）

＊　ＴＳＭａｋｅＥｖｅｎt
一一

＊ 返 事 要

＊ メ ッ セ ー ジ レ コ ー ド

＊PRTM の タ ス クID

＊
＿_
ＴＳＣｏｍ ｍｕｎｉｃａtｅ

＊エラー ？

＊　 ならばTe ｘtPrint9へ

＊受け付けられなかった ？

＊　 ならばTe ｘtPrintlへ

＊返事のイベントコードは$71 ？

＊　 でなければTextPrint9 へ

＊ 自分のタスクID

＊引数｜は自分のタスクID ？

＊　 でなければＴｅｘtPrint9へ

＊メッセージレコードを作成する場

所

＊Hmodel : 0，Hmode2 : 0

＊メッセージコード:$6f

＊引数２　なし



T ｅｘtＰｒint3

T ｅｘtＰｒint9

clｒ.1

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｃｍ ｐ ．ｗ

ｂｅｑ

ｐｒｔＭ ａｎＮａｍｅ ：　

ｄｃ．ｂ

-(Sp)

$A361

16( Ｓｐ),Ｓｐ

＃０,-( ｓｐ)

ｍｓｇＲ ｅｃ(a5)

ｐｒt Ｍ ａｎ工Ｄ(a5),-( ｓｐ)$

Ａ３５Ｆ

＃８,ｓp

＃$fffe, ｄＯ

ＴｅｘtＰｒint ３

'ｐｒtｍａｎ.ｒ',０

＊引数｜　なし

＊＿_TSMakeE ｖent

＊返事不要

＊メッセージレコード

＊PRTM のタスクID

＊　TSComm ｕnicatｅ
一一

プリントマネージヤ

＊受け付けられなかった ？

＊　 ならばＴｅxtPrint3へ

罰 四STS
－

リソースＰＲＴＭ の 工ＤＯをpｒtｍａｎ.ｒの名前で起動することによって，デスクトップ全

体をハードコピーすることができます。このとき，コマンドラインとして-Ｈ を指定する必要

があります。

このときのコードは次のようになります。

HａｒdCopy:

m ｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.1

clｒ.１

ｐｅａ

ｐｅａ

ｎｌｏｖｅ.ｗ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

ＨＣ Ｏｐｔｉｏｎ：

ｄｃ．ｂ

ｐｒＵｖｉａｎＮａｍｅ ：　

ｄｃ．ｂ

＃０,-( ｓp)

＃'Ｐ Ｒ Ｔ Ｍ',-( ｓp)-(

ｓｐ)

Ｈ Ｃ Ｏｐtｉｏｎ(pc)

ｐｒt Ｍ ａｎＮ ａｍｅ(ｐｃ)

＃$ ００ ０１,-(ｓｐ)　　

－

$ Ａ３５１

２０(ｓｐ),ｓp

２,'- Ｈ'

'ｐｒt ｍ ａｎ.ｒ', ０

＊リソースＩＤ：０

＊リソースタイプ:PRTM

＊環境へのポインタ

＊コマンドラインへのポインタ

＊ファイルネームへのポインタ

＊起動モード：リソースから起動

＊　TSFOCk
－－
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新しくプリンタドライバを作成するというのはまれであると思われるので，プリンタドライ

バが満たすべき仕様を示すのみにとどめておきます。

ドライバの形式

ドライバはリロケータブルでリェントラントにつくられていなければなりません。 ＳＸ１.02

の名残りで Ｒ 型のプログラムモジュールに似たヘッダを先頭に置く必要がありますが，モ

ジューフレとして起動されることはありません。

ヘッダの形式は以下のとおりです。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.1

十$04.1

十$08.1

十$OC.|

十$10

十$IC.1

十$20.1

十$24.1

十$28.W

十$2a.W �pTypepcSizepE

χecpdSizepRsvprtDrvrNameprtDrvrStartprtDrvrTypeprtDrvrverprtDrvrExt�

固定文字列‘OBJR ’

プログラムエリアのサイズ

スタートアドレスオフセット（ダミー）

ワークエリアのサイズ

システム予約（3 ロングワード）

プリンタ名（ASCljZ） へのオフセット

ドライバスタートアドレスオフセット

固定文字列PRTD

ドライバのバージョン

システム予約

９　　　　■

プリントマネージヤがドライバを利用するときには，ドライバスタートオフセットで示され

たエントリを呼び出します。その際，ＡＯにはパラメータ領域へのポインタが収められていま

す。

パラメータ領域の形式は以下のとおりです。

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00.w

十$02.1

十$06.1

十$Oa.|

十$Oe.| �commandplp2p3p4 �

ドライバコマンド

パラメータ１

言 言 翼

レ

マンドによって意味が異なる

パラメータ４

｜　ド ライハコマンド　ｉ

ドライバコマンドは，次の1ﾜ 個が存在します。
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●ｃｏｍｍａｎｃｊ＝０：ＰＺ ＮＩＴ

パラメータ

なし

返り値

Ｄ０.Ｌ　 ＝○　　 正常終了

こ-1　 異常終了

プ リンタドライバを初期化します。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝１：ＰＺ ＴＩＮＩ
－

パラメータ

なし

返り値

Ｄ０.Ｌ　 ＝○　　正常終了

＝-1　 異常終了

プリンタドライバの終了処理を行います。

●ｃｏｍ ｍａｎｄ＝ ２： Ｐ Ｚ ＣＴ Ｒ Ｌ
－

パ ラ メ ー タ

ｐ１　　 サ ブ コ マ ン ド　

p2　　 パ ラ メ ー タ1　　

p3　　　 パ ラ メ ー タ2　　

p4　　　 パ ラ メ ー タ ３

返 り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝Ｏ　　正常終了

＝＝-１　 異常終フ

サブコマンドによって指定したプリンタの直接制御を行います。

・サブコマンド＝0:PD RESET
－

プリントマネージヤ

プリンタを初期化します。

・サブコマンド＝｜:PD CRLF
一

改行します。パラメータ１ には，1./１２０インチ単位で改行幅が入ります。パラメータ：L

が-１の場合は ］y6インチ改行を行います。

・サブコマンド＝2:PD FF
一

改ページします。

・サブコマンド＝3:PD THRU
一

パラメータ１には印刷環境レコードへのハンドル，パラメータ２にはデータへのノヽンド

ル，パラメータ３にはデータのバイト数が入ります。パラメータで指定したデータを，そ
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の ままプリンタに出力します。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝３：ＰＺ ＤＥＦＡＵＬＴ

パラメータ

ｐ１　　 印刷環境レコードへのハンドル

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝ｏ　　正常終了

＝-1　 異常終了

Ａ０.Ｌ　 印刷環境レコードへのハンドノレ

印刷環境レコードにデフォルトの情報をセットします。

●ｃｃ)ｍｍａｎｄ＝４：ＰＺ ＶＡＬＩＤＡＴＥ

パラメータ

p1　　 印刷環境レコードへのハンドノレ

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝１　　正常終了：変更した

＝〇　　正常終了：変更せず

＝-１　　異常終了

Ａ０.Ｌ　 印刷環境レコードへのハンドル

印刷環境レコード内の情報が正しいかどうかチェックし，正しくない場合は調整します。

20:L ページ図:L4 のフローチャートのような流れでチェック/調整を行います。

●ｃｏｍｍａｎｃｊ＝５ ： ＰＺ ＩＭＧＤＬＯＧ
－

パラメータ

p1　　 印刷環境レコードへのハンドノレ

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝１　　 正常終了：変更した

＝ｏ　　正常終了：変更せず

＝-１　 異常終了

Ａ０.Ｌ　 印刷環1竟レコードへのノヽンドル

ページ印刷用の印刷環境設定ダイアログをオープンし，マウスによる操作にしたがって印刷

環境レコードの内容を変更します。

２００



■図14　P ｚ_ｖＡＬＩＤＡＴＥの処理の流 れ

rﾚ　sT ＡR1　1

pr ＤrｖＶｅr

正 常 ？

圀 Ｏ・

ドライバのバージョン

をセット

|“Ｏ

デフォルトのオプション

をセット

prReｓ

正 常 ？

|｢` tＯ

正しい解像度を

セット

レクタングル類を

調　整

pr ＰａｇｅＲｅｃtprPaper

Ｒｅｃt

正 常

巴・

レクタングル類を

調　整

Ａ

Yｅs

Yｅs

Ｙ ｅ ｓ

Yｅs

Ａ

prＡｎＫＳｉｚeprKanjiSi

ｚｅ

正 常 ？

１

ＩＮＯ

デフォルトのサイズを

セット

pr ＤｏｃＴａｂ

ｐr ＤｏｃＨ ｅｉｇｈt

正 常

ＩＮＯ

デ フ ォ ル トこの 値 を

セ ッ ト

轡 レ

ル ノ

デフここ7 の値を

pr Ｍａskpr

Ｍｏｄｅ

正 常

|“・

デフごじ卜ご 値を

pr Ｄ ｏｃＣ ｏｌu ｍ ｎ

ｐr ＤｏｃＬｊｎｅ　

計 算

プリントマネージヤ

Yｅs

Yｅs

Y ｅｓ

Ｙ ｅ ｓ
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●ｃｏｍｍａｎｄ＝６ ： ＰＺ ＳＴＲＤＬＯＧ

パラメータ

p1　　 印刷環境レコードへのハンドル

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝１　　 正常終了：変更した

＝○　　正常終了：変更せず

＝-1　 異常終了

Ａ０.Ｌ　 印刷環境レコードへのハンドル

ページ印刷用の印刷環境設定ダイアログをオープンし，マウスによる操作にしたがって印刷

環境レコードの内容を変更します。

●ｃｏ ｍ ｍａｎｄ＝７

未 定 義 で す 。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝８ ： ＰＺ ＯＰＥＮＩＭＧ

パラメータ

p1　　 印刷環境レコードへのハンドノレ

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝ｏ　　正常終了

＝-:L　 異常終了

Ａ０.Ｌ　 グラフポートへのポインタ

ページ印刷用のグラフポートを作成します。

●ｃｏ ｍ ｍａｎｄ＝９： Ｐ Ｚ Ｒ ＥＯ Ｏ Ｒ[ ⊃Ｐ Ｇ
－

パ ラ メ ー タ

ｐ１　　　 レ ク タ ン グ ル レ コ ー ド ヘ の ポ イン タ

返 り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝Ｏ　　 正 常 終 了

＝=-１　 異 常 終 了

ペ ー ジ 印 刷 用 の ス ク リ プ ト の 記 録 を 開 始 し ます 。

ｐ１ に 渡 さ れ た レ ク タ ン グ ル を ， ビ ッ ト マ ップ レ ク タ ン グ ル と す る ビ ッ ト マ ッ プ レ コ ー ド を

作 成 し，グ ラ フ ポ ー ト に セ ッ ト し ます($ ＡＩＣ８ ＧＭ ＣａｌｃＢｉｔｍａｐ,$ ＡＩＤＩ ＧＭ ＣａｌｃＧｒａｐｈ

を 使 用) 。 ｐ１ が ○ の 場 合 ， 印 刷 環 境 レ コ ー ド 中 のp ｒＰａｇｅＲｅｃt を ビ ッ ト マ ッ プ レ ク タ ン グ

ル と し ま す 。 以 上 の 処 理 の 後 ，$ Ａ１９９ Ｇ Ｍ ＯｐｅｎＳｃｒipt を 呼 び ま す 。
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●ｃｏｍｍａｎｄ＝１[]：ＰＺ ＰＲＩＮＴＰＧ ．
－

パラメータ

ｐ１　　 ＝ｏ　　 スクリプト記丿軸冬了

≠ｏ　　 スクリプト廃棄

ｐ２

Ｄ ０ ．Ｌ

ユーザープロセスへのポインタ返り値

＝ ０

＝ －１

正常終了

異常終了

１

プリントマネージヤ

スクリプトの§ｄ永を終了し，印刷を開始します。

p:Lが ○以外の場合は，スクリプトを廃棄し，印刷は行いません。

p2 が ○の場合，スクリプトからビットイメージを展開します。○以外の場合，ユーザープ

ロセスへのポインタであると解釈し，印刷範囲を示すレクタングルレコードヘのポインタと印

刷環境レコードへのハンドノレをスタックに積んで，そのアドレスを呼び出します。どちらの場

合も，その後，プリンタへの出力を行います。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝＝１１ ： ＰＺ ＡＣＴＩＯＮ

パラメータ

p1　　 サブコマンド

返 り値

Ｄ０.Ｌ　 ＝○　　 印刷終了

＝１　　 印刷中

＝２　　 印刷中断

＝３　　 タイムアウト発生

＝-1　 異常終了

サブコマンドによって指定した印刷の制御を行います。

・サブコマンド＝0 : PC STAT
一

印刷を続行します。

スクリプトを展開，あるいはユーザープロセスを呼び出しつつ，データを出力します。

・サブコマンド＝｜:PC END
一

印刷を終了します。

・サブコマンド＝2 : ＰＣ ＳＴＯＰ
－

印刷を中断します。

・サブコマンド＝3 : PC CONT　　　
－

印刷を再開します。
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● ｃｏ ｍ ｍａｎｄ＝１２：Ｐ Ｚ_ Ｃ ＬＯ Ｓ ＥＩＭ Ｇ

パ ラ メ ー タ

な し

返 り 値

Ｄ ０.Ｌ　 こ ○　　 正 常 終 了

＝-1　 異 常 終 了

ペ ー ジ 印 刷 を 終 了 し ま す 。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝１３ ： ＰＺ ＳＴＲＩＮＧ

パラメータ

p1　　　印刷環境レコードへのハンドル

p2　　　文字列へのハンドル

p3　　 文字列のバイト数

p4　　 ＝Ｏ　　文字列出力後に改ページする

＝:L　　文字列出力後に改ページしなt

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝Ｏ　　正常終了

＝-１　 異常終了

コード印刷を開始します。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝１４ ： ＰＺ ＶＥＲＳＩＯＮ

パラメータ

なし

返 り値

Ｄ０.Ｌ　 バージョン （下位ワード）

プリンタドライバのバージョンを返し ます。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝１５：ＰＺ ＭＡＸＲＥ〔⊃Ｔ
－

パラメータ

ｐ１　　 印刷環境レコードへのハンドル

p2　　 用紙の種類（1ﾜ6 ページ参照）

ｐ３　　　レクタングルレコードヘのポインタ

返り値

Ｄ０．Ｌ　 ＝ｏ　　正常終了

＝-１　　異常終了

ｐ２で指定された用紙に印刷可能な最大の範囲を，ｐ３で指定されたレクタングルレコード
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に収めます。

●ｃｏｍｍａｎｄ＝１６：ＰＺ ＳＴＡＴＵＳ
－

パラメータ

なし

返 り値

Ｄ０.1　　＝ｏ　　 出力不可

＝１　　 出力可

プ リンタに出力可能かどうかを返します。

プリンタは日に日に高性能，低価格になり，いまや３００ＤＰ工以上の解像度のプリンタを非

常に安価に手に入れることができるようになりました。プリントマネージヤでは，こうした高

性能のプリンタを生かして，高品質の出力を行うための工夫がなされていることがおわかりい

ただけると思います。

プリントマネージヤによって，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ上のＤＴＰ 環境の基盤が準備されたといえ

るかもしれません。
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１つのアプリケーションか複数のウィンドウを開いて使用することは以前にもありました。

しかし，ピンボール．Ｘのように，たかだか２つのウィンドウ程度ならともかく，複雑なア

プリケーションになると，より多くのウィンドウを開かなけれぱならないことも考えられま

す。従来の形式のウィンドウを複数並べた場合，どのウィンドウが作業の中心になるのかわ

かりにくくなる場合かあります。

サプウィンドウマネージヤは，「サブウィンドウ」という概念を導入することにより，こう

した混乱に１つの解決策を提示します。

サブ ウィンドウがどのようなものか理解す るには，Ｅａｓｙｐａｉｎt を使っ てみ るのがいちばん

の早道でしょう。Ｅａｓypaint を立 ち上 げると，作画ウィンドウ と呼ばれる標準ウィンドウの

ほかに，ツール類を収 めたい くつかの見慣れない形のウィンド ウが現 れます。これらは，サブ

ウィンドウによって実現 されてい ます。これらを例 にとって，サブ ウィンドウの特徴を述べる

ことにします。

これらのウィンド ウ（本来 のウィンド ウと区別するために，以降，サブウィンドウ と呼びま

す）は, 見 かけ も，ド ラッグなどの操作感覚も,ほ とんどウィンドウ と同じですが，しばらく使っ

ていると， いくつか違いが見えてきます。

まず最初に気がっ くこ とは，ウィンドウの枠が見慣れない形 をしているこ とで す。 これは標

準ウィンドウやプレーンウィンドウなど，ウィンドウ定義関数によって用意されているウィン

ドウのどれ とも異なっています。ＳＸ:L.10 に なって，このような形式のウィンドウが追加さ

れたわけでもありません。つ まり，ウィンドウ定義関数 とは関係のない，自由 な形のウィンド

ウであるといえます（図:L）。

サブウィンド ウは，表示されているときにはつねに作画ウィンドウよりも手前に表示されて

います。 Ｅａｓypaint で は， 複数のサブウィンドウがデスクト ップ上 に置かれる場合がありま

■図１　サブウィンドウは枠の形が自由



２　サプウィンドウマネ祠ジ１

すが，それらにはアクティブ/インアクティブの区別がなく，その前後関係が変化することも

ありません（図２）ｏ

■図２　アクティブ/インアクティブの概念がない

左クリック（ａ），（ｂ）のプライオリティは変化しない

さらに，作画ウィンドウがインアクティブになった場合，サブウィンドウはデスクトップか

ら一時的に取り除かれ，ふたたび作画ウィンドウがアクティブになるまで表示されません（図3

）。

■図３　ウィンドウのアクティベートによって閉じる

（ａ）作画ウ ィンドウが アクティブの場合

二二ご
（b）作 画ウィンドウが インアクティブに なる

とサブ ウィンドウ は閉 じる

（Ｅａｓypaint より）

以上ぱ，いずれもサブウィンドウの特徴がよく表れている箇所です。

サブウィンドウの目的は，おもな作業場となるウィンドウ（主ウィンドウ）とは別のウィン

ドウを用意し，その中にアイコンや各種情報の表示領域を用意することによって，わかりやす

いユーザーインタフェースを構築することにあります。ウィンドウの一種ですから，ユーザが

もっとも操作/参照しやすい場所にドラッグしておくことも可能で，その自由度はかなり高い

ものとなります。

先ほど挙げた特徴は，サブウィンドウがそうぃった用途のために用意されたことを物語って

います。

（1）ウィンドウの枠の形を自由に設定できる

標準ウィンドウを利用して複数のウィンドウを操る場合，デスクトップ上に標準ウィンドウ

がいくつも存在することになり，どれが主ウィンドウであるのか区別がつきにくくなります。
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サブウィッドウならば，ウィンドウの枠を自由な形にするこ とがで きるので，主ウィンドウと

一目で区別できるような形を与え，混乱を防ぐこ とができます＊1．

＊1:逆に自由すぎることから混乱を招く可能性もあります。せめて同じアプリヶ－ションで扱うサブ

ウィンドウには統一性を持たせたほうがよいでしょう。

(2) ア クティブ/ イ ンアクティブの概念が ない

アイコンを収めたウィンドウ内部， または主ウィンドウをクリックした とき，アクティベー

トが発生して前後関係が入れ替わったりすると， その位置関係によっては画面が見づ らくなっ

たり，操作が煩雑になった りすることがあ ります’2. サブ ウィンド ウにはアクティブ/ インア

クティブの概念がないので，つねに主ウィンドウ， そしてもちろん，ほかのアプ リ
ヶ－ション

のウィンドウよりも手前に表示されます。

＊2:わかりやすい例として，主ウィンドウがアクティブになった結果，ツール類を収めたウィンドウ

がその後ろに隠れてしまうことが挙げられます。

（3）主ウィンドウのアクティベートによって閉じる

いままで述べてきたような用途のウィンドウは，主ウィンドウがアクティブの場合には必要

ですが，インアクティブになった場合には必要がないばかりか，ほかのアプリヶ－ションの操

作の邪魔になります。したがって，主ウィンドウがインアクティブになった場合は一時的に閉

じられたほうが好都合なのです。

このような特徴から，主ウィンドウに従属するように見えるウィンドウ，サブ（副）ウィン

ドウという名称に納得していただけると思います。

まず最初に，サブウィンドウに関する情報をまとめた，サブウィンドウレコードの内容を示

しておくことにします。ウィンドウ１枚１枚について，それぞれウィンドウレコードが存在

していたように，サブウィンドウをオープンすることで，それぞれにサブウィンドウレコード

が用意されます。

サブウインドウレコードの内容は以下のとおりです。

２０８



２　サブウィンドウマネ７ジヤ

オフセット � 欄　名 � 内　　 容

十$00

十$40.w

十$42.b

十$43.b

十$44.b

十$45.b

十$46.w

十$48.1

十$4c.1

十$50.1

十$54.1

十$58」

十$5c.1

十$60.w

十$62.1

十$66.1

十$6a.|

十$6e.|

十$72j �plxwKindwvisiblewHilitewC10sewStatuswoptionwoutSidew

】nsidewupdatewDefwDefDatawTitlewTWidthwControlwNextwPicturewTasktPrio�

グラフポートレコード

ウィンドウの種類（$20 固定）

描画状態

＜使用されない＞

＜使用されない＞

＜使用されない＞

＜使用されない＞

アウトサイドリージョンヘのハンドル

インサイドリージョンヘのハンドル

（デフォルトではwoutSide ＝wlnside）

アツプデートリージョンヘのハンドル

＜使用されない＞

＜使用されない＞

＜使用されない＞

＜使用されない＞

コントロールへのハンドル

次のサブウィンドウヘのポインタ

ウィンドウスクリプトヘのハンドル

＜使用されない＞

プライオリティ値 �

ウィンドウレコード　

と同じ形式

一見してわかるように，サブウィンドウレコードはウィンドウレコードとほとんど同じ形式

です。異なる点はウィンドウ定義関数に関わる部分で，これらの部分は使用されていません。

また，プライオリティ値という新しい欄が追加されています。

サブウィンドウは，デスクトップ上にあってアプリケーションが自由に使うことのできる領

域という意味で，ウィンドウの一種であるといえます。実際, サブウィンドウは，ほとんどウィ

ンドウと同じ仕組みのもとで動作していますが，先ほど挙げた３つの特徴が両者を異なるも

のとしています。この３つの特徴の仕組みを説明することでサブウィンドウのメカニズムを

明らかにすることにしましよう。

（1 ） ウィンドウの枠の形を自由に設定できる

＝ウィンドウ定義関数を利用しない

ウィンドウで は， ウィンドウ エＤ を指定するこ とによっ て，何種類 か用意されているウィ

ンドウのうち，目的に応じたものを開きます。 しかし，サブウィンド ウにはウィンドウの種類

というものが存在しません＊３．

＊3:サブウィンドウレコードの中のウィンドウレコードに相当する部分に「ウィンドウの種類」が記

録されていますが，ここには$20 が収められ，サブウィンドウであることを示します。この値は

固定で，変化することはありません。

ウィンドウを開くと，ウィンドウの種類に応じて四角形のウィンドウの枠がデスクトップ上

に描かれ， その内部のウィンドウコンテンツがアプリケーションのための領域として提供され

ました。　しかし，サブウィンドウではウィンドウの枠は描画されません。さらに，サブウィン
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ドウの内部が背景色で塗り潰されることもありません。

これらはすべて，ウィンドウ定義関数とサブウインドウの間になんの関係も存在しないこと

を意味しています。　したがって，サブウインドウの枠の描画や，サブウィンドウのドラッグな

どの処理は，アプリケーションが自分で行わなければなりません。サブウインドウに関する情

報はサブウィンドウレコードに含まれます。このレコードはウィンドウレコードとほぼ同じ形

式であるため，やはり先頭$４０バイトにグラフポートを含みます。　したがって，サブウィン

ドウ内部にはグラフイックマネージヤを利用して自由に描画すること力i可能です。サブウイン

ドウの枠の描画などは，グラフィックマネージヤを利用して描画することになります(図４)。

・図４　サブウィンドウの枠はアプリケーションが描画する

膠閉扉闇爾闇闇冒頭禰醐冒頭ｍ回国冒鱈織ｍ腿廼６匹
｀ ; : ㎜ , I 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　

. 1 ，

¶¶ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i :

これらはすべてＥａｓｙpaint白身が描画している（Ｅａｓypaintより）

（2） アクティブ/ インアクティブの概念がない

＝サブウィンドウリスト，プライオリティの導入

ウィンドウのアクティブ/ インアクティブ の概念は，ウィンドウマネージャのウィンドウリ

ストに強く依存しています。ウィンドウリストはデスクトップ上 に存在するウィンドウの前後

関係を示すデータ構 造で， アクティベートとは，すなわち，このリストに変化が起こったこと

を意味します。個々のウィンドウから見れば，アクティペートの際，自分がウィンド ウリスト

の一方の端，つ まり画面の もっ とも手前に来ればアクティブ ということになります。逆に，画

面のもっ とも手前でなくなればインアクティブです。

サブウィンドウは, ウィンドウマネージャのウィンドウリスト とはまったく別なデータ構造，

サブウィンドウリストによっ て連結されています。構造的にはウィンド ウマネージャ と同様で，211

ペ ー ジの図 ５ のように表現するこ とができます。

ウィンドウリストがウィンドウの前後関係を意味していたように，サブウインドウリストも

サブウィンド ウどうしの前後関係を意味しています。図 ５ の表現では，下のほうに位置する

サブウィンドウがもっ とも手前に表示されることになります。ウィンドウリストは，ウィンド

ウがいくつ も開かれて， その前後関係が変化する中で形 作 られますが，サブウィンドウリスト

で は，あらかじめ，あ る程度 その要素 （サブウィンドウ）の順番が決まっ ており， その前後が

入れ替 わるというこ とはあ りません｡ その順番, すなわち前後関係を決 めるのがプライオリティ

で す。
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■図 ５　サブウィンドウ リストの概念

２　サブウィンドウマネージャ

サブウィンドウレコード

次のサブウィンドウレコードヘのポインタ

新しくサブウィンドウを開くときには，同時にそのサブウィンドウのプライオリティを指定

します。プライオリティは，０～$ＦＦＦＦＦＦＦＦ の符号なしのロングワード値で，小さいほ

ど手前に表示されることになります。新しく開かれたサブウィンドウのサブウィンドウレコー

ドは,プライオリティにしたがってサブウィンドウリストのしかるべき位置に挿入されます(図6)

。

■図６　サブウィンドウリストヘの登録

プライオリティ

画面手前

プライオリティ255 の　512

サブ ウィンドウ追加

256　　　　　

に 〉　　　　　　　　　　256

255

1　　1

2４0

このとき， もし もプ ライオリティが同じ値のサブウィンドウがすで に登録されていた場合で

も，問題なく登録されますが， 後から登録 したサブウィンドウのほうが手前に表示されるこ と

になります。

プライオリティによって決 められたサブウィンドウの前後関係は，サブウィンドウリストに

連なっているかぎり変化するこ とはあ りません＊４．

＊4:サブウィンドウの前後関係を変化させたい場合は，一度サブウィンドウリストから外して，サブ

ウィンドウレコード中のプライオリティ値を変化させた後，ふたたびサブウィンドウリストに登

録するといった処理を行います。
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ウィンドウＢがアクティベート

され，ウィンドウＢがインアク

ティブ`に

･卜
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プライオリティ３２以上の

サブウィンドウはサブウィ

ンドウリストから外れる

第３章　新設されたマネージャ

（3）主ウィンドウのアクティベ ートによって閉じる

＝ウィンドウマネージヤとの連係

主ウィンドウがインアクティブ になった場合に， それに従属す るサブ ウィンドウが閉じる仕

組みについて解説します。

先ほどウィンドウリスト とサブウィンドウリストは まったく別であ ると述べましたが，いっ

さい関係がないわけで もあ りません。サブ ウィンドウリストは，
ウィンドウリストの「手前」

側の端に接 ぎ本されていると考えて もよいで しょう。このため，つ ねにサブウィン
ドウはアク

ティブなウィンドウよりも手前に表示されます。

アクティベートが発生し， アクティブだったウィンドウがインアクティブ に変化すると，サ

ブウィッドウはサブ ウィンドウリストから自動的に外されます＊5． この とき，例外があっ
て，

プ ライオリティが32 未 満のサブウィンドウはリストに残ります＊6（図7 ）。サブ ウィン
ドウ

リストから外されたサブウィンドウは，デ スクトップから除かれ，ユーザの目からは消えてし

まったように見 えます。　もちろん，この ときプライオリティが32 未満のサブ ウィンドウは
消

えずに残っています。

＊5:すべてのサブウィンドウを消したくないが，ウィンドウのアクティベートを行いたいときのため

に，ウィンドウマネージヤに＄AIFF WMSelect2 というSX コールが増設されています。

＊6:プライオリティO ～15 はシ ステム予約です。したがって，消えないサブウィンドウをアプリケー

ションが使用したい場合はプライオリティ16 ～31 を使 用することになります。

■ 図 ７　７ クティベ ート によるサブウ ィンドウ リストの変化
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２　サブウィンドウマネージヤ

消える場合は自動ですから問題はありませんが，主ウィンドウがアクティブになったときに

サブウィンドウを再表示させたい場合は，アプリヶ－ションカ胴 断し，再表示したいサブウィ

ンドウをサブウィンドウリストに登録する処理を行う必要があります。

このような仕組みによって，複数のアプリヶ－ションがサブウィンドウを利用する場合でも

問題が発生しないことを1筋忍しておきます。

すでに２つのサブウィンドウ（プラオリティ255 と256 ）を開いているアクティブなア

プリヶ－ションＡが動作している状態で，あらたに１つのサブウィンドウ（プライオリティ512

）を持つアプリヶ－ションＢ を起動し，その後，アプリヶ－ションＡがアクティベート

された場合を例にとって考えてみましょう。

（ａ）初期状態

デスクトップにはアプリケーションＡ の主ウィンドウ，ウィンドウＡ とサブウィンドウ255

と256 が存在しています（２１４ページの図８（ａ）参照）。

（b ）アプリケーション Ｂが起動され，ウィンドウＢが開かれる

これによって，ウィンドウＡ はインアクティブとなり，ウィンドウ Ａを主ウィンドウとす

るサブウィンドウ255 と256 はサブウィンドウリストから取り除かれます。この結果，デ

スクトップにはインアクティブなウィンドウＡ と，アクティブなウィンドウＢ だけが残りま

す（図８（ｂ））。

（Ｃ）アプリケーションＢがサブウィンドウ512 を開く

サブウィンドウ512 は，サブウィンドウリストに登録され，デスクトップ上に表れま

す（図８（Ｃ））。

（d）アプリケーションＡがアクティベートされる

ウィンドウＢ はインアクティブ となり，サブウィンドウ512 はサブウィンドウリストか

ら外れ，デスクトップから消えます。

アクティベートイベントがアプリケーションＡに通知され，ウィンドウＡ がアクティブに

なったことを知ると，アプリケーションＡ はサブウィンドウ255 と256 をサブウィンドウ

リストに登録する処理を行います。この結果，デスクトップにはアクティブなウィンドウ ん

それに従属するサブウィンドウ255 ，２５ａ　そしてインアクティブなウィンドウＢ が表示さ

れていることになります（２１４ページ図８（d））。

さらにウィンドウＢ がアクティブになった場合，どのような処理が行われ，デスクトップ

がどのような様子になるのか，説明するまで もないと思います。

このように，うまくサブウィンドウの出し入れを行うためには，アプリケーションが次の２

つの点を守っていることが条件となります。
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第 ３章　 新 設さ れた マネ ー ジ ヤ

■ 図 ８　複数のアプリヶ－ ションとサブウ ィンド ウ

（ａ） 初 期 状 態

サブウィンドウ

ウィンドウ/サブウィンドウリスト 画　面

（ｂ）アプリケーションＢが起動され，ウィンドウＢが開かれる

（Ｃ）アプリケーションＢがサブウィンドウ512 を開く

（ｄ）アプリケーションＡ がアクティベートされる
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２　サブウィンドウマネージヤ

（1 ）主ウィンドウとなるべきウィンドウがアクティブな状態でサブウィンドウを開 く

サブウィンドウや主 ウィンドウにその主従関係力尽已阿1さ れているわけで はなく，サブ ウィン

ドウマネージャ とウィンドウマネージャの連係が そのような関係をつくり出 していることはす

で におわかりいただけた と思います。連係の内容を考えれば， この条件の意味もおのずから明

らかでしょう。

（2）アクティベートイベントで適切な処理を行う

主ウィンドウがアクティブになった場合，それに従属するサブウィンドウをサブウィンドウ

リストに登録する処理を行います。主ウィンドウがインアクティブになったときにサブウィン

ドウリストから外す処理は，サブウィンドウマネージャが自動的に行います。

プログラミング的には，サブウィンドウはウィンドウとほぼ同様に扱うことができます。7，

だし，いくつか注意が必要な箇所がありますので，ここで解説しておきます。

何度も述べてきたように，サブウィンドウとウィンドウは非常に似た存在です。サブウィン

ドウレコードとウィンドウレコードにはかなりの互換性がありますが，その相違のためにウィ

ンドウレコードを引数として指定するマネージヤとの相|生は，次のようになっています。

○グラフイックマネージヤ

サブウインドウレコードの先頭のグラフポートレコードを通して，サブウインドウ内のビッ

トマップに描画することができます。すべてのＳＸ コールが使用可能です。

△ウィンドウマネージャ

ウィンドウ定義関数を利 用で きないこ とから， ウィンドウマネージャの ＳＸ コーフレの大部

分ぱ利用不可です。

例外的 に，$ Ａ２０Ｄ ＷＭＵｐｄａtｅ， $Ａ２０Ｅ ＷＭＵｐｄtＯｖｅｒ などのアップデートリーショ

ン 関係， ウ ィン ド ウ定 義 関 数 と無 関 係 な，ユ ー テ ィ リ テ ィ的 な ＳＸ コー ル （$Ａ２２５

ＷＭＤｒａｇＲｇｎ など）は利用可能です。

○コントロールマネージヤ

すべてのＳＸ コールが使用可能です。

○テキストマネージヤ

すべてのＳＸ コールが使用可能です。
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第３章　新設されたマネージヤ

△タスクマネージヤ

タスクマネージヤのユーティリティの中に，ウィンドウレコードを引数とするものがありま

す。おもなものについて使用の可否を示します。

×$ Ａ３Ａ２ ＳＸＣａ１１ＷｉｎｄＭ

Ｏ$ Ａ３Ａ３ ＳＸＣａ１１Ｃｔｒ１Ｍ

ｘ$ Ａ３ＡＡ ＳＸ 工ｎｖａ１ＳｃＢａｒ

ｘ$ Ａ３ＡＢ ＳＸＶａｌｉｄＳｃＢａｒ

ｘ$ Ａ４１Ｆ ＳＸＣａ１１ＷｉｎｄＭ ２

サブウィンドウぱウィンドウと同じように利用できます。

●サブウィンドウの オープン

サブウィンドウをオープンする際には，すで に主 ウィンドウがオープンされ，アクティブに

なっている必彊 があります＊７。

＊7:プライオリティO ～3 』の消えないサブウィンドウを使う場合，主ウィンドウに従属するものとし

ての使い方以外も考えられます。

サブウィンドウのオープンには，ウィンドウのオープンに$ＡＩＦｇ ＷＭＯｐｅｎを使うよう

に，$Ａ２２ﾜ ＷＳＯｐｅｎを使います。 ＷＳＯｐｅｎの引数は次のとおりです。

1０ｎｇ1

０ｎｇ

1０ｎｇ

ｓ べAyｉｎＰt ｒ

ｒｇｎ Ｈd1

pｒioｒitｙ

＊サブウィンドウレコードのアドレス

＊サブウィンドウの内部となるりージョンヘ

のハンドル

＊プライオリティ値

ｓＷｉｎＰtｒ は，$ ＡＩＦｇ ＷＭＯｐｅｎ と同様 に，０を指定する とビーフ 領域に，アドレ スを

指定すると，そのアドレ スからサブ ウィンドウレコードを作成します。

ウィンドウの外形は，レクタングルレコードではなく， リーションで指 定します。 というこ

とは， リーションで表現で きる領域であれば， どんな形で もサブウィンドウの形 にすることが

可能となっています。グローバル座標系です。

プ ライオリティ値は Ｏ～$ＦＦＦＦＦＦＦＦ ですが，０～16 は システム予約で す。

実際にコードを書 くと，次のようになります。ここではご くオーソドックスに，四角形のサ

ブウィンドウを作成してみましょう。

まず，リーションを作成します。
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ＳＸＣＡＬＬ

ｐｅａ

p ｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｍｏｖｅ．１

$A15A

ｒｅｃtＰt ｒ(ｐｃ)

(ａＯ)

$A15F

＃8,ｓp

a0, ｒｇｎＨｄ１(a5)

２　サブウィンドウマネージヤ

＊　GMNe ｗRgn
一一
＊サブウィンドウの内部を示すレク

タングルレコードヘのポインタ

＊新しく作成したりージョンヘの八

ンドル

＊　 ＧＭＲｅｃtRgn
一一

＊リージョンヘのハンドルを保存

作成した，四角形の領域を表現するりーションを使って，サブウィンドウをオープンします。

プライオリティは255 とし，サブウィンドウレコードはビーフゾーンに作成することにしま

す。

m ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1

clｒ.1

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃255,-( ｓp)

ｒｇｎＨｄ１(a5),-( ｓp)

-(Ｓｐ)

$Ａ２２ﾜ

12(Sp), Ｓp

＊プライオリテイ値

＊内部を意味するりージョンヘの八

ンドル

＊ビーフゾーンに作成

＊　 ＷＳＯｐｅｎ
－－

この結果, 正常にオープンできた場合はAO にサブウィンドウレコードヘのポインタが返っ

てくるので，ワークに保存しておきます。

m ｏｖｅ.1 a0, ｓＷｉｎＰtｒ(a5)

●サブウィンドウ内部の描画

サブウィンドウ内部へ描画するためのグラフポートは，サブウィンドウレコードの先頭に埋

め込まれています。したがって,サブウィンドウレコードの先頭アドレスをグラフポー1ヽ レコー

ドのアドレスとしてセットすることにより，以降, 内部への描画を自由に行うことができます。

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

s ＷｉｎＰtｒ(a5),-(ｓp)$

Ａ１３１

＃４,ｓｐ

＊　 ＧＭＳｅtGrａph

ここで忘れてはならないのが，サブウィンドウの枠などはいっさい描画されていないことで

す。必要があれば，自分でサブウィンドウの枠や付属物を描画し，内部を背景色で塗り潰さな

ければなりません。
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第３章　新設されたマネージヤ

●アップデートイベントへの対応

サブウィンドウ内部にアップデートが必要になった場合は，ウィンドウ同様にアップデート

イベントが発生します。アップデートの方法はウィンドウと同様ですが，サブウィンドウの枠

なども自分で書き直す必要があることに注意してください。

サブウィンドウの枠や内部の描画が，ＤｒａｗＳｕｂ というサブルーチンで一括して行われて

いる場合，アップデート処理は次のように書くことができます。

mｏｖｅ.１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq,1

b ｓｒ

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

s ＷｉｎＰtｒ(a5),-(ｓｐ)$

Ａ２０Ｄ

＃４,ｓｐ

ＤｒａｗＳｕｂ

sＷｉｎＰtｒ(a5),-(ｓｐ)$

Ａ２０Ｅ

＃４,ｓｐ

＊ ア ッ プ デ ー ト 開 始

＊　WMUpdat ｅ
一一

＊枠＆内部を書き直すサブルーチン

＊ ア ッ プ デ ー ト 終 了

＊　WMUpdtO ｖer　
一一

● アクティベートイベントへの対応

プ ライオリティ値32 以 上の｢ 消 える｣サブ ウィンドウは，主 ウィンドウがアクティブになっ

た際には，サブウィンド ウリストヘの再登録が必要です。サブ ウィンドウをサブ ウィンドウリ

ストに登録するには$Ａ２２Ａ ＷＳＥｎｌｉｓt を使用します。このコールで登録で きるのは，サブ

ウィンドウリストから外 れているサブウィンドウだけなので注意して ください。

本書で示すスケルトンのアクティベートイベント処理ルーチンで は，主ウィンドウのアク

ティブプラグが真の ときに主ウィンドウがアクティブになった場合＊８に不都合が生じるので，

次のように書き換えてしまえばよいでしょう。

＊8: ウィンドウをもっとも手前にオープンすると，その直後にアクティベートイベントが発生します。

スヶルトンではアクティブプラグを真で初期化しているので，こういうヶ一スが発生してしまう

ことになります。

Ａ Ｃ ＴＩＶ Ａ Ｔ Ｅ ：

ｍｏｖｅ ．１

ｂｅｑ

ｌｅａ

ｃｍ ｐ ．ｌ　

ｂｎｅ

こ

こ

に

゛

ｅｖｅｎｔＲ ｅｃ ｗｈｏｍ１(ａ５),ｄＯ

－
Ａ ＣＴｇ

ｗｉｎＰ ｔｒ(ａ５),ａＯ

ａ０,ｄＯ

ＡＣ ＴＯ

ｗｉｎＡｃｔｉｖｅ(ａ５)

ＡＣ Ｔ９

w ｉｎＡｃti ｖｅ(a5)

＊［アクティベートイベント］

＊自分のウィンドウが

＊アクティブになった？

＊　 違うのならACTO へ

＊ すでにアクティブ ？

＊　 ならばACT9 へ

＊ アクティブプラグをセット
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ＡＣＴ Ｏ

ＡＣＴ９

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

bｒａ

Sf

m ｏｖｅq

ｒtｓ

s ＷｉｎＰtｒ(a5),-(ｓp)$

Ａ２２Ａ

＃４,ｓp

ＡＣＴ ９

wｉｎＡｃtiｖｅ(a5)

＃０,dO

２　サブウィンドウマネージヤ

＊サブウィンドウを再登録

＊　WSEnliｓt

＊アクティブプラグをリセット

● レフトダウンイベントへの対応

サブウィンドウのウィンドウとしての粋 院を生かすためには，ド ラッグしたりで きなければ

いけません。　しかし， ウィンドウマネージ ヤが利 用で きない以上，$ Ａ２０５ ＷＭＤｒａｇ など

を利用することはで きません。 したがって， そうぃった処理はすべて自分で行わなければなり

ません。

ここで はコードは示 しませんが，本章末のサンプルプログラムでドラッグの処理を行ってい

ますので，参考にしてみてくだ さい。

サブウィンドウの内部 にコント ロールを置い たりした場合 は，ウ ィンド ウ同様$ Ａ３Ａ３

ＳＸＣａ１１Ｃtｒ1M ヵ呼｣用で きるので，処理は非常に簡潔に記述で きます。

● サブウィンドウのクローズ

サブウィンドウをクローズする場合，サブウィンドウは必ずサブウィンドウリストに登録さ

れてなければいけないこ とに注意して ください。 また， オープ ン時 にサブ ウィンドウレコード

をビーフ上 に作成したか，指定した場所に作成したかによって，使用す るＳＸ コールが異な

り ます。ビーフ上 に作成していた場合 は$Ａ２２９ ＷＳＤｉｓpo ｓｅ， それ以 外の場合は$ Ａ２２８

ＷＳＣｌｏｓｅで す。

例の場合は，ビーフ上に作成していましたから，前者を使います。

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

s ＷｉｎＰtｒ(a5),-(ｓｐ)$

Ａ２２９

＃４,ｓｐ

＊　WSDispos ｅ

サブウィンドウの内部を示していたりージョンは，サブウィンドウをオープンした時点で別

なりーションにコピーされて不要になっているのですが，まだ廃棄していなかった場合は，こ

こで廃棄しておいてください。
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第３章　新設されたマネージヤ

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

r ｇｎＨ ｄ１(a5),-( ｓｐ)$A15B

＃４,ｓｐ

サブウインドウは，自由度が高く，それだけに危険|生をはらんだ存在でもあります。しかし，

ユーザーインタフェースを向上させるという目的を見失わず，常識的な範囲内で，その自由度

を生かすことを心がける必要があるでしょう。
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7呼 町 二jﾑ ｽﾞ1
…

…i ……゙ 織…
……?9 91廊 騨 薪コIII頻s順

…

……`…………’゙ , 類 ’` I･　………゙
゛゙ ”’　 －　a 扉 ゜ 鞭9｡

’I-　　　t　lh 鰹　，　 幽　
ａ窓S’ jl｀　I 謁岫　　　　　JII　　　　　　　.　　

， ＾　.. ，　 ’...,l^四`E ’

Ｉプリントマネージヤとサプウインドウマネージヤの利用例として，サンプルプログラム

ＰＲＮＳＭＰＬとＳＷＩＮＳＭＰＬを示します。

プリントマネージヤのサンプルプログラムＰＲＮＳＭＰＬ は，プロセス印刷を利用して特定

のウィンドウの内容をハードコピーするプログラムです。

（1 ） プ ロ グ ラ ム の 仕 様

［ＯＰＴ.ﾕJ と［ＯＰ Ｔ.２］を 同 時 に 押 す と，

ド コピ ー し ま す 。［ＣＴＲ Ｌ ］ と ［ＳＨ:I:Ｆ Ｔ］，

とで ， プ ログ ラ ム は 終 了 し ま す 。

その時点でアクティブなウィンド ウの内容をハー

そして［ＯＰＴ.:L］ と［ＯＰＴ,副 を同時に押すこ

印刷環境はデフォノレトのものを使用しますので，あらかじめコントロールパネル等で設定し

ておいてください｡また,カラーのプリンタを使用した場合でも,印刷はモノクロで行われます。

図:L は，背景設定.Ｘ をアクティブ`にした状態でＰＲＮＳＭＰＬ を利用した例です。

■図Ｉ　ＰＲＮＳＭＰＬの実行例

（2 ）プログラムの説明

このプ ログ ラムでは，ハード コピーという，複雑 かつ一定で ない画像の印刷を行うわけです

が，このような処理には自由度のもっ とも高いプロセス印刷が適しています。

プロセス印刷の処理の要は，プリンタドライバに登録して使用す るユーザープロセスにあり

ます。プ ロセス印刷を行う手順自体 は，印刷内容によらずほぼ一定で，ＰＲＮｓＭＰＬ で も常

識的 な処理を行っ てい ます（ＰＲＮｓＭＰＬ.ｓ:45 ～４ａ ８８～101 ，125 ～工35，１４４行）。

ＰＲＮｓＭＰＬ．ｓ の２０２～３１９ 行が，問題のユーザープ ロセスです。

ＰＲＮｓＭＰＬ のユーザープ ロセスが行っている仕事を箇条書 きにしてみると，以下のよう

になります。
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第３章　新設されたマネージャ

●印刷すべき範囲の算出

ユーザープロセスが呼ばれた時点では，カレントビットマップとして，プリントマネージヤ

が用意したビットマップがセットされています。すでに説明したように，いわば，このビット

マップはプリンタの紙面そのものであり，ここに描画したビットパターンがそのままプリンタ

用紙に印刷されます。このビットマップのビットマップレクタングルを調べて，現在印刷する

ことｶr要求されているのはプリンタ用紙のどのあたりであるか，また,` その場所にはどのよう

な画像を印刷すべきかを判断します。

ＰＲＮＳＭＰＬ では，あらかじめアイドルイベントの処理中で作成しておいたアクティブな

ウィンドウ内部をコピーしたビッツの内容を印刷します。プリントマネージヤから渡された

ビットマップのビットマップレクタングルから，このビッツのどのあたりを印刷すべきかを判

断しています（ＰＲＮＳＭＰＬ.Ｓ:２０５～２４６行など）。

●クリッピング処理

プロセス印刷では,クリッピング処理はすべてユーザープロセスが行わなければなりません。

描画を制限する領域としては２つの矩形型の領域 ビットマップレクタングルと印刷範囲が

あり，その関係は図２のようになっています。

印刷範囲は，印刷環境設定ウィンドウによって設定されるレクタングルです。ビットマップ

レクタングルは,一般にその範囲よりも大きいか,等しくなっています。結局，ユーザープロセ

ス内で描画できるのは，ビットマップレクタングル内部で, かつ印刷範囲内部にかぎられます。

印刷範囲の外にも描画は可能で, その場合はそのまま印刷されてしまうので注意してください。

■図２　クリッピングすべき領域

ビットマップレクタングル
／

／印刷範囲

�‘｀≒べヽ･χヽχ、☆＼……

ﾉ

ﾉ

ｹﾞ

牛

…

…

…

…

… 二､

こ

｀､

｀j' '

｀

二jj･

バ]

ﾌﾞ]

犀　 こ ��ａ　　 －

斜線の部分が

描画可能な範囲

ＰＲＮＳＭＰＬ で は， この処理を306 ～30ﾜ 行 で （若干簡略化 していますが）行っ てい ま

す。これに加えて， もともとのイメージの右端の半端なドット （８ ドットに足 りない端数）を

マスクする処理を行っているため（ＰＲＮＳＭＰＬ．Ｓ：２ワ８～２８２行），若干煩雑 な印象を与え
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ているか もしれません。

３　サンプルプログラム

●４階調→タイリング処理

４階調で表示されているものをモノクロで表現する場合は，タイリング等を行って疑似階調

で表現するしかありません。ＰＲＮＳＭＰＬ て も゙，かんたんなタイリング処理を行って濃淡を

表現しています（ＰＲＮＳＭＰＬ．Ｓ：２８４～３００行）。

●プリントマネージヤのビットマップへのデータ書き込み

以上のようにして生成した印刷イメージは,カレントビットマップに格納します(302 ～303

行)。プリントマネージヤは，ユーザープロセスから戻ってきた時点で，ビットマップに入っ

ていたイメージをプリンタドライバに渡し，プリンタドライバはそれを各プリンタで印字でき

る形式に変換して出力することになります。

（3）プログラムリスト

リスト１ に ＷＯＲＫＪＮＣ，リスト２ にＰＲＮＳＭＰＬ．Ｓ を示します。また，リスト３に

実行ファイルを作成するためのmakefile を示します。スケルトンは，標準のものをそのま

ま使用してください。

■リストＩ　ＰＲＮｓＭＰＬ用ｗｏＲＫ.IＮｃ

～

４

キ

‡

～

～

STKSIZE

キ

3 cmdLine:
4

5 envPtr:

6

7 ｗinRect:8

9 paralF19:19 paralF19:

20

21 nentRec:

22 eventRec ｗhat:　　
－23

24 eventRec ｗhoml:　　
－25

26 eventRec ｗhen:　　
－27

2B e りentRec ｗhom2:　　
－

SX-WINDOW
PRNSMPL

ワーク定義用インクルートファイル

＝　　　211024

ワークの内容の定義.0Hset

O

Ｓ
　
　
　

Ｓ

ｄ
　
　

ｄ

dS丿　　 ２

dS. Ｗ

dS.W

dS.l

dS.1

幸 スタックサイズ

ｌ

～

ｔ

～

コマ

を保
環境

保存

ンド
存す

ラインのアドレス

るワーク

のアドレ スを
するワーク

＊ ウィンドウ
＊ レクタングルレコード

幸コマンドラインの
キ解析結果を示す
ネフラグ
享イベントレコードの先頭

ネイベントコード

ネ第１引数

キイベント発生時

＊第２引数

223



第３章　新設されたマネージヤ

29

30 eventRec ｗhat2:　　
－31

32 eventRec tasklD　　　　　　
－

33

34 eventMask:

35

36

37

38

39
40

41

42

43

44

45
46

47
48

tasklD

prnFlag

prEvHd1

bitsRect:

WORKSIZE:

■ リ スト ２　 ＰＲＮＳＭＰＬ．Ｓ

い

２ ＊

い

い

５ キ

い

7
8
9
0
　
　
　

１

2

3

4

5

６

７

８
　
9
0
1
1
1
　
１

２

21 MSLDOWN:
22 MSLUP:

23 MSRDOWN:
24 MSRUP:

25 KE¥DOWN:
26 KEYUP:
27 UPDATE:

28 ACTIVATE
29 SYSTEM3:
30 SySIEM4:

31

32

33

22 ４

dS. ｜

dS. Ｗ　　l

dS. Ｗ

dS. Ｗ　　l

ｄＳ．１　　 １

dS.W

dS丿

dS
２

キタスクマネージャイペント

本の種類

キ送り手のタスクＩＤ
＊イベントマスクを

＊保存するワーク

毒タスクＩＤを
＊保存するワーク

ネ印刷中フラグ

ネ印刷環境レコードへの
ネハンドル

拿ビッツのレクタングル

ネワークの終了

SX-WINDOW
PRNSMPL

初期化＆終了＆イベント処理モジュール

include　　　　DOSCALL.MAC

include　　　　SXCALL.MAC

xdef　　lNIT ，TINI
－　　 －

xdef　　lDLE

xdef　MSLDOWN,MSLUP,MSR00WN,MSRUP

xdel　KEYDOWN,KEYUP

xdel　UPDATE,ACTIVATE

xdef　SYSTEMI ，SYSTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

1nclude　　　　WORK.INC　　　　 キ ワ ー クエ リ ア の

内 容 を 定 義 す る フ ァ イ ル

ｔ ｅ ｘ ｔ

ｍ ｏｖ ｅ ｑ

ｒ ｔ ｓ

キ

キ

拿

乖

～

～

１

ｔ

＊

～

10,dO
～

拿

レフトダウンイベントｌ
レフトアップイベント ］

ライトダウンイベント ］
ライトアップ イベント ］

キーダウンイペント ］
キーアップイベント ］
アップデートイペント
アクティペートイペン
システムイベント３１
システムイベント４１
以上のイベントでは
なにもしない

Ｉ

ト



34 1DLE

35

36
37

38

９
　
0
1
2

3
　

４

４

４

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54
５
6
　
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

－

２

５

５
　
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7

73

74
75

76

77

78
79
80

81
82

83
84

85

86
87

88
89

tst.b

bne

prnFla9(a5)

Printin9

move.l　eventRec_ ｗhat2(a5)，dOand.b

lSOf,dO

cmp.b

beq

cnlp.b

bne

move. ｗSXCALLaddq.

｜b

ｍi

SXCALL

move.l

move. ｜

tst. ｗbne

move.

10ve.

sub. ｗs

ｗaps

ｗapsub.

ｗs

ｗapcIr.lmove.

move. ｗpea

cIr. ｗSXCALLaddq.

｜bmi

move. ｜

pea

SXCALL

addq. ｜

Ｃ

Ｃ Ｗ

pea
pea

move.l
pea

SXCALL
lea

move丿SXCALL

川f,dO
K川Me
＃

―

$OC,dO

DLE9

卜1, －(sp)SA4E2

12,sp

DriverBusy

SmF

a0,a2

(a2)，al

(al)

PrintEnd
4(a2)，dO

8(a2)，dl

d0,dl

d{}
dl

d0,dl

dl
bitsRect(a5)

dl,bitsRect+4(a5)

|%0011, －bitsRect

－(sp)

SAICA

18,sp

PrintEnd

～

ａ

ぐ

ぐ

a0,bits 咄

Ｇ

(aO)

SAICC
14,sp

－(sp)

－(sp)
bitsRect(a5)

4(a2)
(aOレ(sp)

ｐ
Ｉ
　

Ｆ

ｐ

ｊ

７

ｓ

Ｉ

Ｉ

く

ａ

Ａ

２

く

～

２

川e ，SA021(Sp)

～

～

毒

‡

‡

ｌ

３　サンプルプログラム

ｉアイドルイベント ］
印刷中？
ならばPrintin9ヘ

シフトキービットを
取り出す
OPT1 0PT2 CTRL SHIFT
参を取り出す

＊全部押されている？

拿　ならばKi 川Meへ
キOPT μOPT2 が 押されている？

でなければIDLE9 へネ　 で な けｔ

ｌ 印 刷 開 始 ！
．- φ＿　 ．

●Ｉフ ォルトの

拿プリンタドライバを

キ＿PMOpen オープ ンする

ネオープンできなければ
ネDriverBusy へ

拿　WMActive－
キアクティブウィンドウの
１ レコードを得る

孝ビットマップレコー

ネ

＊

ド

テキストタイプ？
でなければPrintEndヘ
グラフポート享 クウ フ ポ ー ト

ネ レ ク タ ン グ ル （左 上 ）ﾈ

ﾉﾉ　　　　（右 下 ）

＊ビッツの大きさを意味する

ネレクタングル

享２ページ

ｔ ビッツの大きさ

審テキストタイプ

ネ＿GMNe ｗBits　ビ ッツを作成

＊エラーならPrintEnd へ
‡

ｔ

＊

ネ

ネ

ビッツヘのハンドルを
静的ワークに収める

(ユ ーザープロセスは
動的ワークエリアを

アクセスできない)

ネ ビッツをロック
＊ ＿GMLOCkBitS

ネマスクなし
ネコピーモードPSET
ネコピー先レクタングル

幸コピー元レクタングル
＊コピー先ビットマップ
＊コピー元ビットマップ
＊＿GMCOpy

＊印刷環境レコードのサイズ
＊＿剛ChHdlNeｗ
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｜

６

７

８
　
9
9
9
9
　
９

剛
101
102
103
104
105
106
107
108
109
Ho
川

112
日3
卜4
日5116117118

０9
ｍ

1DLE9:

Ｋ川Me

121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
囚
134
135
6
7
8
9

3
3
3
3

1
1
1
1

140
川

142
143
144

145

１

１

6
7
4
4

DriverBusy:

Ｐ ｒ ｉ ｎ ｔ ｉ ｎ ９

48

149

150

PrintEnd

SYSTEMI:

addq.l

moMe. ¶

movej
SXCALL

addq丿

pea

move. ｜SXCALL

μ,sp
d0,prEvH川a5)

d0,バsp)
SA4E4

14,sp

userProc(pc)
prEvH川a5 レ(sp)$A4FA

addq.1　18,sp

Ｓ ｔ

moveq

rts

pea

move. ｗSXCALLaddq

］cmp.

ｗbeq

moveq

rts

pea

mova. ｗSXCALLaddq.lbra

clr.w

SXCALL

addq. ｜cmp.lbeq

SXCALL

mowe. ｜SXCALLaddq.

｜10va.

｜SXCALLaddq.

｜cIr.

｜cIr.

｜sf

ｍ ｏ ｖ ｅ ｑ

ｒ ｔ ｓ

prnFlag(a5)

眺dO

qUitMS9(pC)
巾04, －(Sp)SA2F6

眺Sp
12,dO
IDLE9

卜1,dO

bUSyMS9
§S001, －SA2F616,SpIDLE9

Sp ）4EF

(pC

(Sp

SA4E3

prEvH川a5), バsp)SA038

μ,sp

bitsHdし(sp)

SAICB
μ,sp

prEvHdl(a5)
bitsHdl

prnFla9(a5)

§0,dO

参ブロックへの
参ハンドルを保存
幸作成したブロック中に
キ　PMSetDefauSt
t デフォルトの印刷環境を構築

番ユーザープロセスを指定して

１ デフォルトの印刷環境で
参　PMProcPrint プ ロセス印刷
－ネ開始

＊印刷中プラグを立てる

終

は
　
一

ｔ

ｔ

ｔ

参

考

了確認メッセ

い／いいえ
DMError

「いいえ」？

ならばIDLE9 へ

ジ

～

ｔ

印刷不能メッセージ

確認
孝　DMError　

－

拿印刷続行
キ＿PMAction

＊印刷中？
＊　ならばIDLE9ヘ

ネ＿PMClose

ネ印刷環境レコードを廃棄
ネ 圖HdlDispose

－

ネビッツを廃棄
審＿GMDisposeBits

ｔ印刷中プラグをおろす

参［ システムイベントｌ　ｌ



－

Ｉ

－

１

－

－

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

6 】6263646566676869707172

3
4
5
6

7
7
7
7

SYSTEM2

Ａ目Close

INIT

77

78

79 1NIT Err　－　　－
80

81

82
183

184

185

186
187

1B8

189
０

－
2
3
4
5
9
9
9
9
9
9
1
1
1
1
1
1

196

197

198
199

200
201
202

203

204

205
206

207
208

TINI

TIN10

TIN 目

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ：

move. ｗcmp.wbeq

cmp. ｗbeq

moveq

rts

moveq

rts

ｆ

－

―

Ｓ

Ｃ

Ｃ

ｔ ｓ ｔ

ｂ ｎ ｅ

SXCALL

move. ｜

moveq

rts

eventRec_ ｗhat2(a5)，dOll,dO

A目Close
昿dO

AIIClose

§0,dO

|-|,dO

prnFla9(a5)
prEvHdl(a5)
bitsHdl

dl

JNITjrr

$A360

d0,tasklD(a5)

10,dO

moveq　 卜|,dOrts

tst 丿beq

move 丿SXCALLaddq.ltst

丿beq

move 丿SXCALLaddq.

｜

moveq

rts

prEvHdl(a5)

_TIN10

prEvHdl(a5卜(sp)

bitSHdl
_TINII

bitSHdl, －(Sp)SAICB

14,Sp

10,dO

move.1　4(sp) ，a3move.1　8(sp)

，a4move.l　bitsHdl

，aOmove.

｜(aO) ，a6

SXCALL　SA 】32
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孝【 システムイベント２ ｊ

幸タスクの終了？

ネ　
ならばLetsGoA ｗayへ

＊ 全ウィンドウのクローズ？
ｔ　 ならばLetsGoA ｗayへ

ｔ

～

ｆアプリケーションの
初期化を行なう ］

李２個目の起動？

毒ならばINIT Err へ
ー　　－

＊ ＿TSGetlD

拿 タスクＩＤを得る

＊ｆ終了処理 ］
永印刷環境レコードが

参作成されたまま？
‡

で な け れ ばTIN10 へ

ー

Ｉ印刷環境レコードを

審廃棄する
１＿圖HdlDispose

水

巻

ビッツが作成されたまま？

でなければTIN 目へ

水ビッツを廃棄す

ネ＿GMDisposeBit

る

Ｓ

拿［ プロセス印刷用

参ユーザープロセス ］
拿印刷環境レコードへの

拿ハンドル
＊ 描画範囲のレクタングル

幸へのポインタ
＊ ビッツヘのハンドル

事A6 : ビ ッツヘのポインタt

＿GMGetGraph
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?09
2H 〕
川

212

213
214

215

216
?口userProcO:

218

219
220

221

222
223

224 userProcl :
225

226

227
228

229

23{}
231

232

233
4
5
6
7
8
9
0
1

3
3
3
3
3
3
4
4

2
2
2
2
2
2
2
2

242

243244

245246

247248

249250

251

252253

254255

256257

258259

260261

262263

264265

266267

userProc10

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏｃ ２

22 ８

move.l
move.ｗmove.
ｗmove.

ｗclp.
ｗb96

ｍｏｖｅ．｜

ｍｏりｅ．ｗ

ａｄｄ．ｗ

ｃｍｐ．ｗ

ｂｃｃ

(aO),a

4(a 圧8(al)

，6(a4)

，

1
2
0

ｄ

ｄ

ｄ

d2,dO
userProcO

d0,d2

8(a6)，dOd0,dO

d2,dO
userProcl

love.l　d0,d2

sub.ｗ　dl,d2asr.

ｗ　　ll,d2subq.
ｗ　ll,d2

ｍｏｖｅ．ｗ

ｓｕｂ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｎ ．ｌ

ａｎｄ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

Ｉｓｒ
．
ｗ

ｎｏｔ．ｗ

ｍｏｖｅ．｜

ｍｏｖｅ．ｗ

Ｉｓｒ
．
ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍ ｕ Ｉ ｕ

ｌ ｅ ａ

１ ０ ｖ ｅ ． ｜

ｌ ｅ ａ

mole. ｗand.

ｗmove.bIsr.

ｗnot.b

ｍｏｖｅ．ｗ

Ｉｓｒ
．ｗ

ｃｍｐ．ｗ

ｂｃｃ

move. ｜Isr.
ｗmove.bbra

Isr. ｗaddq

tst. ｗb

ｍi

Ｉ

Ｉ

－

１

ａ

ａ

ａ

ａ

ぐ

く

ぐ

く
4
0
6
2
1
1

dO

dO

，a4

.al

115,dO

申 川 ，d0,d3d3

10(a6) ，dl,dOU,dO14(a6)

，14(a6)

，(a2,d0.

d3

a2

a5

dO

a2

３
　
ａ

０

Ｉ

ｄ

Ｉ
―
　
一

ｊ

Ｏ

６

ｄ

ａ
　

ｌ

ぐ

２

６

ａ

０ｄ
　

４

１
　

ｄ

ｊ

０
　

１

４

６

ｄ

ｆ

ｄ
　

Ｑ
　

ｓ
¥
　

ａ

ぐ
7
8
0
4
6

＃

＃

ｄ

ｄ

Ｉｄ

ｌ
ｌ
ｄ

Ｉ

１
４

６

－

ａ

ａ

一
　

―

ぐ

３

１

６

＃

ｄ

userPrac10

a4,dl

ll,dl
lSH,d4

userProc2

11,dl
ll,dl

d2
userProc9

ネビットマップヘのポインタ

ｌ ＤＩ：Ｙ先頭
拿Ｙ終端
幸描画範囲のＹ終端
ネ描画範囲の方が広い？
拿　ならばuserProcOへ

参ビットマップＹ終端
本　×２
幸ビットマップの方が広C

‡　ならばuserProclへ

？

ｉＤ２： ライン数÷２－ｌ

ｌ （Ｘ終端
１　　 －Ｘ先頭）
参A4:　1 ラインのバイト数IAI:
ピットマップの

専ベースアドレス

孝半端なドット数

tD3: 右端の１ワード用マスク

１ ピットイメージへのポインタ

参ピットマップのｙ先頭÷２
魯A5 : ビッツの
毒　１ラインのバイト数

lA2 : ビッツを読み出す
ｌ 先頭アドレス(page O)

幸A3 : ビッツを読み出す

キ先頭アドレス(page l)キ先頭アドレス(paget

ビッツの横ドット数
本半端なドット数

ネD4 : ビッツの右端の
＊　１バイト用マスク

ネビッツの１ラインのドット数
参　 ÷８×２

番ビッツの横≦
幸

番

ピットマップの横？
ならばuserProc10へ

李ビッツの横
ネ　 ＝ビットマップ の横÷２

キ描画すべき範囲がない？

ネ　ならばuserProc9 へ



268269

270271

272273

274

275276

277278

279

280281

282283

284285

286287

288289

290
291
292
293
294
295
296
297
298
299
300
川302

303
304
305

306

307
308
309
310
3川312313314315316317318319320321322323324

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ３ ：

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ４

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏｃ ５ ：

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ６

ｕ ｓ ｅｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ７ ：

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐｒ ｏ ｃ ８

ｕ ｓ ｅ ｒ Ｐ ｒ ｏ ｃ ９

qUjtMSg:

move.ｗ　d】,d7

subq.ｗ　ll,d7

nlovem.ldl/a 卜a3, 丿sp}

ｍ ｏ ｖ ｅ ｑ

moveq

move.b
move.b

tst. ｗbne

and. ｗand.

ｗ

ｓｗａｐ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｒ ｏｘ ｊ

ｒ ｏ χ ｜

ｒ ｏ χ ｜

ｂ ｃ ｓ

rox

jsI

bra

ｂ

Ｗ

ｂ

．Ｗ

Ｗ

ｒ ｏ ｘ Ｉ ． ｗ

「 ０
１
．
ｗ

ｏ ｒ
． ｗ

M,dO

10,dl

(aか(a

かd7
d5
d6

ｅ
　

ｉ

ｌ

ｓ

４

４

ｕ

ｄ

ｄ

rProc5

d5

d6

d7

細-|,d7

11,d5
11,dO
ll,d6
userProc7

11,dO
12,dl
userProc8

11,dO
12,dl
13,dl

dbra　　d 了,userProc6

ｓｗａｐ

ｍｏｖｅ．ｗ

d7

d0 ，（al ）十

moMe.ｗ　dl,-2(al,a4)dbra　　d7,userProc4and.

ｗ　d3,-2(al)

and.ｗ　d3,-2(a l, a4)movem.

｜(sp) 十,dl/a卜a3

ｌ ｅ ａ

ｌ ｅ ａ

ｌ ｅ ａ

【 ｅ ａ

dbra

(aし4)(al,a4)(a2,a5)(a3,a5)ａ

１

２

３

ａ

ａ

ａ

d2,userProc3

moveq　10,dO

rts

．ｅｖｅｎ

dC.b
dC.b

‡

＊

＊

ビットマップの

１ラインのバイト数

－１→カウンタ

IDO: データ作成用
りeven line ）
IDI: データ作成用
りodd line ）

ネD5 : ペ ー ジ ０

１［］６ ： ペ ー ジ １

李最後のバイト？

キ　
でなければuserProc5へ

ｌ 不要なピットをマスク
ネ不要なビットをマスク

ｔ タイルパターンを
＊　 作成する

＊（イージーな方法ではある）

l even line

l odd l ine

leven 目ne
＊odd line

ネプリンタドライバの
拿ビットマップへ
１　　　　　　　　　ｙｘ

１　１ライン全部に

４ 書き込むまでループ

ｉ 右端の不要な部分をマスクOeven

line ）

1　　〃　（odd ljne ）

ネビットマップ
＊　　２行下に

ネビッ
ツページ

＊ビッツページ
次

次

０

１
の行へ

の行へ

＊すべてのラインに
幸書き込むまでループ

ネ［ 固定データ ］

IPRNSMPL:≒】3
’ プログラムを終了しますｙ ，13
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325
326

327

328
9
0
1
2
3
4
2
3
3
3
3
3

3
3
3
3
3
3

bUSyMS9

bitSHdl

2３0

dC.b

ｂ

ｂ
　

Ｉ
　

Ｉ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ｄ

．ｅｖｅｎ

dS丿

end

■ リ ス ト ３　ＰＲＮＳＭＰＬ 用 ｍａkｅfilｅ

Ｉ　よろしいですか？≒0

1 PRNSMPL:’ ， 13
’ 他のタスクが印刷中です。≒０

孝ビッツヘのハンドル

I PRNSMPL 用makefile

PRNSMPL.X:　　　SKELTON.o PRNSMPL.0　　　　　
1k -oPRNSMPL SKELTON PRNSMPL

SKELTON.o:　　SKELTON.s WORK.INC　　　

as SKELTON

PRNSMPL.o:　　PRNSMPL.s WORK.INC　　

as PRNSMPL

サブウィンドウマネージヤのサンプルプログラムは，サブウィンドウを利用して画面上に付

簾紙（いわゆるポスト・イット＊１）型のウィンドウを表示するプログラムです。

＊|:ポスト・イットは米国3M 社の商標です。

（1）プログラムの仕様

ＳＷＳＭＰＬ を起動すると，画面中に主ウィンドウと，８枚の付簾紙ウィンドウが表示され

ます（図3 ）。

■図３　ＳＷＳＭＰＬの実行例



３　サンプルプログラム

主ウィンドウについては特筆するほどの機能は用意されていません。ドラッグとクローズの

み可能です
Ｏ

付雙紙ウィンドウの内部には，それぞれのプライオリティが表示されています。それぞれの

伺偕紙には赤いドラッグリーションとクローズボタンが備えられていて，ドラッグとク
ローズ

が可能です（図４）。

■図４　付蛮紙ウィンドウ

クローズボタン

ドラッグリーション

主ウィンドウがインアクティブになる際のサブウィンドウの動き，プライオリティによるサ

ブウィンドウ間の重なりぐあい等をli彭忍してください。

なお，このプログラムは一度に１つしか実行できず，２個目以降を起動させようとした場

合，１個目をアクティブにして終了します。

(2) プロ グラムの説明

このプログラムのポイント となる部分は，マウスの左ボタン によ るサブ ウィンド ウの操作(

ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ:70 ～199 行)， 複 数 の ウ ィン ド ウ を もつ 場 合 の ア ップ デ ー ト 処 理(

ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ:２０:L～２４０行)， そして，サブウィンドウをもつ場合のアクティベート処理(

ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ:２４２～２７０行) で す。

・マウスの左ボタンによるサブウィンドウの操作

普通のウィンドウならば ＳＸＣａ１１ＷｉｎｄＭ などで処理で きることを，サブ ウィンドウの場

合はすべて自分で行わなければなりません。 このプ ログラムで は，ドラッグ とクローズボタン

の 処理 を 行 っ て い ます。実 際 の 処 理 を 行 っ て い るの は ８８～199 行 の サ ブ ル ーチ ン

ＳｕｂＷｉｎＰｒｏｃｅｓｓで，ﾜ Ｏ～86 行で は， どのサブ ウィンドウに対して処理を行うべきかを調

べてい ます。

ＳｕｂＷｉｎＰｒｏｃｅｓｓで は， まずマウスが押されたポ イントがサブ ウィンドウ内のどの部分

に相当するかを調べ， それぞれの部分に対応した処理に分岐します （95 ～１１０行）。

112 ～:L60 行で はサブ ウィンドウのドラッグ処理を行ってい ます。$ Ａ２０５ ＷＭＤｒａｇ は

ウィンドウ定義関数を呼び出してい るため使用できません｡ か わりに,$Ａ２２５ ＷＭＤｒａｇＲｇｎ

2３1
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を利用してサブ ウィンド ウのアウトサイド リーションをマウスに追従して動かしてい ます。

ＷＭＤｒａｇＲｇｎは，少し も動かされなかった場合，移動させるりージョンを空 にしてし まう

ので，作業用リーションにアウトサ イドリーションをコピーして， それを移動させることにし

ます( ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ:121 ～１２４ 行)。

移動後，$ Ａ２２Ｂ ＷＳＤｅｌｉｓt を読 んで，いったんサブ ウィンドウを画面 から消し，レコー

ド内の数値の操作を開始 します( Ｓ ＷＳＭＰＬ.Ｓ:138 ～１４０行)。 ＷＭＤｒａｇＲｇｎ が返した

移動量を示すポイントにしたがって，アウトサイドリーション，アップデートリーション，グ

ラフポートレ クタング ルをスライドさせ るこ とで，ＷＭＭｏｖｅ と同様 な結果が得 られ ます[

Ｓ ＷＳＭＰＬ.Ｓ:146 ～]｡56 行)。 その後，再度サブウィンドウを表示 させ るこ とで，新しい

場所にサブウィンドウが開かれます( ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ:158 ～160 行)。

165 ～199 行で はクローズボタンの処理 を行っています。 その内容は， マウスの左ボタン

が離されるまで座標を追いつづ け，ポインタがクローズボタン上 にあ る場合は反転した状態の

ボタンを，クローズボタン上 にない場合は通常の状態のボタンを，$ Ａ１８２ ＧＭＰｌｏＵｍｇ を

使って描画します。マウスの左ボタンが最終的にクローズボタンの上で離 されたなら，$Ａ２２９

ＷＳＤｉｓpoｓｅでサブ ウィンドウをクロー ズします。

● 複数のウィンド ウをもつ場合のアップデート処理

ウィンドウを：Lつ しかもたないタ スクの場合，自分ので はないウィンドウを対象 にアップ

デートイベントが発生 した場合に書 き換えを行っても， それほどの時間のロスにはなりません

が，複数のウィンドウを もつ場合， どのウィンドウをアップデーIヽすべきかを判断したほうが

スピード的に有利で す。

２０７～２:L3 行で は主ウィンドウのアップデートを行っています。２０２～２０５行の判断で, 主

ウィンドウをアップデ ートすべきであ る場合 に，この処理を行っ てい ます。２０ﾜ 行で引数を

スタックに積んで，$ Ａ２０Ｄ Ｗ ＭＵｐｄａtｅ を呼んだ直後にスタックポインタの補正を行っ て

いませんが，これは ２１２行で呼んで いる$Ａ２０Ｅ Ｗ ＭＵｐｄtＯｖｅｒ で流用するためで す。全

体 としてスタックポインタの値に矛盾は生じないので問題はあ りませんが， スタックの内容を

変えてしまうような処理が間に入る場合には注意が必要です。

216 行か らはサブ ウィンドウのアップデート処理です。

まず，主 ウィンドウがアクティブ かどうかを判断 します( ＳＷＳＭＰＬ．Ｓ：２１６～２:Lﾜ行) 。

主ウィンドウがインアクティブ の場合，サブウィンドウは表示されているはずがないので，何

も行いません。 アクティブな らば，普 通のウィンド ウ同様 のアップデ ート処理を行い ます(

ＳＷＳＭＰＬ.Ｓ: ２２３～23 ワ 行)。

●サブウィンドウをもつ場合のアクティベート処理

サブウィンドウを使用するタスクは，アクティベートイベントが発生し，主ウィンドウがア

クティブとなったと判断で きた場合，サブウィンドウをサブウィンドウリストに追加する処理

232



を行わなければなりません。 235 ～２６２ 行で，この処理を行っています。

３　サンプ ル プ ロlグ ラ ム

（3）プログラムリスト

リスト４に ＷＯＲＫ．工ＮＣ，リスト５にＳＷＳＭＰＬ．Ｓを示します。また，リスト６に実

行ファイルを作成するためのmakefile を示します。スケルトンは標準のものをそのまま使

用してください。

■リスト4　sｗｓＭＰＬ用ｗｏＲＫ.IＮｃ

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
１

１

＊

＊

キ

キ＊

＊

STKSIZE

＊

2

3 c ｍdLine

]4

15 envPtr:

16

17 ｗjnRect:

18

19 paramF19:

20

21 eventRec:

22 eventRec ｗhat:　　
－23

24 eventRec ｗho111:　　
－25

26 eventRec ｗhen:　　
－27

28 eventRec ｗhom2:　　
－29

30 eventRec ｗhat2　　　

－31

３

３

３

３

２

３

eventRec tasklD　　

－

4 eventMask

5

36
37

38

39

SX-WINDOW
SWSMPL

ワーク定義用インクルートファイル

＝　　　211024

ワークの内容の定義.{}ffset

O

ｄ
　
　

ｄ

dS
２

dS. Ｗ　　l

dS.W　　l

dS. ｜　　ldS.

｜　　 ｜

dS

dS Ｗ

dS. Ｗ　　l

tasklD

ｗ ｉ ｎ Ｐ ｔ ｒ

40

41 Ｗ42inActive

43 rgnHdl

dS.W　　l

dS.1　　1

dS.b　　S72

dS.Ｗ　　l

＊ スタックサイズ

‡コマンドラインの
ｔ アドレスを
＊保存するワーク

拿環境のアドレスを保存
＊するワーク

ネウィンドウレクタングル
＊レコード

＊コマンドラインの
＊解析結果を示す

キフラグ
ｔ イベントレコードの先頭

永イベントコード

‡第１引数

＊イベント発生時

幸第２引数

ｔ タスクマネージャ

‡ イベントの種類

キ送り手のタスクＩＤ

＊ イベントマスクを
孚保存するワーク

ネタスクＩＤを保存するワーク

ネウィンドウレコードを
＊作成する場所

＊アクティブフラグ

ネ作業用リージョンヘの

ネハンドル
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44

45 dragRect:

46
47

48 sWinPtrList
49

50

51 WORKSIZE:
52

■ リ ス ト ５　ＳＷＳＭＰＬ．Ｓ

1
2
3
4
5

6
7
8
9
0
1
　
　
　
　

１

１

～

ｔ

～

～

‡

４

12
13

14

15
16

17

18

19
20 WINOPI

21 WIN X－
22 WIN Y－
23 SWIN X　　　－

24 SWIN Y　　　－
25 SWIN

26
27

28 1DLE:

29 MSLUP:

30 MSRDOWN:
3］MSRUP:32 KEY00WN:33 KEYUP:34 SYSTEM3:35 SYSTEM4:36

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4

MSLDOWN

2 ３４

dS丿　　 ｜
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番　ドラッグ可能領域を
拿意味する
＊レクタングルレコード

ネサブウィンドウレコード
ネヘのポインタのリスト

キワークの終了

SX-WINDOW
SWSMPL

初期化＆終了＆イベント処理モジュール

.lncI.incl

.xdel

.xdef

.xdef

.xdef

.xdef

.xdef

一
一

一
一

‐
一

一
一

・
・

ude
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includa

ｔ ｅ ｘ ｔ

DOSCALL.MAC
SXCALL.MAC

INIT　T ㈲
IDLE

MSLDOWN,MSLUP,MSRDOWN,MSRUP
KEYDOWN,KEYUP

UPDATE,ACTIVATE

SYSTEMI,SYSTEM2,SYSTEM3,SYSTEM4

WORK.INC　　　　 キワークェリアの内容を
幸定義するファイル

%0000　　　　　　　　　　 ネウィンドウオプション128

ネ ウィンドウ初期X
24　　　　　　　　　　　 ネウィンドウ初期y

120116　　　　　　　　　 ＊ サブウィンドウ初期X28

＊ サブウィンドウ初期ｙ
Ｂ　　　　　　　　　　　　 ネサブウィンドウ個数

moveq　10,dO

rts

move. ｜lea

cnlp.｜bne

eventRec_ ｗhoml(a5) ，aO

ｗinPtr(a5) ，a2

a2,aO

MSLD SUB
－

tst.b　 ｗinActive(a5)

イ

フ
イ

イ

ー
　一
ス

ス
の

ア
レ

ラ

ラ

キ
キ

シ

シ
上

Ｉ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

以

ドルイベント １
トアップイベント

トダウンイペント

トアップイペント
ダウンイペント ］

アップイベント １

テムイペント３ １
テムイペント４ ］
イベントでは

なにもしない

＊［ レフトダウンイベント ］

＊自分のウィンドウ上で
キ

ｔ

発生したか？

違うならMSLD_SUB へ

＊ 現在ウィンドウは

ネアクティブか？
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MSLDI:

MSLD9:

CloseBttn

70 MSLD SUB:　　　－
71
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73 MSLO SUBO:　　　－
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77
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－

82
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－
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SubWinProcess:

bne

ＬＬＡ

ａ

Ｃ

ｅ

χ

ｐ

～

addq.

bra

pea

ＬＬＡ

ａ

Ｃ

ｅ

χ

ｐ

～

addq.

tst.

beq

cmp. ｗbeq

moveq

rts

moveq

rts

lea

moveq

move.

beq

cmp丿bne

bsr

move. ｜addq.ldbra

moveq

rts

MSLDI

(a2)

SAIFE

14,sp

MSLD9

eventRec(a5)
(a2)
Sm2

18,sp

dO

MSLD9

17,dO

Closelttn

拉dO

｜

dO

sWinPtrList(a5) ，a4
1SWIN-1,d7

(a4)，dl

MSLD SUBI－

eventRec_ ｗhoml(a5)，dlMSLD

SUBI－

SubWinProcess
d0，(a4)

14,a4

d7,MSLDjUBO

10,dO

move.l　dl ，a2

pea

SXCALL

addq. ｜

move. ｜SXCALLaddq.

｜move

］

move. ｜pea

SXCALL

addq.1

beq

(a2)

SA131μ,sp

＊

３　サンプルプログラム

アクティブならMSLDI へ

t ＿WMSelect

ネアクティブにするだけ

＊ウィンドウ処理

＊ ＿SXCa 目WindM

キどこも操作されなかった？

キ　ならばMSLD9 ヘ

ネ クローズボタン？

キ　ならばCloseBttn へ

拿リストの先頭アドレス

孝 サブ ウ ィ ン ド ウ

ネ レ コ ー ド ヘ の ポ イ ン タ

ネ ク ロ ー ズさ れ て い る な ら

＊MSLD SUBI へ
一

孝押 さ れ た の は

＊ こ の サ ブ ウ ィ ン ド ウ の 上 ？

＊　 で な け れ ばMSLD SUBI へ
ー

拿サブウィンドウ処理
キ結果をリストに戻す

幸
次のサブウィンドウヘ
Ｏ固数分繰り返す

キ【 サブウィンドウ処理 】

ネサブウィンドウ
ネレコードヘのポインタ

ネサブウィンドウ内部
＊ ＿GMSetGraph

eventRec_ ｗhom2(a5)，－(sp) ネマウスが押されたポイントを
$A13F

μ,sp

d0,dl

dl, －(sSWDra9

９

６

ｐ

ｏ

５

ｓ

ｒ

－
　

‐
ｐ

Ａ

８

Ｗ

～

＃

～

＊　GMG10balToLocal
幸石ローカル座標系に変換

ｅｃｔ( ｐｃ)
＊

ネ

ネ

ネ

ドラッグリーションの上？
＿GMPtinRect

で なければ
SWProc9 へ

235
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1

－

１

１

move.

pea

SXCAL
addq.

bne

SXCALL

pea

SXCALL

addq. ｜

dl, －(sp)

SW£BoxRect 〔pc〕SA156

眺sp

SWCloseBox

SA210

(aO)

SA131

84,sp

move.ｗ　1%0011,－(sp)

SXCALL　SA149
addq.l　l いp

moりe.I　S則a2) 丿sp)

move.l　rgnHdl(a5) ，－(sp)SXCALL　SA160

addq.｜　§8,sp

clr 丿　　 －(sp)

move. ｗ　13, －(sp)

pea

pea

10ve.1

10ve.I

SXCALL

lea

move. ｜tst.

｜beq

ｐ ｅ ａ

SXCALL

addq, ｜

pea

SXCALL

addq. ｜

moMe.l

move.I

SXCALL

addq 丿move.lmo

りe.｜SXCALLaddq

丿move.ISXGALLaddq.

｜

pea

SXCALL

addq. ｜

ネ

キ

１

孝

＊

＊

クローズボタンの上？

＿GMPtlnRect

なら ば

SXCloseBox へ

＿WMGraphGet

ウィンドウマネージャの

ネグラフポート

乖＿GMSetGraph

ｔ ２ ペ ー ジ ア ク テ ィブ で

孝 ラ バ ー バ ン ド を 描 画

本　GMAPage
－

乖アウトサイドリーションを

キ作業用リーションにコピーt
＿GMCopyRgn

＊ユーザープロセスは無し
13,－(sp)　　　　　　　 キ上下左右にドラッグ許可dragRect(a5)

ネドラッグ可能領域

dragRect(a5)　　　　　l　 ドラッグ可能領域

eventRec_ ｗhom2(a5)，丿sp)1　 ドラッグ開始ポイント｢9nHdl(a5)
，－(,p)　　　i イ ンサイドリーション

SA225

22(sp) ，d0,dldO

SWProc9

(a2)

SA22B

14,sp

(a2)

SA131

14,sp

・

く

６

～

一

ぐ

６

Ｓ

一

３

Ｓ

．
ａ
~
　

ｓ

ａ

０

１
　

－

１

１
　

－

１

４

Ａ

８

１

５

Ａ

８

－

Ａ

４

ｄ

～

～

＃

ｄ

～

～

＃

ｄ

＄

―

Ｓｐ

(sp)
a2レ(sp)2

p
(sp)
a2卜(sp)2

p
(sp)

了
ｐ

(a2)

SA22A
H,sp

SWProc9

mDve.l　a2,dO

孝＿WMDragRgn

１少しでも動いた？
参動いていなければSWProc9ヘ

ネー且リストから外して
１表示停止

参＿WSDelist

＊サブウィンドウレコードの
ｔ値を操作開始
t ＿GMSetGraph

審アウトサイドリーションを

ネ＿GMSlideRgn
ネでスライド

ネアップデートリーションをネアップデートリーションを
キ＿GMSlideRgn

毒でスライド
ネグラフポートレクタングルを

番　GMSlideGraph
一享でスライド
番以上でWMMove 相当 の
４

～

ｔ

t　WSEnlist　

－

リストに

幸返り値は
ｔ サブウィンドウレコード
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164

165 SWCloseBox:

166

旧

168 SWCBoxLoop:
169

】70

171

172

173
174

175

176
田

178

179

180 SWCBoxO:
181

182
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185
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188
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190 SWCBoxRel:

192

193
削

195
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197
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199

200
201

202

203
204

205

206

207
8
9
0
1

0
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1
1

2
2
2
2

212

213
214

215
216

217

UPDATE

UPDATEO

ｒ ｔｓ

moveq

bra

SXCALL

tst. ｜beq

SXCALL

love. ｜pea

SXCALI

addq. ｜cmp.

｜blq

move. ｜SXCALL

11,dl

SWCBOXO

SAOAC

dO

SWCBoxRel

$AOA7
d0,－(sp)

SWCBoxRect(pc)

SA 】56

18,sp

d0,dl

SWCBoxLoop

d0,dl
SA06C

move. ｗ　dl ，－(sp)

pea

pea

SXCALL

lea

SWCBoxRect

SWCBoxPlｍ9SA182

H 〕(S

SXCALL　SA06

bra

tst. ｜beq

pea

SXCALL

addq. ｜

ｍｏｖｅｑ

ｒｔｓ

move. ｜lea

cmp. ｜bne

pea
SXCALL

bsr

SXCALL

addq丿bra

tst.b
beq

p ）B Ｓｐ

SWCBOXLOOp

dl
SWProc9

眺

９

ｐ

２

Ｓ

dO

Ｉ

Ｉ

Ｃ

Ｃ

ｐ

ｐ

ぐ

ぐ

ｅ

ｗ

ventRec ｗhoml(a5) ，al　
－

jnPtr(a5) ，a2

al,a2
UPDATEO

DraｗGraphMainSA2{}E

14,sp
UPDATEg

ｗiMctive(a5)
UPDATE9

～

ｔ

～

３　サンプルプログラム

［ クローズボタンの処理 ］

最初は押されている状態
まずボタンの状態を

参描画させる

―

～

拿

＿EMLWait
左 ボタンは離された？

ならばSXCBo ｘRelへ

置

？

位

中

の

ン

ス

タ

Ｃ
ウ

ボ

リ

マ

ズ

耶

の

一

川一
在

口

現

ク

‡

１

～

＊　GMPtlnRect
一一

幸前と状態が変わっている？

＊変わっていなければ

孝SXCBoxLoop へ

＊ ＿MSHideCsr
＊ マウスポインタを消して
ｉ

‡

毒

現在のボタンの状態に
合わせて
クローズボタンの位置
ネクローズボタンの

ネプロットイメージ

l ＿GMP10tlm9
1 で描画

t ＿MSSho ｗCsr
1 マウ スポインタを再表示

１ 離されるまでループを

１ 繰り返し

魯結局ボタン上で離された？

参　違うのならSWProc9 へ

参サプウィンドウを廃棄

1 ＿WSDispose

ｔ返り値で廃棄したことを通知

ネ［ アップデートイベント ］

＊ 自分のウィンドウ上で

＊ 発生したか？

＊　 違うならばUPDATEO へ

参

幸

ｌ

ｔ

～

＊

ｔ

４

ウィンドウを
＿WMUpdate
でアップデート開始

ウィンドウ
内部を描画

前にスタックに積んだ
値を利用して
＿WMUpdtOver
アップデート終了

ｌ ウィンドウ
はアクティブ？

＊　でなければサブウィンドウは

２３７
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218

219

220
221

222 UPDATEI :
223

224

225

226

227
228

229

230
231

232

233
234

235 UPDATE2:
236

237

238 UPDATE9:
239

240
241

242 ACTIVATE:

243

244
245

246

247

248
249

250
251

252

253
254

255 ACTI:

256

257

258

259

260
261 ACT2:
262

263
264

265 ACTO:
266

267 ACT9:
268

269
270
271 SYSTEMI :
272 SYSTEM2:

273

23 ８

lea
moveq
moveq

sWjnPtrList(a5) ，a410,d2

§SWIN-1,d7

move.｜ （a4）+,dl

beq

cmp. ｜bne

move.I

SXCALL

bsr

SXCALL
addq丿addqdbra

moveq

rts

move.1

boq

lea
cmp.｜bne

tst.b

bne

st

lea

moveq

move.

beq

move.1

SXCALL

addq丿dbra

ｂ ｒ ａ

Ｓ ｆ

UPOME2

al,dl

UPOATE2

dl,－(sp)

田OD

DraｗGraphSub

SA20E

14,Sp

ll,d2

d7,UPDATEI

眺dO

eventRec ｗhoml(a5)　　　
－ACIg

ｗinPtr(a5)，aO

a0,dO

ACTO

ｗinActive(a5)
ACTg

ｗinActive(a5)

sWinPtrList(a5) ，a41SWIN-1,d7

(a4)+,dO

ACT2

d卜(sp)

SA22A
14,sp

d7,ACTI

ACTg

ｗinActive(a5)

moveq　 §0，dOrts

dO

move.ｗ　eventRec_ｗhat2(a5)，dO

＊表示されていないので

拿　UPDATE9へ
＊リストの先頭
ネサブウィンドウ番号

＊サブウィンドウレコードヘの

キポインタ
＊　クローズされているなら

HJPDATE2 へ
＊アップデートす＊アップデートするのは

幸このサブウィンドウ？
＊　違うならばUPDATE2へ

零このサブウィンドウを
＊

一
ア

サ

前

値

ｔ

＊

ｔ

ｔ

WMUpdate
ツプデーツプデート開始
ブウィンドウ内部を描画
にスタックに積んだ
を利用して

李＿WMUpdtOver
ネア ップデート終了

ネサブウィンドウ番号＋1

ネ全部調べるまでループ

＊ Ｅアクティベイトイベント１

＊

＊

木

自分のウィンドウが

アクティブになった？

違うのならACTO へ

＊ アクティブプラグをセット

ネリストの先頭

ネサブウィンドウレコードヘの

ｉ ポインタ
ｌ クローズされているなら

I ACT2 へ

参このサブウィンドウを

I　WSEnlist－
1 で･リ ストに加える

ｌ 繰り返し

＊アクティブプラグを
ネリセット

＊

孝

システムイベント１
システムイベント２
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7
7
7
7
7

2
2
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2
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279

280
281

282

283
284

285
286

287

288

AIIClose

Windo ｗSelect:

289

290

291

292
293

294

295
296　1NIT　　－

297

298

299
300

301

302

303

304

305

306
307

308

309

310
川

312

313

314
315

316
317

318

319
320

321

322
323
324

325

326

327
328
329
330

INITO:

－

IN 円

INIT2

cmp. ｗbeq

cmp. ｗbeq

cmp. ｗbeq

moveq

rts

1 1, dO

A目Close12,dO

－

２

ｎ

－

＄

・
‐

Ａ

＃

Ｗ

Cjose

0,dO
ndo ｗSelect

10,dO

moveq　l-|,dO

rts

pea

SXCALL

addq丿

moveq

rts

tst

bne

mve. ｜move.

ｗbtstbeq

move.

beq

tst. ｗcmp.

ｗbles

ｗaps

ｗap.cmp.

ｗbgtswaps

ｗapbra

SXCALL

move. ｜

winPtr(a5)

SAIFE
μ,sp

10,dO

dl

lNIT reEnter
－　　 －

winRect(a5

paramF19(a
10,dl

コNITO

１

０

ｄ

ｄ
　

ｌ

1
1

3
5

wjnRect14(a5) ，dl

IN 川
一dl

d0,dl

INITI
－dO

dl

２

１

Ｔ
Ｌ

ｄ

１

０

－

０

１

ｄ
　

一
ｄ

ｄ

_INITI

SA35E

d0,winRect(a5)

add.｜　IWIN_XlS10000 まWIN_Y,dOmove.l　d0,

ｗinRect+4(a5)

SXCALL　SA431

cmp. ｗbcs

cmp. ｗbcc

move.

μ,dO

－

１

１
　

一
井

NIT4

6,dO
NIT4
1512tS1000M12,dO

３　サンプルプログラム

本タスクの終了 ？

幸　ならばLetsGoA ｗayへ
参全ウィンドウのクローズ？
＊

ｔ

ネ

ならばLetsGoA ｗayヘ

ウィンドウのセレクト？
ならばWindo ｗSelectへ

＊ 自 分 の ウ ィ ン ドウ を

拿 セ レ ク トす る

キ　WMSelect
－

キ［ アプリケーションの
＊初期化を行なう ］
参２度目の実行？
＊ならばなにもせずに終了

ヰ

～

～

ｔ

―

―

’-Ｗオプションが
指定された？
指定されていなければ
_INITOへ

正しいレクタングルが
指定されたかどうかを調べる

1 ＿ISGetWindo ｗPos

1 デフ ォルト位置を得る

＊ウィンドウレクタングルを
＊作成

ネ＿TSGetGrapMode
ネデスクトップのサイズを

幸求める

享
画面モードは
＊４より小さい？
＊　ならば_INIT4へ
審画面モードは１６以上？
李　ならば_INIT4へ
＊デスクトップサイズは
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331

332　1NIT4　　
－

333
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－
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347
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352
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356
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361　1N11 Err:　　－　　－
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363

364 1NIT reEnter　　－　　－
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366
367

368

369
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371
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373

374
375

376 DraｗGraphlst:377

37B
379

380
381
382

383
384

385
386
387

388
389 DGlstO:

2４0

bra 川T5

move.l　110208100DO11024,dO

ネ ５１２×５１２

ネデスクトップ サイズは

亨1024XH 〕24

move. ｗ　｜(-SWIN_X) ，dragRect(a5) 享 ドラ ッ グ 可 能 領 域 の

＊ 左 上 の 座 標 ×

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．｜

SXCALL
move丿move

丿move.
ｗmove

丿move.
ｗ
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Ｃ 言語による

プログラミング

前著『ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷプログラミング』と本書では，ＳＸ ア

プリケーションのプログラミングをアセンブリ言語によって行

う方法を述べてきました。アセンブリ言語による記述はプリミ

ティブであるかゆえに，ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の仕組みが見えやす

く，本質的な理解の助けになるという面かあるものの，可読性

に関してはいま１つです。一方，最近はＣ 言語によるプログ

ラミングも主流となってきていますので，本書でも Ｃ 言語に

よる開発について述べておきます。
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| ＳＸ アプリケーションを Ｃ 言語で作成する場合，通常の Ｃ コンパイラの動作環境に加えて，

いくつかの準備が 必要です。本書では，ユーザか Ｃ コン パイラを使って手軽に ＳＸ アプリ

ケーションを作成できるよう，付録ディスクの「ＳＸｅｒ ＴｏｏＩ Ｂｏｘ」に必要なファイルが

収められています。ここでは，ＳＸ アプリケーションを作成する ための Ｃ コンパイラのセッ

トアップについて解説します。

プログラミングについて語るとき， それを記述する言語は本質的 な問題で はありません。 た

だし，ＦＯＲＴＨ やＬ］:ＳＰ などのように，想定してい るＣＰＵ のアーキテクチ ヤ自体がター

ゲット としている ＭＰＵ／ＣＰＵ のアーキテクチ ヤと大 きく異なっているような場合は例外で

すが。

こ とに，私たちにもなじみ深い Ｃ 言語などは，「高級アセンブラ」 という陰口を叩かれてい

るほど「低級」な言語です。Ｃプ ログラマの達人（少なくともパソコン上の処理系の達人）は，

Ｃ のソースが どのようなコードに落 とされるかを意識して書いてい るはずです。コンパ イラ

を通す と思いどおりのコードが得られない場合は， インラインアセンブラで直接アセンブラの

コードを書いてしまうこ ともあるで しょう。

一方，Ｘ６８０００の ＭＰＵ であ る ＭＣ６８０００は，ほかの ＣＰＵ と比較 する と，アセンブ

ラによる開発が非常に容易な部類に属します。簡潔で読みやすいニーモニック,強 力なアドレッ

シングモード，豊富なレジスタ など，プログラマ にとっ て有利 な条件がい くつ もあ ります。

ちょっ と気の きいたプ リプロセッサで もあれば，Ｃ 言語に近い可読I生を獲得す るこ とがで き

ます。さすがに大規模 なプログ ラムや， 複雑な計算などを ともなう ものの記述 には向きません

が，それ以外のプログラムならば， それほど面倒ではない， と個人的 には考えています。

このように，少なくともＸ６８０００ にかぎっ ていえば，Ｃ 言語 とアセンブ ラの距離は非常に

近 く，本書で Ｃ 言語を持 ち出すまで もない， と考 えていました。

しかし，そうはいっ ても，Ｃ 言語 による開発は，アセンブ リ言語 にくらべれば楽です。Ｃ

言語はわかるけれども， アセンブ ラはいま１つ， という方 も多いでしょうから，Ｃ 言語によ

るプ ログラミングについて も触れないわけにはいかないで しょう。

また，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ のようなウィンドウシステムのアプリケーション は， オブ ジェクト

指向プログラミングが有効で あるこ とが知られています。 オブジェクト指向の言語処理系 とし

ては，Ｃ の拡張版である Ｃ十十がよく知られていますが，すで にＸ６８０００で も Ｇ十十（ＧＮＵ

Ｃ十十）が動いていますし，ＸＣ をベースとした Ｃ十十処理系が登場する可能院もあります。Ｃ

十十で ＳＸ アプ リケーションが開発で きるようになるまで， その前段階 として，Ｃ によるプ

ログラミングを習得しておくこ とも，けっして無駄ではないはずです。
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Ｃ 言語 と アセ ンブ ラ の 関 係

Ｘ６８０００で利用で きる Ｃ 言語の処理系 には現在いくつかの種類があ りますが，本書で は，

もっ ともづ 股的なシャープ の Ｃ コンパイラ ＰＲＯ-６８Ｋ（以 下，ＸＣ２）を利用 する場合を例

に とることにします。 ＸＣ２ は，方言 というほどの方言 もない，比較的 素直 なＡＮＳ工準拠コ

ンパイラですから，ほかの処理系 叫ＮＵＣ コンパイラ等）を利用する場合で も，手直しは最

小限ですむと思われます。

ＸＣ２ で ＳＸ アプ リケーションを開発するためには，ＸＣ２ が動作する環境が必要 なこ とは

いうまで もあ りませんが，このほかにもい くつかのファイルが必要で す。以下に挙げるファイ

ル は付録デ ィスクに収 めてあ りますので，ＡＰＰＥＮＤ工Ｘ の「付録デ ィスク『ＳＸｅｒ Ｔｏｏ１

Ｂｏｘ』の利用」をよくぉ読 みのうえ，ご利用ください。

●ＳＸＬ旧 ．Ｌ

ＳＸ コールを利用するためのライブラリです。

このライブラリは，ＳＸ 開発キットに収められている純正ライブラリを，シャープ株式会社

のご好意により，その中のごく一部の関数を除いてJI冠承させていただきました。この中には，

ＸＣ１等で利用できる．Ａ形式のライブラリもJI遜永さ れています。

このファイルは，ほかのライブラリと同楓 環境変数11b で指定されたディレクトリに置

いてください。

●ＳＸＬＩＢ．Ｈ

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の関数群のプロトタイプ宣言等を行うヘッダファイルです。

このファイルは，ほかのヘッダファイル同砿 環境変数inclｕde で指定されたディレクト

リに置いてください。

●ＳＸＤＥＦ．Ｈ

ＳＸＬ工Ｂ．Ｈ の中で`インクルートされるタイプの宣言等を行うヘッダファイルです。

このファイルは，ほかのヘッダファイル同砿 環境変数inclｕde で指定されたディレクト

リに置いてください。

●ＭＡＩＮ Ｒ．０
－

Ｒ タイプのモジュールを作成する場合のスタートアップです。Ｃ タイプのモジュールを作

成する場合には，ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ 中のスタートアップが使用されるため，叱委ありません。

このフアイノレは，環境変数11b で指定されたディレクトリに置いてください。

すで にＸＣ２ による開発環境が整っている方ならばｊらしL の フアイノレを，それぞれ指定のデ イ
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レクトリに収めるだけで，ＳＸ アプリケーションの開発準備は完了です。

コンパイルに必要なＲＡＭ やディスクの容量は，ＳＸ アプリケーション以外を開発する場

合とそれほど変わりません。幸い，ＸＣ２ はかろうじてフロッピーベースの，主記憶２Ｍ バ

イトでも利用可能なので，投資は最小限ですみます（が，せめてハードディスクくらいは増設

されることをおすすめします）。



２　Ｃ 言語による開発の制限事項

|剱匝j≠ 礁蔚叫 ≒ ≒]胆 鸚ﾉ
ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷの実行ファイルは，基本的にはＨｕｍａｎの実行ファイルと同形式です。し

かし，そのプログラムの内容にはＳＸアプリケーション独自の約束事が存在することはご存

じのとおりです。たとえば，「テキストエリアとワークエリアの使い分け」であるとか，「リ

エンドランドなコードの記述」といったことは，Ｈｕｍａｎ上で実行するプログラムでは考

慮する必要のなかった概念です。

ＸＣ２などは，もともとＨｕｍａｎ上で実行されるプログラムを生成することを目的として設

計されている処理系ですから，こうしたＳＸ の約束事は当然ながら考慮されていません。そ

のため，ＸＣ２等によって生成されるプログラムは，理想的なまでにＳＸアプリケーション

らしいＳＸアプリケーションとはなりません。

ＸＣ２でＳＸアプリケーションを作成する場合に特有な，少々厄介な問題について説明しま

す。

（1 ）原則として Ｃ 型のモジュールを生成する

ＸＣ２ はｓtａtic な変 数，グローバル変数をデータセクションに置きます。 また， ライブラ

リ等が内部で静的な変数を用意 している場合があ るので，完全にリエンドランドなプ ログラム

を生成するのは難し くなっています。

このため，ＸＣ２ をベー スとする開発キットは Ｃ 型のモジュー7レを作成す るこ とを前提 と

してつ くられています。

Ｒ タ イプのモジュールを作成するが 去は用意されていますが， そこにはいくつ もの制限事

項があります。

○ タ イプ の 作 成 はで き ませ ん が，Ｃ タ イプ 用 の スタ ー ト ア ップ ［ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ 中 の

ＭＡ］:Ｎ.０）のモジュールヘッダを ’ＯＢＪＣ’から ’ＯＢＪＯ’に書き換えるだけなので難しい
一一

ことではありません。○タイプのモジュールをつくる場合は，０ タイプ用のスタートアップ

を作成してリンクするようにするとよいでしょう。

（2 ）（Ｃ の）ビーフの扱いが ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ となじまない

ＸＣ２ には ｍａｌｌｏｃ Ｏ 等 のビーフを扱 う関数が用意されています に こでぃうビーフは，メ

モリマネージヤのビーフゾーン とは異な りますので，注意してください）。これによるビーフ

の処理は，ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ とはあ まりなじみがよくありません。

Ｈｕｍａｎ上で は，ＸＣ２で 作成 したプ ログラムは， ビーフ を扱う，扱わないに関 わらず，起

動直後に自分専用のビーフ として ６４Ｋ バイトのメモリブロッ クを ＯＳ に請求 します＊１．こ

の中から，ｍａｌｌｏｃ Ｏ な どで 請求されただ けメモリブ ロ`ッ クを切 り分けて，アプ リケーショ

ンに与 えます。この，ビーフゾーン として確保された ６４Ｋ バイトのメモ リブ ロ` ッ クは，これ

以上のサイズに拡張されるこ とはあっても，不必要になった分を ＯＳ に返却するこ とはあ り

2４9
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ません＊２．

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ 上で も，実現する方法こそ異なりますが，これと同じ手法が とられます。

Ｃ のビーフ はワークエ リア中に用意されます。デフォルトでは，ビーフ として ６４Ｋ バイト，

スタックとして ６４Ｋ バイト，計 １２８Ｋ バイトが最低で も確保され ます。何 もしないプログ

ラムで も，これは同じで す。ありていにいえば，非常に無駄にメモリが消費されてしまうわけ

ですが， これを理由に ＸＣ２ を責めるのは多少酷で はあります。

＊|:コマンドラインから/HEAP : 128 などと指定することによってサイズを指定することは可能です。

逆に，こうしたオプションを指定しないかぎり，つねに64K バイトが自動的に確保されてしまう，

ということでもありますo CLIB.L. あるいはSXLIB.L の中の　MAIN. ０を修正することによって，デ

フォルトのサイズを変更することは可能ですが，あまり柔軟性のある方法とはいえません。

＊2:Hu ｍａｎでは，sbrkO 　関数などでビーフを拡張することが可能ですが，SX アプリケーションでは

この関数は使用不可です。

（3）ワークエリアはスタック十ビーフとして使用，コモンエリアは使用不可

ＸＣ２で使われる変数は，大きくｓtａtic変数とａｕtｏ変数の２種類に分けられます。この

うち，ｓtａtic変数（ＸＣ２では，グローバル変数もｓtａtic として扱われます）はデータセク

ションに置かれ,ダイレクトアドレツシングでアクセスされます。 ａｕtｏ変数はスタックフレー

ム上に作成され，レジスタA6 をベースとしてアクセスされます。

これらはコンパイラの仕様なので，ＳＸ アプリケーションを作成する場合で も同じです。一

方，ＳＸ アプリケーションでは，ワークエリア中に変数を置くのがスマートなか去です。この

折衷案として，ＸＣ２で作成したＳＸ アプリケーションは，ワークエリアを図１のように利

用しています。

■図１　ワークエリアの使用状況

← ワークエリア先頭

最低8K バイト十IK バイト(/ＳＴＡＣＫ:8 を指定)

デフォルトで６４Ｋバイト＋1K バイト(つねに1K バイトの余裕を持つ)

親の環境がコピーされる

最低8K バ イト( ／ＨＥＡＰ：８を 指定)

デフ ォ ルト で8K バ イト

グローバル変数をワークエリア中に作成できればリエンドランドとなるのですが，これが

Ｒ型のモジューフレを作成する場合の障害となっています。

また，コモンエリアは利用できません。

（4）一部のＤＯＳコール関数 ＳＯＣＳ関数は使用不可

アセンブリ言語で作成したＳＸ アプリケーションで も，次のようなＤＯＳコール，工ＯＣＳ
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・ＶＲＡＭ（テキスト，グラフィックともに）を操作したり，画面モードを変更したりする

ＤＯＳ/工ＯＣＳ コール

・マウスやソフトキーボードを操作するＤＯＳ/工ＯＣＳ コール

・プロセス管理に直接タッチするＤＯＳコール

Ｃ言語で作成したＳＸ アプリケーションでも同様で，これらを呼び出す関数は利用できま

せん。

このほかに，

・シグナル関係

・ストリーム入出力関数の一部 （fcloｓea11 0 等 ）

・メモリブロックを操作する関数の一部 （ａｌｌｍｅｍ ０ ， ｓｂｒk O 等）

・標準入出力を利用する関数 （pｒintf 0 ， ｓｃａｎｆ Ｏ 等）

・ＢＡＳ工Ｃ ライブ ラ･ﾘの ほ とんど

等も使用できないと考えたほうが無難です。

（5）Ｒ型のモジュールを作成する場合の制限事項

Ｃ型のモジューフレが前提であるとはいえ，Ｒ 型のモジューフレも制限付きながら作成可能で

す。この場合，次のような制限が存在します。

①ｓtａＵｃ型変数，グローバル変数は使用できません。使用する場合は，副作用をよく理解し

たうえで使用する必要があります。　したがって，変数はすべてａｕtｏ変数として作成してく

ださい。

②ビーフやファイルの管理は，ｓtａticな変数によって管理されています。したがって，コー

ドを共有するタスク間では，これらの管理は共通となります。混乱なく，これらを利用する

には，かなり深くシステムを知る必要があるでしょう。

③スタックチェツクオプションは使用できません。各タスクにワークエリアの中にスタック

が用意されるからです。

の か わ り に　 Ｍ Ａ:[Ｎ Ｒ ．０ を リ ン ク し て 使 用 し ま す 。 こ う し た 具 体 的 な コ ン パ イ ル/ リ ン ク の

一一

か 去は，次の項で述べ るこ とにします。

251



第４章　Ｃ 言語によるプログラミング

2 ５2

以上のように，Ｃ言語による開発にはいろいろと厄介なこともあります。Ｃ言語で開発を

行う場合，あらかじめ，こうした事項を頭に入れておいてください。それによっ
て得られるメ

リットを天秤にかけて，Ｃ言語で開発するか，アセンブリ言語にするか，適当な言
語を選択

する必要があるでしょう。



ＳＸＬＩＢ．Ｌ は，ＳＸ アプリケーションを作成するために必要なオブジェクトを収めたライブ

ラリファイルです。ＸＣ２で ＳＸ アプリケーションを作成する場合は，この中に収められて

いる関数等を利用して ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ を利用することになります。

ここで少し，ＸＣ２ の出力するコードの内容について触れてお きましょう。Ｃ のエ キスパー

トの方は飛ばしてくださってかまい ません。

コンパイラの出力した実行ファイルには，プログ ラマが Ｃ 言語で記述したものをネイティ

ブコード に変換したコードはもちろんですが， そのほかに もコンパイラが付加したコードが含

まれています。

]｡つは，ライブラリからリンクした関数のルーチンです。たとえば, プ ログ ラム中でp ｒintfO　

という関数を使用していれば，コンパ イラはp ｒintfO 　 を実現す るためのコードを収 め

たオブ ジェクト，ＰＲ工ＮＴＦ．０ を ＣＬ工Ｂ．Ｌ の中から探し出してリンクしてくれます。

もう１ つは，スタートアップ と呼ば れる，プログ ラムを実行する準備を整えてくれるコー

ドです。実行ファイルが起動されると， まず，このコードが実行され，準備が整ったところで

プ ログ ラマの書いた ｍａｉｎ Ｏ　に相当するコードの実行が始 まります。 Ｈｕｍａｎ上で動作する

プログラムの場合，ＣＬ]:Ｂ．Ｌ の中に含 まれる　 ＭＡ工Ｎ．０ とい うオブ ジェ クトが， これにあ
一一

た り ます 。

Ｈｕｍａｎ のプ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 場 合 ， こ れ ら の コ ー ド は ＣＬ 工Ｂ ．Ｌ とい う ラ イブ ラ リ フ ァ

イ ル に収 め ら れ た も の が 使 わ れ ま す 。ＣＬ 工Ｂ ．Ｌ は ，Ｘ Ｃ２ で 標 準 的 に 使 わ れ る関 数 の オ ブ ジェ

ク ト や ス タ ー ト ア ッ プ を 収 め た ラ イ ブ ラ リ フ ァ イ ル な の で す 。 ラ イ ブ ラ リ フ ァ イル と し て は ，

ＣＬ 工Ｂ ．Ｌ の ほ か に Ｄ ＯＳＬ 工Ｂ ．Ｌ ， 工ＯＣＳＬ 工Ｂ ．Ｌ ， Ｂ ＡＳＬ 工Ｂ ．Ｌ ， ＦＬ ＯＡＴＦ Ｎ Ｃ ．Ｌ ， そ し

て Ｆ Ｌ ＯＡＴＥ Ｍ Ｌ ．Ｌ な ど が 用 意 さ れ て い ま す が ， そ れ ぞ れ フ ァ イ ル 名 が 示 し て い る よ う な

コ ー ド を含 ん で ぃ ます 。 必屡 が あ る場 合 ， こ れ ら を リ ン ク す る よ う コ ン パ イ ラ に指 示 し て 使 用

し ます 。 も ち ろ ん ， ユ ー ザ が こ れ ら以 外 の ラ イ ブ ラ リ を 用 意 し て， リ ン ク さ せ る こ と も可 能 で

す。

以 上 の よ うな コ ー ド で 構 成 さ れ る 実 行 フ ァ イル は ， 一 般 的 に ２５４ ペ ー ジ の 図 １ の よ う に構

成 さ れ て い ます ＊1．

＊1: あ く まで も， 非 常 に単 純 な ｃ の ソ ー ス に，cLIB.L の み （ある い は， そ れにFLoAT???.L が 加 わる 場

合 も含 め て） を非 常に シ ン プ ルな 手 順 で リ ンク し た場 合 を 想定 し て い ます。

２５３



第４章　Ｃ 言語によるプログラミング

■図I　XC2 の生成した実行ファイルの構成の例

2 ５４

プログラムの先頭

×ファイルとしての

実行開始アドレス

ＣＬ工Ｂ．Ｌ が Ｈｕｍａｎ上で 動作す るプ ログラムに基 本的 なコード を提供す るの と同様に，

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ は ＳＸ アプ リケーションのためのコードを提供するライブ ラリです。その中には，

ＳＸ アプ リケーション用のスタートアップ ［ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ 中の　 ＭＡ］:Ｎ.０）や，ＳＸ コール
一一

を呼び出すための膨大な数の関数のオブジェクトが収められています。

ＳＸ アプ リケーションを作成する場合，ＸＣ２ のコンパ イルド ライバ ’２に，Ｃ 言語によっ

て記述された ＳＸ アプ リケーションのソースをコンパイルした後， リンク時 には ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ

をリンクしろ， と指示し ます。た とえば，ｆＯＯ.Ｃ というソースにＳＸＬ工Ｂ．Ｌ をリンクす る場

合は，次のようにコンパイラを起動するこ とになります。

A ＞ＣＣ ｆＯＯ.Ｃ ＳχＬ 工Ｂ ．Ｌ ６Ｊ

ＣＬ工Ｂ．Ｌ はつ ねにリン クされるこ とになっているので，とくに指定しなくて も，に の場合）

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の次 にリン クされ ます。 この とき，ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の中には ＳＸ アプ リケーション

用のスタートアップ　 ＭＡ工Ｎ．０ が, ＣＬ工Ｂ．Ｌ の中には Ｈｕｍａｎ上 のプ ログラム用のスター
一一

作業が行 われた場合，ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の中にある　 ＭＡＩＮ．０ がスタートアップ としてリンクさ
一－

れるこ とになります。

＊2:XCI の場合，コンパイ･ラはプリプロセッサCPP.×，パーサCC0.X ， コードジェネレータCCI.X ， オ

プティマイザCC2.Ｘというぐあいに，各部が独立した実行ファイルとなっており，これらをコン

パイルドライバCC.×が呼び出してコンパイル作業を統括していました。XC2 になって，これらは

すべて｜つの実行ファイルCC.×にまとめられてしまい，独立した存在としてのコンパイルドライ

バはなくなってしまいました。ここでは，CC.X に含 まれるコンパイルドライバとしての機能を指

して，こう呼ぶことにします。



３　 Ｓ Ｘ ＬＩＢ ．Ｌ

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の中のスタートアップは，起動されたプログラムがＳＸ アプリケーションとし

て郵昨できるように準備を行います。その内容は，次のようなものです。

・モジュールヘッダの用意

・コマンドラインから起動された場合の，外部カーネルの呼び出し

・ワークエリア内の設定（スタック，ビーフの用意と，そのためのコマンドラインの解析）

・ａｒｇｃ， ａｒｇｖの作成

・ストリーム入出力のための初期設定

・時間関数のための初期設定

・乱数の初期化

これらは Ｈｕｍａｎ上のプ ログラムのための

スタートアップ とほぼ同様

このような処理が行 われた後, ａｒｇｃ,ａｒｇｖをスタックに積んで, プ ログラマの書いた ｍａｉｎ

Ｏ を呼び出すわけです。

これは，つ まり，本書で示 したアセンブ ラ版のスケルトン ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ の前半部分，ﾜ ４

行 まで に相当すると考えてよいで しょう｡プ ログラマが Ｃ 言語で記述するのは,ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ

のﾜ ４ 行以降 ということになります。

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ をリンクした場合の実行ファイルは，図 ２ のような構 成となります。

■図2　ｓｘＬＩＢ.Ｌをリンクした場合の実行ファイルの構成の例

プログラムの先頭

ルとしての実行アドレス

リケーションとしての実行アドレス

ップ

ｍａｉｎ Ｏ の処理が終了すると，スタートアップに処理が戻ってきます。スタートアップは

残りの処理，つまり$Ａ３５２ ＴＳＥｘ此 を呼び出す処理を実行して，プログラムを終了させま

す。
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第４章　Ｃ 言語によるプログラミング

ＳＸＬ工Ｂ．Ｈ の中に含まれるスタートアップはＣ型のモジュール用のスタートアップですｏ

Ｒ 型のモジュールを作成したい場合，このスタートアップのかわりに別ファイルとして提供

されている　　ＭＡ工ＮＲ．０ をリンクしなければなりません。そのためにはバことえばＲ 型の
一一

モジューフレとして記述されたｂａｒ.ｃというソースがあった場合，次のようにコンパイラを起

動することになります。

ＤＯＳ コールを呼び出す関数が ＤＯＳＬＩＢ．Ｌ の中に収 められてい ます。 た とえば，ＭＰＵ

の特権状態を切 り替 えるための Ｄ０８ コール，$ ＦＦ２０ ＳＵＰＥＲ を呼び出したい場合，Ｃ の

ソー ス中で関数 ＳＵＰＥＲ Ｏ　を呼び出せば，コンパ イノレ/リン ク時に，ＤＯＳＬＩＢ．Ｌ の中の

ＤＯＳ２０.０ がリンクされることにな ります。

これと同様に，ＳＸ コール １ つ １つ に， それに対応する Ｃ の関数が用意されています。

た とえば，$A35ﾜ ＴＳＥｖｅｎtＡｖail に対 応する Ｃ の関数 としては，int ＴＳＥｖｅｎtＡｖail

（int，tｓｅｖｅｎt＊ ）が用意されています。これは，ＳＸＬＩＢ．Ｌ の中ではA35ﾜ｡ ０ というオブ

ジェクトとして登録されてい ます。

このように，ＳＸ コールを呼 び出す関数には，おおむねＳＸ コール名 そのままの関数名が

与えられています。 付録デ ィスク「ＳＸｅｒ Ｔｏｏｌ Ｂｏｘ」に収 められている ＳＸＬＩＢ．Ｌ に含

まれる関数の リファレンスについては，やはり付録デ ィスクのデ ィレ クト リ￥Ｃ 開発キット

￥ＤＯＣ 中の ＳＸＬＩＢ．ＤＯＣ の一覧表を参照して ください。 ここ には，各関数の引数 と返 り

値， そしてかんたんな注意事項 などが記されています。 それぞれの機能については同名の ＳＸ

コールのリファレンスを参照してください。　　　　　　　　　　　　　 へ

実際に ＳＸＬＩＢ．Ｌ を利 用する場合，ソー スの先頭で ＳＸＬＩＢ．Ｈ をincl ｕde す る必要が

あります。 ＳＸＬＩＢ．Ｈ では，ＳＸＬＩＢ．Ｌ に含 まれる関数のプ ロトタイプ宣言等を行うほか，

構造体やシンボル類を定義 している ＳＸＤＥＦ．Ｈ のincl ｕｄｅ等を行ってい ます。
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●J‾ ‾x ”･7- ’･ﾆ’ー
ｒ こ’二

r : ｹ ﾌ: ’ 9ﾆﾆ唇i ;=-27ｴ三：

４　 Ｃ 昌 語 版 ス ヶ ル ト ン
ふ,. ，.Ｊ日

勺 ず　 ぎ‾li二……; 二r 二;

Ｃ 言語で記述するからといって，ＳＸ アプリケーションのスタイルか変わるわけではありま

せん。アセンブリ言語で記述していたときと同様，初期化して，イベントを待って，各イベ

ントの処理ルーチンを実行して，そして指示があったら終了処理を行う，というぐあいに，

おなじみの仕事をこなすだけの話です。

なにはともあれ，Ｃ言語版のスケルトンを見てください（リスト エ）。

■リストＩ　Ｃ 版スケルト ン

1
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4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
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6
7
8
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0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
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2
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3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4

~
~

４
~
　

．‐

‐
Ｉ

１－

／

／

／

／
　

井

井

井

SX-WjNDOW
C 版 スケルトン

nclude〈STD10.H 〉nclude<STDLIB.H

）nclude

〈SXLIB.H 〉

lde1

41def

ldef

int

int

int

lnt

lnt

lnt

int

int

int

int

lnt

int

りoid

void

/ 奪

ne WINOPT　Ob0000

ne WIN X　256
－

ne WIN Y　128
－

ldleEvent （void ）；　LeftDo

ｗnEvent （void ）

Left
Righ

UpEvent （vojd ）；tDo

ｗnEvent （void ）

RightUpEvent
KeyDoｗnEvent

noid) ；(void)

；

KeyUpEventDoid ）；UpdateEvent
（void3 ；Activat8Event
いoid ）System12E

りent（void ）lnjt
いoid ）；

DraｗGraphlst（Dra
ｗGraph（voiTini
りnt ）；

グローバル変数

Ｏ

ｊ

Ｖ

ｄ

id ）

rect

lnt

ﾈ/

*/

ｷ/

*/
*/

ウ

ウ

ウ

‡

‡

～

／

／

／

インドウオプ ション

インドウ初期Ｘ
インドウ初期ｙ

／

／

／

Ｉ

Ｉ

Ｉ

winRect ＝目 ，0，WIN_X，WINj ｝；/ネウィンドウレクタングルparaIF19
＝0;　　　　　　　　　/ ネコマンドラインの解析結果

ｔｓｅｖｅｎｔ ｅｖｅｎｔＲｅｃ；

int

lnt

ｗindo ｗlnt

/‡

lnt
｛

eventMask　 ＝Oxf 川taskld;

i
ｗinPtr ＝0;

ｗinActive　＝0;

メ インmainO

 lnt

ｓ ｔ ａ ｔ ｕ ｓ

status ＝lnitO  ；

ｗhile（ μatus 〉=0）｛

ｷ/

/ネイペントレコード/

毒イベントマスク
/* タスクｉＤ

／

／

／

／

／

Ｉ

～

～

～

Ｉ

/* ウ ィンドウレコードへのポインタ毒//*
ア クティブプラグ　　　　　　　 享/

‡

～

／

／
アプリケーションの
返 り

TSEventAvail （eventMask ，&event
sｗitch （8¥entR8c. ｗhat）

case E_IDLE:

値が正Rec)
；
の数であ

ネアイドルイペント

化
ル
期
間
初
る

り

。一
Ｆ

プ
　一

*/
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49
50
51
52

5354

5556

57
58
59
0
1
2
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4
5
6
7
8
9
0

－
2
3
4
5
6
7
8
9
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2
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9
0

－
2
3
4
5
6
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1

07
8
9
0
1
2

0
0
1
1
1

1
1
1
1
1

status ＝ldleEventO  

break;

case E MSLDOWN　　　－

status コ
break;

case E_MSLUP:

ｉ

ｌ

/参レフトダウンイベントL81tDownEvent
O ；

/1 レフトアップイベント
¶-w㎜㎜㎜■　　　　　　■itatus ＝ Ｕ 似JpEventO ；break;

case E MSRDOWN:　　　
－
status ＝

break;

case E MSRUP:

/ネライトダウンイペントRightDownEvent
O ；

μ ライトア

itatus ＝RightUpEvent O ；1]｢Bak;

case E KEYDOWN:　　　

－

ツプイベント

/* キーダウンイペント
itatus ＝KeyDo ｗnEventO ；break;

case E KEYUP:　　　

－
/t

status ＝KeyUpEventbreak;

case E UPDATE:
－
status ° Updat　　

break;

case E ACIIVATE:
－

キ

Ｏ 

一アップイベント

/ネアップデートイベント8EventO

 ；

/ネ アクティペートイベント

itatus ＝ActivateEventO  ；

ｔ

／

・
１
４
　

Ｉ

ｔ

～

ｎ

／

・
１

４

｝

break;

case E SYSTEMI:　　　
－

case E SYSTEM2:　　　
－

Tini（status ）

アイドルイベント

川eEvent いoid ）return

O;

/t システムイベント1/t
システムイベント２

itatus ＝System12EventO  break:

レフ トダウンイベントLeftDonE

りent（void ）int

part;

／
　
　

／

／
　
　

／

／
　
　

／

／
　
　

／

／

／

ｌ

ｔ

/‡アプリケーションの終了処理　ﾈ/t/

/ﾈ　　　なにもしない　　参/

*/

/ｷ 自分のウィンドウ上で発生した？
f（ ｗinPtr== （ ｗindow lOeventRec.whom ））｛

if （ｗinActive==0 ）　　/1 イ ンアクティブならば 参/

WMSelect（ ｗinPtr）；/ 毒アクティブに1/

elsH
part ＝SXCallWindM （ ｗinPtr，&eventRec ）；

sｗitch（part ）｛

case　W INCLOSE:/I クローズボタンが押された
ー
「eturn -1;/ 番終了へ

break;
case　W ININSIDE:/ ネウ ィンドウコンテンツ

‾　　　/参　　　なにもしない　　 ヰ/

hreak;
｝

ﾈ/

*/

拿/

拿/

｝

ｒｅｔｕｒｎ Ｏ
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3/ｷ

４ １ｎｔ

５ ｛

６

７ ｝

８

19
20

21

22

23
24

25

26

27

/ｷ

int

/ｷ

ｌ ｎ ｔ

128

129 ｝130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

川

142

143

144

145

146

147

】48

149

150

151

152

153

154

Ｉ

Ｉ

／ ‡

ｌ ｎ ｔ

ｌ

/ｷ

ｌｎ ｔ

｛

/ｷ

int

/ﾈ

ｌｎ ｔ

5556

57
58
59
6Ｈ

６

69
70

71
72
73

74
75

／ ｔ

ｌ ｎ ｔ

レフトアップイベントLeftUpEvent

（void ）return

O:

ライトダウンイベントRightDo

ｗnEvent（void3return O;

ライ トアップイRightUpEvent
（return

O;

べ

Ｖ Ｏ

ン トid

）

キーダウンイベントKeyDo

ｗnEvent（void ）return

O;

キーアップイKeyUpEvent
（return

O:

ベ ンドVOid
）

アップデートイベントUpdateEvent
（vojd ）WMUpdate

（ ｗinPtr）；Dra

ｗGrap㈹ ；

WUpdtOver （ ｗinPtr）；

「eturn O:

ﾈ/

/幸

ｷ/

/ﾈ

*/

/ｷ

*/

/t

*/

/*

孝/

ｌ

ｔ

～

／

／

／

なにもしない　　 享/

なにもしない　　*/

なにもしない　　 本/

なにもしない　　1/

なにもしない　　 拿/

アップデー

ウィンドウ
アップデー

開

部

終

卜
内

卜

始
を描画

了

ヰ/

t/

拿/

４　Ｃ 言語版スケルトン

アクティベートイベント　　　　　 ネノ

ActivateEvent（void ）

/l 自分 のウィンドウが
アクティブに？　1/

if（ ｗinPtr== （ ｗindow O（eventRec. ｗhol））

ｗinActive ＝1;　　　　　/1 アクティブプラグをセット　　　番/olse

ｗinActive ＝1］;　　　　　/l アクティブプラグをリセット　1/return O:

システムイベント1 ，2

Systen112Eventいoid ）

sｗitch（eventRec. ｗhat2）l
case ENDTSK:

case CLOSEALL:
return -|;

break;
case WINDOWSELECT:

WMSelect 【 ｗjnPtr】；
｝

return O:

拿/

/ネタスクの終了

/木全ウィンドウのクローズ/*
終了へ

/ネウィンドウのセレクト
/幸ウィンドウをセレクトする

1/

拿/

ﾈ/

*/

ﾈ/
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76

77

78

79

80
81

２

３
　
4
5
6
8
8
　
8
8
8
1
1
　
1
1
1

87

88

89

90

１
　

２

９
　

９

１
　

Ｉ

193

194

195

6
7
9
9
1
1

/ｷ

ｌ ｎ ｔ

198199

200

20120川203

ｔ

ｔ

ｔ

ｎ

／

／

・
ｊ
4
4
5
6
7
0
0
0
0
2
2
2
2

208

209
0
1
2
3

1
1
1
1
2
2
2
2

214

215
216

217
8
9
0
1
2

1

－
2
2
2
2
2
2
2
2

223
224
225

226

アプリケーションの初期化を行なうlnitDoid

）

task　　tbu Ｈ;

TSGetTdb（&tbuff ，-1 ）；

ﾈ/

/ネタ スク管理テーブルを

コピーしてくる　 ネ/

/t タスク管理テーブルを
コピーする ｷ/

悶 ＩF19 ＝TSTakeParam （&tbu Ｈ.col叩and，lｗinRect，0 ，0，0 ，0 ）；

（paramF19 1 1 ）==0 ）｛　　/ﾈｰW オプ ションが
指定されていない場合　　1/　

4（10n9 1H& ｗinRect.le川 ＝TSGetWindo ｗPos O ；

ｗinRect.right ＝winRect.lett l WIN_ χ;

winRect.bottom ＝ｗinRect.top ＋WIN_Y;

taskld　＝TSGetlDO ；　　　　　　/毒タスクＩＤを得る
/毒ウィンドウを開く

ｗinPtr＝（ ｗindoｗl）WMOpenH ｗindoｗ l）（0 ），
/l ビーフ上に作成

&ｗinRect，

／

／

ｔ

～

審/

/ネウ ィンドウレクタングル 参/(LASC

日 参)ド¥010NOTITLE") ，

/参ウィンドウタイトル　 参/
-|，

（Ox20 ＜

（ ｗindo ｗ

（lon9 ）（

/ｷ 可視

4） 十WINOPT
1
4
1
1

ｔ

く

／
　

／

／

ﾈ/

標準ウィンドウI/
（-1 ），

もっとも于前に 事/

クローズボックスあり参/
askldｎ

if （ ｗinPtr
一 一
一 一

0 ）

return -1 ；

return （Dra ｗGraphlstO ）

ウィンドウ内部の描画の
準備を行なう関数
DraｗGraph】stいoid ）

GMSetGraph（ （9raphｷ ）（ ｗinPtr））return

O;

/ネタスクＩＤ　 参/
μ エラー？
/* ならば終了へ

/ネウィンドウの内部を描画する

／

／

１

１

ｙ

μ

｝

/*　　　ウィンドウ内部を描画する関数　　ｷ/void　

DraｗGraph（void ）
｛

｝

/*

VOjd

＊ グラフポートをセット　

なにもしない　　 キ/

GMSetGraph（（9「aph* 」（ ｗinPtr））;/* グラフポートをセット　
/ｷ　　　 なにもしない　　 ヰ/

終 了 処 理

Tini（int status ）

if （ ｗinPtr !=0 ）

WDispose （ ｗinPtr ）；exit

（0 ）；

*/

ｔ

～

／

／
ウィンドウが開かれていたら
廃棄する

*/

ﾈ/

ｷ/

事/

幸/

幸/

幸/
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４　Ｃｉ 語版スケルトン ド

ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｃ は，アセンブ ラ版 スケルトンで ある ＳＫＥＬＴＯＮ．Ｓ とＢＯＤＹ．Ｓ の内容

を，そのままＣ に置き換えた ものです。機能的にはほ とん ど同じで，ウィンドウを１つ開い

て， それがドラッグ， クローズで きるというだけの代物で す。ですが，必要な骨格は備えてい

ますから，肉付けするこ とによって実用的なアプリケーションを作成す ること力i可 能です。

このスケルトンをコンパイルしてみましょう。

Ａ ＞ ＣＣ ＳＫＥ Ｌ ＴＯＮ ．Ｃ ＳＸＬ 工Ｂ ．Ｌ 漣

ヘッダファイルが大きいので，プログラムのサイズのわりには時間がかかると思います。

付録ディスクに収めたソースをコンパイルしてみてエラーが発生するようでしたら，ライブ

ラリやヘッダファイルのインストールに問題があると思われます。もう一度チェックしてみて

ください。

コンパイルの結果，正常に実行ファイルＳＫＥＬＴＯＮ．Ｘ が作成されたら，コマンドライン

から，あるいはＳＸ シェル上から実行してみてください。その際，「プロセス情報」を走らせ

ておくと，メモリの消費ぐあい力印影忍できます｡たったこれだけのプログラムですが,実行ファ

イルのサイズは6K バイト強，実行時にはトータルで１４０Ｋ バイトほどのメモリを消費して

しまいます。
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Ｃ 言語版のスケルトンをベースとして作成したサンプルプログラムを示しますＯサンプルプ

ログラムＣＳＡＭＰＬＥ は，テキストエディットを利用した，かんたんなエディタを実現す

るプログラムです。

ＣＳＡＭＰＬＥ．Ｘ を起動すると，スクロールバー付きの標準ウィンドウ（ウィンドウタイト

ル ’Ｓｃｒａtch’）が表示され，内部でカーソルが点滅を始めます（図1 ）。

■図I　csＡＭＰＬＥの実行例

-　　　　
Ｃ。。ａ４．ｋ　　　　　 Ｌ

� ㎜ �

－
Ｘ

lc8se C-INTHUMB:　　　　　　　　/*
サj

CKhecl《｛ctrlHdl，localPt，e卜↓　　=-　

if
（ctrlHdl=･sc剛Hdn↓I,.　　　　　
deStgfSr O］・CMﾘalUeGet（Ctrl　　

:　　　　else↓　　,1　　　　　　　destofs
【11 ＝CMUalueGet（Ctrl　　

break;↓M　　　default:　　　　　　　　　　　/
吻そオ

part ゙  e;　　　　　　　　/* パー
）↓　　　　if
（p･rt l･ 0）｛　　　　　　　/･ｽｸﾛ　　　　　　
TMU,DateExist（tEHdl，卜　　/ 市未う
TMSetDestOffset（ta4dl，destl｝fS［81，d

）　　　　　　　　　　　　　/ ●ディ
scr011Continue ’ part;　　　　　　/*!=81

必
匯1　　　 ，｡､、.，,,,,U冊 に �

�｜

ｉ

I ・ 〃 ぺf　　...,､r ■,　r7== ＝－　. 疆 ��頁丿・ｌ

カーソノレが点滅しているのは，ウィンドウがアクティブな場合です。この状態でキーボード

から文字を入力することができます。ウィンドウがインアクティブの場合は，カーソルは点滅

せず，文字の入力もできません。

マウスの左ボタンによって，ウィンドウのドラッグ，サイズ変更，ズームイン/アウト等を

行うことができます。　また，テキスト内部でクリック/ドラッグすることにより，カーソルの

移動/セレクト範囲が可能です。

マウスの右ボタンでは,テキストエディットのポップアップメニューが表示され,デスクトッ

プスクラップとの間でカット＆ペーストが可能です。キーボードによるショートカットはサ

ポートしていません。

265 ページからのプログラムは，テキストエディットを利用したエディタの非常にプリミ

ティブなモデルです。文書を編集するための必要最低限の機能は有しています。

65 行目からは ｍａｉｎ関数です。行っていることはほとんどスケルトンと同じですが，使用

していないイベントへの分岐は省略しています。

１０１行目からはアイドルイベントの処理を行う関数です。ウィンドウがインアクティブの
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場合は何もしません。アクティブの場合は， まず スクロールバーを操作中かどうかを調べ，左

ボタンが押され続けているのならば，スクロール処理を続 けます。左ボタンが離されていれば，

スクロールバーの処理を終了 します。

スクロールバーの処理を行っていない場合，定期的にスクロールバーの再描 画を行い ます。

本来ならば， スクロールバーの値力i前回調べたときから変化した場合にのみ再描画を行えばよ

いのですが， ここではその判断を省略しています。 この処理を行わない場合は，ＴＭＥｖｅｎｔＷ

Ｏ を利用してカーソルの点滅を行います。

122 行 目 からはレ フトダ ウンイベ ントの処理関 数です。 ＳＸＣａＨＷｉｎｄＭ Ｏ　を利 用して

分岐を行うのはスケルトン と同様で, サ イズボタン関係, ス クロールバー関係, テキストのセレ

クト等に関する処理が追加されています。テキストのセレクト処理は,１４４ 行の ＴＭＥｖｅｎｔＷ

Ｏ　を呼び出す１ 行だけで，後はテキストマネージヤが適当に判断して処理を行っ てくれま

す。

:L5ﾜ 行 目からのライトダ ウン イベントの処理関数，166 行 目のキーダ ウン イベント処理関

数で は，実質的 にＴＭＥｖｅｎｔＷ Ｏ を呼び出しているだ けです。ここで もやはり， テキスト

マネージヤの判断によって， これだけでカット＆ペーストの処理が行われているわけです。

1ワ４行からのアップデートイベントで注意していただ きたいのは，アップデートを行う前

にカーソルを消している点で す（1ﾜﾜ ～1 ワ８ 行目）。カーソルを消してか ら書 き換えを行 わな

い と，それ以降のカーソルの描画が正常 に行 われない場合があるので，必ずこの処理を行うよ

うにしてください＊1．

＊】:前著「sx-ｗINDoｗ～」でもテキストエディットを使用したサンプルプログラムを掲載しましたが，

ここではカーソルを消していないため，カーソルの描画がおかしくなる場合がありました。『sx-　

ｗINDoｗ～』のプログラムをアセンブル/実行して，ほかのウィンドウをカーソルの上に重ねたり

除いたりすることで，二の問題を確認することができます。

１８８行目からのアクティベートイベントの処理関数では，ウィンドウがインアクティブに

なった場合，カーソルを点燈させる処理を行っています。同時にアクティブプラグをＯＦＦ

にしていますので，アイドルイベントによるカーソルの点滅処理は行われず，結果的にカーソ

ノレは点燈したままの状態となります。

２１４行目からの ］:nit O は，アプリケーションの初期化を行う関数です。スケルトンとあ

まり違いはありません皿 ウィンドウオープン後，サイズボタンを使用するためにレコード内

のプラグを操作している点で異なっています。

２４４行目からのＤｒａｗＧｒaphl ｓt O はウィンドウ内部の初期描画，あるいはそのための

諸設定を行う関数です。ここで行っているのは，おもにテキストエディットとスクロールバー

のオープン，そして，それらの最初の描画です。テキストエディットのオープン時にキャッシュ

をＯＮ にしています（２５３行目）。これはＳＸ１.１０からの機能ですが，キャッシュをＯＮ

にしなかった場合とのスピードの差は歴然としています。この行（と次の行）を注釈にして確

かめてみることをおすすめしておきます。

2６３
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２ﾜ3 行目からの ＤｒａｗＧｒaph O は， このプログラムではアップデート時の描画を行うた

めだけの存在となってしまいました。行っ ているこ とは単純で，ＴＭＵｐＤａte3 0 を呼 んで

テキストエディット部分を，ＣＭＤｒａｗ Ｏ　で スクロールバーを それぞれ再描 画して， その後

サイズボタンを描画しています。

２８２ 行目からは終了処理を行 う関数です。テキストエデ ィットとスクロールバー，ウィン

ドウの廃棄を行ってｅｘitO 　しています。

これ以降にはウィンドウ内部の座標の処理等を行う関数が置かれています。計算が多く，一

見すると，かなりややこしく思えるかもしれませんが， どちらか というと，比較的単純な計算

を数多くこなすという，退屈な処理 といえるかもしれません。 とくに，ビューレクタングル等

の大きさをウィンドウコンテンツの大 きさ にあ わせて設定す るＳｅtＴｅｘtＲｅｃt O （294 行

目 ～）， スクロールバーの大 きさをウインドウにあわせて計算し直す ＳｅtＳｃＢＲｅｃtO 　（３０４

行目～），現在のビューレクタングル とテキスト全体の位置関係を計算し， スクロールバーの

値 として設定する ＳｅtＳｃＢＶａｌｕｅ（317 行 目～）などは，非常によく使 われる関数ですから，

毎回書きおろすよりはライブ ラリ的に使い回したほうが楽です。

341 行目以降のUpdat ｅＴｅｘt 0 ， Ｓｃｒｏ１１Ｔｅｘt O の ２ つの関数は， その前の計算主体

の関数を利用して目に見 える処理を行い ます。前者は，ウィンドウの大きさを もとに計算した

各種の値からテキストエディットや スクロールバーの大 きさなどを求 め， 実際に再描画する関

数。後者は，マウスの押されているポイントから， スクロールバーの処理を行っ て再 描画する

（Updat ｅＴｅｘt O 利 用 ）関数です。

このプ ログ ラムには， じつは問題があ ります。 スクロールバーの取 りうる値は-32ﾜ68 ～32ﾜ6ﾜ

， 実 際には最小値 〇 として使われることが多いので，0 ～32ﾜ6ﾜ とい うところです。

この値:L に対 して， 画面上の １ ドットが相当してい ます。では，縦方向 に32ﾜ6 ワド ット以

上 （6×12 ド ットフォントならば約 ２ﾜ30 行） のサ イズを もつ テキストを扱いたい場合はど

うしたらよいので しょうか？’２　これは各自で考えてみて ください。

＊2:もっとも，このプログラムではテキストエディットを開く際に最大バイト数を64K バイトに限定

しているので，2730 行ものテキストを扱えるかどうかは怪しいところです。

リスト１ にＣＳＡＭＰＬＥ．Ｃ を示します。 これをコンパイノレする場合は，

のように行います。

2６４
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腸IUpdateりinPtrj ；Ofa

ｗ6ralh O ；

SUadtOv 個Ｈ ｗinPlf】

/拿キャレットを消す　　 拿/

yt 了ップデート開始　　t//|

ウィンドウ内部を描画1/
μ アップデート終了　　t/

アクティベートイベント　　　　 ト/

ActlvaleEvent（vold ）

/1 自分のウィンドウがアクティブに？　　 卜/if
（ ｗinPtr ･･ （windo ｗO （eventRec. ｗhom川

ｅｌｓｅ ｛
wlnactil●＝｜:

●ln
貞cliw●＝9:
IMCareH IE ㈲|.11

ｒｅ ｔｕ ｒ ｎ Ｏ ：

システムイベSystem12Even

/1 アクティブプラグをセット　　1/

/1 アクティブプラグをリセッ/

ト キ ャレットを点燈する

ント1 ，21
（llid ）

slitch t qv,ntR,c.・ha12）l
casl E闘TSK･
casl CLOSEAL1・

feturn -|:
brsak;

casa WIN00WSELECI:

return

蜘SIllcH ●jnPtrJ :0:

アプリケ ーションの初期化を行なうln,
Ｈ vｏldl

task ｔｂＵり ：

TSGalrdb！＆tbuＨ.-1 ）

岑/

/ 拿タスクの終了
/1 全ウィンドウの クローズ/

拿終了へ

/ 拿ウィンドウのセレクト
/岑ウィンドウをセレクトする

t/

／

／

～

拿

μ

び
り

げ
り

/ト タ スク管理テーブルを コピーしてくる/1

タ スク菅理テーブルをコピーする
paramF19 ・ 「STakeParaｓ【1t ｂｌＨ.ｃ，－and. ＳＩｌｎＲｅｃt.0.0.0.0 】；il
（lparalF11 8 13 =･a ）l　/l-W オプ ションが指定さ れていなt

H1qn9 1H& ・lnRect.lehl ＝ISGetWindalFos O :
ｗlnRIct.right ・ 禰lnaect.len tIWIN_X;
wldect.bottom ・ ｗinRecI.tlp をWINj:

｝
taskld　＝TSGa1100 ； 拿

１

／

゛

／

タスク１０
ウィンドウ

を得 る
を開く

場ヽ 合

卜/

t/

1/

拿/

５　サンプルプログラム

IlnPtr ・ 4 ・lndo● 11WMOpan（ll,ndo ｗ IHO ）./s ビーフ上に作成　　　1/
aｗlnRact，　　/s ウィンドウレクタングル1/
｛tjSC11 1H ’¥aD7Scratch‘｝./ 参ウィンドウ タイトル　　1/　　
-|，　　　　/1 可視　　　　　　　1/

il C ●inPtr=･0)

｢atufn -1:

●lnPIr-｣ｗaption l=iC_610 χON:return 1
0ralGraphlstOI ；

ウ・ ンドウ内部の描画の
憑備を行なう関斂

0raoGNphlsl しgald}

ぐ

く Ox20くく4）・WINOtT.ys 標準ウィンドウ1/
ｓindoｗ lロ ー1】.　　/1 もっとも手前に･/I.　

/1 クローズボックスありs/
10ngH lasild】】:　　/1 タスクID　I/
トエラー？　　　　　　　　S/
/1 ならば終了へ

/ 拿サイズボタン使用
/ 拿ウィンドつの内部を描画 する

／

／

１

１

GMSelGraphにqnph lH ・inPt川 ：

SeiTe χIRacM :6MF

ｕlMode 圓 ；lf

（IMOaen ； ’“

拿/

拿/

拿/

/1 グラフポートをセット

/t テキストのﾚｸﾀﾝｸ'ﾙを設定

65536.SdestRlct ，0.12.StEHdl ）り ｌ ）
relurn -1:

D111Hdl 】.dra･Mode ・ 肋000all ；
il ｛IMEach,0N ！ tEHdl， CgHES11E ｝く0 ）

/卜 改 行 コ ー ドとEOF を 表示

拿/

1/

il 丿MEach,0N ！ tEHdl， CgHES11E 】く0)/1 キャッシエｏｎ　　　　　　s/
returl -|;

iMSe･Rect いEHdj.adlsIRect ，hil ｗRecI);/tﾃ い ｽﾞid-ｼ1ﾝﾉtll-ﾚｸﾀﾝｸ'ﾙ を設定t/
SltScBRecH):　　　　　　　　　　　/lｽｸﾛｰﾙﾊ'- の回ﾀﾝｸ･ j1を計算　　l/
SelSc8Malu･t)；　　　　　　　　　　/1ｽｸl-j1 ﾊﾟｰの最大/最小/現在値を計算1ﾉil
口scBHHdl ・ CMOoanloinPtr.hcsHRIct.IL 馬S引1･ 口'‘).-|.

sdHVa1. ｕlus.scaHlal.min ，scaHMal.・ax.

CI SCt8RⅦHくく4.11=･0)
‾　　　　　/1ﾎｰ,1jG 鴎 を オープン　　　1/

｢●lurl -1;
口 口scSVHdl ・ CMOpen し・lnPtr.Ssc 日VR･ct.11ASC11 1){"1.-|.

sclりVal.nlu･ ，sciVりal.lln.sdVVal.lax.sclりVal.nlu･ ，sciVりal.lln.sclVVal.lax.CI SCLBRWV
くく4.0j 】=･0 】

‾　　　　　/1 功l一如･丿縦）を オープン 拿/

ｒ ａ ｔ ｕ ｒ ｎ －ｌ ：
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/卜 いろいろ描画

ウィンドウ内部を描画する関数　1/

口fa●Gr㎎h｛leid ｝

GMSetGraph（，；lfaph s ）｛ ｗinPIr川:/･ グラフ ポートをセ･
，卜I

刈pOate3 口EHdl ，awl･ ●aect】:　/･ テキストを
アップデート

C岫raｗs ●11Ptr）；
幄Dn ・Ggaxg ・inPIr）

終了処理
Tinl（1nt status ）

if （tEHdl !=9 ）
TMD,S90sa（tEHd1 ）；if

（ ｗinPtr り ９ ｛
CMK丿 口 ｗinPtr｝；
WDispose （ ｗinPtr）l

exjt（0 ）；

/l テキ
ストをノッ ノア,

りｽｸ04 ﾊﾟｰを描画
/ネサイ ズボタンを描画l/
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．
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スクロールパーのレクタングルを計算する関数S81ScBRecH

vold）

卜/
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scgVRact.r1911 s ●inPtr-｣ ●Graph ，9｢Ract.right;
g “゙II･ ゛゛` ●｀IlI･ ●　' ¶･"･ ¶--.　 ● ・ ■
sc8VRact.b･ltol ＝ ●inltr-) ｗGfaph.grR･ct.bottol － 18

スクロ ールパーの値を計算する関数SltScBValu
，｛vlid ｝

int　　xdots.ydots:

ln1　　1:

卜/

xdots＝（1*・EHdl）.d･st.right － （ ＨtEHdl）.dlst.la11:
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xdots ・ i;
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スクロールバーの{立置などを更新する関 数
sｗ==0ｽｸﾛｰﾙﾊ･- か移動し なかった場合
!･ ０ｽｸ0 一如,- が移動し たtｌ合

UpdateText いnt s ｗ}
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C圖inSall sc8VHdl. scBVVal.lilj:
CSaxSIH scBHHdl. sclHVal.laxl: /1 最大値を設定
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圖lwe｛scBVHdl，ICpojnl_11H&scBvR･ct3 ｝:

CMSize（sc8HHdl.CMSlz
祠sc8VHdl.

cMshow4 scBHHdrc
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/1 サイズを設定1/
（｛scaSect.rilht － scIHRect.lall｝くく16J 1 183:
（!18 くく161 卜g scI ⅦIct.b01tal － sdVR,cI.toll ）3

/4ﾇｸﾛｰ 鮪‘- を可視に　　　　　1/

11喇OnoGBg 凋｛ 。inPtrh

SXVaJidScBar｛IlnPtrl:
/t サイズボタンを描画　　　　 卜/
/|ｽｸ0-ﾙﾊ'-をｱﾌﾞﾌ･ﾃ≒ﾄﾘｰｼ･jﾝから除く　　|/

コントロールの提作に従ってテキ ストを スクロール1/

し，スクロ ールバーの位蘆など を更新する関数　　1/Scroll

【ext｛poiM_tl,calPt ，ulsi 卵･d l,ng shiltbit ｝

ｌｎ ｔ

ｌｎ ｔ

ｌｎ ｔ

part:
destOfs[2]

dir ＝1;
contr01 0ctrlHdj ；

GMSetGraphn μaph t ）（ ｗinPtr））:
TMGetDestOffset（tEHdl.destOts ）；　　/1ﾃ ）ｽﾃｨﾈｰｼ,ﾝﾚｹﾀﾝ ｸﾞﾙの　　　t/

/1 オフ セットを取得　　　　　S/
part ・ CMFindUocatPt ，ｗinPtr，&ctrlHdl ）；/| 押されたコントロールを調ぺるs/iU
（part ･=UNUP ド ｜（part ･･C_INPGUP ））
dir ＝り；　　　　　　　　　/1 マイナ ス方向へのスクロール　 參/

s●ilch くpart3 1　casa　C
コNUP:

casa C INUP:
case　C-IN00WN:
Ｈ 目sh 山bil S EHMjHFI】==

ｃ ａ ｓ ｅ

ｃ ａ ｓ ｅ

ｃ ａ ｓ ｅ

/ト アップボタン　　　　　　　l//
トダウンボタン　　　　　　　 參/0
）｛　　/1 シフトが押されていない 拿/

IHetrlHdl=･scBHHdl ）
d･st01slO】･りFONIS11E ・ D dir ）:

儡lsl
dest01s【| 】を･g FONISIXE りs dir ）；

hr･ak;
/s シフトか･押されている場合次へ:
/1 ページアップ

I
CJIPGUP:
C_ISPG00WN:
il｛clrlHdl=･sc8HHdl ｝

ｅ ｌ ｓｌ

ｂ ｒ ｅ ａ ｋ

/1 ページダウン

り
り

び

desxOfslO1･=4 1 1nEHd 】1.･ill.right － ＯstEHd11.wigｗ.1･ftj l dirdastOhll]

り 目HIE 川1).viel.right － (ＨtEHdl).win.11ftj l dir

C INTHUM8:
CMCblcH clrlHdl. lecalPt ，03 ；if

g ctrlHdl ls lcBＨdll

11se

break;
delau11:
part ＝a

/t サム

dｕtOf，（al ・C附alu･GltC ctrlHdl）:

dls101sl ll ＝CMりalue611C ctrlHdl）:

/| それ以外ならば
；　　　　　　　　　/I パートコードを（）に

il Cpart !･ll

iMUgDateEｘistDEHdl.1 】；
IMSltO･s10Hs･t DEHdl. d･st01s
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，dlSt01･（11 ）:
i’ 1ｽ14-ｼlﾝﾚｸﾀﾝﾀﾞSのねｾ。!
刈 ならばスクロール中

拿/

び

り
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りて

卜を設 定

拿/

卜/

５　サンプルプログラム

本文ではＸＣ２による開発について述べましたが，現在Ｘ６８０００で広く使用されているＣ

言語処理系として，ＧＮＵ Ｃコンパイラ（ＧＣＣ）についても触れておかなければならないで

しょう。

ＧＣＣによるＳＸ アプリケーションの開発について述べる前に，ＧＣＣ そのものについて少

し解説しておきましょう。

ＧＣＣは，リチャード・ストールマン氏を中心とするフリーソフトウェアファウンテージョ



第４章　Ｃ 言語によるプログラミング

ン（ＦＳＦ）によって，ＧＮＵ プロジェクトの一環として開発されたＣ 言語処理系ですｏ ＦＳＦ

という団体は，ソフトウェアは人類 の共有の資産であ るこ とを主張 し，著作権 による独占に

反対しています。 ＦＳＦ のソフトウェアは「Ｃｏｐyleft」という権利 によって守 られており，こ

れらのソフトウェアを自由に流通させることを阻むことは固 く禁止されています。原則 とし

て，欲しい人には無料で 配布されなければならず， また実行コード ばかりで なく，ソースを

求 める人にも必ず配布されなければなりません。

ＧＮＵプ ロジェクト というのは，０Ｓ をはじめとする環境のすべてをフリーで提供しようと

いうもので，ＧＣＣ はそのための基本的な開発言語です。　もちろん， そのソースも無料
で流通

しているので，ＵＮ工Ｘ 系のワークステーションはもちろん，さ まざ まなパソコン にも，世界

各国の有志の手によって移植されています＊1．

Ｘ６８０００版のＧＣＣ も，こうした流れの１つとして存在するものです。複数の方が移植を

手がけられたことから，Ｘ６８０００版とひと口にいっても，い くっ かの分派が存在するのです

が，ここで は現在の ところ， もっ とも広く使 われていると考えられる「真里子版＊２」を想定

して話を進めるこ とにしますo

X68000 版 ＧＣＣ の特徴は，

1）非常に強力な最適化が行 われること

２）文法はＡＮＳ工に完全対応しているが，ＧＣＣ独自の拡張も行 われてい ること3

）ＸＣ（１，２）のライブラリが使用で きること’3

といっ た点にあります。これはすなわち，ＸＣ２ 用に書いたソースがその まま通る（ただし，

ＸＣ２の文法チェッ クの網の 目を すり抜けたエラー は修正 す る必要 があ りますが）こ と，

ＳＸＬ工Ｂ．Ｌ もＸＣ２同様に利用で きるこ と， そして，ＸＣ２よりも効率のよいコードが得られ

るこ とを意味しています。

このため，本書に掲載したＣ 版スケルトン，Ｃ 版のサンプルプ ログ ラムをＧＣＣでコンパ

イルし，実行ファイルを作成することはもちろん，ＳＸ-Ｗ:［ＮＤＯＷ上での実行についてもＸＣ

２ と同様に行うことがで きます。

４章で掲載したサンプルプ ログラム，ＣＳＡＭＰＬＥ．Ｃ をコンパイルする場合は，次 のよう

にＧＣＣを起動します。

A＞gCC CSAMPI F C SX 川日.1.FLOATFNC.Llｉ

最後にＦＬＯＡＴＦＮＣ．Ｌ をリンクするよう指定していますが， これはＸＣ２では自動的にリ

ンクされていたものを明示したにすぎません。 ＦＬＯＡＴＦＮＣ．Ｌ は浮動小数点演算を行うため

のライブ ラリで，ＸＣ２に添付さ れているものです。

ＸＣ２用に記述したソー スをＧＣＣでコンパイルさせるだけでは宝 の持 ちぐされで すか ら，

ＧＣＣ らしい，エレガントな記述で ＳＸ アプ リケーションを書 くことができるよう，努力して

みてください。

忘れてはならないのは，適切な最適化オプションをコマンド ラインで指 定してこ そＧＣＣ
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の最適化の威力が真に発拝される，ということです
Ｏ 
ＧＣＣには多くの最適化オプションが用

意されており，コンパイルするプログラムの性格によって，適用する最適化処理をユーザが

選んで指定するようになっています。付属の，または別配布のドキュメントやマニュアノレを

よく読んで，ＧＣＣのパワーをフルに引き出してください。

真里子版ＧＣＣの最新の動向としては，ＳＸ-ＧＣＣと呼ばれる処理系ができつつあります。

グローバル変数などをワークエリアに置くなどの工夫によって,効率よくメモリが使える,ＳＸ

アプリケーション開発用のコンパイラです。この原稿執筆時点（’91年11 月）ではプロトタ

イプ版が公開されているのみですが，一日も早い完成を願いたいものです＊4.

＊|:ただし，マッキントッシュに移植することは禁止されています。なにやら「Copyleft」を旨とす

るFSF の姿勢と相容れないものがあるのだそうで……o

＊2:真里子版GCC は，真里子氏（ハンドル名）の于によってX68000 上 に移植され，現在もバージョ

ンアップが続けられています。NIFTY Serｖｅ内のSHARP フ ォーラム（FSHARP ）で 配布を受ける

ことができます。

＊3:現在のところ，GCC 用のライブラリは存在しないので，XCI， あるいはXC2 のライブラリを使用

する「必要がある」というのが正しい表現です。GCC 自体は無料ですが，実用に供するためには

XCI，あるいはXC2 を購 入する必要がありますo

＊4:このように，フリーソフトウェアの作者/移植者にバージョンアップを強要することはマナー違

反ですから，真似をしてはいけません。

ライブラリのアセンブラからの使用

Ｃ 言語で使用することを目的 として用意されているＳＸＬ工Ｂ．Ｌ で はありますが，中にはア

センブリ言語で 記述したプログ ラムからも利 用したくなるような便利なもの も含 まれていま

す。こうぃった便利 なものはアセンブリ言語のプログラムからも利用させてもらいましょうｏ

例 として，テキストマネージヤのＴＭＥｖｅｎtＷ を利用するこ とを考えてみますo

5 章のリファレン スの中で は，ＴＭＥｖｅｎtＷ を呼び出す手順が，次のように示さ れていま

す。

[コ ール]

pｅａ

ｐｅａ

Ｊｓraddq.|

eｖｅｎtＲｅｃtEHdl

TME ｖｅｎtＷ
－
＃8,ｓp

要するに，ＳＸＣＡＬＬ マクロで呼 び出すかわりに，jｓｒ ＴＭＥｖｅｎtＷ のようにして呼び出
－

してやればよいのです。この とき，注意が必要なのは， ＴＭＥｖｅｎtＷ が外部シンボルであ る
ー

ことを宣言しておく必要があることですo　ソースの先頭などで，
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.xref　　_TMEｖentＷ

の ようにして宣言しておいてください。これでアセンブルは問題なく行えるはずです。

次はリンクについて考えてみます。

このプ ログラムをｆｏ０.ｓ とすると，アセンブル した結果，ｆｏ０.０ というオブ ジェ クトファ

イルが生成されているはずです。通常， リンクは

A＞LK SKELTON fOO - ＯｆＯＯ漣

といったぐあいに行いますが，ライブラリをリンクしなければならないので，次のようにリ

ンクを行ってくださいO

A＞LK SKELTON f00 A :¥LIB ￥SXLIB.L －

外部シンボルの宣言が行 われていれば，リンカがＳＸＬ工Ｂ．Ｌ の中から該当するルーチンを

自動的にリンクしてくれるはずで す。
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第 章

ＳＸ コールリファレンス

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ に用意されている機能を利用するには，ＳＸ

コールと呼ばれる＄Ａ 系列未定義命令を利用した手順を経て

行います。この章では，ＳＸＩ.10になって追加，あるいは仕様

が変更されたＳＸコールについて，筆者が独自に解析した結

果をもとにしたリファレンスを示しています。前著『ＳＸ-

ＷＩＮＤＯＷプログラミング』のリファレンスとあわせてご利

用ください。



第５章　ＳＸ コールリファレンス

lj 　

SX- ＳＹＳＴＥＭの各マネージャの機能は，未定義命

令＄Ａ系列を通じてユーザーに提供されます。これら

提供されるものをＳＸコールと呼ぶことにします。

SX コールの一般的な利用法は次のとおりですO

(1)必要な数、型の引数をスタックに積む

(2)SX コール疑似命令(ＳＡ系列未定義命令)を実行す

る

(3)スタックを補正する

(2)は，SX コール疑似命令をdC.Ｗで置いてもかまわ

ないのですが，SX コールであることを明示するため

に，マクロSXCALL を定義することにします。

|凡例：　 』

コールする際にスタックに

積むべき引数。そのサイズ ，

引数名，引数の持つ意味が‘ Ｉ

書かれている。

●リファレンス利用に関する注意I

SX コールリフ ァレンスは，筆者の

独 自の解析を もとに解説されてい ま

す。 とくに，未公開コールについ て

は，SX-SYSTEM のバ ージョン アップ

などによって動作しな くなる可 能性

があり，その利 用には十分 注意して

ください。 未公開コールは，あ くま

で参考として掲載 してい ます。

また，本資料の内容に関するシャ

ープ㈱への質問， お問い 合わせなど

はいっさい行わないようにお願いし

ます。

2７４

二 Ｑ∧し八LL lllaし｢ｕ　　　llulll

dc.ｗ　　　　ｎｕｍ

犬 上 二

また，SX コールの名称と疑似命令コードをｅqｕで結

び付けるインクルートファイルを用意し，それを利用

することによって，さらに可読性が上がりますが，本

書では番号で示すことにしています。

SX コールは，ＨｕｍａｎのＤＯＳコールなどと同様で

す。結果はレジスタのDO とAO に返 ります。返り値を返

さないSX コールで もDO とAO は破壊されるので注意

してください。プラグ類も変化します。

コ ール 名。コ ー ル名が ● に なっ ているも の

は未公 開コ ールなので，利用するの は控え た

ほう がよ い。ま た，○ が 記さ れて いる コ ー

ルは，ＳＸＨ〕2から ＳＸＩ.10になって仕様 が

変更になっ たもの や正式に公開され たコ ール

を表す。

＄ Ａ ０９２　Ｋ Ｂ Ｆｌａｇ Ｇ ｅｔ

キーボードマネージヤのプラグ順を一柚して返す

[引数]

】ｏｎｇ　 ｋｂＲｅｃ　　 キーボードレコードのアドレスl

返り値]

Ｄ０．Ｌ　 キーポー ドマネージ ヤのプ ラグ

[コール]

bitO

bitl

bit ２

ｂｉt3bit

４

ｂｉt5bit

６

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.l

Halt

Ｒ ｅ ｓｅt Ｏ ｎ

０ １ｄ Ｏ ｎ

Ｌ ｅ ｄ Ｏ ｎ

Ｃｌｉｃ ｋ Ｏ ｎ

Ｒ ｅｐ ｅ ａt Ｏ ｎ

Ａｓ ｓiｇ ｎ Ｏ ｎ

k ｂＲｅｃ$

Ａ０９２

”４,ｓｐ

コール例。おもに引数の順に注意してほしい。

引数のないSX コ ールについては載せていない。

コール機能解説O その

コールが持つ働きと使用

上の注意が書かれている。

呼び出し後の戻り値O レ

ジスタとその意味が書か

れている。



＄ Ａ ０９２　 Ｋ Ｂ Ｆｌａｇ Ｇ ｅｔ

キーボードマネージヤのプラグ類を一括して返す。

[ 引 数]　

１０ｎｇ[

返 り 値]

ｋｂ Ｒ ｅｃ キーボー ドレ コードのアドレ ス

D０.Ｌ　 キー ボ ー ドマ ネ ージ ヤの プ ラ グ

[コール]

bitO

bitl

bit2

bit3

bit4

bit5

bit6

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

Halt

Ｒ ｅｓｅt Ｏ ｎ

０１ｄＯｎ

Ｌ ｅｄＯ ｎ

Ｃｌｉｃｋ Ｏｎ

Ｒ ｅｐｅａt Ｏ ｎ

ＡｓｓiｇｎＯ ｎ

k ｂＲｅｃ$A092

＃４,ｓp

キ ー ポー ド マ ネ ー ジ ャ ／リ ソ ー スマ ネ ージ ャ ニ

＄ Ａ ０９３　 Ｋ Ｂ Ｆ ｌａ ｇ Ｓ ｅ ｔ

キー ボード マネ ージ ヤのプ ラグ類 を一 括 して設定 する。

[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

ｋｂ Ｒ ｅｃ

ｎ ａｇｓ

bit Ｏ

ｂｉtlbit

２

ｂｉt3bit

４

ｂｉt5bit6

キーボードレコードの アドレス

プ ラ グ類 の状 態

Halt

ＲｅｓｅtＯｎ

ＯｌｄＯｎ

Ｌ ｅｄＯｎ

ＣｌｉｃｋＯｎ

ＲｅｐｅａtＯｎ

ＡｓｓiｇｎＯｎ

[返り値]

ＤＯ.Ｌ　 前のプラグの状態[

コール]

ｍｏｖｅ．ｌ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

れ １ａｇｓ,-(ｓp)

ｋｂＲｅｃ

$A093

＃８,ｓp

゛　 ’ , ’ 　 　 ｀¨ 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　 ゛　　　 g O ｀ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －　　　　 j ゛ - - ゛ 　 　 ， ’ i 　 ， -

＄ Ａ ＯＥ Ｄ　 Ｒ Ｍ Ｒ ｅ ｓ Ｌ ｉｎ ｋ Ｇ ｅ ｔ

指定 したリ ソースマ ップ の次 のリ ソー スマップ を得 る。

[引 数]

１０ｎｇ　　ＲｅｓＭａｐ　　 リ ソー ス マ ップ ヘ の ハ ン ドル[

返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 次の リ ソー ス マッ プ ヘ のハ ン ドル

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ＲｅｓＭａｐ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＯＥＤ

ａｄｄq.1　　　tt ４,ｓｐ

＄ Ａ ＯＥ Ｅ　 Ｒ Ｍ Ｒ ｅｓＴ ｙｐｅＬｉｓｔ

指定したリソースマップに登録されているタイプの

数とリストを得る。リストは，タイプ名（1 ロングワー

ド）がタイプの数だけ並んでいる構造。末尾は０.Ｌ。

リストが不要になったら廃棄する必要がある。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ａｒｇｃ

１０ｎｇ　　 ａｒｇｖ

タイプの数が返るバッファ(1

ロングワード)のアドレス

タイプのリストへのハンドル

が返 る バッフ ァ(1 ロ ン グ
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１０ｎｇ　　 ＲｅｓＭ ａｐ[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ[

コ ー ル]

０

０
　
　

ａ
　
ａ
　
ａ

＝
　
φ
　
　
　

卵

叩

叩

ＳＸ ＣＡＬＬ

ｌｅａ

ワード)アドレス

リソースマップのハンドル

正常終了

エラー

R ｅｓＭ ａｐ

ａｒｇｖ

ａｒｇｃ

$ ＡＯＥＥ

１２(ｓp),ｓp

＄ Ａ ＯＥ Ｆ　 Ｒ Ｍ Ｒ ｅｓｌＤ Ｌｉｓｔ

指定したリソースマップに登録されているタイプの

工Ｄ の数とリストを得る。リストは：［Ｄ（1 ワード）が

工Ｄの数だけ並んでいる構造。末尾は０.ｗ。リストが

不要になったら廃棄する必要がある。

再配置が発生するo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ａｒｇｃ

1０ｎｇ　　 ａｒｇｖ

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]　

Ｄ０.Ｌ

[コール]

ＲｅｓＭ ａｐ

Ｔｙｐｅ

＝０

≠０

皿

ぎ

呻
呻
ぎ

工Ｄの数が返るバッファ(エロ

ングワード)のアドレス

エＤのリストが返るバッファ(

工Ｄ の数×１ワ ード)の アド

レス

リソースマップヘのハンドル

タイプ

正常終了

エラー

＃Ｔｙpe,-(ｓp)

ＲｅｓＭａｐ

ａｒｇｖ

ａｒｇｃ

$ＡＯＥＦ

１６(ｓp),ｓp

：
゛
，　　　　　　　　　　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．ｊ ｙ　　　　　　　

：

＄ Ａ ＩＦ Ｆ　 Ｗ Ｍ Ｓ ｅｌｅＣt2

ｗｉｎＰtｒで指定したウィンドウを，サブウィンドウ

を消去せずにアクティブにする。

再配置が発生するo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｗｉｎＰtｒ[

返 り 値]

ウィン ドウレ コードのア ドレ ス

Ｄ０.Ｌ　 リザ ル ト コー ド

[コ ール]

ｐｅａ　　　　 ｗｉｎＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＦＦ

ａｄｄqユ　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ２２Ｃ　 Ｗ Ｍ Ｏ ｐｔｉｏｎＧｅｔ

カレントウィンドウのウィンド ウオプション

（ｗoptｉｏｎ）を返す。

[引 数]

なし

276

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ ウィンドウオプション(下 位ワードのみ意

味を持つ)

＄ Ａ ２２Ｄ　 Ｗ Ｍ ＯｐｔｉｏｎＳｅｔ

カレントウィンド‘ウのウィンドウオプション(

ｗｏｐtｉｏｎ)を設定する。

[引 数]

ｗｏｒd　 ｗＯｐt

[返 り値]

な し

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ.Ｍy　

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

ウィンドウオプション

＃ＷＯｐt,-(Sp)$

Ａ２２Ｄ

tt ２､Ｓp



リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ヤ/ ウ ィ ン ド ウ マ ネ ー ジ ヤ ／コ ン ト ロ ー ル マ ネ ー ジ ヤ

＄ Ａ ２Ａ Ｏ　 Ｃ Ｍ Ｏ ｐ ｔｉＯ ｎ Ｇ ｅ ｔ

ｃｔｒ１Ｈｄ１で 指 定 し た コン ト ロ ー ルの ， コ ン ト ロ ール

オプ シ ョ ン （ｃｏｐtｉｏｎ） を返 す。

[引 数]

１０ｎｇ　 ｃtｒ1Ｈd1

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

[コール]

コントロールレコードへの八

ンドル

コントロールオプション(下位ワードの

意味を持つ)

p ｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

ctｒ1Hd1$

Ａ２ＡＯ

＃４,ｓp

＄ Ａ ２ＡＩ　 Ｃ Ｍ Ｏ ｐt ｉＯｎ Ｓ ｅt

ｃtｒ1Hd1 で指定したコントロールの，コントロール

オプション（ｃｏｐtｉｏｎ）を設定する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Ｈd1

ｗｏｒd　cOpt

[返 り 値]

な し

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ．ｙｘ　

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

コントロールレコードへの八

ンドル

コントロールオプション

＃ｃＯｐt,-(ｓp)

ｃtｒ1Hd1

串Ａ２Ａ１

＃6, ｓp

＄ Ａ ２Ａ ２　 Ｃ Ｍ Ｕ Ｓｅr Ｇ ｅt

ｃtｒ1Hd1 で指 定したコントロールの，ユーザ川の

ワーク（ｃｕｓｅｒ）を返す。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Ｈdl コントロールレコードへの八

ンドル

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 ユーザ用のワークの値[

コール]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ctｒ1Hd1$

Ａ２Ａ２

＃４,ｓp

＄ Ａ ２Ａ ３　 Ｃ Ｍ Ｕ Ｓｅr Ｓ ｅt

ｃtｒ1Hdl で 指定したコントロールの，ユーザ用の

ワーク（cｕｓｅｒ）を設定する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1H(11

１０ｎｇ　　ｃＵｓｅｒ

[返 り 値]

な し

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ.１

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

コントロールレコードへの八

ンドル

ユーザ用のワークの値

＃ｃＵｓｅｒ,-(ｓｐ)

ｃｔｒ１Ｈｄ１

$ Ａ２Ａ３

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ２Ａ ４　 Ｃ Ｍ Ｐr ｏ ｃ Ｇ ｅt

ｃtｒ1Hd1 で指定したコントロールの，ドラッグ時の

手続きのアドレス（ｃＰｒｏｃ）を返す。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Ｈd1 コントロールレコードへの八

ンドル

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　　ドラ ッ グ時 の手 続 きの ア ドレ ス[

コ ール]

ｐｅａ　　　　 ｃtｒｌＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２Ａ４

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ２Ａ ５　 Ｃ Ｍ Ｐ ｒｏ ｃ Ｓ ｅｔ

ｃｔｒ１Ｈｄ１で 指 定 し た コン ト ロ ー ルの ，ド ラ ッグ時 の

手 続 き の アド レ ス（ｃＰｒｏｃ） を設 定 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Hd1　10ng　　cP

ｒｏｃ

コ ン ト ロ ール レ コ ー ドへ の 八

ン ド ル

ドラッグ時 の手 続きの アドレ ス

2 ７７
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[返り値]

なし[

コール]

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｃＰ ｒｏｃ

ｃｔｒ１Ｈ ｄ１$

Ａ ２Ａ ５

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ２Ａ ６　 Ｃ Ｍ Ｄ ｅｆＤ ａt ａ Ｇ ｅt

ｃtｒ1Hd1 で指定したコントロールの，定義関数の

データ（ｃＤｅｆＤａtａ）を返す。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Ｈd1 コントロールレコードへの八

ンドル

[ 返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 定 義 関 数 の デ ー タ

[ コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｃtｒ１Ｈ ｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２Ａ6

＄ Ａ ２６９　 Ｍ Ｎ Ｃ ＯｎＶｅrt

ｓtｒｚＰtｒで指定した文字列によって，メニューレ

コードを作成する。ｍｅｎｕHd1 がｏの場合，メニュー

マネージャがビーフ上に作成する。

メニュー定義文字列は，基本的にメニューアイテム

を工つずつカンマで区切ったもので，特殊文字を利

用することによって，ショートカットやチェックマー

クの指定を行うことができるo

特殊文字 �内　　 容

Ａ

－

｜

�

ショ ート カッ ト文 字 の 指定。次 の｜文 字が

ショートカット文字 となる

この文字で始 まる アイテムはイン アク ティブ

となる

チェック マークを つけ る

27 ８

再 配 置 が発 生 す る。

addq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ２Ａ ７　 Ｃ Ｍ Ｄ ｅｆＤ ａt ａ Ｓｅt

ｃtｒ1Hd1 で指 定したコントロールの，定義関数の

データ（ｃＤｅｆＤａtａ）を設定する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｃtｒ1Ｈd1

１０ｎｇ　　 ｃＤｅｆＤ ａtａ[

返 り 値]

な し

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.１

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬ Ｌ

ａｄｄq.1

[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

m ｅｎｕHdl

ｓtｒＺＰtｒ

ｗｏｒd　 工d[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ール]

コントロールレコードへの八

ンドル

定義関数のデータ

＃ｃＤｅｆＤａtａ,-(sｐ)

ｃtｒ1Hd1

$ Ａ２Ａﾜ

＃８,ｓｐ

メニューレコー ドへのハンドル

メ ニュ ー 定 義文 字 列(ＡＳＣＨＺ)

へのポインタ

メ ニ ュー 定義 関 数 の 工Ｄ

リザルトコード

メニューレコードヘのハンドル

ｍｏｖｅ．ｘＭ

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ

ｌｅａ

＃工ｄ,-(ｓｐ)

ｓｔｒＺＰｔｒ

ｍｅｎｕＨｄ１$A269

10( ｓｐ),ｓｐ



コン ト ロ ー ルマ ネ ー ジ ヤ/ メニ ユー マ ネ ー ジ ヤ/ サ ブ ウ ィン ド ウ マ ネー ジ ヤ

＄ Ａ ２２７　 Ｗ Ｓ Ｏ ｐｅｎ

新しいサブウィンドウを開く。ｓｗｉｎＰtｒ が〇の場

合,サブウィンドウマネージヤがビーフ上に作成する。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　s ＷｉｎＰtｒ

1０ｎｇ　　 ｒgｎＨd1

１０ｎｇ　　 ｐｒio[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

サブウィンドウレコードのア

ドレス

アウトサイドリージョンとな

るりージョンヘのハンドル

プライオリティ値

リザルトコード

サブウィンドウレコードのアドレス

ｍ ｏ ｖ ｅ ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃pｒio,-(ｓp)

ｒgnHdl

ｓＭyｉｎＰtｒ

$Ａ２２ワ

12(ｓp),ｓp

＄ Ａ ２２８　 Ｗ Ｓ Ｃ ＩＯＳｅ

ｓｗｉｎＰtｒで指定したサブウィンドウを閉じ，サブ

ウィンドウリストから削除する。サブウィンドウレ

コードをビーフ上以外に作成していた場今に使用す

るo

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｓＷｉｎＰtｒ サブウィンドウレコードのア

ドレス

[ 返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｓ蘭yｉｎＰtｒ

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ　$ Ａ２２８

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ２２９　 Ｗ Ｓ Ｄ ｉＳｐＯＳｅ

ｓｗｉｎＰtｒで指定したサブウィンドウを閉じ，サブ

ウィンドウリストから削除Ｌだ後，サブウィンドウレ

コード として確保されていたブロックを廃棄する。サ

ブウインドウレコードをビーフ上に作成していた場合

に使用する。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｓＷｉｎＰtｒ サブウィンドウレコードのア

ドレス

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ　　リザ ル ト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｓＷｉｎＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２２９　

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ２２Ａ　 Ｗ Ｓ ＥｎｌｉＳt

ｓｗｉｎＰtｒで指定したサブウィンドウをサブウィン

ドウリストに加える。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｓＷｉｎＰtｒ サブウィンドウレコードのア

ドレス

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ルト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｓＷｉｎＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２２Ａ

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ２２Ｂ　 Ｗ Ｓ Ｄ ｅｌｉＳt

ｓｗｉｎＰtｒで指定したサブウィンドウをサブウィン

ドウリストから削除する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｓXAtｉｎＰtｒ サブウィンドウレコードのア

ドレス

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　 ｓＷｉｎＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ２２Ｂ

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓｐ
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＄ Ａ ４Ｅ Ｏ　Ｐ Ｍｌｎｉt

プリントマネージヤを初期化する。

メモリマネージヤ，リソースマネージヤ，イベント

マネージヤ,メニューマネージヤ,グラフィックマネー

ジヤ，ウィンドウマネージヤが初期化され，リソース

ファイルｓＹｓＴＥＭ．ＬＢがオープンされている必要

がある。

[引数]

なし

[返り値]

D0.Ｌ　 リザルトコード

＄ Ａ ４ＥＩ　 Ｐ Ｍ Ｔｉｎｉ

プリントマネージヤの終了処理を行う。

再配置が発生する。

[引数]

なし

[返り値]

D0.Ｌ　 リザルトコード

＄ Ａ ４Ｅ２　 Ｐ Ｍ Ｏ ｐｅｎ

ｄｒｖｒ工Ｄで指定した工Ｄ のプリンタドラ イバをリ

ソースＰＴＲＤ からメモリ上に読み込みロックする。d

ｒｖｒID として-1 を指定した場合，ｓＲＡＭ に記録さ

れているデフォルトのプ リンタドラ イバが使用され

る。

再配置が発生する。

[引数]

ｗｏｒd　d ｒｖｒ工Ｄ　　　ドライバの工Ｄ

[返り値]

Ｄ０．Ｌ　 リザルトコード

＝-２　　　すでにドライバがオープン

されている

[コール]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　＃ｄｒｖｒID,-(ｓp)

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｅ２

ａｄｄq.1　　　＃２,ｓp

2８0

＄ Ａ ４Ｅ ３　 Ｐ Ｍ Ｃ Ｉｏｓｅ

プリンタドライバの終了処理を行い，ドライバが使

用していたブロックを廃棄する。

再配置が発生する。

[引数]

なし

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード

＄ Ａ ４Ｅ ４　 Ｐ Ｍ Ｓ ｅ ｔＤ ｅｆａ Ｕｌｔ

ｐｒＲｅｃＨｄ１で 指 定 し た 印 刷 環 境 レ コ ード に デ フ ォ

ル ト の値（ リ ソー ス ＰｒＥｖ の 工Ｄｏ に記 録 さ れ てい る，

あ る い はド ラ イバ 自体 が 保 持 し てい る）を セ ット す る。

再 配 置が 発 生 す る。

[引数]

long　　p ｒＲｅｃＨｄｌ　印刷環境レコー ドへのハン ドル[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

Ａ０.Ｌ　 印 刷環 境 レ コ ー ドへ の ハ ン ドル

[コー ル]

pea　　　　p ｒＲｅｃＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　 ＳＡ４Ｅ４

ａｄｄq.l　　　 ＃４,ｓｐ

Ｓ Ａ ４Ｅ ５　 Ｐ Ｍ Ｖ ａｌｉｄ ａte

pｒＲｅｃＨｄｌで 指 定 し た 印 刷 環 境 レ コ ー ド の 内 容 が

正 し い か どう か をチ ェ ッ クし， 調 整 す る。

[ 引 数]　

１０ｎｇ[

返 り 値]

ｐｒＲｅｃＨｄ１　印刷環境レコー ドへのハン ドル

Ｄ０．Ｌ　 ＝ ０

[コール]

＝１

＝-１

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

調整せず,レ コードの内容に

変化はない

調整を行った

エラー

ｐｒＲ ｅｃＨ ｄ１$

Ａ ４Ｅ ５

＃４,ｓｐ



＄ Ａ ４Ｅ６　 Ｐ Ｍｌｍ ａｇｅＤ ｉａｌＯｇ

ページ印刷用の印刷環境設定ダイアログをオープン

し，ユーザの操作を受けつけた後，クローズする。そ

の結果をもとにpｒＲｅｃＨｄｌで指定した印刷環境レ

コードの内容を設定する。

再配置が発生する。

[引 数]

10ng　　p ｒＲｅｃＨｄ１　印刷環境レ コードへのハン ドル[

返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 ＝０

＝１

＝- １

[ コ ー ル]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

レコードの内容に変化はない

設定を行った

エラー

ｐｒ Ｒ ｅｃＨ ｄ１$

Ａ ４Ｅ ６

＃ ４,ｓｐ

Ｓ Ａ ４Ｅ７　 Ｐ Ｍ ＳｔｒＤ ｉａｌＯｇ

コード印刷用の印刷環境設定ダイアログをオープン

し，ユーザの操作を受けつけた後，クローズする。そ

の結果をもとにpｒＲｅｃＨｄｌで指定した印刷環境レ

コードの内容を設定する。

再配置が発生する。

ｓｘ1.10 標準添付のプリンタドライバではサポート

されていない。

[引数]

10ng　　p ｒＲｅｃＨｄ１　印刷環境レ コードへのハン ドル

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 ＝０

＝１

＝-１

[コー ル]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

レコードの内容に変化はない

設定を行った

エラー

pｒＲ ｅｃＨｄ１$

Ａ４Ｅ ？

＃４,ｓｐ

＄ Ａ ４Ｅｇ　 Ｐ Ｍ ＥｎＶＣ Ｏｐｙ

ｓｒｃＨｄ１で指定した印刷環境レコードの内容を，d

ｓtHd1 で指定したレコードにコピーする。　その際，

値のチェックと調整が行われるo

[引数]

1０ｎｇ　　 ｓｒｃＨdl

10ng　　dｓtＨd1

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 ＝０

＝１

＝-１

[コ ー ル]

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

プ リ ント マネ ー ジ ャ

コピー元の印刷環境レコード

へのハンドル

コピー先の印刷環境レコード

へのハンドル

調整を行わなかった

調整を行った

エラー

ｄｓｔＨ ｄ１

ｓｒｃＨ ｄ１$

Ａ４Ｅ ９

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ４Ｅ Ａ　 Ｐ Ｍ Ｊ Ｏ ｂ Ｃ Ｏ ｐ ｙ

ｓｒｃＨｄ１で 指 定 し た印 刷 環 境 レ コ ー ド の 実 行部 分 の

デ ー タd ｓtHd1 で 指 定 し たレ コー ド に コ ピー す る。 そ

の 際， 仇の チ ェ ッ ク と調 整 が 行 われ る。

実 行 部 分 と は， 具 体 的 に は 印 刷 開 始 ペ ー ジ

（pｒＦｓtＰａｇｅ）， 印 刷 終 了 ペ ー ジ （pｒＬｓtＰａｇｅ），1

ペ ー ジ あ た りの 印 刷 枚 数 （pｒＤｕｐＰａｇｅ）， 印 刷 モ ー

ド （pｒＭｏｄｅ）， 印 刷 モ ー ド の マ ス ク （pｒＭａｓk ）， そ

し て， シ ス テ ム予 約 （ｐｒＪｏｂＲｓｖ） を 意 味 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｓｒｃＨd1

10ng　　dｓtＨd1

[返 り値]

Ｄ０．Ｌ　 ＝０

＝１

＝-１

[コ ー ル]

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ.1

コピー元の印刷環境レコード

へのハンドル

コピー先の印刷環境レコード

へのハンドル

調整を行わなかった

調整を行った

エラー

dｓtHd1

ｓrcHd1$

Ａ４ＥＡ

＃８,ｓp

＄ Ａ ４Ｅ Ｂ　 Ｐ Ｍ Ｏ ｐｅｎｌｍ ａｇ ｅ

ページ印刷用のグラフポートを作成し，ページ印刷

を開始する。

再配置が発生する。

[引 数]

ｌｏｎｇ　　ｐｒＲｅｃＨｄ１　印刷環境レ コードへのハ ンドル

2 ８1
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[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ール]

リザルトコード

グラフポートのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｐｒＲ ｅｃＨ ｄ１$

Ａ ４Ｅ Ｂ

＃４,ｓｐ

Ｓ Ａ ４Ｅ Ｃ　 Ｐ Ｍ Ｒ ｅＣＯｒｄＰ ａｇｅ

ペー ジ印刷 の スク リプ トの 記録 を開始 す る。

ｒｅｃtＰtｒで指定した範囲が、後の印刷時に印刷され

る。

再配置が発生する｡‘

[引 数]

10ng　　 ｒｅｃtＰtｒ 印刷範囲を意味するレクタン

グルレコードのアドレス

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザル ト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４ＥＣ

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ４Ｅ Ｄ　 Ｐ Ｍ Ｐ ｒｉｎｔＰ ａｇ ｅ

ページ印刷用スクリプトの記録を終了し，実際の印

刷を開始する。

再配置が発生する。

[ 引 数]　

１０ｎｇ[

返 り 値]

p ａｒａｍ かならずＯを指定する

Ｄ０,Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ,1　　　 ＃ｐａｒａｍ,-(ｓp)　

ＳＸ ＣＡＬＬ　$ Ａ４ＥＤ

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄ Ａ ４Ｅ Ｅ　 Ｐ Ｍ Ｃ ａｎｃｅｌＰ ａｇ ｅ

ページ印刷用スクリプトの記録を中止する。印刷は

行われない。

再配置が発生する。

[引数]　

なし[

返り値]

2 ８2

D0.Ｌ　　リザルトコード

＄ Ａ ４Ｅ Ｆ　 Ｐ Ｍ Ａ ＣｔｉＯｎ

印刷処理を行う。ｃtｒ1で指定した動作を行い，そ

の結果を返す。

再配置が発生する。

[ 引数]

ｗｏｒd　ct ｒ1 動作の指定

○(Ｐ Ｃ ＳＴＡＴ)
－

１(Ｐ Ｃ_Ｅ ＮＤ)

２(Ｐ Ｃ ＳＴ ＯＰ)
－

３(Ｐ Ｃ ＣＯＮ Ｔ)
－

[返り値]

[コール]

Ｄ ０ ．Ｌ

印刷を続行する

印刷を終了する

印刷を中断する

印刷を再開する

実行結果

Ｏ(Ｐ Ｆ 工Ｎ 工ＳＨ)　　
－

１(Ｐ Ｗ ＯＲ Ｋ 工Ｎ Ｇ)

２(Ｐ ＲＥ ＳＴ工ＮＧ)
－

３(Ｐ Ｔ 工Ｍ Ｅ ＯＵ Ｔ)
一

一ｴ(Ｐ ＥＲ Ｒ ＯＲ)

印刷が終了した

印刷中

印刷を中断した

タイムアウト発生

エラー発生

ｍｏｖｅ．Ｍｇ

ＳＸＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ．１

＃ｃtｒ1,-(ｓp)$

Ａ４Ｅ Ｆ

＃２,ｓp

＄ Ａ ４Ｆ Ｏ　 Ｐ Ｍ Ｃｌｏｓｅｌｍ ａｇ ｅ

ページ印刷を終了し,グラフポートなどを廃棄する。

再配置が発生する。

[引数]

な し

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　　リ ザ ル ト コー ド

＄ Ａ ４Ｆ Ｉ　 Ｐ Ｍ Ｄr ａ Ｗ Ｓtr ｉｎ ｇ

ｓtｒHd1 ，１ｅｎｇth で 指 定 した 文 字列 の コ ー ド 印 刷 を

開 始 す る。

再 配 置 が 発 生 す る。

[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

pｒＲｅｃＨｄｌ

ｓtｒＨd1

印 刷環境レコー ドへのハ ンドル

文 字 列 への ハ ン ドル



1０ｎｇ1

０ｎｇ

1ｅｎｇth

ｓtｒOpt

文字列のバイト数

印刷オプション

＝〇　印刷終了時に改ページ

コードを出力する

＝１　印刷終了時に改ページ

コードを出力しない

[返 り 値]

D0. Ｌ　　リザ ル ト コー ド

[コ ー ル]

ｍｏｖe.1　　　 ＃ｓtrOpt,-( ｓp)　　

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃１ｅｎｇtｈ,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　 ｓtｒＨｄｌ

ｐｅａ　　　　 ｐｒＲｅｃＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｆ１

１ｅａ　　　　 １６(ｓp),ｓｐ

＄ Ａ ４ Ｆ ２　 Ｐ Ｍ Ｖ ｅr

プ リ ン トマ ネ ー ジ ヤのバ ー ジ ョ ン を返 すo

[引数]

な し

[返り 値]

Ｄｏ.Ｌ　 バ ージ ョ ン番 号くバ ー ジ ョン1.00 で$０１００)

Ｓ Ａ ４Ｆ ３　 Ｐ Ｍ Ｄ ｒｖ ｒＶ ｅｒ

現 在 オ ープ ン さ れ て い るプ リ ン タ ド ラ イバ の バ ー

ジ ョ ンを 返 す。

[引数]　

な し[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ バージョン番号(バージョン1.００で$0100)

＝-1　　　　 プリンタドライバがオープン

されていない

＄ Ａ ４Ｆ ４　 Ｐ Ｍ Ｄr ｖr Ｃtrl

プ リンタドライバを直接制御する。プリンタドライ

バに与えるコマンド,パ ラメータについては本文参照。

[ 引 数]　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

ｃｍｄ

ｐａｒａｍｌ

ｐａｒａｍ２

ｐａｒａｍ ３

ドライバに与えるコマンド

パラメータ１

パラメータ２

パラメータ３

D ０.Ｌ　　リザ ルト コー ド

[コール]

m ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.ｌ

ｍｏｖｅ.ｌ

ｍｏｖｅ.1

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

プ リ ント マ ネ ージ ャ ンプ∧ヶ∧ パ＼

＃ｐａｒａｍ３,-(ｓｐ)

＃ｐａｒａｍ２,-(ｓｐ)

＃ｐａｒａｍ１,-(ｓｐ)

＃ｃｍｄ,-(ｓｐ)

$Ａ４Ｆ４

１６(ｓｐ),ｓｐ

＄ Ａ ４Ｆ ５　 Ｐ Ｍ Ｄ ｒｖｒｌＤ

現在オープンされているプリンタドライバの]:Ｄ を

返す。

[引数]　

なし[

返り値]

D0.Ｌ プリンタドライバの 工Ｄ(下位ワードのみ意

味を持つ)

＝-1　　　　 プリンタドライバがオープン

されていない

＄ Ａ ４Ｆ ６　 Ｐ Ｍ Ｄ ｒｖｒＨ ｄｌ

現在オープン中のプリンタドライバが収められてい

るブロ ンヽクヘのハンドルを返すo

[引 数]　

な し[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ リザルトコード

＝-1　　　　 プリンタドライバがオープン

されていない

A0.Ｌ　 プリンタドライバヘのハンドル

＄ Ａ ４Ｆ７　 Ｐ Ｍ Ｍ ａＸＲｅ Ｃt

pKind で指 定した用紙の印刷可能な最大範囲を，

ｒｅｃtＰtｒ で指定したレクタングルレコードに返す。

[ 引 数]　10ng

ｗｏｒd

1０ｎｇ

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ｐｒＲ ｅｃＨ ｄｌ

ｐ Ｋｉｎｄ

ｒｅｃｔＰ ｔｒ

印刷環境レ コードへのハンドル

用紙 の 種類

結 果 が 返 る レ ク タ ン グ ル レ

コー ドの ア ドレ ス

リザルトコード

印刷環境レコードへのハンドル

ｐｅａ r ｅｃtＰtｒ

2 ８3
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mｏｖｅ.ｗ

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃ｐＫｉｎｄ,-(ｓｐ)

ｐｒＲｅｃＨｄ１

$ Ａ４Ｆ ワ

ユ.０(ｓp),ｓｐ

＄ Ａ ４Ｆ ８　 Ｐ Ｍ Ｓ ａ Ｖ ｅ Ｅ ｎ Ｖ

ｐｒＲｅｃＨｄ１で 指 定 し た印 刷 環 境 レ コ ー ド の 内 容 を

デ フ ォルト の値 とし て， リ ソ ー スＰｒＥｖ の 工Ｄｏ に記

録 す る。

再 配 置が 発 生 す る。

[引 数]

１０ｎｇ　　ｐｒＲｅｃＨｄ１　印刷環境レ コードへのハン ドル[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　 ｐｒＲｅｃＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４Ｆ８

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄ Ａ ４Ｆ ｇ　 Ｐ Ｍ Ｒ ｅａｄｙ

プリンタの状態を調べ，結果を返す。

[引数]

なし

[返り値]

D0.Ｌ　 プリンタの状態

○(ＰＳ Ｂ Ｕ ＳＹ)　
－

１(ＰＳ ＲＥ ＡＤ Ｙ)

印刷不可

印刷可

＄ Ａ ４Ｆ Ａ　 Ｐ Ｍ Ｐr ｏ ｃＰrint

pｒｏｃＰtｒで指定したユーザープロセスを登録し,プ

ロセス印刷を開始する。

28 ４

[引 数]　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

pｒＲｅｃＨ ｄﾕ

ｐｒｏｃＰ ｔｒ

印刷 環境レ コードへのハンドル

ユ ーザ ー プロ セ ス の アドレ ス

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

[ コー ル]

pea　　　　p ｒｏｃＰtｒ　

pea　　　　p ｒＲｅｃＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４ＦＡ

ａｄｄq1　　　1t ８,ｓp

＄ Ａ ４Ｆ Ｂ　 Ｐ Ｍ Ｄr ＶrlnfO

dｒｖｒ工Ｄ で 指 定 し たプ リン タ ド ライ バ に関 す る情 報

を，ｒｅｓｕltＰtｒ で 指 定 し た バ ッ フ ァ に返 す 。 dｒｖｒ工Ｄ

として-1 を指 定 す る と， デ フ ォ ル トの プ リ ン タ ド ラ

イバ の情 報 が返 るｏ

情 報 の形 式 は以 下 の とお り。

[引 数]　

ｗｏｒｄ

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

十$ ００.Ｗ

十$ ０２.Ｗ

十$ ０４

dｒｖｒ]:Ｄ

ｒｅｓｕltＰt ｒ

プ リ ン タ ドラ イバ のID

プリンタドライバのバージョン

プ リ ン タ名 （ＡＳＣＨ Ｚ）

プリンタドライバの 工Ｄ

結果ｶ返 るバッファのアドレス

リザルトコード

ｒｅｓｕltＰtｒ

ｐｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

rｅｓｕlt Ｐtｒ

＃d ｒｖｒ工Ｄ,-(ｓｐ)$

Ａ４ＦＢ

＃６,ｓｐ



＄A317　 ○ Ｔ Ｍ Ｋ ｅｙ.

tEHd1 で指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストに，key ｃｈａｒで指定されたキャラク

タを入力して再表示する。あらかじめグラフポートを

セットしておく必要がある。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

ｗｏｒd　key Ｃｈａｒ[

返 り値]

Ｄ ０ ．Ｌ

[コール]

テ キストエディットレコード

へのハンドル

入力キャラクタ

リザ ルト コ ー ド

＝０

＝１

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

編集しなかった

編集した

＃ke ｙＣｈａｒ,-(ｓp)tEHd1

$A317

＃6,ｓp

＄A31B　 ○ Ｔ Ｍ Ｓtr

tEHd1 で指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストのセレクト領域を，tｅｘtＰtｒで指定

した文字列と置き換える。 ｃＲ($oD) 以外の制御コー

ドを含めることはできない。再表示は行わない。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]　

Ｄ０.Ｌ

[コール]

tｅｘtＰtｒ

ｌｅｎｇth

テキストエディットレコード

へのハンドル

テキストへのポインタ

テキストのバイト数

リザルトコード

＝○　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

m ｏｖｅ.1

p ｅａ

ｐｅａ

＃１ｅｎｇt ｈ,-( ｓｐ)t

ｅｘt Ｐt ｒ

tＥ Ｈd1

プ リ ント マ ネ ー ジ ヤ/テ キ スト マ ネ ージ ヤ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

$A318

12(Sp), Ｓp

＄ Ａ ３１９　 Ｔ Ｍ Ｃ ａｌＴ ｅ Ｘｔ

ｔＥＨｄｌで 指 定 し た テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト の 段 落 情 報

を 計 算/ 設定 す る。 カ ー ソ ル の位 置 な どは 変 更 さ れ な

い の で， 通 常 は$ Ａ４６４　ＴＭｓｅtｓｅ１ｃａ１を利 川す る。

再 表示 は行 わ れ な い。

再 配 置 が 発 生 す るo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[ 返り 値]

Ｄ０．Ｌ　　リ ザ ル トコ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A319　　　　

addq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ３１Ｃ　 ○ Ｔ Ｍ Ｅ Ｖ ｅ ｎｔ

ｔＥＨｄ１で 指 定 さ れ た テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト レ コ ー ド

に つ い て，ｅｖｅｎtＲｅｃ で 指 定 さ れ たイベ ン トレ コ ー ド

の 内 容に 対 応 す る処 理 を 行 う。 あ らか じ めグ ラ フポ ー

ト を セッ ト し てお く必 要 が あ る。

再 配 置 が 発 生 す る。

対 応 す るの は ， 以 下 の ４ つ の イ ベ ン ト。 こ れ ら の

処理 の 後， 再 表 示 が 行 わ れ る。

・ヌ ル イペ ン ト

キ ャレ ッ ト の点 滅 を 行 う。

・ マ ウ スレ フ トダ ウン イベ ン ト

セレ クト 領域 の 変 更 を 行 う。

・ マ ウ スラ イ トダ ウン イ ベ ン ト

ポ ップ ア ップ メ ニ ュ ー を表 示 し て ， テ キ ス ト マ ネ

ー ジャ ズ タラ ップ との問で カッ ト＆ ペー スト を行 う。

・ キ ーダ ウ ン イベ ン ト

キ ャ ラ クタ の 入力 を 行 う （全 角 に も対 応 ）o カ ー ソ

ルキー，Ｂｓ，ＤＥＬ，ＲｏＬＬ ｕＰ ／ＤｏｗＮ キー に対

応 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1 テ キ ス トエ デ ィ ットレ コー ド

285
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１０ｎｇ　　 ｅｖｅｎt Ｒ ｅｃ[

返 り 値]

D ０.Ｌ

[コール]

へのハンドル

イベントレコードのアドレス

リ ザ ルト コ ー ド

Ｊ
二

一
　
　

一
一

呻

SＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

編集しなかった

編集した

eｖｅｎtＲｅｃtEHd1

$A31C

＃８,ｓp

＄ Ａ ３２０　 ○ Ｔ Ｍ Ｃ Ｕｔ

ｔＥＨｄ１で指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストのセレクト領域をカットし，テキスト

マネージャズタラップに移し，再表示する。あらかじ

めグラフポートをセットしておく必要がある。

再配置が発生するO

[引 数]

10ng　　t ＥＨd1

[返り値]

D0.Ｌ

テ キストエディットレコード

へのハンドル

リザルトコード

＝○　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

[コール]

ｐｅａ　　　　tEHd1

ｓｘｃＡＬＬ　$ Ａ３２０

ａｄｄq,1　　　＃４,ｓp

＄A322　 ○ Ｔ Ｍ Ｐ ａＳt ｅ

tEHd1 で指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストのセレクト領域を，テキストマネー

ジャズタラップの内容と置き換え，再表示する。あら

かじめグラフポートをセットしておく必要がある。テ

キストマネージャズタラップの内容は変化しない。

再配置が発生する。

[引 数]

10ng　　t ＥＨd1

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ
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テキストエディットレコード

へのハンドル

リザルトコード

＝○　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

[コール]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

tEHd1

$ Ａ３２２

＃４,Ｓp

＄ Ａ ３２３　 ○ Ｔ Ｍ Ｄ ｅｌｅｔｅ

ｔＥＨｄ１で指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストのセレクト領域をカットし，再表示す

る。テキストマネージャズタラップの内容は変化しな

い。あらかじめグラフポートをセットしておく必要が

あるo

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

[返り 値]

D0.Ｌ

[コール]

テ キストエディットレコード

へのハンドル

リザルトコード

＝Ｏ　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

tEHd1

串Ａ ３２４

＃４, Ｓp

＄A324　TMln ｓ ｅrt

tEHdl で指定したテキストエディットのセレクト

領域とｓtｒＰtｒ で指定した文字列を置き換えて再表示

する。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ ０.Ｌ

[コール]

st ｒＰt ｒ

ｌｅｎｇt ｈ

テキストエディットレコード

へのハンドル

文字列のアドレス

文字列のバイト数

リザルトコード

＝Ｏ　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃１ｅｎｇth,-( ｓｐ)

ｓtｒＰtｒ

tＥ Ｈｄ１

$ Ａ３２４

１２(ｓp),ｓｐ



＄ Ａ ３２Ｃ　 Ｔ Ｍ Ｃ ａｃｈｅ Ｏ Ｎ

ｔＥＨｄ１で指定したテキストエディットについて，

ｓiｚｅで指定したサイズのキャッシュを用意し，０Ｎ

にする。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

１０ｎｇ　　 ｓiｚｅ[

返 り 値]

テキストエディットレコード

へのハンドル

キャッシュのバイト数

Ｄ０.Ｌ　　リザルトコード

[コール]

ｍｏｖｅ.1　　　＃ｓiｚｅバｓp)

ｐｅａ　　　　tEHd1

ｓｘＣＡＬＬ　$Ａ３２ｃ

ａｄｄq.1　　　＃８,ｓｐ

Ｓ Ａ３２Ｄ　 Ｔ Ｍ Ｃ ａＣｈｅＯＦＦ

tEHdl で指定したテキストエディットレコードの

キャッシュを廃棄し，０ＦＦ にする。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　　リザルトコード

[コール]

ｐｅａ　　　　tEHd1

ｓｘｃＡＬＬ　$Ａ３２Ｄ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓp

＄ Ａ３２Ｅ　 Ｔ Ｍ ＣａＣｈｅＦｌＵＳｈ

tEHdl で指定したテキストエディットレコードの

キャッシュをフラッシュする。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り 値]

D0. Ｌ　 リザ ルト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄ1

テキ スト マ ネ ージ ャ= ≒

ＳＸＣＡＬＬ　$Ａ３２Ｅ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓp

＄ Ａ３２Ｆ　 Ｔ Ｍ ＳｈＯＷ

tEHd1 で指定したテキストエディットのドローレ

ベルを＋1 するｏ再描画は行わない。

[引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈdl テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　　ドローレベルを＋1 した結果の値[

コール]

ｐｅａ　　　　tＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３２Ｆ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓp

＄A330　TMHide

tEHd1 で指定したテキストエディットのドローレ

ベルを-1する。再描画は行わないo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　　ドローレベルを-1 した結果の値[

コール]

ｐｅａ　　　　tＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A330

addq,1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ３３１　Ｔ ＭＳ ｅｌＳｈｏｗ

tEHd1 で指定したテキストエディットのハイライ

ト表示レベルを＋1 する。再描画は行わない。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 ハイライト表示レベルを＋1 した結果の値[

コール]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

tEHd1

$A331

＃４,Ｓp

28 ７
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＄ Ａ ３３２　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅｌＨｉｄｅ

tEHd1 で指定したテキストエデ イ･ントのハイライ

ト表示レベルを-1 する。再描画は行わない。

[引数]

10ng　　tＥＨd1 テ キストエディットレコード

へのハンドル

[返り値]

D0.Ｌ　 ハイライト表示レベルを-1 し た結果の値[

コール]

ｐｅａ　　　　tＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A332

addq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ３３３　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅ ａ ｒＣ ｈ Ｓ ｔｒＦ

ｔＥＨｄ１で 指 定 した テ キ ストエ デ ィ ッ ト のoff ｓｅt1，0ff

ｓｅt2 で 示 さ れ る範 囲 で ，ｓtｒＰtｒ で 指 定 し た 文 字

列 を 前 方検 索 する。 大 文 字 小 文 字等 は区 別 さ れ る。

pｒｏｃＰtｒ で指 定 す る フ ィ ル タ プ ロ セ スは ，検 索 処

理 中 適 当 な 間隔 で 呼 び 出 さ れ る。引 数 とし て，ＡｏｃtEHd1

が 渡 さ れ る。 返 り 値 と し て Ｄｏ に ○以 外 を 返

す と， 検 索 は中 断 さ れ，ＴＭｓｅｒａｃｈｓtｒＦ の 返 り 値

とし て， フ ィル タプ ロ セ スの 返 り値 が アプ リ ケ ー ショ

ン に返 され る。

再 配 置が 発生 す る。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

lｏｎg1

０ｎｇ1

０ｎｇ

stｒＰtｒ

ｌｅｎｇthoff

ｓｅt1

テキストエディットレコード

へのハンドル

検索文字列のアドレス

検索文字列のバイト数

テキストの検索開始位置(オ

フセット)

１０ｎｇ　 ｏｆｆｓｅt２　　 テ キ ス ト の 検 索 終 了 位 置( オ

ブ セ ッ ト)

１０ｎｇ　 ｐｒｏｃＰtｒ　　 フ ィ ル タプ ロセ ス の ア ドレ ス

(○ で指 定 し な い)

[返 り値]

Ｄ ０．Ｌ

A0.Ｌ[

コール]
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発見した文字列の位置(オフセット)

＝-1　　　　 発見できなかった

発見した文字列のバイト数

p ｅａ

ｍｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1

pｒｏｃＰtｒ

＃off ｓｅt２,-(ｓp)

＃off ｓｅt1,-(ｓｐ)

m ｏｖｅ.1p

ｅａ

p ｅａ

＃length,-( ｓp)

ｓtｒＰtｒ

tＥＨd1

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３３３

1ｅａ 2４(Sp),Ｓp

＄ Ａ ３３４　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅ ａ ｒＣ ｈ Ｓ ｔｒＢ

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た テ キ スト エ デ ィ ット のoffs ｅt1，0ff

ｓｅt２ で 示 さ れ る範 囲 で ，ｓtｒＰtｒ で 指 定 し た 文 字

列 を 後方 検 索 す る。 大 文 字小 文 字 等 は区 別 さ れ る。

pｒｏｃＰtｒ で指 定 す る フ ィ ル タ プ ロ セ スは， 検 索 処

理 中 適 当 な 問 隔 で 呼 び 出 さ れ る。 引 数 とし て，Ａｏ にtEHd1

が 渡 さ れ る。 返 り値 とし て Ｄｏ に ○以 外 を 返

す と， 検 索 は 中 断 さ れ，ＴＭｓｅｒａｃｈｓtｒＢ の 返 り 値

とし て フ ィル タプ ロ セ スの 返 り値 が アプ リ ケー ショ ン

に返 さ れ る。

再 配 置が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

1０ｎｇ1

０ｎｇ1

０ｎｇ

stｒＰtｒ

ｌｅｎｇthoff

ｓｅt1

1０ｎｇ　　 ｏｆｆｓｅt ２

テキストエディットレコード

へのハンドル

検索文字列のアドレス

検索文字列のバイト数

テキストの検索開始位置(オ

フセット)

テ キストの検索終了位置(オ

フセット)

ｌｏｎｇ　　ｐｒｏｃＰtｒ　　 フ ィル タプ ロ セ スの ア ドレ ス

(Ｏ で指 定 し な い)

[返 り 値]

Ｄ ０ ．Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

発見した文字列の位置(オフセット)

＝-1　　　　 発見できなかった

発見した文字列のバイト数

p ｅａ

ｍｏｖｅ.１

ｍ ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1

pｒｏｃＰtｒ

＃off ｓｅt２,-(ｓp)

＃off ｓｅt1,-(ｓp)

＃１ｅｎｇtｈ,-(ｓｐ)

ｐｅａ　　　　 ｓｔｒＰｔｒ

ｐｅａ　　　　 ｔＥＨ ｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３３４

１ｅａ　　　　　 ２４(ｓｐ),ｓｐ

S Ａ ３３５　 Ｔ Ｍ Ｔ ｅ Ｘt ｌｎ Ｗ ｉｄth2

tEHdl で 指 定 した テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト レ コ ー ド の

環 境 下で ，ｓtａｒtＰｏｉｎt で 指 定 し た位 置 か らｓtｒＰtｒ，



offs ｅtで 指 定 さ れ る 文 字列 を 描 画 す る場 合，Width

で 指 定 した ド ット 数 の幅 に 収 ま る 文字 数 を計 算 し， 結

果 を返 す 。

$A19ﾜ ＧＭＳtｒＬｅｎｇth とは コン ト ロ ー ルコ ー ドの

処理 が 異 な る。$ ＯＡ$OD （改 行 コ ード ）があ っ た場 合 ，

そこ まで で 文 字 数 の計 算 を 終 了 し，$09 （ＴＡＢ コー

ド ） が あ っ た場 合，ＴＡＢ サ イズ （tｅＴａｂＳｉｚｅ） にし

た がっ て タブ の処 理 を 行 う。 また， ほ かの コ ン ト ロー

ル コ ー ド の 場 合， 編 集 モ ー ド （tｅＤｒａｗＭｏｄｅ） に し

た が っ て計 算 を行 う。

再 配置 が発 生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨdl

1０ｎｇ

１０ｎｇ

ｗｏｒd

ｗｏｒd

[返 り値]

D0. Ｌ

Ａ０.Ｌ

[コール]

stｒＰtｒoff

ｓｅtWidth

テキストエディットレコード

へのハンドル

文字列のアドレス

文字列のオフセット

文字列を収める幅げ ツト数）

St ａｒtＰｏｉｎt 文 字 列 の ロ ー カ ル 座 標－デ ィ

ス ティ ネ ー ショ ンレ ク タ ン グ

ル の 水平 方向 オフ セ ッ ト

収まる文字列のバイト数/リザルトコード

＝○　　　　 改行コード以外の理由で終了

した

≠○　　　　 改行コードにより終了した

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃ＳtａｒtＰｏｉｎt,-(ｓp)

，
＃Width,-( ｓp)

＃off ｓｅt,-(ｓｐ)

ｓtｒＰt ｒ

tＥＨｄｌ

$A335

16( ｓｐ),ｓp

＄ Ａ ３３６　 Ｔ Ｍ Ｔ ｅ ＸtWidth2

tEHd1 で 指 定 した テ キ スト エ デ ィ ッ ト レ コ ー ド の

環 境 下で ，ＳtａｒtＰｏｉｎt で 指 定 し た 位 置 か らｓtｒＰtｒ，off

ｓｅt，１ｅｎｇth で 指 定 さ れ る文 字列 を 描 画 す る場 合 ，

そ れが 占 め る幅 （ド ッ ト数 ） を計 算 し， 結 果 を返 す 。

$Ａ１９６　ＧＭＳtｒWidt ｈ とは コ ン ト ロー ル コ ー ド の

処 理 が異 な る。$OA$ ＯＤ（改 行 コー ド）が あっ た場 合，

そこ まで で ド ット 数 の計 算 を 終了 し，$09 （ＴＡＢ コ ー

ト が あっ た場 合 ，ＴＡＢ サ イ ズ （tｅＴａｂＳｉｚｅ） に し

た が っ て タブ の処 理 を 行 う。 また， ほか の コ ント ロ ー

ル コ ー ド の 場 合， 編 集 モ ー ド （tｅＤｒａｗＭｏｄｅ） に し

たがって計算を行う。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈdl

１０ｎｇ

ｌｏｎｇ

ｗｏｒｄ

ｗｏｒｄ

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

[コール]

stｒＰtｒoff

ｓｅt

テキストマネージヤ

テキストエディットレコード

へのハンドル

文字列のアドレス

文字列のオフセット

1ｅｎｇth　　　 文字 列 の バ イ ト数

ＳtａｒtＰｏｉｎt 文 字 列 の ロ ー カル 座 標－デ ィ

ステ ィ ネ ー ショ ンレ ク タ ン グ

ルの 水 平 方向 オフ セッ ト

文字列の占める幅げ ツト数)/リザルト

コード

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃ＳtａｒtＰ ｏｉｎt,-(ｓp)

＃１ｅｎｇth,-( ｓp)

＃off ｓｅt,-(ｓp)

ｓtｒＰtｒ

tEHd1

$A336

16( ｓp),ｓp

＄ Ａ ３３７　 Ｔ Ｍ Ｄ ｒａ Ｗ Ｔ ｅ Ｘ ｔ２

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト レ コ ー ド の

環境 下 で ，ＳtａｒtＰｏｉｎtで 指 定 し た 位置 か らｓtｒＰtｒ，off

ｓｅt，１ｅｎｇtｈで 指 定 さ れ る文 字 列 を 描 画 す る。 あ

ら かじ め ビ ュ ーレ クタ ン グ ルで ク リップ 領 域 を 設定 し

てお く必 要 があ る。

$Ａ１９６　ＧＭＳtｒWidth とは コ ント ロ ール コ ー ド の

処理 が異 な る。 $ＯＡ$ＯＤ （改 行 コ ード ）が あ っ た場 合，

そこ までで 描 画 を終 了 し，$09 （ＴＡＢ コ ード ）があっ

た場 合，ＴＡＢ サ イ ズ （tｅＴａｂＳｉｚｅ） に し た が っ て 夕

ブ の処 理 を 行 う。 また， ほ かの コン ト ロー ル コー ド の

場 合， 編 集 モ ー ド （tｅＤｒａｗＭｏｄｅ） に し た が っ て描

画 す る。

再 配 置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

1０ｎｇ

１０ｎｇ

ｗｏｒd

ｗｏｒd

stｒＰtｒoff

ｓｅt

テキストエディットレコード

へのハンドル

文字列のアドレス

文字列のオフセット

1ｅｎｇth　　　 文 字 列 の バ イト 数

ＳtａｒtＰｏｉｎt 文 字 列 の ロ ー カ ル 座 標- デ ィ

289
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ステ ィ ネ ー シ ョン レ ク タ ン グ

ルの 水 平 方向 オフ セ ッ ト

ｗｏｒｄ　 ＴａｂＭｏｄｅ　 ＝Ｏ　タ ブ は ペ ン位 置 を 移 動

す るだ け

≠Ｏ　タブ はパッ クグラウン ド

カ ラー に よ る塗 り 潰 し[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ルト コ ー ド

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃ＴａｂＭ ｏｄｅ,-(ｓｐ)

＃ＳtａｒtＰｏｉｎt,-(ｓp)

＃１ｅｎｇtｈ,-(ｓp)

＃off ｓｅt,-(ｓp)

ｓtｒＰtｒ

tEHd1

$A33 ワ

18( ｓp),ｓp

S Ａ ３３８　 Ｔ Ｍ Ｕ ｐＤ ａte2

hiｓＲｅｃＰtｒで指定した編集履歴レコードにした

がって，tEHd1 で指定したテキストエディットの描

画を行う。

再配置が発生する。

[引数]

10ng　　tＥＨd1 テ キストエディットレコード

へのハンドル

10ng　　hiｓＲｅｃＰtｒ 編集履歴レコードのアドレス[

返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード

[コール]

ｐｅａ

ｐｅａ

hi ｓＲｅｃＰtｒt

Ｅ Ｈd1

SＸＣＡＬＬ　$A338addq.1　　　

＃8,ｓp

＄ Ａ ３３９　 Ｔ Ｍ Ｕ ｐ Ｄ ａｔｅ ３

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た， テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト の

ｕpdt ＲｅｃtＰtｒ で 指定 したレ クタ ン グ` ル で 示 さ れ る範

囲 に 表 示 さ れ る 部 分 を 再 表 示 す るo $A313TM

ｕｐＤａtｅ との違 い は， バ ッ クグ ラ ウ ン ド カ ラ ー に

よ る 塗 り潰 しを 行 わ な い点 。

再 配 置 が 発生 す る。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

29 ０

テ キ ス トエ デ ィ ッ トレ コ ー ド

への ハ ン ド ル

ｌｏｎｇ　　ｕl】dtRectＰtr　レ ク タン グ ルレ コ ー ドヘ の ポ

イ ン タ(ロー カ ル座 標)

[ 返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　 ｕpdt ＲｅｃtＰtｒ

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$A339

addq.1　　　 ＃８,ｓp

＄ Ａ ３３Ａ　 Ｔ Ｍ Ｃ ａｌＣ Ｏ Ｌ ｉｎ ｅ

ｔＥＨｄ１で 指 定 した テ キ スト エ デ ィ ット の ，0ff ｓｅt

で 指 定 し た段 落 位 置 （段 落 の 通 し 番号） の段 落情 報 を

ｃｏｌｕｍｎＰtｒ か らの バ ッ ファ に 作 成 す る。

再 配 置 が 発生 す る。

[引 数]

１０ｎｇ　　tＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

1０ｎｇ　　ｃｏｌｕｍｎＰtｒ 段 落 情 報 を作 成 す るバ ッフ ァ

($18 バ イ ト)の ア ドレ ス

１０ｎｇ　　 ｏｆｆｓｅt[

返 り 値]

段落位置

Ｄ０．Ｌ　 リザ ル トコ ー ド

[コー ル]

ｍｏｖｅ.l　　　 ＃offｓｅt,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｃ０１ｕｍｎＰtｒ

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３３Ａ

ｌｅａ　　　　 １２(ｓp),ｓp

＄ Ａ ３３Ｃ　 Ｔ Ｍ Ｃ ａｌＬ ｉｎ ｅ

ｔＥＨｄ１で 指 定 した テ キ スト エ デ ィ ット の ，0ff ｓｅt

で 指 定 し た行 位 置( ｍｏｄｅ＝1 の 場合) ， あ る い はバ イ

ト 位 置( ｍｏｄｅ＝〇 の場 合) の 段 落情 報 を，ｃｏｌｕｍｎＰtｒ

か らの バ ッ フ ァ に作 成 す る。

再 配 置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

lｏｎｇ　　ｃｏｌｕｍｎＰtｒ 段 落情 報 を作成 す るバ ッ フ ァ

($18 バ イ ト)の ア ドレ ス

Ｉｏｎｇ　　ｏｆｆｓｅt　　　 行 位置/ バ イ ト位 置

ｗｏｒｄ　 ｍｏｄｅ　　　 ＝O　off ｓｅt は バ イ ト位 置



＝1　0ffｓｅtは行位置

[返り値]

Ｄ０,Ｌ　 この段落のバイト位置/リザルトコード[

コール]

m ｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.1

p ｅａ

p ｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃ ｍｏｄｅ,-(ｓｐ)

＃off ｓｅt,-(ｓｐ)

ｃ０１ｕｍｎＰtｒ

tEHdl

$A33C

14( ｓｐ),ｓp

＄ Ａ ３３Ｄ　 Ｔ ＭＬｅｆtＳｅｌ

tEHdl で指定したテキストエディットのセレクト

領域の直前（1 つ左）の位置を返す。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

[返り値]

D0.Ｌ オフ セッ ト

＝-1

テキストエディットレコード

へのハンドル

セレクト徘 或がテキストの先頭

［コール］

ｐｅａ　　　　tEHd1

ｓｘｃＡＬＬ　$A33D

addq.1　　　＃４,ｓp

＄ Ａ３３Ｅ　 Ｔ Ｍ Ｒｉｇｈt Ｓｅｌ

tEHd1 で指定したテキストエディットのセレクト

領域の直後（:Lつ右）の位置を返す。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

[返り値]

D0.Ｌ オフ セッ ト

＝-1

テキストエディットレコード

へのハンドル

セレクト領域がテキストの最

後

[コ ール]

ｐｅａ　　　　tEHd1

ｓｘｃＡＬＬ　$ Ａ３３Ｅ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓｐ

＄ Ａ ３３Ｆ　 Ｔ Ｍ Ｐ Ｏｉｎt Ｓ ｅｌ

tEHd1 で指定されたテキストエディットのセレク

ト位置を，ｘpoint，ypoint で指定した座標によって

変更し，再表示する。セレクト領域変更後にカーソル

テキ スト マネ ージ ヤ　==

位置の再計算は行うが，スクロールは行わない

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

1０ｎｇ

１０ｎｇ

ｗｏｒd

xpoint

ｙpoint

ｅｘtｅｎd

テキストエディットレコード

へのハンドル

水平座標(ローカル座標)

垂直座標(ローカル座標)

＝〇　新規セレクト領域

＝１　前回のセレクト領域を

変更

＝２　セレクト領域開始位置

の変更

＝３　セレクト領域終了位置

の変更

[ 返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃ｅｘtｅｎｄ,-(ｓp)　

ｍｏｖｅＡ　　 吋point,-( ｓp)　

ｍｏｖeA　　　4t ｘｐｏｉｎt,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　t Ｅ Ｈｄ１

ＳＸＣＡＬ Ｌ　$ Ａ３３Ｆ

ｌｅａ　　　　　 １４(ｓp),ｓｐ

＄ Ａ ３４０　 Ｔ Ｍ Ｏ ｆｆＳｅt Ｓ ｅｌ

tEHd1 で指定されたテキストエディットのセレク

ト位置を，offｓｅtで指定したバイト位置によって変

更し，再表示する。セレクト領域変更後にカーソル位

置の再計算は行うが，スクロールは行わない。

再配置が発生する。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

1０ｎｇ

ｗｏｒd

off ｓｅt

ｅχt ｅｎｄ

テキストエディットレコード

へのハンドル

バイト位置

＝○　新規セレクト領域

＝１　前回のセレクト領域を

変更

＝２　セレクト領域開始位置

の変更

＝３　セレクト領域終了位置

の変更

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード[

コール]

291
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mｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.1

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃ｅｘtｅｎｄ,-(ｓp)

＃off ｓｅt,-(ｓp)tEHd1

$ Ａ３４０

１０(ｓp),ｓp

＄ Ａ ３４１　 Ｔ Ｍ Ｐ Ｏｉｎt Ｔ Ｏ Ｌ ｉｎ ｅ

tEHd1 で指 定 し た テキ ス トエ デ ィ ット の，ｘpoint ，ypoint

で指 定 し た座 標 の 段 落 情 報 を ，ｃｏｌｕｍｎＰtｒ か

らの バ ッ ファ に 作成 す る。

再 配 置が 発 生 す る。

[引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

1０ｎｇ1

０ｎｇ1

０n ｇ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

xpoint

ypoint

ｃ０１ｕｍｎＰt ｒ

テキストエディットレコード

へのハンドル

水平座標(ローカル座標)

垂直座標(ローカル座標)

段落情報を作成するバッファ($

１８バイト)のアドレス

この段落のバイト位置/リザルトコード

段落情報を作成するバッファへのアドレス

pｅａ

ｍｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

c01 ｕｍｎＰt ｒ

＃y ｐｏｉｎt,-(ｓｐ)

＃ｘpoint,-( ｓｐ)tEHd1

$A341

16( ｓp),ｓp

＄ Ａ３４３　Ｔ ＭＣ ａｌＳｅｌＰｏｉｎt

tEHd1 で指定されたテキストエディットの現在の

セレクト領域の行位置と座標を再計算する。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨｄl テキストエディットレコード

へのハンドル

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３４３

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄Ａ３４５　ＴＭＳｅｔＶｉｅｗ

tEHd1 で指定したテキストエディットのビューレ

クタングルとして，ｖieｗＲｅｃtで指定したレクタング

ルを設定する。

再配置が発生する。

[引数]

10ng　　tＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

１０ｎｇ　　ｖieｗＲｅｃt　 レ ク タ ン グルレ コ ー ドの ア ド

レ ス

[返 り値]

Ｄ０．Ｌ　　リザ ル ト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｖieｗＲｅｃt

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A345

addq.1　　　 ＃８,ｓp

＄ Ａ ３４６　 Ｔ Ｍ Ｓ ｃroll

tEHd1 で指定したテキストエディットを，dh ，dｖ

で指定したドットだけ縦・横にスクロールさせ，再表

示する。dh は正で右，負で左方向へ，dｖは正で下，

負で上方向にスクロールする。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

1０ｎｇ　　dh

１０ｎｇ　　 ｄｖ

テキストエディットレコード

へのハンドル

水平方向にスクロールさせる

ドット数

垂直方向にスクロールさせる

ドット数

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　　リザルトコード

[コール]

ｍｏｖｅ.1　　　＃dｖ,-(ｓp)

ｍｏｖｅ.1　　　＃dh,-(ｓｐ)

ｐｅａ　　　　tEHdl

ｓｘｃＡＬＬ　 ＳＡ３４６

１ｅａ　　　　　１２(ｓp),ｓｐ

Ｓ Ａ ３４７　Ｔ Ｍ Ｐ Ｏｉｎt Ｓ ＣrOIl

tEHdl で指定したテキストエディットのビューレ

クタングルに，ｘpoint，yｐｏｉｎtで指定した座標が収

まるようにスクロールさせ，再表示する。

再配置が発生する。



[引数]

10ng　　tＥＨd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

xpoint

ypoint

テキストエディットレコード

へのハンドル

水平座標(ローカル座標)

垂直座標(ローカル座標)

D0.Ｌ　　リザルトコード

[コール]

ｍｏｖｅ.l　　　＃ｙpoint,-(ｓp)

ｍｏｖｅ.1　　　＃ｘpoint,-(ｓｐ)

ｐｅａ　　　　tＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ３４７

１ｅａ　　　　 １２(ｓp),ｓｐ

Ｓ Ａ ３４８　 Ｔ Ｍ Ｓtr2

tEHdl で 指定されたテキストエディットレコード

の編集テキストのセレクト領域を，tｅｘtＰtｒで指定

した文字列と置き換え,編集履歴レコードを作成する。

カーソル位置の再計算は行われない。

再表示は行わない。

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ０．Ｌ

[コール]

tｅｘtＰtｒ

テキストエディットレコード

へのハンドル

テキストへのポインタ

1ｅｎｇth　　　テキストのバイト数

hiｓＲｅｃＰtｒ 編集履歴レコードのアドレス

リザルトコード

＝○　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

pｅａ

ｍｏｖｅ.l

pｅａ

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

hi ｓＲｅｃＰtｒ

＃１ｅｎｇth,-( ｓｐ)t

ｅｘtＰt ｒ

tEHd1

$ Ａ３４８

１６(ｓｐ),ｓｐ

＄ Ａ ３４９　 Ｔ Ｍ Ｋ ｅ ｙ Ｔ Ｏ Ａ Ｓ ｋ

ｅｖｅｎtＲｅｃで 指 定し た イベ ン ト レ コ ード に格 納 さ れ

てい る キ ー コ ード を，tEHd1 で 指 定 し た テ キ スト エ

デ イ ンヽト レ コー ド のフ アン ク ショ ン キ ー アサ イン テ ー

ブ ル によ っ て変 換 し，イベ ント レ コ ード に再 設 定 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

１０ｎｇ　　 ｅｖｅｎtＲｅｃ[

返 り 値]

D ０.Ｌ

[コール]

テキストマネージャノ

テキストエディットレコード

へのハンドル

イベントレコードのアドレス

リ ザル ト コ ー ド

＝- １

＝-２

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

キーコードが格納されていな

い

該当するコードがアサイン

テーブルに登録されていない

ｅｖｅｎｔＲ ｅｃ

ｔＥ Ｈ ｄ１$

Ａ ３４ ９

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ３４Ａ　 Ｔ Ｍ Ｎ ｅＸｔＣ Ｏｄｅ

次のキーダウンイベントを先読みし，tEHd1 で指

定したテキストエディットレコードのキーアサイン

テーブルによってキーコードを変換した後，ｃｏｄｅで

指定したキーコードであるかどうかチェックする。指

定したコードであった場合，ｍｏｄｅに〇以外を指定す

ると，このイベントを取り除く。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

ｗｏｒｄ　 ｃｏｄｅ

ｗｏｒｄ　 ｍｏｄｅ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

[コール]

テ キ ス トエ デ ィ ット レ コ ー ド

へ の ハ ン ドル

キ ー コ ー ド

＝○　すべ て の コー ド

＝〇　イベントを取り除かない

≠○　イベ ン ト を取 り 除 く

上位ワード：キーコード

下位ワード：ＡＳＣＨ コード

＝○　　　　 指定したコードのキーイペン

トは発見できなかった

m ｏｖｅ.lax

ｍｏｖｅ.ｙx

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

ｊ ｍｏｄｅ,-(ｓｐ)

＃ｃｏｄｅ,-(ｓｐ)

ｔＥＨ ｄｌ

ＳＡ３４Ａ

１８,ｓｐ
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Ｓ Ａ ３４Ｂ　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅｔＴ ｅ ＸｔＨ

ｔＥＨｄｌで 指 定 した テキ スト エ デ ィ ッ ト に，tｅｘtHd1

とｌｅｎｇth で 指 定 し た テ キ ス ト を 編 集 用 に セ ッ ト す

る。再 表 示 は行 わない 。

疑似 ハ ンド ル は 不可 。

再 配置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

tｅｘtHdllength

テキストエディットレコード

へのハンドル

テキストへのハンドル

テキストのバイト数

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃１ｅｎｇth,-( ｓp)　

ｐｅａ　　　　t ｅｘtHdl

pea　　　　t ＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬ Ｌ　$ Ａ３４Ｂ

ｌｅａ　　　　 １２(ｓｐ),ｓｐ

＄ Ａ ４６０　 Ｔ Ｍ Ｎ ｅｘｔＣ ｏｄｅｌｎ

次のキーダウンイベントを先読みし，tEHd1 で指

定したテキストエディットレコードのキーアサイン

テーブルによってキーコードを変換した後，ｃｏｄｅで

指定したキーコードであるかどうかチェックする。指

定したコードを含むイベントが発生するまで，すべて

のキーダウンイベントを取り除く。

[引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈdl

ｗｏｒｄ　 ｃｏｄｅ

[返り 値]

D0. Ｌ

[コール]

29 ４

テキストエディットレコード

へのハンドル

キーコード

＝○　すべてのコード

上位ワード：キーコード

下位ワード：ＡＳＣＨ コード

＝Ｏ　　　　 指定したコードのキーイペン

トは発見できなかった

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃ｃｏｄｅ,-(ｓｐ)tEHdl

$Ａ４６０

＃6, ｓｐ

＄ Ａ ４６２　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅ ｌＲ ｅ Ｖ ｅｒＳ ｅ

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た テ キ ス ト エ デ ィ ッ ト の

ｓe1ｓtａｒt，ｓｅｌＥｎｄ で 指 定 し た 範 囲 を反 転 表 示 す る。

ハ イ ラ イト表 示 属 性 が 負 の場 合 は 何 もしな い。

再 配 置 が 発生 す る。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

s ｅ１Ｓt ａｒt

ｓｅ1 Ｅ ｎd

テキストエディットレコード

へのハンドル

開始位置(バイト位置)

終了位置(バイト位置)

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｓｅ１Ｅｎｄ,-(sp)　　　　

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｓｅ１Ｓtａｒt,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　t Ｅ Ｈｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４６２

１ｅａ　　　　　 １２(ｓp),ｓp

＄A463　TMTini

テキ ストマネージヤの終了処理を行うo

再配置が発生する。

[引 数]

な し

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　　リ ザ ル ト コー ド

＄ Ａ ４６４　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅｔ Ｓ ｅｌＣ ａ ｌ

ｔＥＨｄ１で 指 定 さ れ た テ キ スト エ デ ィ ット レ コ ー ド

の編 集 テキ ス ト のセ レ クト領 域 を,ｓelｓtａｒt,ｓｅ１Ｅｎｄ

で 指 定 し た 領域 にあ らた に 設 定し, 全体 を計 算し 直 す。

再 表 示 は 行 わ な い。ｓe10ff ｓｅt は，前 の セ レ ク ト 位

置 の開 始 位 置， あ るい は終 了 位 置 を指 定 す る。 開 始位

置 を変 更 す る場 合 は 前 の 開始 位 置 を， 終 了位 置 を 変更

す る場 合 は前 の 終 了 位 置 を指 定 す る。

再 配 置 が発 生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

1０ｎｇ　　ｓｅ１Ｓtａｒt　　 セレ ク ト範 囲 の先 頭 位 置の オ

ブ セ ッ ト

１０ｎｇ　　ｓｅ１Ｅｎｄ　　 セレ クト 範囲 の 終 端位 置 の オ



１０ｎｇ[

返 り 値]

ブ セ ッ ト

se10ff ｓｅt　 前のセレ クト位置の オフセット

Ｄ０．Ｌ　　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖe.1　　　 ＃ｓe10ff ｓｅt,-(ｓp)　

ｍｏｖｅ.1　　　 〃ｓｅｌＥ ｎｄ,-(ｓｐ)　　

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｓｅｌＳtａｒt,-(ｓp)　　

ｐｅａ　　　　t ＥＨ ｄｌ

ＳＸ ＣＡＬＬ　$A364

1ea　　　　16( ｓｐ),ｓｐ

＄ Ａ ４６５　 Ｔ Ｍ Ａ ｃti ｖ ａte2

tEHdl で指定したテキストエディットのハイライ

ト表示レベルを＋1 して，カーソルを表示，あるいは

セレクト領域を反転表示する。

再配置が発生するo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A465　　　　　

addq.1　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ ４６６　 Ｔ Ｍ Ｄ ｅａｃti ｖ ａte2

tEHd1 で 指定したテキストエディットについて，

カーソルを消去，あるいはセレクト領域を反転表示を

消した後，ハイライト表示レベルを一工する。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　t ＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$A466　　　　　

addq.l　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ４６７　Ｔ ＭＣ ｈｅｃｋＳｅｌ

tEHd1 で指定されたテキストエディットレコード

テキストマネーシャツ

の編 集 テキ ス トの セ レ クト領 域 をｓｅ１Ｓtaｒt，ｓｅ１Ｅｎｄ

で 指 定 し た 領 域 にあ ら た に 設 定 し， 再 表 示 を 行 う。

ｓe10ff ｓｅt は， 前 の セ レ クト 位 置 の 開 始 位 置， あ る

いは 終 了位 置 を指 定 す る｡ 開 始 位 置 を変 更 す る場 合 は，

前の 開始 位 置 を ，終 了位 置 を 変 更 す る場 合 は前 の終 了

位 置 を指 定 す る。 カ ー ソル 位 置 の再 計 算 は行 わな い。

再 配 置が 発 生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈd1 テキストエディットレコード

へのハンドル

1０ｎｇ　　ｓｅ１Ｓtａｒt　 セ レ ク ト範 囲 の先 頭 位置 の オ

ブ セ ッ ト

１０ｎｇ　　 ｓｅ１Ｅ ｎｄ

１０ｎｇ　　 ｓe10ff ｓｅt[

返 り 値]

セレ ク ト範 囲 の終 端 位置 の オ

フ セ ッ ト

前のセレ クトイが晋の オフセッ ト

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード[

コール]

m ｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.１

ｍｏｖｅ.1p

ｅａ

＃ｓe10ff ｓｅt,-(ｓp)

＃ｓｅ１Ｅ ｎｄ,-(ｓp)

＃ｓｅ１Ｓtａｒt,-(ｓp)t

Ｅ Ｈd1

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４６ワ

1ea　　　　　16( ｓp),ｓp

＄ Ａ ４６８　 Ｔ Ｍ Ｃ ａｌＰ Ｏｉｎt2

tEHd1 で指定したテキストエディットのofrｓｅtで

指定したバイト位置の座標を計算し，bｕffPtｒ に返

す。

バッファに返される情報の形式は以下のとおりo

十$ ００.Ｌ

十$ ０４.Ｌ

十$ ０８.Ｌ

再配置が発生する。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t Ｅ Ｈｄl

1０ｎｇl

ｏｎｇ

off ｓｅt

ｂｕffPt ｒ

水平座標

垂直座標

行揃えのための補正値

テキストエディットレコード

へのハンドル

バイト位置

座標情報が返るバッファ(12

バイト)のアドレス

[返り値]

Ａ０.Ｌ　 座標情報が返るバッファのアドレス
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[コ ー ル]

pｅａ

ｍｏｖｅ.1

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

b ｕffPt ｒ

＃off ｓｅt,-(ｓｐ)tEHd1

$ Ａ４６８

１２(ｓp),ｓp

＄ Ａ ４６Ａ　 Ｔ ＭＩＳ Ｚ ｅｎ

ｔＥＨｄ１で指定したテキストエディットのoffｓｅtで

指定したバイト位置がシフトＪ工ｓ コードの何バイト

目かを調べる。

再配置が発生する。

[引数]

10ng　　tＥＨd1

１０ｎｇ　　 ｏｆｆｓｅt[

返 り 値]

Ｄ ０ ．Ｌ

テキストエディットレコード

へのハンドル

バイト位置

リザ ルト コ ー ド

＝０

＝１

シフトＪ工Ｓコードの１バイ

ト目

シフトＪ工Ｓコードの２バイ

ト目

Ａ０.Ｌ　 指定された位置のテキストのアドレス[

コール]

ｍｏｖｅ.1　　　＃offｓｅt,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　tＥＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４６Ａ

ａｄｄq.1　　　＃８,ｓp

＄ Ａ ４６Ｂ　 Ｔ Ｍ Ｓ ｅt Ｄ ｅ Ｓt Ｏ ｆｆＳ ｅt　tEHd1

で 指 定 し た テ キ スト エ デ ィ ッ ト の， ビ ュ ー

レ ク タン グル に対 す るデ ィ ス テ ィネ ー シ ョ ンレ クタ ン

グ ルの オフ セット とし てoff ｓｅtｘ，0ff ｓｅtｙ を セ ット

し， 再 表 示 す る。

再 配 置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 をＥＨd1

10ng　

10ng

[返り 値]

off ｓｅtｘoff

ｓｅtｙ

テキストエディットレコード

へのハンドル

水平座標オフセット

垂直座標オフセット

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

[コー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃offｓｅty,-(ｓｐ)

296

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃off ｓｅtｘ,-(ｓp)tEHd1

$Ａ４６Ｂ

１２(ｓp),ｓp

$ Ａ ４６Ｃ　 Ｔ Ｍ Ｇｅt Ｄ ｅＳt ＯｆｆＳｅt

tEHd1 で指定したテキストエディットの，ビュー

レクタングルに対するデイスティネーションレクタン

グルのオフセットを，bｕffPtｒ で指定したバッファ

に返す。

バッファに返される情報の形式は以下のとおり。

十$ ００.Ｌ

十$ ０４.Ｌ

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

水平座標オフセット

垂直座標オフセット

テキストエディットレコード

へのハンドル

１０ｎｇ　 ｂｕffPtｒ　　結果が返るバッフ ァ(８バイ

ト)のアドレス

[返り値]

Ａ０.Ｌ　 結果が返るバッファのアドレス

[コール]

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑユ

ｂｕｆｆＰ ｔｒ

ｔＥ Ｈ ｄ１$

Ａ４６ Ｃ

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ４６Ｄ　 Ｔ Ｍ Ｇ ｅｔＳ ｅｌｅＣｔ

ｔＥＨｄ１で指定したテキストエディットの現在のセ

レクト状態をｂｕffPtｒで指定したバッファに返す。

バッファに返される情報の形式は以下のとおり。

十$00. Ｌ

十$ ０４.Ｌ

十$ ０８.Ｌ

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

セレクト開始位置

セレクト終了位置

現在のセレクト位置

テキストエディットレコード

へのハンドル

１０ｎｇ　　ｂｕffPt ｒ　　 結 果 が 返 る バ ッフ ァ(12 バ イ

ト)の アド レ ス

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ.[

コ ー ル]

リザルトコード

結果が返るバッファのアドレス



ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬ Ｌ

addq.1

bｕrfPt ｒtEHd1$

Ａ４６Ｄ

＃８,ｓｐ

ラ イ ブ ラ リ　 Ｔ Ｍ Ｅ Ｖ ｅ ｎ ｔ Ｗ

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た テ キ スト エ デ ィ ット に 格 納 さ れ

て い る グ ラ フ ポ ー ト レ コ ー ド へ の ポ イ ン タ[t

ｅ]:ｎＰｏｒt) がウ ィ ンド ウレ コ ード へ の ポ イン タ で あ

る と仮 定 し， ア ップ デ ート リー シ ョ ンの 範 囲 内 を再 描

画 し ，再 描 画 し た範 囲 は ア ップ デ ート リ ー シ ョ ン から

取 り除 く。 その後 ，$ Ａ３１Ｃ ＴＭＥｖｅｎt と同様 な処 理

を 行 う。

ア ップ デ ート リー シ ョ ン を 操 作 す る ので ，$ Ａ２０Ｄ

ＷＭＵｐｄａtｅ後 には 使 用で きな いo

再 配 置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

１０ｎｇ　　 ｅｖｅｎtＲｅｃ[

返 り 値]

Ｄ ０ ．Ｌ

[コール]

テキストエディットレコード

へのハンドル

イベントレコーIドのアドレス

リザルトコード

＝Ｏ　　　　 編集しなかった

＝１　　　　 編集した

pｅａ

ｐｅａ

ｊｓｒ

addq,1

eｖｅｎtＲｅｃ

tＥ Ｈｄ１

ＴＭ ＥｖｅｎtＷ
－

＃８,ｓp

テキストマネージャ/タ スクマネージャ

ラ イ ブ ラ リ　 Ｔ Ｍ Ｕ ｐ Ｄ ａｔｅ Ｅ ＸｉＳｔ　

ｔＥＨｄ１で 指 定 し た テキ ス トエ デ ィ ッ ト に 格 納 さ れ

て い る グ ラ フ ポ ー ト レ コ ー ド へ の ポ イ ン タ

（tｅ工ｎＰｏｒt） が ウィ ン ド ウレ コー ド への ポ イ ンタ で あ

る と仮 定 し， ア ップ デ ー ト リ ー ショ ン の範 囲 内 を再 描

画 し， ｍｏｄｅ が ○以 外 の 場 合 は再 描 画 し た範 囲 を ア ッ

プ デー ト リー シ ョン か ら取 り 除 く。

ア ップ デ ー ト リ ー ショ ン を 操 作 す るの で ，$ Ａ２０Ｄ

ｗ Ｍｕpdat ｅ後 に は 使用 で きな い。

再 配 置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　t ＥＨd1

1０ｎｇ　　 ｍｏdｅ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

[コール]

テキストエディットレコード

へのハンドル

＝Ｏ　描画した範囲をアップ

デートリーションから

取り除かない

≠Ｏ　描画した範囲をアップ

デートリーションから

取り除く

リザルトコード

＝○　　　　 アップデートリーションが存

在しない

＝１　　　　 アップデートリーションを描

画した

m ｏｖｅ.1pea

Jｓｒ

addq.1

＃ ｍｏｄｅ,-( ｓｐ)

ｔＥ Ｈ ｄ１

Ｔ Ｍ Ｕ ｐＤ ａｔｅＥ ｘｉｓｔ

－

＃ ８,ｓｐ

………゛
｀
｀　岨』二

｀　　
戸　　　 卜　　　　　　　　　　

駆　　　　　
……,^･゛``･　　　　　　　　1 懇談宍` 　ﾗｮ　　jFy

φ ｉ ｒ- ふ 〃 ａ〃　 ９ １　 Ｊ　 ぞよ|∽- ●`　　　 φ に ¶ ４-　 ｔ-･ｒ- ｜

＄A414　 ●

ｅｖｅｎtＲｅｃで 指 定 した タ ス クマ ネ ー ジ ャ イベ ン トレ

コ ー ド` の 内 容 と，Ｈｍｏｄｅ１，Ｈｍｏｄｅ２ を，tａｓｋ工Ｄ で

指 定 した タ ス クに イベ ン ト として 発 生さ せ る。

指 定 し た タ ス クマ ネ ー ジャ イ ベ ン ト レ コ ー ド の 夕

グ， ｗｈｏｍ あ るい は ｗｈｏｍ２ に格 納 さ れ て い る引 数 が

ハ ン ドル で あ り， タ ス クマネ ージ ャ イベ ン トレ コ ード

を廃 棄 す る際， それ らが 指 すブ ロ ック を同 時 に廃 棄 し

て もよ い 場 合，Ｈｍｏｄｅ１ あ る い は Ｈｍｏｄｅ２ に ○以 外

を指 定す る。

再 配置 が 発 生 す る。

[引 数]

10ng　　t ｓＥｖｅｎtＲｅｃタ ス ク マネ ー ジ ャイベ ントレ

コ ー ドの アドレ ス
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ｂyte　

bytｅ

ｗｏrd[

返り値]

Ｈｍｏｄｅ１

Ｈｍｏｄｅ２

ｔａｓｋ工Ｄ

ハンドルモード１

ハンドルモード２

タスクエＤ

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード[

コール]

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

＃tａｓkH),-(ｓｐ)

IHmode1 ＊$100十Hmode2,-(sp)

＊ｂytｅでスタック操作はできない

ｐｅａ　　　　ｅｖｅｎtＲｅｃ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４１４

ａｄｄq.1　　　＃８,ｓp

＄ Ａ ４１５　 Ｔ Ｓ Ｐ Ｏ Ｓt Ｅ Ｖ ｅ ｎt Ｔ Ｓ ｋ ２　

ｍｅｓ1 ，ｍｅｓ２， ｗhat ２ で 指 定 し た デ ー タ を， そ れ

ぞ れタ グ の ｗｈｏｍ， ｗｈｏｍ２，ｗhat ２ に持 つ よ う な 夕

ス クマ ネ ー ジ ャ イベ ン ト レ コ ー ド を作 成 し，tａｓk工Ｄ

で 指 定 した タ スク に イベ ン ト とし て発 生 さ せ る。 こ の

イベ ント の種 類 は １２（Ｅ ｓＹｓＴＥＭ１） に固 定 。
－

ｗｈｏｍあ るい は ｗｈｏｍ２ に 格 納 さ れて い る引 数 が 八

ン ド ルで あ る場 合 ，Ｈｍｏｄｅ１ あ る い は Ｈｍｏｄｅ２ に ０

以 外 を指 定 す る と， 別 のブ ロ ッ ク を作 成 し て ｗｈｏｍ，

ｗｈｏｍ２ が指 すブ ロ ッ ク の 内 容 を コ ピ ー す る。 タ スク

マ ネー ジ ヤの イベ ン ト キ ュ ー に登 録 さ れ る タ ス ク マ

ネ ー ジ ャ イベ ン ト レ コ ー ド の タグ ｗｈｏｍ， ｗｈｏｍ２ に

は 新 し く作 成 し た ブ ロ ッ ク へ の ハ ン ド ル が 格 納 さ れ

る。 この 場合 ， タ ス クマ ネ ー ジ ャ イベ ン ト レ コー ド を

廃 棄 す る際， こ れ らの ブ ロ ック は同 時 に 廃 棄 さ れ る。

再 配置 が 発生 す る。

[ 引 数]　

１０ｎｇ

１０ｎｇ

ｗｏｒd

ｂｙｔｅ

ｂｙｔｅ

ｗｏｒｄ

m ｅｓｌ

ｍｅｓ２

ｗhat ２

H ｍｏｄｅ１

Ｈ ｍｏｄｅ２t

ａｓk 工Ｄ

メッセージ１

メッセージ２

タスクマネージャイペント

コード

ハンドルモード１

ハンドルモード２

イベントを発生させるタスク

の工Ｄ

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード[

コール]

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．ｗ

れａｓｋ工Ｄ,-(ｓｐ)

IHmode1 ＊$100十Hmode2,-(sp)

＊ｂｙtｅでスタック操作はできない

ｍｏｖｅ．ｗ ＃ｗhat ２,-(ｓp)
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ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

mｅｓ２

ｍｅｓ1

$A415

14( ｓp),ｓp

＄A416　 ●

$Ａ３Ｆ４　ＴＳＦｉｎｄＴｓkn の下 請 け ルー チ ン。 削 除 さ

れ た タ ス クや ロ ード し た だ け の タ スク， そし て， 終 了

後 メ モ リか ら削 除 さ れて い な い タ スク につ い て も検 索

す るこ とが で き る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｎａｍｅＰｔｒ

ｗｏｒd　t ａｓk工Ｄ[

返 り値]

D ０.Ｌ

[コール]

タスク名を示す文字列(ASCIIZ) の

アドレス

タス ク エＤ

タスクエＤ(下位ワードのみ有効)/リザルト

コード

mｏｖｅ.ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

＃tａｓk]:Ｄ,-(ｓｐ)

ｎａｍｅＰｔｒ

$ Ａ４１６

＃６,ｓｐ

＄ Ａ ４１７　 Ｔ Ｓ Ａ ｎ Ｓ Ｗ ｅr

tｓＥｖｅｎtＲｅｃ で 指 定 し た イベ ン ト レ コ ー ド の 内 容

を ， タ スク 問通 信 に対 す る返 事 として 通信 相 手 の タ ス

ク に返 す。

再 配 置 が 発生 す る。

[引 数]

１０ｎｇ　　tｓＥｖｅｎtＲｅｃタス ク マネ ー ジ ャイ ペ ン トレ

コ ー ドの アドレ ス

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 ＝○　　　　 正 常 終了

＝-１　　　　 通 信 中 では な い

＝-２　　　　 宛 先 の タ スクの 準 備 が整 っ て

い な い

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　t ｓＥｖｅｎtＲｅｃ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４１ﾜ

addq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄ Ａ ４１８　 Ｔ Ｓ Ｓ ｅ ｎ ｄ Ｍ ｅ Ｓ

ｌｉｓtｅｎｅｒ で 指 定 し た タ ス ク に，tｓＥｖｅｎtＲｅｃで 指

定 した タ ス クマ ネ ー ジ ャ イ ベ ン ト レ コ ー ド の 内 容 を



メッセージとして送信する。返事があっ た場合は，t

ｓＥｖｅｎtＲｅｃの中に返事が返る。

再配置が発生する。

[引 数]　

ｗｏｒd　1

０ｎｇ

11ntｅｎｅｒ　　 宛 先 とな る タ ス クの 工Ｄ

tｓＥｖｅｎtＲｅｃタ ス クマ ネ ー ジ ャイ ベ ン トレ

コ ー ドの ア ドレ ス

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 ＝０

＝2　

＝-1

[コール]

＝-２

ｐｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

正常終了

返事が届いた

宛先のタスクが存在しない/

通信中

宛先のタスクの準備が整って

いない

tｓＥｖｅｎtＲｅｃ

＃11 ｓtｅｎｅｒ,-(ｓｐ)$

Ａ４１８

＃6, ｓp

S Ａ ４１９　 Ｔ Ｓ Ｇ ｅt Ｍ ｅＳ

tｓＥｖｅｎtＲｅｃで指定したタスクマネージャイベン

トレコードにメッセージを読み込む。ｍｏｄｅでＯを指

定した場合は，相手には-２（「宛先のタスクの準備が

整っていない」）が，０以外を指定した場合はＯ（「正

常終了」）が返る。

起動直後にメッセージを受けっける場合に使用す

る。

[ 引 数]　1

０ｎg tｓＥｖｅｎtＲｅｃタ スク マ ネ ー ジ ャイ ペ ン トレ

コ ー ドの ア ドレ ス

ｗｏｒｄ　 ｍｏｄｅ

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

[コール]

０

１

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＝○　受けつけなかったこと

にする

≠○　受けつけたことを通知

する

メッセージは届いていない

メッセージを受け取った

＃ ｍｏｄｅ,-〔ｓｐ 〕

ｔｓＥ ｖｅｎｔＲ ｅｃ$

Ａ ４１９

＃６,ｓｐ

タスクマネージヤ

＄ Ａ ４１Ａ　 Ｔ Ｓ ｌｎｉtTSk2

タ ス クマ ネ ー ジ ヤ以 下 の マ ネ ー ジ ヤを， すべ て 初期

化 す る。 $Ａ３４ｃ Ｔｓlnit Ｔｓk との違 い は，ｒｓcfile に

よ っ て シ ス テム リ ソ ー スフ ァ イ ル を指 定で きる点 。

ｒｓcfile が ０， あ る い は先 頭 １ バ イ トが ○ の場 合， デ

フ ォ ル ト の ｓＹｓＴＥＭ ．ＬＢ が 使 用 さ れ る。 ま た， 実

際 に オー プ ン し た フ ァ イ ル 名 が ｒｓcfile に 格 納 さ れ

る。

[引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

1０ｎｇ

byte

byt ｅ

w ｏｒd1

０ｎｇ

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ｍ ｅｍＳｔａｒｔ

ｍ ｅｍＥ ｎｄ

ｐ ａｔｈ

ｍ ｏｄｅｌ

ｍ ｏｄｅ２

vｅｒ

ｒｓｃfil ｅ

ヒープソーン先頭アドレス

ビーフゾーン終了アドレス

カレントパスを示す文字列の

アドレス[ＡＳＣ]:ｴＺ)

シェルのリリース番号(1～)

システムリソースビーフゾー

ン作成プラグ

＝○　作成しない

≠〇　作成する

シェルのノi－ジョン

システムリソース名(ＡＳＨＺ)(

フ ァイル名が返るので90

バイト必要)

ヒ ープソーンのアドレス/リザルトコード

システムリソースヘのハンドル

ｐ ｅ ａ

ｌｎ ｏ ｖ ｅ ．ｗ

ｍ ｏ ｖ ｅ
．
ｗ

rｓcfile

＃ｖｅｒ,-(ｓp)

＃mode1 ＊$100 十mode2,-(sp)

＊bytｅでスタック操作はできない

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

ｐａｔｈ

ｍｅｍＥ ｎｄ

ｍｅｍ Ｓｔａｒｔ$

Ａ ４１Ａ

２０(ｓｐ),ｓｐ

＄ Ａ ４１Ｆ　 Ｓ Ｘ Ｃ ａ ｌｌＷ ｉｎ ｄ Ｍ ２

$Ａ３Ａ２　ｓｘｃａ１１ｗｉｎｄＭ と 同 様 な 処 理 を 行 う。

ｒｅｃtＰtｒ で 指 定 す るレ ク タ ン グ ルで ウ ィ ン ド ウ サ イ

ズ 変 更時 の 最 大サ イ ズ， 最 小 サ イ ズを指 定で きる点 が

異 な る。 左 上 の座 標 が最 小 サ イ ズ， 右 下 の座 標 が最 大

サ イズ を意 味 す るｏ

再 配置 が 発 生 す る。

２９９
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[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

wｉｎＰtｒ　　 ウィン ドウレ コードのアドレ スt

ｓＥｖｅｎtＲｅｃ タ ス ク マ ネ ー ジ ャ イ ベ ン ト

レ コ ー ド の ア ドレ ス

1０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰtｒ レクタングルレコードのアド

レス

[返 り値]

Ｄ０．Ｌ　 ウィンドウのパート コード/リザル トコ ード[

コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ｐｅａ　　　　t ｓＥｖｅｎtＲｅｃ

ｐｅａ　　　　 ｗｉｎＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４１Ｆ

ｌｅａ　　　　 １２(ｓp),ｓp

＄ Ａ ４２０　 Ｔ Ｓ Ｂ ｅ ｇ ｉｎ Ｄ ｒａ ｇ ２

ｐｔ で指 定し たポ イ ント か らド ラ ッ グ を 開始 す る。＄

Ａ３８Ａ　ＴｓＢｅｇｉｎＤｒag とは， ラバ ー バ ン ド表 示 ル ー

チ ン を指 定で き る点 で 異 な る。pｒｏｃＰtｒ で ｏ を指 定

す る と， 標 準の ラバ ー バ ン ド表 示 ル ー チ ン が使 用さ れ

るが， この場 合 は ア イコ ン 管 理 レ コー ド の みサ ポ ー ト

さ れ る。

あ らかじめグラフポートをセ ット してお く必 要 が あ るo

ラバ ー バ ン ド` 表 示 ル ー チ ン へ は， 次 の よ う な パ ラ

メ ー タが Ａｏ 経 由で 渡 さ れ る。

(ａＯ)．Ｌ

４( ａＯ)． Ｗ

６( ａＯ)．１

ド ラ ッグ レ コー ド へ の ポ イ ン タ

コ マ ン ド

ＴＳＢｅｇｉｎＤｒａｇ２ で 指 定 し た

パ ラ メ ー タ

コ マ ン ド に は 「初 期 化 」，「表 示 」，「 消 去」，「終 了」

の ４ つ が 存在 し， その 仕 様 は以 下 の とお り。

・ｃｏｍｍａｎｄ＝Ｏ: 初 期 化

最 初 に一 度だ け呼 ば れ る。 標 準 の ラバ ーバ ン ド 表示

ル ー チンで はビ ット イメ ー ジの 作 成 が 行 わ れ る。

・ｃｏｍｍａｎｄ＝1: 終 了

終 了時 に呼 ば れ る。 初期 化 時 に確 保 し た メモ リの廃

棄 等 を行 う。

・ｃｏｍｍａｎｄ＝２: 表 示

ラ バ ー バ ン ド を 表 示 す る。　ド ラ ッ グ レ コ ー ド のd

ｒＯｒigin を引 数 に し て ＧＭ８ｅｔＨｏｍｅ を コ ー ル す る

こ とで， 移 動 し た分 の ロ ー カノレ座 標 が セ ット さ れ る。

・ｃｏｍｍａｎｄ＝３: 消 去

ラ バ ー バ ン ド を 消 去 す る。　ド ラ ッ グ レ コ ー ド のd

ｒＯｒigin を引 数 に し て ＧＭＳｅｔＨｏｍｅ を コ ー ル す る

300

ことで，移動した分のローカル座標がセットされる。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｐt ドラッグ開始位置(グローバ

ル座標)

1０ｎｇ　　ｐｒｏｃＰtｒ　　 ラバ ー バ ン ド表 示 ル ーチ ン の

ア ドレ ス

１０ｎｇ　　ｐａｒａｍ　　　 ラ バ ーバ ン ド表 示 ル ー チン に

渡 さ れ るパ ラ メー タ

[ 返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｐａｒａｍ,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｐｒｏｃＰtｒ

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃pt,-( ｓp)

ＳＸＣＡＬ Ｌ　$ Ａ４２０

１ｅａ　　　　　 １２(ｓp),ｓp

SA421　 ●

ｓtｒＺＰtｒで指定された文字列の中からパス名で使

用されるキャラクタ（ ’￥’， ’/’，’，’）を探し出

す。

[引 数]

ｌｏｎｇ　　ｓtｒＺＰtｒ　　 文 字 列(ＡＳＣＨ Ｚ)の ア ドレ ス[

返り 値]

Ｄ ０ ．Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

＝０

＝１

発見できた

発見できなかった

発 見 し た ア ドレ ス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

stｒＺＰtｒ$

Ａ４２１

＃４,ｓp

＄ Ａ ４２２　 Ｓ Ｘ Ｇ ｅt Ｖ ｅｃt ｏr

intＮｏで指定したｓｘ コールのベクタを返す。

[引 数]

ｗｏｒd　int Ｎｏ　　　 ＳＸ コ ー ル番 号[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 ベ ク タ の内 容/ リ ザ ル トコ ー ド

Ａ０.Ｌ　 ベ ク タの 内 容

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃intＮ０,-(ｓp)　　

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４２２

ａｄｄq.1　　　 ＃２,ｓp



＄ Ａ４２３　ＳＸ Ｓｅt ＶｅＣt Ｏr

intＮｏで指定したｓｘコールのベ クタとして

ｖｅｃtｏｒを設定する。

[引数]

ｗｏrd　int Ｎｏ　　　Ｓχコール番号

ｌｏｎｇ　 ｖｅｃtｏｒ　　 登録するアドレス

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 ベクタの内容/リザルトコード

Ａ０.Ｌ　 ベクタの内容

[コール]

ｐｅａ　　　　ｖｅｃtｏｒ

ｍｏｖｅ.ｗ　　　ｎｎtＮ０,-(ｓｐ)

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４２３

ａｄｄq.1　　　＃6,ｓｐ

＄A424　 ●

ｌＳＲｅｃで指定したアイコン管理レコードで描画さ

れるアイコンの，ファイル名を表示すべき領域を示す

レクタングルをｂｕffPtｒ に返すo 描画すべきアイコ

ンのイメージを収めたリソースが読み込まれ，そのリ

ソースタイプがＤＯに，ノヽンドルがＡＯに返る。

再配置が発生する。

[ 引 数]

1０ｎｇ　　I ＳＲｅｃ アイコン管理レコードのアド

レス

１０ｎｇ　　ｂｕffPt ｒ　　 レ ク タ ン グ ル が返 る バ ッフ ァ

(8 バ イ ト)

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 ア イ コン の イ メ ー ジ が 収 め ら れ て い る リ

ソ ー ス タイ プ

A0.Ｌ　 アイコンのイメージが収められているメモ

リ上のリソースヘのハンドル

[コール]

ｐｅａ　　　　ｂｕffPtｒ

ｐｅａ　　　　ＩＳＲｅｃ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４２４

ａｄｄq.1　　　18,ｓp

SA425　 ●

メモリ中に読み込まれたＸタイプの実行ファイル

をリロケートし，ＢＳＳセクションをクリアする。

[引 数]

1０ｎｇ1

０ｎｇ

cｏｄｅＰt ｒ

ｈｅａｄＰt ｒ

1０ｎｇ　　 ｏｆｓＰtｒ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

タ ス ク マネ ー ジ ヤ　: ……:

コード部の先頭アドレス

Ｘ タイプ実行ファイルヘッ

ダ先頭アドレス

オフセットテーブル先頭アド

レス

リザルトコード

ＢＳＳセクション末尾＋1

乙

呻
呻
こ

』

of ｓＰtｒ

ｈｅａｄＰtｒ

ｃｏｄｅＰtｒ$

Ａ４２５

１２(ｓp),ｓp

＄A426　 ●

blk1Pt ｒ，ｂｌｋ１Ｌｅｎで 示 さ れ る ブ` ロ ッ ク の 中 のinsOf

ｓ で 示 さ れ る 場 所 に，ｂｌｋ２Ｐtｒ，ｂｌｋ２Ｌｅｎで

示 さ れ るブ ロ ッ ク を挿 入 す るｏ その 際，inｓOfｓ に も

とも とあっ た部 分 をd ｓtOf ｓ で示 さ れ る場 所 に転 送 す

る。

[引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

1０ｎg

blk1Pt ｒ

ｂｌｋ１ Ｌ ｅｎ

ｉｎｓOf ｓ

1０ｎｇ　　 ｄｓtOf ｓ

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

blk2Pt ｒ

ｂlk ２Ｌｅｎ

メ モ リブ ロ ッ クへ の ポ イン タ

メ モ リブ ロ ッ クの サ イ ズ

ブ ロ ッ ク２ を 挿 入 す る オ フ

セ ッ ト

挿 入 する 部 分 を転 送 する オフ

セ ッ ト

挿入するブロッ クへのポ インタ

挿 入 す るブ ロ ンヽクの サ イ ズ

Ｄ０．Ｌ　 ブ ロ ッ ク 転 送 し た バ イ ト 数

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｂｌｋ２Ｌ ｅｎ,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｂｌｋ２Ｐtｒ

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃d ｓtOf ｓ,-(ｓp)　　

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃in ｓOf ｓ,-(ｓｐ)　

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃ｂｌｋ１Ｌ ｅｎ,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｂｌｋ１Ｐtｒ

ＳＸ ＣＡＬＬ　$ Ａ４２６

１ｅａ　　　　 ２４(ｓp),ｓp

＄ Ａ ４２７　Ｔ Ｓ Ｃ ｅｌｌＴ ＯＳtr

ce1Hd1 で指定したセルリストから文字列を抽出

し，ｂｕffPtｒで指定したバッファに返す。ｍａｘで指
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定したバッファのサイズを超えた場合,エ ラーとなる。

ｂｕffPtｒ としてＯを指定した場合，ビーフ上に再配

置可能ブロックを作成して，そこに収めてハンドルを

ＡＯに返す。

再配置が発生する。

[ 引 数]　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]　D0.

Ｌ

Ａ０.Ｌ

[コール]

ce1Hdl

bｕrfPt ｒ

ｍａｘ

セ ル リ ス トヘ の ハ ン ドル

結果が返 るバッファの アドレ ス

バ ッ フ ァ の サ イ ズ

文字列のバイト数/リザルトコード

文字列を収めたバッファへのハンドル(確

保しなかった場合は ○)

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃ｍａｘ,-(ｓp)

ｂｕffPt ｒ

ｃｅ１Ｈｄ１

$Ａ４２ワ

12( ｓp),ｓp

＄A42 日　 ●

celHd1 で指定したセルリストから文字列を抽出

し，bｕffPtｒで指定したバッファに返す。ｍａｘで指

定したバッファのサイズを超えた場合,エ ラーとなる。

ｂｕffPtｒ としてＯを指定した場合，ビーフ上に再配

置可能ブロックを作成して，そこに収めてハンドルを

ＡＯに返す。セルリストにアイコン管理レコードが含

まれている場合はフルパスのファイノレ名を抽出する。

再配置が発生する。

[ 引 数]　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

D0. Ｌ

Ａ０.Ｌ

[コ ール]
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ce1Hdl

bｕffPt ｒ

ｍａｘ

セ ル リ ス トヘ の ハ ン ドル

結果が返るバ ッファのアドレ ス

バ ッ フ ァの サ イ ズ

文字列のバイト数/リ ザルトコード

文字列を収めたバッファへのハンドル(確

保しなかった場合はＯ)

mｏｖｅ.1

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃ｍａｘ,-(ｓｐ)

ｂｕｆｆＰｔｒ

ｃｅ１Ｈｄ１

$Ａ４２８

１２(ｓｐ),ｓｐ

＄A429　 ●

ＳｈＭＥＨｄ１で 指 定 し た シ ェ ル 用 メ ニ ュ ー テ ン プ

レ ー ト の，itｅｍＮｏで 指 定 す るア イテ ム の表 示 文字 列

をitｅｍＮａｍｅＰtｒ に，実行 フ ァイル 名をｆｉｌｅＮａｍｅＰtｒ

に返 す。 また， 機 能 番 号 が 設 定 さ れて い る場 合 は ＤＯ

に返 る。

[引 数]

１０ｎｇ　　ＳｈＭＥＨｄｌ　シ ェ ル用 メ ニュ ー テ ンプ レ ー

ト への ハ ン ド ル

ｗｏｒd　it ｅｍＮｏ　　 ア イ テ ム番号

１０ｎｇ　　ｉtｅｍＮａｍｅＰtｒ

表 示 文 字 列(ＡＳＣＨ Ｚ)が 返 る

バ ッ フ ァの ア ドレ ス

１０ｎｇ　　ｆｉｌｅＮａｍｅＰtｒ

実 行 フ ァ イ ル 名(ＡＳＣＨ Ｚ)が

返 る バ ッフ ァ のア ドレ ス

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 ＝○　　　　 フ ァ イ ル名 等 をコ ピ ー した

≠ ○　　　　 機 能 番 号

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｆｉｌｅＮａｍｅＰtｒ

ｐｅａ　　　　 ｉtｅｍＮａｍｅＰtｒ

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃itｅｍＮｏ,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　 ＳｈＭＥＨｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ４２９

１ｅａ　　　　　 １４(ｓｐ),ｓp

＄ Ａ ４２Ａ　 Ｓ ＸＬＯＣｋＦ ＳＸ

ＳＸ-ＳＹＳＴＥＭ をロックする。

[引数]　

なし[

返り値]

なし

＄ Ａ ４２Ｂ　 ＳＸ ＵｎｌｏｃｋＦＳ Ｘ

ｓｘ-ｓＹｓＴＥＭ をアンロツクする。

[引数]　

なし[

返り値]

なし



＄ Ａ ４２Ｃ　 Ｔ Ｓ Ｆ Ｏ Ｃ ｋ Ｍ Ｏ ｄ ｅ

rileName で 指 定 した フ ァ イル を$ Ａ３５３ ＦｏｃｋＢ で

起動 した 場 合 の起動 モ ー ド を調 べ る （起 動 す るわ けで

は な い）。ｄＰｉｌｅＮａｍｅ とｆｉｌｅＮａｍｅは ， 同 じ も の を

指 定 して もよいo

再 配 置 が発 生 す る。

[ 引 数]

1０ｎｇ　　fil ｅＮa ｍｅ

1０ｎｇ　　d Ｆil ｅＮａｍｅ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 ＝0

＝1

Ａ０.Ｌ[

コ ール]

＝２

フ ァ イ ル 名(ＡＳＣ工工Ｚ)の ア ド

レ ス

実際に起動されるファイル名

が返るバッファ(90 バイト)

ファイルから起動

リソースタイプＣＯＤＥ から

起動

メモリ中のタスクを複写して

起動

複写するタスクの 工Ｄ/リソースＣＯＤＥ の

工Ｄ

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬ Ｌ

ａｄｄｑ．１

d ＦｉｌｅＮ ａｍｅr

ｉｌｅＮ ａｍｅ$

Ａ４２ Ｃ

＃８,ｓp

＄A42D　 ●

ｆｉｌｅＮａｍｅで 指 定 し た 名前 と同 じ 名 前 を 持 つ タ ス ク

が 存 在 す る かど う か調 べ る。

[ 引 数]

1０ｎg　　fil ｅＮａｍｅ

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ファイルネーム(ＡＳＣ工IZ)の

アドレス

上位ワード：現在のタスクの状態

下位ワード：タスクID/ リザルトコード

タスク管理テーブルのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

fｉｌｅＮ ａｍｅ$

Ａ ４２Ｄ

＃４,ｓｐ

タ ス ク マ ネ ー ジ ャ　　 ……=I=I:

＄A42E　 ●

ＯｆＳＰt で指定した値を画面のスクロールレジスタ(

テキスト，グラフィック〇～3 ペ ージ)に代入し, ハー

ドウェアスクロールを行う。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｏｆｓＰt

[返り値]

なし[

コール]

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

水平・垂直にスクロールする

オフセットを意味するポイン

ト

＃ＯｆＳＰt,-(Sp)$

Ａ４２Ｅ

＃４,Ｓp

＄A42F　 ●

現在のスクロールレジスタの値を返すO ただし，ス

クロールレジスタは読み出しがで きないので，ＳＸ-

ＳＹＳＴＥＭ 内部に保存してある，前回設定した値を

読み出している。

[引 数]　

なし[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ 水平・垂直にスクロールするオフセットを

意味するポイント

$ Ａ ４３０　 Ｔ Ｓ Ｓ ｅt Ｇr ａ ｐｈ Ｍ Ｏｄｅ

タ ス クマ ネ ー ジャ を 初 期 化 す る際 に参 照 さ れ る画 面

モ ード を ｓＲＡＭ に 設 定 す る。

ｓｃｒＭｏｄｅ は 工ｏｃｓ　$１０　 ｃＲＴＭｏＤ で指 定 す る
ー

値 と同 等 。ｒｍｏｄｅ とし て ○以 外 を 指 定 す る と， 実 画

面 モ ード とな る。

[ 引数]　

ｗｏｒd　

ｗｏｒd[

返り 値]

ｒ ｍ ｏ ｄ ｅ

ｓ ｃ ｒ ｌｖ１０ ｄ ｅ

Ｏ以外で実画面モード

画面モード

Ｄ０．Ｌ　　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ．ｗ　　　 ＃ｓｃｒＭ ｏｄｅ,-(ｓｐ)

ｍｏｖｅ．ｗ　　　 ＃ｒｍｏｄｅ,-(ｓｐ)

ＳＸ ＣＡＬ Ｌ　$ Ａ４３０

ａｄｄｑ．１　　　 ＃４,ｓｐ
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＄ Ａ４３１　Ｔ ＳＧ ｅｔＧｒａｐｈＭｏｄｅ

タスクマネージヤの画面モードを得る。

[引数]　

な し[

返り 値]

Ｄ０.Ｌ ＳＲＡＭ に設定されている画面モード

上位ワード：〇以外で実画面モード

下位ワード：画面モード

A０.Ｌ　 グラフィツクマネージヤを初期化した値

上位ワード：Ｏ以外で実画面モード

下位ワード：画面モード

＝-1　　　　 グラフィツクマネージヤは初

期化されていない

＄ Ａ ４３２　 Ｓ Ｘ Ｇ ｅt Ｄ ｉＳｐＲ ｅＣt

rｅｃtＰtｒで指定したレクタングルレコードに現在

の表示画面を返す。実画面モードの場合，表示画面と

実際に描画を行う実画面は異なる。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰｒt

[返り値]

なし[

コール]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

レクタングルレコードのアド

レス

ｒｅｃｔＰｔｒ$

Ａ ４３２

＃４,ｓｐ

＄A433　 ●

tａｓk工Ｄで指定したタスクエＤ を持ち，tick で指定

したシステム時刻に起動されたタスクの状態を返す。

[ 引 数]　

１０ｎｇ　

ｗｏｒd[

返 り 値]　

Ｄ０.Ｌ

[コール]

30 ４

tick

tａｓk 工Ｄ

システム時刻

タスクエＤ

タスクの状態

＝-1　　　　 エラ

ｍｏｖｅ．ｗ

ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ,１

＃tａｓｋ工Ｄ,-(ｓｐ)

＃tｉｃｋ,-(ｓｐ)

$A433

＃6,ｓｐ

＄A434　 ●

ＩＳＲｅｃで指定したアイコン管理レコードの内容に

したがってアイコンを描画する。ｒｅｃtＰtｒで指定し

たレクタングルレコードに，ファイル名を表示すべき

領域を示すレクタングルを返す。

再配置が発生する。

［ 引 数 ］

１０ｎｇ　　 ］:Ｓ Ｒ ｅｃ

1０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰtｒ

アイコン管理レコードのアド

レス

レクタングルレコードのアド

レス

[返り値]

D0.Ｌ　　リザルトコード[

コール]

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

rｅｃtＰtｒ

工ＳＲｅｃ$

Ａ４３４

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ４３５　 Ｓ Ｘ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ Ｖ ｅｒ

ｓＲＡＭ を初期化したｓｘ-ｓＹｓＴＥＭ のバージョン

を得る。

[ 引数]　

な し[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ バージョン(ＳＸ１.10の 場合は1, それ以前

はＯ)

＄ Ａ ４３６　 Ｓ Ｘ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ Ｒ ｅｓｅｔ

ｓＲＡＭ の，ｓｘ-ｓＹｓＴＥＭ が使用する領域を初期

化する。

[引数]　

なし[

返り値]

なし

＄ Ａ ４３７　Ｓ Ｘ Ｓ Ｒ Ａ Ｍ Ｃ ｈｅｃｋ

ｓＲＡＭ に記録されている情報のバージョンを調

べ，自分より古い場合は初期化を行う。

[引数]

なし



[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 ＝0

１

２

自分と同じバージョンなので

初期化を行わなかった

初期化を行った

自分より新しいバージョンな

ので初期化を行わなかった

ラ イ ブ ラ リ　 Ｔ Ｓ Ｓ ｅｔＡ ｂ Ｏｒｔ

ハ ー ド ウェ アエ ラ ー が 発 生 し た 場 合 に 実 行 す る ア

ボ ート 処 理 ルー チ ンを 設 定 す る。 エ ラ ー が発 生 し た場

合，ｅｘit O で 終了 す る 前 に アボ ー ト 処理 ル ー チ ンが

（＊p ｒｏｃＰtｒ）（-8194 ，pa ｒａｍ） の か た ち で 呼 び 出

さ れる。

ｃ で コ ンパ イル したプ ログ ラ ムでの み有 効 。

＄ Ａ １６Ｃ　 Ｇ Ｍ ｌｍ ｇ Ｔ Ｏ Ｒ ｇ ｎ

ｂｉｔｍａｐＰｔｒ で 指 定 さ れ たビ ッ ト マ ッ プ のｒｅｃtＰtｒ

で 指 定 さ れ た 範 囲 内 で， カ ラ ー コ ー ド が 〇以 外 の 領

域 を求 め，ｒｇｎＨｄ１で指 定 した り ー シ ョン に 収 め る。

ビ ッ ト マ ップ が テキ ス トタ イプ の場 合 は ア ク セ スペ ー

ジが 参照 さ れる。

再 配置 が発 生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｒg ｎＨd1 リージョンレコードヘのハン

ドル

1０ｎｇ　　ｂｉtｍａｐＰtｒ　ビ ッ ト マッ プ レ コ ー ドの ア ド

レ ス

１０ｎｇ　　ｒｅｃtＰtｒ　　 レ ク タン グル レ コ ー ドの アド

レ ス

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コー ル]

リザルトコード

リージョンレコードヘのハンドル

p ｅａ

p ｅａ

p ｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

r ｅｃtＰtｒ

bit ｍａｐＰtｒ

ｒｇｎＨｄ１

$A16C

:L2(ｓｐ),ｓｐ

タスクマネージャ/グラフィツクマネフジャ

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｐｒｏｃＰtｒ

1 ０ｎｇ ｐ ａｒａｍ

アボート処理ルーチンのアド

レス

アボート処理ルーチンに渡さ

れるパラメータ

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 前 の 処 理 ル ーチ ン の ア ドレ ス[

コ ー ル]

ｍｏｖｅ.l　　　 ＃paｒａｍ,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｐｒｏｃＰtｒ

jｓｒ　　　　　 ＴＳＳｅtＡｂｏｒt
－

addq.1　　　 ＃８,ｓp

＄A178　

ｒｅｃt Ｐt ｒ ，

G Ｍ Ｆr ａ ｍ ｅ Ａr Ｃ

ｓtａｒtＡｎｇｌｅ， ｅｎｄＡｎｇｌｅ で 指 定 さ れ た

円弧の枠を描画する。

スクリプトに記録される。

リーションに記録される。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰtｒ 円弧が内接するレクタングル

レコードのアドレス

ｗｏｒd　st ａｒtＡｎｇｌｅ 開 始 角 度

ｗｏｒｄ　 ｅｎｄＡｎｇｌｅ　 終 了 角 度

[ 返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃ｅｎｄＡｎｇｌｅ,-(ｓp)

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃ｓtａｒtＡｎｇｌｅ,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ＳＸＣＡＬ Ｌ　$A1 ？8

addq.1　　　 ＃８,ｓp

＄A179　GMFillAr Ｃ

ｒｅｃtＰtｒ， ｓtａｒtＡｎｇｌｅ， ｅｎｄＡｎｇｌｅ で 指 定 さ れ た

円 弧 の 内 部 を 塗 り 潰 す 。

ス ク リ プ ト に 記 録 さ れ る。

リ ー シ ョ ン に 記 録 さ れ る 。
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[引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰtｒ 円弧が内接するレクタングル

レコードのアドレス

ｗｏｒｄ

ｗｏｒｄ

st ａｒtＡｎｇｌｅ 開 始 角 度

ｅｎｄＡｎｇｌｅ　 終 了 角 度

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ｊ ｅｎｄＡｎｇｌｅ,-〔ｓp 〕

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃ｓtａｒtＡｎｇｌｅ,-(ｓp)　

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$A1?9

addq.1　　　 ＃８,ｓp

＄ Ａ １７Ｃ　 Ｇ Ｍ Ｆr ａ ｍ ｅＰ ｏｌｙ

polyHd1 で指定したポリゴンの枠を描画する。

スクリプトに記録される。

リーションに記録される。

[引 数]

１０ｎｇ　　ｐ０１yHd1　　 ポ リゴ ンレ コードへのハ ンドル[

返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザル ト コ ー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｐ０１ｙＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ Ａ１ﾜC

addqj　　　 ＃４,ｓp

＄ Ａ １７Ｄ　 Ｇ Ｍ ＦｉｌｌＰ Ｏｌｙ

p01yHd1 で指定したポリゴンの内部を塗り潰すO

スクリプトに記録される。

リーションに記録される。

[引 数]

１０ｎｇ　　ｐｏｌyHd1　　 ポ リゴ ンレ コードへのハ ンドル[

返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザル トコ ー ド

[コ ール]

pea　　　　p01 ｙＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$A1 ワD

add ｑ.1　　　14, ｓp

＄ Ａ １９Ｅ　 Ｇ Ｍ Ｏ ｐｅｎＰ Ｏｌｙ

ポリゴンの記録を開始する。　ドローレベルが-１ さ

れ，以降実行されるＧＭＬｉｎｅで描画した座標が記録

されるo
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再配置が発生する。

[引数]

なし

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード

Ｓ Ａ １９Ｆ　 Ｇ Ｍ Ｃ ＩｏｓｅＰ ｏｌｙ

ポリゴンの記録を終了し，ｐｏｌｙHd1 で指定したポ

リゴンレコードに結果を返す。 polyHd1 としてｏを

指定すると，グラフイックマネージヤがビーフ上に再

配置可能ブロックを作成し，そこに結果を収めてハン

ドルを返す。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｐ０１yHd1[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ポリゴンレコードへのハンドル

リザルトコード

ポリゴンレコードヘのハンドル

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ,１

p01 ｙHd1$A19F

＃４,Ｓｐ

＄ Ａ ＩＡ Ｏ　 Ｇ Ｍ Ｄ ｉｓ ｐ ｏ ｓ ｅ Ｐ ｏ ｌｙ

ｐｏｌｙＨｄ１で 指 定 した ポ リ ゴン レ コ ード を廃 棄 す る。

[引 数]

ｌｏｎｇ　　ｐｏｌyHdl　　 ポリゴンレコー ドへのハン ドル[

返 り 値]

D0. Ｌ　　リ ザル トコ ー ド

[コ ー ル]

pea　　　　p01y Ｈｄｌ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＡＯ

ａｄｄq 』　　　14, ｓp

＄ Ａ ＩＡ Ｂ　 Ｇ Ｍ Ｍ ａ ｐ Ｐ Ｏｌｙ

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ で 指 定 さ れ た レ クタ ン グ ル上 に あ るpol

ｙHdl で指 定 した ポ リゴ ン を，de ｓtＲｅｃtＰtｒ 上 に

写 像 し た結 果 を ｐｏｌyHdl 内 に 返 す。 ど ち ら かの レ ク

タン グ ル が ヌ ルレ クタ ン グ ル の場 合 ，結 果 は ヌ ルポ リ

ゴン と な る。

再 配 置 が 発 生 す る。

[引数]



１０ｎｇ　

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

polyHd1　　 ポリゴンレコードへのハンドルs

ｒcRectＰtr　写像元のレクタングル

destRectＰtr 写像先のレクタングル

０

ポリゴンレコードへのハンドル

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

dｅｓtＲｅｃtＰtｒ

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒp01yHd1

$ ＡＩＡ８

１２(ｓp),ｓp

＄ Ａ ＩＢ ｇ　 Ｇ Ｍ Ｃ Ｏ ｐ ｙ ＳtdPr Ｏ Ｃ

ｇＰｒｏｃＴｂ１で 指 定 し た バ ッ フ ァ に 標 準 描 画 エ ン ト

リ テ ーブ ル を 作成 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｇＰｒｏｃＴb1

[ 返り 値]

D0. Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コー ル]

描画エントリテーブルを返す

バッファ($４０バイト)の アド

レス

０

結果が返るバッファのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ,１

ｇＰｒ ｏｃＴｂ１$

Ａ ＩＢ ９

１１ ４ 、ｓｐ

＄ Ａ ＩＢ Ｂ　 Ｇ Ｍ Ｔ ｒａ ｎ Ｓｌｍ ｇ

異 な るタ イプ の ス ク リ ー ン 間 （ｓｒｃＢｉtｍａｐＰtｒで

指 定 さ れ るビ ッ ト マ ッ プ か らde ｓtBit ｍａｐＰtｒ で 指

定 さ れ るビ ット マ ップ ）で ， ビ ット イメ ー ジの コ ピ ー

を 行 う。 コ ピ ー 元 の ビ ッ ト マ ップ 上 の ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ

で 示 さ れ るレ ク タン グ ル内 部 を， コ ピ ー 先 の ビ ッ ト

マ ップ 上 のde ｓtＲｅｃtＰtｒ で 示 さ れ るレ ク タ ン グ ル内

部 に コピ ー す るが， 両レ ク タン グ ル の サ イ ズが 異 な る

場 合 ， 拡 大縮 小 が 行 われ る。

コピ ー 先 のビ ッ ト マップ が カレ ン ト の場 合， グ ラフ

ポ ート レ クタン グ ル， ビ ジブ ル リー シ ョ ンで ク リッピ

ング が 行 われ る。

再 配 置 が 発生 す る。

[引数]

１０ｎｇ　　ｓｒｃＢｉｔｍａｐＰｔｒ

コピー元のビットマップレ

グ ラフ ィ ツク マ ネー ジ ヤ

コー ドの ア ドレ ス

１０ｎｇ　　ｄｅｓtBit ｍａｐＰtｒ

コ ピ ー 先 の ビ ッ ト マ ッ プ レ

コ ー ドの ア ドレ ス

ｌｏｎｇ　　８ｒｃＲｅｃtＰtｒコ ピ ー 元 の レ ク タ ン グ ル レ

コ ー ドの ア ドレ ス

１０ｎｇ　　ｄｅｓtＲｅｃtＰtｒ

コ ピ ー 先 の レ ク タ ン グ ル レ

コ ー ドの ア ドレ ス

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

[コ ー ル]

ａ
　

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

d ｅｓtＲｅｃtＰtｒ

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ

de ｓtBit ｍａｐＰtｒ

ｓｒｃＢｉtｍａｐＰtｒ$AIBB

16( ｓp),ｓp

＄ Ａ ＩＢ Ｃ　 Ｇ Ｍ Ｆ ｉｌｌＲ ｌｍ ｇ

ｒｅｃｕ ｍｇＰｔｒ で 指 定 され るテ キ スト タ イプ ・１ ペ ー

ジの レ ク タ ング ル イメ ー ジ を， ペ ン モ ード に し たが っ

て描 画 す るo 描 画 位 置 はpt で指 定 す る。

再 配 置 が発 生 す る。

[引 数]

long　　 ｒｅｃt工ｍｇＰtｒ レ ク タ ング ル イメ ー ジレ コ ー

ドの ア ドレ ス

１０ｎｇ　　ｐt　　　　　 描 画 時 に左 上 とな る ポ イン ト[

返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リザ ル ト コ ー ド

[コ ー ル]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃pt,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃt工ｍｇＰｔｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＢＣ

ａｄｄｑ．１　　　 ＃８,ｓｐ

＄ Ａ ＩＢ Ｄ　 Ｇ Ｍ Ｆｉｌｌｌｍ ｇ

ｉｍｇＰｔｒで指定されるテキストタイプ・１ページの

イメージを，ペンモードにしたがって描画する。描画

位置，範囲はｒｅｃtＰtｒ で指定する。

再配置が発生する。

[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

i ｍｇＰtｒ

ｒｅｃtＰtｒ

イメージレコードのアドレス

描画位置,範囲を示すレクタ
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ングルレコードのアドレス

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リザ ル トコ ー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ｐｅａ　　　　 ｉｍｇＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＢＤ

ａｄｄq.1　　　 ＃８,ｓp

＄ ＡＩＢ Ｅ　 Ｇ Ｍ Ｓ ｌｉｄｅｄＲ ｇｎ

ｓｒｃＲｇｎＨｄ１で指定されるりージョンを，pt で 指

定 さ れる移動 量だ け相 対 移 動 し，その軌 跡 をde

ｓtＲｇｎＨｄ１にりージョンとして返す。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　ｄｅstRgnHd1 結 果 が 返 る り ージ ョ ンレ コー

ドヘ の ハ ン ド ル

10ng　　 ｓｒｃＲｇｎＨｄ１ 移 動 す る り ー ジョ ン レ コー ド

へ の ハ ン ド ル

１０ｎｇ　 ｐt　　　　　 移 動 量 を 意味 す る ポ イ ン ト[

返 り値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザル トコ ード

[コ ール]

ｍｏｖｅ.1　　　 ＃pt,-(ｓｐ)

ｐｅａ　　　　 ｒｓｃＲｇｎＨｄｌ

ｐｅａ　　　　 ｄｅｓtＲｇｎＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＢＥ

ｌｅａ　　　　 １２(ｓｐ),ｓp

＄ Ａ ＩＢ Ｆ　 Ｇ Ｍ Ｐ ａｉｎｔＲ ｇ ｎ

ｂｉｔｍａｐＰｔｒ で 指 定 し たビ ット マ ップ のpt で 指 定 し

た ポ イン トの 周 辺の 同 じ 色の 領 域 を，ｒｇｎＨｄ１で 指 定

され た りー ジョ ン に返 す。

再 配置 が 発生 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｇｎＨd1 結果が返るりージョンレコー

ドヘのハンドル

10ng　　bit ｍａｐＰtｒ　ビ ッ ト マッ プ レ コ ー ドの ア ド

レ ス

１０ｎｇ　 ｐt　　　　　 走 査 を 開始 す る ポ イ ント

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ルト コ ー ド

Ａ０.Ｌ　 結 果 が返 る りージョ ンレ コードヘのハ ンドル[

コー ル]
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ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃pt,-( ｓp)bit

ｍａｐＰtｒ

ｒｇｎＨｄ１

$ ＡＩＢＦ

１２(ｓp),ｓｐ

＄ ＡＩＣ Ｏ　 Ｇ Ｍ ＳｅｔＲ ｇｎＬｉｎｅ

リーションデータの 工行の最大バイト数を１ｅｎｇth

に設定する。 １ｅｎｇtｈは最大叙00 までの偶数で，０を

指定すると，初期状態に戻る。

[ 引 数]

ｗｏｒｄ　 ｌｅｎｇth

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 前の 最 大 値[

コ ー ル]

ｍｏｖｅ.１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

リーションデータの１行の

最大値

＃1enght,-( ｓp)$

ＡＩＣＯ

＃４,ｓｐ

＄ ＡＩＣ Ｉ　 Ｇ Ｍ Ｇ ｅｔＲ ｇｎＬｉｎｅ

リーションデータの１行の最大バイト数を返す。

[引数]

なし

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 現在設定されている１行の最大バイト数

＄ Ａ ＩＣ ２　 Ｇ Ｍ ｌｎｉt Ｇr ａ ｐ ｈ Ｍ Ｏ ｄ ｅ

ｓｃｒＭｏｄｅ で指 定 し た画 面 モ ー ド にあ わ せ てビ ッ ト

マ ップ やグ ラ フポ ー ト の初 期 値 を 設 定す る｡ｓｃｒＭｏｄｅ

で 指 定 す る の は， 工ｏｃｓ　$:Ｌｏ　 ｃＲＴＭｏＤ で 指 定 す
ー

る値 と同等 。

[ 引 数]

ｗｏｒd　 ｓｃｒＭ ｏｄｅ　 画 面 モ ー ド

[ 返 り 値]

Ｄ ０．Ｌ　　 リ ザ ル ト コ ー ド

[ コ ー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃ｓｃｒＭｏｄｅ,-(ｓｐ)

ＳＸＣＡＬ Ｌ　$ ＡＩＣ２

ａｄｄｑ.1　　　 ＃２,ｓｐ



＄ Ａ ＩＣ ３　 Ｇ Ｍ Ｃ ｕｒＦ ｏｎｔ

カレントグラフポートとフォントレコードを比較し

て状態が変化している場合は，フォントレコードをつ

くり直す。

再配置が発生する。

[引 数]　

なし[

返 り 値]

D0. Ｌ

Ａ０.Ｌ

リザルトコード

フォントレコードヘのハンドル

＄ ＡＩＣ４　Ｇ Ｍ Ｇ ｅｔＳｃｒｎＳｉｚｅ

現在設定されている画面のサイズを返す。

[引数]

なし

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 画面の縦横のサイズを意味するポイント

＄ ＡＩＣ ５　 Ｇ Ｍ Ｅ Ｘｇ Ｇr ａ ｐｈ

$A131　GM ｓｅtＧｒaph と同様に，ｇｒaphPt ｒで指

定するグラフポートをカレントにする。Ｄｏにそれま

でのカレントグラフポートのアドレスが返る。

[引数]

１０ｎｇ　　ｇｒaphPt ｒ グラフポートレコードのアド

レス

[返り値]

Ｄ０．Ｌ　 ｏ

Ａ０．Ｌ ，前のカレントグラフポートのアドレス

[コ ール]

ｐｅａ　　　　ｇｒaphPt ｒ

ｓｘｃＡＬＬ　$AIc5

addq.1　　　 ＃４,ｓｐ

Ｓ Ａ Ｉ Ｃ ６　 Ｇ Ｍ Ｅ Ｘｇ Ｂｉtｍ ａｐ

カレントグラフポートにbitｍａｐＰtｒで指定した

ビットマップレコードをセットする。Ａｏにそれまで

のビットマップレコードのアドレスが返る。

[引数]

10ng　　bit ｍａｐＰtｒ[

返 り 値]

ビットマップレコードのアド

レス

D0. Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

グラ フ ィ ック マ ネー ジ ャ

０

前のビットマップレコードのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

bit ｍａｐＰtｒ$AIC6

＃４,ｓp

＄ ＡＩＣ ７　 Ｇ Ｍ Ｇ ｅｔＢｉｔｍ ａｐ

カレントグラフポートにセットされているビット

マップレコードのアドレスを返す。

[引 数]

な し

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 Ｏ

Ａ０．Ｌ　 ビ ッ ト マ ップ レ コ ー ドの アドレ ス

＄ Ａ ＩＣ ８　 Ｇ Ｍ Ｃ ａ ｌＣ Ｂ ｉｔｍ ａ ｐ

ｂｉｔｍａｐＰｔｒ で 指 定 した ビ ッ ト マ ップ レ コ ー ド の 内

容 を再 計 算 す る。 具 体的 に は，ｂｍＫｉｎｄ，ｂｍＲｅｃt を

も とに して，line ，ｐａｇｅ を計 算 す る。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｂｉtｍａｐＰtｒ

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ビットマップレコードのアド

レス

リザルトコード

ビットマップレコードのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

bit ｍａｐＰtｒ$

ＡＩＣ８

＃４,ｓp

＄ Ａ ＩＣ ｇ　 Ｇ Ｍ Ｃ ａｌＣ Ｓ Ｃr ｎ Ｓ ｉＺｅ

ｂｉtｍａｐＰtｒ で 指 定 し た ビ ット マ ップ が 必 要 とす る

メモ リの バ イト 数を 計 算 す る 。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｂｉtｍａｐＰtｒ ビットマップレコードのアド

レス

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 ビットマップが必要とするバイト数[

コール]

ｐｅａ　　　　ｂｉtｍａｐＰtｒ

８ＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＣｇ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓp
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Ｓ Ａ ＩＣ Ａ　 Ｇ Ｍ Ｎ ｅ Ｗ Ｂ ｉｔＳ

ｒｅｃｔＰｔｒ で 示 し た大 き さ を 持 つ ，ｓｃｒKind の タ イ

プ の ビ ッ ツ を 作 成 す る。 ビ ッ ツ 内 のビ ッ ト マ ッ プ レ

コ ード は，ba ｓｅ を 除 い て 初 期 化 さ れ る。 ビ ッ ツ内 の

イ メー ジデ ー タは 初期 化 さ れな い 。

再 配 置が 発生 す る。

[引 数]　

ｗｏｒd

1０ｎg

s ｃｒKind

ｒｅｃtＰtｒ

ｗｏｒｄ　 ａＰａｇｅ

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

スクリーンタイプ

ビッツの大きさを示すレクタ

ングルレコードのアドレス

アクセスページ(テ キストタ

イプの場合)

リザルトコード

ビッツヘのハンドル

ｍｏｖｅ．ｗ

ｐｅａ

ｍｏｖｅ．ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃ａＰ ａｇｅ,-(ｓp)

ｒｅｃtＰtｒ

＃ｓｃｒKind,-( ｓｐ)$

ＡＩＣＡ

＃８,ｓｐ

＄ ＡＩＣ Ｂ　 Ｇ Ｍ Ｄ ｉｓｐｏｓｅＢｉｔｓ

ｂｉｔｓＨｄｌで指定したビッツを廃棄するo

[引数]

10ng　bit ｓHd1　　 ビッツヘのハンドル

[返り値]

Ｄ０．Ｌ　 Ｏ

[コール]

ｐｅａ　　　　ｂｉtｓＨｄ１

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＣＢ

ａｄｄq,1　　　＃４,ｓp

＄ Ａ ＩＣ Ｃ　 Ｇ Ｍ Ｌ ＯＣｋＢｉtS

bitｓHd1 で指定したビッツをロックし，ロックレ

ベルを-1 する。

[引数]

10ng　　bitｓHd1[

返り値]

ビッ ツ ヘの ハ ン ドル

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

310

リザルトコード

ビッツヘのハンドル

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ,１

bitSHd1

$ＡＩＣＣ

＃４,Ｓp

＄ Ａ Ｉ Ｃ Ｄ　 Ｇ Ｍ Ｕ ｎｌｏ ｃ ｋ Ｂ ｉｔｓ

ｂｉｔｓＨｄ１で 指 定 し たビ ッ ツ を アン ロ ッ ク し， ロ ッ

クレベ ルを 十 工す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｂｉtｓHd1[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ビ ッ ツ ヘの ハ ン ド ル

リザルトコード

ビッツヘのハンドル

ｐｅａ　　　　ｂｉtｓHd1

ｓｘｃＡＬＬ　$ ＡＩｃＤ

ａｄｄq.1　　　＃４,ｓp

＄ ＡＩＣ Ｅ　 Ｇ ＭｌtａｌｉＣＲ ｅＣt

ｒｅｃtＰtｒ で指定したレクタングルを，イタリック

の文字を傾けるのと同じだけ傾け，カレントグラフ

ポートに描画する。描画モードはフォントモードでは

なく，ペンモードが参照される。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰt ｒ レクタングルレコードのアド

レス

[返 り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＣＥ

ａｄｄq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄ ＡＩＣ Ｆ　 Ｇ ＭｌtａｌｉＣＲ ｇｎ

ｒｅｃtＰtｒ で指定したレクタングルを，イタリック

の文字を傾けるのと同じだけ傾けた領域をｒgnHd1

で指定されたりージョンレコードに返す。

再配置が発生する。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｇｎＨd1 リージョンレコードヘのハン

ドル

１０ｎｇ　　ｒｅｃtＰtｒ　　 レ ク タン グ ルレ コ ー ドの ア ド

レ ス

[返 り 値]



D0.Ｌ　　リザルトコード

Ａ０.Ｌ　 リージョンレコードヘのハンドル

[コール]

ｐｅａ　　　　ｒｅｃtＰtｒ

ｐｅａ　　　　ｒｇｎＨｄ１

ＳｘＣＡＬＬ　$ ＡＩＣＦ

ａｄｄq.1　　　＃８,ｓp

＄ ＡＩＤ Ｏ　 Ｇ Ｍ Ｆr ｅｅＢｉtS

bitｓHd1 で指定したビッツのロックレベルを強制

的に○にしてアンロックする。

[引 数]　

なし[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ

０

ビッツヘのハンドル

＄ ＡＩＤ Ｉ　 Ｇ Ｍ Ｃ ａｌＣＧr ａｐｈ

ｇraphPt ｒ で指定したグラフポートにセットされ

ているビットマップの情報をもとに，グラフポートレ

コードの内容を再計算する。ビジブルリーション，ク

リップリーション等が作成されていなかった場合，作

成する。

再配置が発生する。

[引数]

10ng　　gｒaphPt ｒ

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

グラフポートレコードのアド

レス

リザルトコード

グラフポートレコードのアドレス

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

ｇｒａｐｈＰ ｔｒ$

Ａｌ Ｄ １

＃４,ｓｐ

＄ Ａ ＩＤ ２　 Ｇ Ｍ Ｐ ａ Ｃ ｋｌｍ ａ ｇ ｅ

ｓｒｃＰtｒ，ｓｒｃＬｅｎ で 与 えた メモ リ の 内 容 を ラ ン レ

ン グ ス法 で 圧 縮 し，de ｓtＰtｒ で 指 定 し たバ ッ フ ァ に

格 納 す る。 バ イ ト 単 位で 同 じ デ ー タ が ３ バ イト 以 士。

連 続 し た場 合 に圧 縮 を 行 うの で ，圧 縮 の結 果 得 ら れ る

デ ー タ のサ イ ズは， 最 悪の 場 介 ｓｒｃＬｅｎ十（ （ｓｒｃＬｅｎ

＋12 ワ）/12 ワ） バ イト とな る。

[引 数]

グ ラフ ィ ツ クマ ネ ージ ヤ

1０ｎｇ　　ｄｅｓtＰtｒ　　 結 果 が 収 めら れ るバ ッ フ ァの

ア ド レ ス

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

ｓｒｃＰ ｔｒ

ｓｒｃＬ ｅｎ

元のデータの先頭アドレス

元のデータのバイト数

圧縮結果のバイト数/リザルトコード

結果が収められるバッファの終端＋1

ｍｏｖｅ．１

ｐｅａ

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

＃ｓｒｃＬｅｎ,-(ｓp)

ｓｒｃＰtｒ

de ｓtＰtｒ

$ ＡＩＤ２

１２(ｓｐ),ｓp

＄ Ａ ＩＤ ３　 Ｇ Ｍ Ｕ ｎ ｐ ａ Ｃ ｋｌｍ ａ ｇ ｅ

ｓｒｃＰtｒ, ｓｒｃＬｅｎで 与 えた圧 縮 デ ー タ を，deｓtＰtｒ

で 指 定 さ れ たバ ッ フ ァ に 展開 す る

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｄｅｓtＰt ｒ

１０ｎｇ　

１０ｎｇ[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

s ｒｃＰt ｒ

ｓｒｃＬ ｅｎ

結果が収められるバッファの

アドレス

元のデータの先頭アドレス

元のデータのバイト数

展開前のバイト数/リザルトコード

展開前のバッファの終端＋1

ｍｏｖｅ.1　　　＃ｓｒｃＬｅｎ,-(ｓp)

ｐｅａ　　　　ｓｒｃＰtｒ

ｐｅａ　　　　ｄｅｓtＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$ ＡＩＤ３

１ｅａ　　　　 １２(ｓp),ｓp

＄ ＡＩＤ ４　 Ｇ Ｍ Ａ ｄＪＵＳt Ｐt

pt で指 定したポイントがｒｅｃtＰtｒで指定したレク

タングル内に収まるように調整する。最初からレクタ

ングルの内部にある場合は何もしない。

[ 引 数]　1

０ｎｇ

1０ｎｇ

pt

ｒｅｃtＰtｒ

ポイント

レクタングルレコードのアド

レス

[返り値]

Ｄ０,Ｌ　 調整した結果のポイント[

コール]

p ｅａ r ｅｃtＰtｒ
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ｍｏｖｅ．１

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

＃ｐt,-(Sp)$

ＡＩＤ４

＃８,Ｓｐ

＄ ＡＩＤ ５　 Ｇ Ｍ Ｐ Ｕｔｌｍ ｇ

ｉｍｇＰｔｒで指定したイメージを，カレントグラフ

ポートのｒｅｃtＰtｒで指定された位置と大きさで描画

する。イメージのタイプはテキストタイプ，描画モー

ドはＰｓＥＴに固定。描画ページはカレントビット

マップのアクセスページで決定される。

[引 数]　1

０ｎg　1

０ｎｇ

i ｍｇＰt ｒ

ｒｅｃt Ｐt ｒ

イメージのアドレス

レクタングルレコードのアド

レス

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザル ト コー ド

[コ ー ル]

ｐｅａ　　　　 ｒｅｃtＰtｒ

ｐｅａ　　　　 ｉｍｇＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$AID5　　　　　　addq.1

＃８,ｓｐ

＄ Ａ ＩＤ ６　 Ｇ Ｍ Ｃ ｅ ｎｔｅ ｒＲ ｅ Ｃｔ

ｓｒｃＲｅｃｔＰｔｒ で 指 定 す るレ クタ ング ルの 中央 に，pt

で 指 定 す る 大 き さ の レ ク タ ン グ ル を 作 成 し，de

ｓtＲｅｃtＰtｒ に格 納 す る。ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ が ヌ ル レ ク

タ ング ル の場 合， 結 果 もヌ ルレ クタ ン グ ル とな る。

[引数]

10ng　　destRestPtr 結果が返るレクタングルレ

コードのアドレス

1０ｎｇ　　sｒｃＲｅｃtＰtr　 元 に な るレ ク タ ン グル レ コ ー

ド の ア ドレ ス

１０ｎｇ　 ｐt　　　　　 新 し くつ くる レ ク タン グルの

大 き さ

ｗｏｒｄ　 ｍｏｄｅ　　　　レ ク タ ン グル が はみ 出し た場

合 の処 理

＝○　元 に な る レ ク タ ン グ ル

と新 し く つ く るレ ク タ

ン グ ル の 中 心 をあ わ せ

る

＝１　新 し く つ く るレ ク タ ン

グ ル の左 上 の 座 標 が 必

ら ず 元 の レ ク タ ン グ ル

の 内 側 に 収 ま る よ う に
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[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ー ル]

０

＝１

＝-１

する

結果がヌルレクタングルに

なった

正常終了

エラー

結果が返るレクタングルレコードのアドレス

m ｏｖｅ.ｗ

ｍｏｖｅ.1

pｅａ

pｅａ

ＳＸＣＡＬＬl

ｅａ

＃ｍｏｄｅ,-(ｓp)

＃pt,-( ｓｐ)

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒde

ｓtＲｅｃtＰtｒ$AID6

14( ｓp),sp

＄ Ａ ＩＤ ７　 Ｇ Ｍ Ｓ Ｃ ｒ ｅ Ｗ Ｒ ｅ Ｃ ｔ

ｒｅｃｔＰｔｒ で 指 定 し た レ ク タ ン グ ル を 外 形 と す る 擬

似 ダ イ ア ロ グ を カ レ ン ト グ ラ フ ポ ニ ト に 描 画 す る。

レ ク タ ン グ ル と し て （ｘｓ，y ｓ） －（ｘｅ，y ｅ） を 指

定 し た 場 合 ， ビ ス の 位 置 は （ｘｓ十４，y ｓ＋４） 十 （ｘｓ

十14 ，y ｓ＋14 ），（ｘｅ-15 ， ｙｓ＋４ ） －（ｘｅ-5 ，y ｓ 十ﾕ｡

４），（ｘｓ十４，ｙｅ-15 ）－（ｘｓ十14 ，ｙｅ-5 ），（ｘｅ-15 ，y

ｅ-15 ） －（ｘｅ-5 ，ｙｅ-5 ） の ４ ヵ 所 と な る。

[引 数]

１０ｎｇ　　 ｒｅｃtＰtｒ レクタングルレコードのアド

レス

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｐｅａ　　　　r ｅｃtＰtｒ

ＳＸＣＡＬＬ　$AID7　　　　　

addq.1　　　 ＃４,ｓｐ

＄ Ａ ＩＤ ８　 Ｇ Ｍ Ａ ｎ ｄ Ｒ ｅ ＣｔＲ ｇ ｎ

ｓｒｃＲｅｃ七Ｐtｒ で 指 定 し た レ ク タ ン グ ル と

ｓｒｃＲｇｎＨｄ１で 指 定 し た り ー シ ョ ン の ＡＮＤ を と り，

結 果 をde ｓtＲｇｎＨｄ１に りー ジ ョ ン とし て格 納 す る｡ 共

通 部 分 が な い場 合， 結果 は ヌ ル リ ー ショ ン とな る。

再 配 置 が発 生 す るｏ

[引 数]

１０ｎｇ　　ｄｅｓtRgnHd1 結 果 が 返 る りー ジ ョン レ コ ー

ドヘ の ハ ン ドル

ｌｏｎｇ　　ｓｒｃＲｇｎＨｄ１ リー ジ ョン レ コー ドヘの ハ ン

ドル



10ng　　sｒcRectＰtr　レクタングルレコードのアド

レス

[返り値]

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード

Ａ０.Ｌ　 結果が返るりージョンレコードヘのハンドル[

コール]

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

s ｒｃＲ ｅｃt Ｐt ｒ

ｓｒｃＲ ｇｎＨ ｄｌ

ｄｅｓt Ｒ ｇ ｎＨ ｄ１$

ＡＩ Ｄ ８

１£(ｓp), ｓp

＄ Ａ ＩＤ ｇ　 Ｇ Ｍ Ｏr Ｒ ｅ Ｃt Ｒ ｇ ｎ

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ で 指 定 し た レ ク タ ン グ ル と

ｓｒｃＲｇｎＨｄ１で 指 定 し た り ー ショ ンの ｏＲ を と り， 結

果 をde ｓtＲｇｎＨｄ１に りー ジ ョ ン とし て 格納 す る。

再 配置 が発 生 す る。

[引数]

long　　destRgnHdl 結 果 が返 る りー ジ ョ ンレ コ ー

ドヘ のハ ン ドル

ｌｏｎｇ　　ｓｒｃＲｇｎＨｄｌ リ ー ジ ョ ンレ コ ー ドヘ の ハ ン

ドル

１０ｎｇ　 ｓｒｃＲｅｃtＰtr　レ クタ ン グル レ コ ー ドの ア ド

レ ス

[返り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

Ａ０.Ｌ　 結 果 が返 る りージョンレコー ドヘのハ ンドル[

コ ー ル]

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

sｒｃＲｅｃtＰtｒ

ｓｒｃＲｇｎＨｄｌ

ｄｅst ＲｇｎＨ ｄ１$AID9

12( ｓp),ｓp

＄ ＡＩＤ Ａ　 Ｇ Ｍ Ｄ ｉｆｆＲ ｅＣt Ｒ ｇｎ

ｓｒｃＲｇｎＨｄ１で指 定 した りー ション の内 側で，

ｓｒｃＲｅｃtＰtｒ で指定したレクタングルの外側の部分

を求め，その結果をde ｓtＲｇｎＨｄ１にりージョンとし

て格納する。

再配置が発生する。

[引 数]

10ng　　destRgnHd1 結果 が 返 る り ー ジョ ン レ コー

ドヘ の ハ ン ド ル

10ng　　 ｓｒｃＲｇｎＨｄ１ リ ージ ョ ン レ コ ー ドヘ の ハ ン

グ ラフ イツ クマ ネ ージ ヤハ　………

ドル

１０ｎｇ　　sｒｃＲｅｃtＰtｒ　レ ク タ ン グ ル レ コ ー ドの ア

ドレ ス

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

Ａ０.Ｌ　 結 果 が返 る りー ジ ョ ンレ コ ー ドヘ のハ ン ド

[コール]

ａ
　

ａ
　

ａ

レ
　
　

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｙ
　
　

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

sｒｃＲｅｃtＰtｒ

ｓｒｃＲｇｎＨｄｌ

ｄｅｓtRgnHd1$

ＡＩＤＡ

１２(ｓp),ｓｐ

＄ Ａ ＩＤ Ｂ　 Ｇ Ｍ Ｘ Ｏ ｒＲ ｅ Ｃ ｔ Ｒ ｇ ｎ

ｓｒｃＲｅｃｔＰｔｒ で指 定 し た レ ク タ ン グ ル と ｓｒｃＲｇｎＨｄ１

で 指 定 し た り ー シ ョ ン の ｘｏＲ を と り ， 結 果 をde

ｓtＲｇｎＨｄ１ に り ー ジ ョ ン と し て 格 納 す る。

再 配 置 が 発 生 す る 。

[引 数]

１０ｎｇ　　ｄｅstRgnHd1 結果 が返 る り ー ジョ ンレ コ ー

ドヘ の ハ ン ド ル

１０ｎｇ　　ｓｒｃＲｇｎＨｄ１ リ ー ジ ョン レ コ ー ドヘの ハ ン

ド ル

１０ｎｇ　　ｓｒｃＲｅｃtＰtｒレ ク タ ン グ ル レ コ ー ド の ア

ドレ ス

[返 り 値]

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル トコ ー ド

Ａ０.Ｌ　 結果 が返 る りー ジョンレ コードヘの ハンドル[

コ ー ル]

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

ｐ

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

ｓｒｃＲ ｅｃｔＰ ｔｒ

ｓｒｃＲ ｇｎＨ ｄｌ

ｄｅｓｔＲ ｇｎＨ ｄ１$

Ａ ＩＤ Ｂ

１２(ｓｐ),ｓｐ

＄ ＡＩＤ Ｃ　 Ｇ Ｍ Ｃ ｈａｒＫｉｎｄ

ｃｈで指定した文字の種類を返すo 存在しない文字

コードを指定した場合,ミッシングキヤラクタとなり，

全角特殊として分類される。

文字コードの分類は以下のとおり。

文字種ｺｰﾄﾞ � 文 字の種類 � コードの範囲

０

１ �

半角ASCII

半角外字 �$00

～FF,$8000～80FF$F400

～F5FF
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2

3

4

5

6

7

8

9

|/4 角上 付1/4

角下 付

全角非漢字

全角 第１水準 漢字

全角 第２水 準漢字

全角 外字

全 角特殊

[引 数]

ｗｏｒd　 ｃh

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ　 文 字種 コ ー ド[

コ ー ル]

ｌｎｏｖｅ.ｗ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄq.1

$F000～FIFF$F200

～F3FF

$8140～84BE$889F

～989E$989F

～EBgE$EBgF

～ECgE$84BF

～889E$F600

～FFFF

文 字 コード(ＡＳＣＨ コード/

シフトＪ工Ｓコード)

＃Ｃｈ,-(Ｓｐ)$

ＡＩＤＣ

＃２,Ｓｐ

＄ Ａ ＩＤ Ｄ　 Ｇ Ｍ Ｄ ｉｆｆＲ ｇ ｎ Ｒ ｅ Ｃｔ

ｓｒｃＲｅｃｔＰｔｒ で 指 定 し た レ ク タ ン グ ル の 内 側 で ，

ｓｒｃＲｇｎＨｄ１で 指 定 し た りー ショ ン の 外側 の 部 分 を求

め， その結 果 をde ｓtＲｇｎＨｄ１に り ー ジ ョ ン とし て格

納 す る。

再 配 置が 発 生す るo

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｄｅstＲgｎＨd1 結果が返るりージョンレコー

ドヘのハンドル

１０ｎｇ　srcRect Ｐtr　レ ク タ ン グ ル レ コ ー ド の ア

ドレ ス

１０ｎｇ　　ｓｒｃＲｇｎＨｄ１リー ジ ョ ンレ コ ー ドヘ の ハ ン

ドル

[返 り値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ[

コ ール]

リザルトコード

結果が返るりージョンレコードヘのハンドル

ａ
　

ａ
　

ａ

ｅ
　

ｅ
　

ｅ

ｐ

ｐ

Ｄ

‘

ＳＸＣＡＬＬ

ｌｅａ

ｓｒｃＲ ｇｎ Ｈ ｄ１

ｓｒｃＲ ｅｃｔＰ ｔｒ

ｄｅｓｔＲｇｎＨ ｄ１$

ＡＩＤ Ｄ

１２(ｓｐ),ｓｐ

＄ＡＩＥＯ　Ｇ Ｍ Ａ ｄｄＦ Ｏｎt

fLink で指定したフォントリンクをシステムに追
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加 す る。

[ 引 数]

１０ｎｇ　　 ｆＬ ｉｎｋ[

返 り 値]

フ ォン ト リ ンク の ア ドレ ス

Ｄ０.Ｌ　 リザルトコード[

コール]

ｐｅａ

ＳＸＣＡＬＬ

ａｄｄｑ．１

fLink

$ ＡＩＥＯ

＃４,ｓp

＄ ＡＩＥＩ　 Ｇ Ｍ Ｒ ｅ ｍ ｏｖｅＦ ｏｎｔ

ｆＫｉｎｄで指定したフォントカインドとして登録さ

れているフォントを取り外す。

[ 引 数]　

１０ｎｇ[

返 り 値]

fＫiｎd フ ォ ント カ イ ンド

Ｄ０．Ｌ　 リ ザ ル ト コー ド

[コー ル]

ｍｏｖｅ.ｗ　　　 ＃fKind,-( ｓp)　

ＳＸＣＡＬＬ　$AIEl

addq.1　　　 ＃２,ｓp

＄ ＡＩＥ ２　 Ｇ Ｍ Ｇ ｅｔＦ ｏｎｔＬｉｎｋ

フォントリンクの先頭が格納されているアドレスを

返す。

[ 引数]　

な し[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ フォントリンクの先頭が収められているア

ドレス

A０.Ｌ　 フォントリンクの先頭が収められているア

ドレス

＄ ＡＩＥ３　 Ｇ Ｍ Ｇ ｅｔＨ ＰｒｏｃＴ ｂｌ

水平描画の初期化ルーチンのテーブルを返す。

[引 数]　

な し[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ 水平描画の初期化ルーチンのテーブルのア

ドレス

A０.Ｌ　 水平描画の初期化ルーチンのテーブルのア

ドレス



$ ＡＩＥ６　ＧＭＧｅtＳtdPr ｏｃＴｂｌ

標準描画ルーチンのテーブルを返す。

[引 数]　

な し[

返 り値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ

標準描画ルーチンのテーブルのアドレス

標準描画ルーチンのテーブルのアドレス

$ ＡＩＥ７　ＧＭＧｅtＦｏｎtＰrｏｃＴｂｌ

文字描画ルーチンのテーブルを返す。

[引数]

なし

[返り 値]

Ｄ０.Ｌ

Ａ０.Ｌ

グラ フ ィ ツク マ ネ ージ ヤ

文字描画ルーチンのテーブルのアドレス

文字描画ルーチンのテーブルのアドレス

$ Ａ ＩＥ８　Ｇ ＭＧ ｅｔＲｇｎＰｒｏｃＴｂｌ

リーション１行演算ルーチンのテーブルを返す。

[引 数]　

なし[

返 り 値]

Ｄ０.Ｌ リーション１行演算ルーチンのテーブル

のアドレス

A０.Ｌ　 リーション].行演算ルーチンのテーブル

のアドレス
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1｀PENDIX

付録ﾃﾞｨｽｸ｢SXer Ｔ００１ Ｂｏx｣の使い方SXI｡10/EasyPaint

で追加されたﾘｿｰｽﾘ

ｻﾞﾙﾄｺｰ ﾄﾞｰ覧

ＳＸコール通巻索引
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91呵 ７ きII ・ － ●･●４ ・ 岫 －l! 畷 昴1 ●鵬 一 顧唖 サ･'ダ　 こ。

ltil ディ スクは ２ＨＤ.1.｡２Ｍ バイトの Ｈｕｍａｎ標準形式でフォーマットされていますので，

Ｈｕｍａｎ,ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ ともに問題なく使用で きます。収められているファイルのカテゴリー

により，階層ディレクトリで 分類 して収録してあります。

￥

Ｃ 開発 キッ ト

Ｃ
　

Ｂ
　

叱

－

囮
　
Ｌ
　

Ｄ

卜
［
レ

ト

Ｌ

T ００1Ｓ

SA ＭPLE I

SA ＭPLE 2

Ｃ言語によるSX アプリケーション開発キット

ヘッダファイル等

ライブラリ等

関数のリファレンス等

基本的な開発ツール( アセンブラ，リンカ，リソースリンヵ(

いずれもフリーソフトウェア))

『SX-WINDOW プログラミング』掲載のサンプルプログラム

「追補版SX-WJNDOW プログラミング」掲載のサンプルプログラム

Frｅｅsoftｗａrｅ　 フ リ ー ソフ トウ ェ ア

LHA.X

READ ＭE

高圧縮書庫管理プログラム（フリーソフトウェア展開用）

こ の デ ィ スク に つ い ての ドキ ュメ ン トフ ァイ ル

Ｉ ’ｗ　　　　ｗ-　-　　　ｊ　
．

ｃ 開 発 キ ット に つ い で ダ゛１　

。
旦 那 吠 ｙ 卜1 嘸 Ｘ ｒ Ｊ

ｆ寸録1デ ィスクにJI冠yそしたｃ 言語による開発キットは，ヘッダ ファイル，ライブラリ，ドキュ

メントで構 成されるもので，ｘｃ２ をお使いの方にはすぐにご利用いただけます。

￥ｃ 開発キット以下のファイルは圧縮されていませんので， そのままご利用いただけます。

インストールの手順は次の とおりです。

(:L)ディレクトリ￥Ｃ開発キット￥工ＮＣ の中のファイルすべてを，環境変数inclｕde で示

されるインクルートサブディレクトリにコピーする。

(２) ディレクトリ￥Ｃ開発キット ￥Ｌ]:Ｂ の中のファイノレすべてを，環境変数Ｈｂで示され

るライブラリサブディレクトリにコピーする。



付 録デ ィ ス ク 「ＳＸｅｒＴｏｏ１日ｏｘ」の 使 い方

¥Ｃ 開発キット ￥ＤＯＣ の中のファイル （筆者が作成したもの）は，用意さ れてい る関数の

リファレンスです。プリンタで印刷するなどしてご活川 ください。

なお，この開発キットは，シャープ株式会社のご好意によりJ鵬 まさせていただくものです。

吼’　　 ぷゝ｡㎜■Q　　　　　　　♂　　　X　　　1　り’２　　 卜 ぜ ン プ ル プ・ グ ラ 公1とら じ,Ｃ　　　　　　　　　　 －　 。 －

デ ィレ ク ト リ ￥ＳＡＭＰＬＥ １， ￥ＳＡＭＰＬＥ ２ 以 下 の フ ァ イル は， それ ぞ れ『ＳＸ－
－　　　　　　　　　－

Ｗ』:ＮＤＯＷ プ ログラミング』，『追補版 ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ プ ログ ラミング』に収録 したサンプ

ルプログラムのソースを1尨 永したものです。

¥ＳＡＭＰＬＥ １， ￥ＳＡＭＰＬＥ ２ 以下のファイノレは圧縮されていませんので， そのままご
ー　　　　　　　　　一

利用いただけます。

ディレ クトリ ￥ＴＯＯｌＳ以下のフ アイノレは，ＳＸ アプ リケーションの開発 に最低限必要なア

センブ ラ，リンカ， そしてリソースリンカのセットです。

・アセンブ ラ

「ノヽ イ スピードアセンブラ・ＨＡＳ」 はＹＵＮＫ 氏 （ハンドル名）の手 によるもので，純正の

ＡＳ．Ｘ バージョン ２ の上位互換です。純正アセンブ ラよりも高速で，い くつかの便利 な機 能

が付加されています。

・リンカ

「ハイ スピードリンカ・ＨＬＫ」は ＳＡＬＴ 氏（ハンド ル名）製作の もので，純正の ＬＫＸ

バージョン２ の上位互換で す。純正 リンカ と比較すると非常に高速で す。

・リソースリンカ

「ＲＬＫ」 は清ﾉ河 口久氏製作のもので，リソースの追加，抽出，参照等が可能です。

以上のソフトウェアはいずれもフリーソフトウェアで，ＬＨＡで圧縮してあります。

ＬＨＡ は高圧縮書庫管理プログラム，いわゆるアーカイバで，複数のファイルをまとめて圧

縮（サイズを小さくすること）するためのツールです。 ＬＨＡ によって圧縮された複数のフア

イノレは，拡張子に．ＬＺＨ という名前のついた１つのファイルにまとめられます。また，こう

したファイルはＬＨＡ を使って元の複数のファイルに復元することができます。これを展開，

あるいは鰍東と呼びます。

ハイスピードアセンブラの場合，ＨＡＳ２３４.ＬＺＨ というファイル名で収録されています。

これを展開する場合の手順を示します。

に）あらかじめフォーマットしておいた空デ`イスクを１枚用意しておきます。これをドラ

イブＢ に入れます。このディスクにファイルが展開されることになります。ハードデｨ
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スクや ＲＡＭ デ ィスクで もかまい ませんが， この場合，以降に示すド ライブ名を，お

手持 ちのマシンのドライブ名に読み替 えてください。

（２）f肘 永ディスクをドライブ Ａ に入れます。

（3 ）Ｂ: 漣 等で展開するドライブ に移動する。

（４）Ａ: ￥ＬＨＡ ｘ Ａ: ￥Ｔｏｏｌｓ￥ＨＡＳ２３４Ｇｉｌ と入力する。これで ＬＨＡ が働 きはじめ，ド

ライブ Ｂ の中にハイスピードアセンブ ラと， それに付随するドキュメントファイル等

が作成されます。

ディレクトリ ￥Ｆｒｅｅｓoft ｗａｒｅ には13 作 品，14 ファ イルのフリーソフトウェ アが収め

られてい ます。個々のフリーソフトウェ アについての説明は，ディスク中 の ＲＥＡＤＭＥ ド

キュメントを参照 してください。

これらのフリーソフトウェアはいず れもＬＨＡ で圧縮 してあ ります。ご利用に際しては，前

節で示 した例のようにして，展開してご利用くださいｏ

付録 ディスク「ＳＸｅｒ Ｔｏｏ１Ｂｏｘ」 には，以下のフリーソフトウェ アをJI冠求させていただ

きました。

HAS234.LZH �YuNK氏（ハンドル名）製作

純正アセンブラAS.×と上位互換のアセンブラです。アセンブル速度が向上しているほか，いくつか

の便利な機能が拡張されています

hlk212.1zh �SALT氏（ハンドル名）製作

純正リンカLK.×と上位互換のリンカです。リンク速度が大幅に向上しています

rsc102.1zh �清水和久氏製作

｢oh!X｣ 誌'90 年 １月号の付録ディスクに収録されていた，純正リソースリンカRLK と上位互換のリ

ソースリンカです。リソースの取り出し等の機能が拡張されています

clip100.【zh �沖＠沖氏（ハンドル名）製作

グラフィックのカット＆ペーストに対応したクリップボードです

HyperMenu.1zh �DAI氏（ハンドル名）製作

SX-WrNDOW 上の機能を登録し，使いやすく提供する階層メニューを実現するユーティリティーです

nek0023x.lzh

nek0023s.lzh �

ひどり氏（ハンドル名）製作

ウィンドウ内を「猫」がマウスカーソルを追って走り回るデスクアクセサリですneko023x.lzh

には実行ファイル，neko023s.lzhにはソースが収められています

SXBGM140.LZH �GRANADA 氏（ハンドル名）製作

「サウンド.X」上位互換のOPM/PCM ファイル演奏アクセサリです。連続演奏等の機能が拡張されて

います

320



付 録デ ィス ク ｒＳＸｅｒＴｏｏｌＢｏｘ」 の使 い 方

Sxcon005.1zh �SALT 氏（ハンドル名）製作

SX-WINDOW 上でHuman の標準入出力を利用できるコンソールのウィンドウを実現するconsole.x，そ

こでcommand.x を利用するためのshel』.xが収められています

SXEVENTS.LZH �Arimac氏（ハンドル名）製作

SX-WjNDOW 上で発生するイベントを監視し，その内容を表示するためのユーティリティーです

Sxmxp301.Lzh

sxmxlvb2.Lzh �

さとし氏（ハンドル名）製作

Sxmxp.X はフリーソフトウェアとして広く利用されている音楽演奏システムMXDRV のデ ータをSX-WINDOW

上で演奏させるためのアクセサ|几sxmx 】vb.Xは，その演奏状態を表示するレベルメータの

アクセサリです

Sxtask.Lzh �OUZAK 氏（ハンドル名）製作

シェル上で動作するタスクにブレークポイントを仕掛けるツールです。デバッガと併用することに

より，シェル上で動作するアプリケーションのデバッグに威力を発揮します

Oplt091.1zh �勝呂友一氏作

実行ファイルを登録することで，キーまたはメニュー一発でプログラムの起動を可能にするユーティ

リティーです

LHA X624.x　　－ �岡田紀雄氏作

ルートに収められたLHA.x の オリジナルアーカイブファイルですo 自己解凍ファイルとなっており，

このファイルを実行すると、ドキュメントなどが展開されます

mkBG120.Lzh �拙作

512×512 ドット65536 色の グラフィックを４階調変換し，SX-WINDOW の背景となるデータを作成す

るユーティリティーです

St0105a.Lzh �拙作

実画面モードでSX-WrNDOW のデスクトップをマウスポインタに追従してスクロールさせるユーティ

リティーです

日本の著f村松去には「著作柚1の放棄」という概念がないため，このディスクに収められてい

る各ファイルの著f村極はそれぞれのファイルの作者等に帰属します。ただし，各ファイルの著

作権保持者はいずれも再配布を認めていますので，このディスクは自由に複写して再配布する

ことができます。ただし，シャープ株式会社から提供されたＣ開発キットの著作権は同社が

有し，フリーソフトウェアではないことをお断わりしておきます。

サンプルプログラムについては，ご自由に改変し，ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ への理解を深めていた

だければ幸いです。また，改変して作成したプログラムの著f村祖は，改変した方に帰属します。

フリーソフトウェアについては，各フリーソフトウェアこヽとに作者からのドキュメントファ

イルが付属しているはずですので, 再配布や改変等に際しては，それらのファイルをよく読み，

従うようにしてください。
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322

そのほかにも重要な情報がディスク中のＲＥＡＤＭＥ フアイノレ中に収められていますので，

ご使用の前には必ずＲＥＡＤＭＥ フアイルもあわせてお読みくださいますよう，お願いしま

す。



Ｓ ＸＩ．１０／Ｅ ａｓｙＰ ａｉｎｔ で 追 加 さ れ た りl

行末のマークは，このリソースが収 められているリソースフアイノレを示す。

Ｓ

Ｂ

Ｃ

Ｅ

SYSTEM.LB

BUILTINIB

ICON.LB

コン ト ロ ール ．ＬＢ（旧CTRLPNL.LB ）Easypaint.LB

Ｅａｓyｐａｉｎt で 使用されているリソースについては，リソースの意味 と使用されている 工Ｄ

だけを示す。

ＷＤＥＦ
�ウ ィ ン ドウ 定 義 関 数 を 収め る リ ソ ー ス49　　　

タイ ト ル の広 い 標 準 ウ ィ ンド ウ （ クロ ー ズボ タン ， ス ク ロ ール バ ー， サ イ ズ　

ボ タン を サ ポ ート ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ

ＭＥＮＵ
�メ ニ ュ ー テン プ レ ー ト を収 め る リ ソー ス

ー4096　 テキ ス トエ ディ ッ ト 用 ポ ップ アッ プ メ ニ ュー　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ

ＰＲＴＤ
�プ リ ン タ ドラ イ バ を 収 める リ ソ ー スO　　　CZ

系24 ピ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SI　　　ESC/P

系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S2　　　PC-PR

系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S3　　　CZ

系48 ピ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ

ＰＲＩＣ
�プ リ ン タのレ ク タ ン グル イ メ ー ジ （2 ペ ージ ） を 収め る リ ソ ー ス

（ 未使 用）O　　　CZ

系24 ピ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SI　　　ESC/P

系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S2　　　PC-PR

系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S3　　　CZ

系48 ピ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｓ

ＰｒＥＶ
�デ フ ォル ト の印 刷環 境 レ コ ー ドの 内 容 を収 め る リソ ー ス

Ｏ　　　 デ フ ォル ト の 印 刷環 境 レ コ ー ドの 内 容　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ

ＩＣＮ＃
�ア イコ ン 定義 レ コ ー ドを 収 め るリ ソ ー ス165　　Easypaint.X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I

166　　　 ＊.PNT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1167　　Easyscan.X　

I

168　　Easyprint.X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

ＰＡＴ４
�３ペ ー ジ のレ ク タ ング ル イ メー ジ （ マス ク 付 き） を 収 め るリ ソ ー ス222　　　　　　　　　

E

ＰＡＴ３
�２ペ ー ジ のレ ク タ ン グ ル イ メー ジ （ マス ク 付 き） を 収 める リ ソ ー ス165　　Easypaint.

×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜166

＊.PNT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

167　　Easyscan.X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

168　　Easyprint,X　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
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32 ４

ＰＡＴ２
�２ペ ー ジ のレ ク タン グ ル イメ ー ジ を 収め る リ ソー ス

ー3155　 画面 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3156　

キ ーボ ー ド設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3157　

マ ウ ス設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3158

プ リ ン タ設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3159　

ス イッ チ 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3

』60　RS-232C 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3161　　

タ イ マー 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3162

印 刷環 境 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-217　

ボ タ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-218　　

押 さ れ たボ タ ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C1000

～ 』005，1010 ～1022 ，1040 ～1057 ，1060 ～1067 ， 目00　　　　　　　　　　　　E217

～221 ，223 ～242 ，250 ～253　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

ＰＡＴＩ
�Ｉペ ージ のレ ク タ ング ル イ メ ージ を 収め る リ ソー ス1000

，1001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

ＣＯＤＥ
�プ ロ グラ ム を収 め る リ ソ ー ス

ー3162　 プ リ ン タ設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ

ＣＰＮＭ
�タ ス ク名 （ASCIIZ） を収 め る リ ソー ス-3155　

画面 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3156　

キ ーボ ー ド設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3157　

マ ウ ス設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3158

プ リ ン タ設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3159

ス イ ッチ 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3160　RS-232C

設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3161　

タ イ マー 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C-3162　

印 刷 環 境 設 定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ

ＭＣＳＲ
�マウ スポ イ ン タの 形 状 を 収め る リ ソー ス1000

～jO 目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｅ

ＰａＰＴ
�.ペ ン パ タ ー ンを 収 め る リ ソー ス　1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

E

ＰａＢＲ
�ブ ラ シ パ タ ーン を 収 め る リソ ー ス1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

E

ＰａＳＰ
�スプ レ ー パ ター ン を 収め る リ ソ ー ス1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

E

ＰａＭＳ
�1000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E

ＰａＤＤ
�Easypaintの 変 更 可 能な デ ータ （文 字 列 等） が 収 め ら れ るリ ソ ー ス1000

～1005　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E



リザルトコ

””で囲んだ文章ぱ，リザルトコードに対応するシェル用エラーダイアログの表示です。

一般

�$00000000　　正常終了

$FFFFFFFF　　 エラー

メモリマネージャ

ER NOMEM　　
－EROFFADR　　

－ER ZONEID　　

－ER NILPTR　　

－ER NILHDL　　

－ER EMPHDL　　

－ER NOTFRE　　

－ER NOTALO　　

－ER NOTNON　　

－ER NOTREL　　

－ER NOTLOC　　

－ER NOTUNL　　

－ER NOTPUR　　

－ER NOTUNP　　

－ER ILPROP　　

－ER DIFTYP　　

－ER LESSIZ　　

－ER SPLrT　　

－ER SIZEPU　　

－ �$FFFFFC00　　

ビーフの拡張に失敗した$FFFFFCOI　　

奇数アドレスを指定した$FFFFFC02　　

ソーンヘッダが異常$FFFFFC03　　

ポインタが空（NULL ）$FFFFFC04　

ハンドルが空（NULL ）$FFFFFC05　　

ハンドルの指しているブロックのサイズが0$FFFFFC06　　

フリーブロックでない$FFFFFC07　　

アロケーテッドブロックでない$FFFFFC08　　

再配置不能ブロックではない$FFFFFC09　　

再配置可能ブロックではない$FFFFFCOA　　

ロックされたブロックではない$FFFFFCOB　　

ロックされていないブロックではない$FFFFFCOC　　

パージ可能ブロックではない$FFFFFCOD　　

パージ不可能なブロックではない$FFFFFCOE　　

属性の指定が異常$FFFFFCOF　　

フリーブロックとアロケーテッドブロックをまとめようとした

（連続する２つのブロックの種類が異なる）$FFFFFC10　　

ビーフゾーンの範囲が異常$FFFFFC

川　　フリーブロックのサイズが足りない（ブロック分割の失敗）$FFFFFC12　

パージ可能ブロックのサイズを変更しようとした

リソースマネージャ

ER RSCNOTFND　　
－ER EXISTTYPE　　

－ER EXISTID　　

－ER TYPENOTFND　　

－ER IDNOTFND　　

－ER ILLTYPE　　

－ER ILLID　　

－ER NILCURRENT　　

－ER NOTOPEN　　

一ER NILHANDLE　　

－ER HDLNOTFND　　

－ER CANTDETATCH　　

－ �$FFFFF800　　

リソースを発見できなかった$FFFFF7FF　　

すでにそのタイプは存在する$FFFFF7FE　　

すでにそのタイプのID は存在する$FFFFF7FD　　

このタイプは存在しない$FFFFF7FC　　

このID は存在しない$FFFFF7FB　　

タイプに”　 ”を指定した$FFFFF7FA　　ID

に ＄FFFF を指定した$FFFFF7F9　　

カレントリソースが設定されていない$FFFFF7F8　　

リソースはすべてメモリ上にある　　　　　　　

（ファイルがオープンされていない）$FFFFF7F7　　

ハンドルが空$FFFFF7F6　　

このハンドルに該当するリソースはない$FFFFF7F5　　

ハンドルが正しくない

32 ５
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テキストマネージヤ

ＴＭ ＥＤＩＴＡＢＯＲＴ　　
－
ＴＭ ＬＩＮＥＯＶＥＲ　　
－
ＴＭ ＬＥＮＯＶＥＲ　　
－
ＴＭ ＰＲＯＨＩＢＩＴＥＤＩＴ　
－
ＴＭ ＥＤＩＴＥＲＲ　　
－ �$FFFFD800　　

致命的なエラーが発生し編集テキストを廃棄した$FFFFD801　　

指定されたレクタングルに文字が収まらない$FFFFD802　　

テキストの最大サイズを超えた$FFFFD803　　

リードオンリーで編集できない$FFFFD804　　

不正な文字列を入力した

タスクマネージャ

ER ABORT　　－ER OBJX　　

－ER NOTHEAD　　

－ER NOTOBJECT　　

－ER NOTLOAD　　

－ER NOTPARA　　

－ER FILENOTFND　　

－ER SERCHBREAK　　

－ �$FFFFDFFE　　

ハードウェアエラーによるアボート$FFFFDFFF　

単独実行のファイル$FFFFE000　　

タスクマネージヤ上で動作しないファイル$FFFFE001　　

実行ファイルではない$FFFFE002　　

ファイルオープンエラー$FFFFE003　　

同時に複数実行できないファイル$FFFFE004　　

”ディスクの書き込みが禁止されています｡コピーできません｡̈ $FFFFE005

¨読み込み専用のファイルです｡”$FFFFE006　　

¨同名の読み込み専用ファイルがあります。コピーできませ

ん｡”$FFFFE007　　

”読み込み専用のファイルです。変更できません｡”$FFFFE008　　

’’システム属性のファイルです。移動/削除はできません｡’’$FFFFE009　

”同名のシステム属性ファイルがあり ます。コピーできませ

ん｡̈ $FFFFE00A　　

”システム属性のファイルです。変更できません｡”$FFFFE00B　　

’’同名のファイルがあるので削除します。よろしいですか？”$FFFFE00C

’’ドライブ＜DRVNAME ＞の 容量が＜LENGTH ＞K バ イト不足し

ています｡”$FFFFE00D　　

ファイル名が正しくない$FFFFE00E　　

同̈名のファイルが存在します｡”$FFFFE00F　　

¨アイコンデータに変更があります。ファイルに保存します

か?̈ $FFFFEolo　　

”終了します｡’’$FFFFEO

川　　 元の場所ではない$FFFFE012　　

メ̈モリの空き容量がありません。ウィンドウをクローズして

ください｡”$FFFFEO13　　

”メモリの空き容量がありません。ウィンドウを１つクローズ

します!!$FFFFEO14　　

デ̈ィスクの書き込みが禁止されています｡”$FFFFE015　　

”複数のファイルは同時に実行できません｡’’$FFFFEO16　　

”メモリ容量が足りません終了します｡’’$FFFFE017　　

”ディレクトリが作成できませんo”$FFFFE018　　

フ̈ァイルの書き込みに失敗しました｡’’$FFFFEO19　　

”オープン中のファイルがあります｡”$FFFFE01A　　

”ウィンドウをクローズしなければ，強制終了しまず$FFFFEOIB　　

”メモリ容量が足りません再起動します｡̈ $FFFFE01C　　

メ̈モリの空き容量に余裕ができました｡･’$FFFFEOID　　

”パス名が長すぎます。（64 バイトまで）”$FFFFEOIE　　

”リソースの読み込みに失敗しました｡ ’’$FFFFE01F　　

ファイルが見つからない$FFFFE020　　

ファイル検索が中断された$FFFFE021　　

指定されたファイルがみつからない/| ドライブ検索した$FFFFE022　　

ドライブの準備ができていない



前著『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』の第４章および本書の第５章に掲載されているＳＸコールの通巻

索引です。索引の中で使われている記号の意味は次のとおりです。

Ｉ

Ｈ

○

(ペ ー ジ数)

……『ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ～』の掲載ページ

……本書の掲載ページ

……ＳＸ１.10 になって仕様が変更または新設されたコール

……ＳＸ］.,02では未公開であったがＳＸ１.10 になり正式に公開された

コールが『ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ～』で解説されているページ

コール番号順索引

$A000

$A001

$A002

$A003

$A004

$A005

$A006

$A007

$A008

$A009

$A00A

$A00B

$A00C

$A00D

$A00E

$A00F

$AO10

$AO 目$A012$AO13$A014$AO15$A016$AO17$AO18$AO19$AO

¶Ａ$AOIB$AOIC$AOIDSAOIE$AOIF$A020$A021$A022

MMlnit Ｈｅａｐ

Ｍ ＭＧｅtCLJrr ｅｎtＨｅａｐ

Ｍ ＭＳｅtC ｕrr ｅｎtＨｅａｐ

Ｍ ＭＮｅｗHandle

MMSetHandleSi ｚｅ

Ｍ ＭＤｉspos ｅＨａｎｄｌｅ

Ｍ ＭＧｅtHand 【eSi ｚｅ

Ｍ ＭＨＬｏｃｋ

Ｍ ＭＨＵｎｌｏｃｋ

Ｍ ＭＮｅｗPtr

MMDi ｓpo ｓePtr

Ｍ ＭＧｅtPtrSi ｚｅ

Ｍ ＭＳｅtPtrSi ｚｅ

Ｍ ＭＣｏｍｐａｃtＭｅｍ

Ｍ ＭＨｅａｐｌｎｉt

Ｍ Ｍ ＢｊｏｃｋＭｓtＧｅt

Ｍ Ｍ ＭｅｍＣｏｍｐａｃt

Ｍ Ｍ ＭｅｍＰｕrｇｅ

ＭＭ Ｍｅｍ Ｍｅｌt

ＭＭ ＭｅｍＲｅs ｅrｖｅ

ＭＭ ＭｅｍＳｉｚeFr ｅｅ

ＭＭ ＭｅｍＳｉｚｅＣｏｍｐ

ＭＭ ＭｅｍＳｉｚeP ｕrｇｅ

ＭＭ ＭｅｍＳｉｚｅＭｅｌt

ＭＭ ＭｅｍＥrr ｏrGet

ＭＭ ＭｅｍＥrr ｏrSet

ＭＭ ＭｅｍＳtrict Ｇｅt

Ｍ ＭＭｅｍＳtrictSetMMChGet

MMChSet

MMChPtr Ｎｅｗ

Ｍ ＭＣｈＭst Ｍｏrｅ

Ｍ ＭＣｈＭｓtNe ｗ

MMChHdlNe ｗ

MMChCompact

1 315

1 315

1 315

1315

1315

1 315

1 316

1 316

1 316

1 316

1316

13【61

316

1 317

1317

1317

1 317

1317

1318

1 318

1318

1 318

1 318

1 318

1 319

1 319

1 319

1319

1 319

1 319

1319

1 320

1 320

1 320

1 320

$A023

$A024

$A025

$A026

$A027

$A028

$A029

$A02A

$A02B

$A02C

$A02D

$A02E

$A02F

$A030

$A031

$A032

$A033

$A034

$A035

$A036

$A037

$A038

$A039

$A03A

$A03B

$A03C

$A03D

$A03E

$A03F

$A040

$A041

$A042

$A043

$A044

$A045

MMChP ｕrｇｅ

ＭＭ ＣｈＭｅｌt

MMChRes ｅrｖe

MMChFreeSi ｚｅ

Ｍ ＭＣｈＧr ｏｗHeapGetMMChGr

ｏｗHeapSetMMChP

ｕrgeGet

MMChP ｕrgeSet

Ｍ ＭＣｈＣｏｍ ｐａｃtGet

Ｍ ＭＣｈＣｏｍ ｐａｃtSet

Ｍ ＭＰtrNe ｗ

Ｍ ＭＰtr Ｈｅａｐ

Ｍ ＭＰtrDi ｓpo ｓｅ

Ｍ ＭＰtrSi ｚｅＧｅt

Ｍ ＭＰtrSi ｚｅＳｅt

Ｍ ＭＰtrPropGet

Ｍ ＭＰtrPropSet

Ｍ Ｍ ＭｓtA110cat ｅ

Ｍ Ｍ ＭｓtBind

MMHdlNe ｗ

MMHdlHeap

MMHdlDi ｓpose

MMHdlSi ｚｅＧｅt

MMHdlSi ｚｅＳｅt

MMHdlEmpty

Ｍ Ｍ ＨｄｌＲｅａｌｌｏｃ

Ｍ Ｍ ＨｄｌＭｏｖeHi

MMHdlPropGet

MMHdlPropSet

MMHdlLock

MMHdIUnlock

MMHdlP ｕrge

MMHd1NoP ｕrge

MMHdlRe ｓｏｕrｃｅ

Ｍ Ｍ Ｈｄ１ＮｏＲｅｓｏｕrｃｅ

1 320

1 320

1 321

1 321

1 321

1 321

1321

1321

1321

1 321

1 321

1 322

1 322

1 322

1 322

1 322

1 322

1 323

1 323

1 323

1 323

1 323

1 323

1 324

1 324

1 324

1 324

1 324

1 324

1 325

1 325

1325

1 325

1 325

1 325

3２7
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$A046

$A047

$A048

$A049

$A04A

$A04B

$A04C

$A04D

$A04E

$A04F

$A050

$A051

$A052

$A053

$A054

$A055

$A068

$A069

$A06A

$A06B

$A06C

$A06D

$A06E

$A06F

$A070

$A071

$A072

$A073

$A074

$A075

$A086

$A087

$A088

$A089

$A08A

$A08B

$A08C

$A08D

$A08E

$A08F

$A090

$A091

$A0920

$A0930

$A09A

$A09B

$A09C

$A09D

$A09E

$A09F

$AOAO

$AOAI

MMHdllns

MMHdlDel

MMB10ckU ｓrFlagGetMMB10ckU

ｓrFlagSetMMB10ckU

ｓr ＷｏrdGetMMB10ckUsr

ＷｏrdSet

Ｍ Ｍ ＭｅｍＡ ｍｉＴＰｅａｃｈ

Ｍ Ｍ Ｍｅｍ ＨｉＲｅsｅrｖｅ

Ｍ ＭＰtrB10ck

MMHdlB10ck

MMHdlM ｓtGet

MMChHiRes ｅrｖe

MMChU ｓrFlagGet

MMChU ｓrFlagSet

MMChU ｓr ＷｏrdGet

MMChU ｓr ＷｏrdSet

EXEnVDISPST

EXDeVDISPST

MSlnitCsr

MSSho ｗCsr

MSHideC ｓr

MSSetCsr

MSObsc ｕreCsr

MSShieldC ｓr

MSGetC ｕr Ｍsr

Ｍ ＳＭｕltiGet

Ｍ ＳＭｕltiSet

EXAnimSt ａrt

EXAnimEnd

EXAnimTest

KBMapGet

KBShiftGet

KBShiftSet

KBSim ｕ】ａte

KBScan

KBGet

KBEmpty

KBlnit

KBTini

KBC ｕrKbrGet

ＫＢＯｌｄＯｎＧｅt

KBOldOnSet

KBFlagGet

KBFlagSet

KMEmpty

KMPost

KMA ｓcJobSet

ＫＭＳｉｍｕlat ｅ

ＫＭＴａｓk

KMlnit

KMTini

KMC ｕrKmrGet

1 326

1 326

1 326

1 326

1 326

1 326

1 327

1 327

1 327

1327

1 327

1 328

1 328

1 328

1 328

1 328

1 328

1 328

1 329

1 329

1 329

1 329

1 329

1 329

1 330

1 330

1 330

1 330

1 330

1 330

1 33j

1 331

1 331

1 332

1 332

1 332

1 331

1 331

1331

1 332

1 332

1 332

11275

11275

1 333

1 333

1 333

1 333

1 333

1 333

1 334

1 334

$AOA2

$AOA3

$AOA4

$AOA5

$AOA6

$AOA7

$AOA8

$AOA9

$AOAA

$AOAB

$AOAC

$AOAD

$AOAE

$AOAF

$AOBO

$AOBI

$AOB2

$AOB3

$AOB4

$AOB5

$AOB6

$AOB7

$AOB8

$AOD9

$AODA

$AODB

$AODC

$AODD

$AODE

$AODF

$AOEO

$AOEI

$ADE2

$AOE3

$AOE4

$AOE5

$AOE6

$AOE7

$AOE8

$AOE9

$AOEA

$AOEB

$AOEC

$AOED○$AOEEO$AOEFO$A12D$A12E$A130$A131$A

¶32$A

¶33

EMlnit

EＭTini

EMMSLoc

EMLBttn

EMRBttn

EMLStill

EMRSt111

EMLWait

EMRWait

EMKMapGet

EMSysTime

EMDClickGet

EMBlinkGet

ＥＭＣｌｅａｎ

ＥＭＭａｓkSet

EMDTTskSet

EMDClickSet

EMBlinkSet

EMEnCr ｏｓｓ

EMDeCr ｏss

RMlnit

RMTini

RMResNe ｗ

RMR ｓcAdd

RMR ｓｃＲｅｍｏｖeRMTy

ｐｅＲｅｍｏｖｅ

ＲＭＲｅsDisposeRMResOpen

RMR ｓｃＧｅt

RMRe ｓC10sｅ

ＲＭＲｅsＲｅｍｏｖeRMCurResSetRMR

ｓｃＲｅｌｅａseRMR

ｓｃＤｅtａｃｈ

ＲＭＭａｘlDGetRMResSa

ｖe

RMHdlToR ｓc

RMC ｕrRe ｓＧｅtRMLastRe

ｓＧｅtRMRe

ｓLoad

RMResLinkGet

RMRes ＴypeListRMRe

ｓlDLiｓtGMOpenGraphGMC10

ｓeGraphGMlnit

Ｇraph

GMSetGraph

GMGetGraph

GMCopy Ｇrａph

1 334

1 334

1 334

1 335

1 335

1 335

1 335

1 335

1 335

1 335

1 335

1 336

1 336

1 336

1 336

1 336

1 336

1 336

1 336

1 337

1 337

1 337

1 337

1 337

1 337

1 337

1 337

1 338

1 338

1 338

1 338

1 338

1 338

1 339

1 339

1 339

1 339

1 339

1 339

1 339

1 340

1 340

1 340

11275

11275

11276

1 340

1 340

1341

1341

1 34【1

341



$A135

$A136

$A137

$A138

$A139

$A13A

$A13B

$A13C

$A13D

$A13E

$A13F

$A140

$A141

$A142

$A143

$A144

$A145

$A146

$A147

$A148

$A149

$A14A

$A14B

$A14C

$A14D

$A14E

$A14F

$A150

$A151

$A152

$A153

$A154

$A155

$A156

$A157

$A158

$A159

$A15A

$A15B

$A【5C$A15D$A15E$A15F$A160$A161$A162$A163$A164$A165$A166$A167$A168

●

ＧＭＭｏｖeGraph

GMSlideGraph

GMSetClip

GMGetClip

GMClipRect

GMSet Ｈｏｍｅ

ＧＭＳｅtGraphSi ｚｅ

ＧＭＳｅtBitmap

GMLocalToG10bal

GMG10balToLocal

GMlnit Ｐｅｎ

ＧＭＰｅｎＳｈｏｗ

GMPenHjde

GMPenSi ｚｅ

ＧＭＰｅｎＭｏｄｅ

ＧＭＰｅｎＰａt

GME ｘPat

GMFor ｅＣｏ１０r

GMBackC010 「

GMAPage

GMGetLoc

GMGet Ｐｅｎ

ＧＭＳｅtPen

GMlnitiali ｚe

GMNullRect

GMSi ｚeRect

ＧＭＡｎｄＲｅｃtｓ

ＧＭＭｏｖｅＲｅｃt

GMSlideRect

GMlns ｅtＲｅｃt

GMAndRect

ＧＭＯrＲｅｃt

GMPtlnRect

GMEq ｕａｌＲｅｃt

GMEmpty Ｒｅｃt

GMAdj ｕstＲｅｃt

GMNe ｗRgn

GMDispo ｓeRgn

GMOpenRgn

GMC10seRgn

GMN ｕllRgn

GMRectRgn

GMCopy Ｒｇｎ

ＧＭＭｏｖeRgn

GMSlideRgn

GMln ｓｅtＲｇｎ

ＧＭＡｎｄＲｇｎ

ＧＭＯrRgn

GMDiffRgn

GMXorRgn

GMPtl ｎRg ｎ

1 341

1 341

1 342

1 342

1 342

1 342

1 342

1 342

1 343

1 343

1 343

1 343

1 343

1 343

1 343

1 344

1 344

1 344

1 344

1 344

1 345

1 345

1 345

1 345

1 345

1 345

1 345

1 346

1 346

1 346

1 346

1347

1 347

1 347

1 347

1 348

1 348

1 348

1 348

1 348

1 348

1 349

1 349

1 349

1 349

1 349

1 349

1 350

1 350

1 350

1 350
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前著 『ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ プ ログラミング』刊行から半年以上経つ たい ま，決して心底満足す

るほどではないにしろ，ＳＸ-Ｗ工ＮＤＯＷ を とりまく状況ｶ 浙ﾐ実 に変化 して きたこ とを感じて

います。お そらくは， よい方向 に。

｀来春にはシャープより純正 ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ 開発キットがリリースされる予定ですし，サー

ドパーティからも ＳＸ 対応ソフトの発売が予定されている模 様です。市販ソフトの露払い役

を務めたＥａｓypaint も素敵なソフトでした。

パワーユーザの存在 なくしては語れない Ｘ６８０００の世界では，彼らが力を貸してくれるか

否かで物事の動きはずぃぶん違ってきます。パソコン通信等で ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ のフリーソフ

トウェアを公開 して くれるパ ワーユーザ（誰が呼んだか「ＳＸｅｒ」）の皆さんの存在は心強い

ばかりです。 そのパワーの一部は，付iまデ ィスクにll尨乖させていただいたフリーソフトウェア

から感じ取っていただけると思います。

ＳＸ１.10 が， こうした動 きを支 えるだ けの地力を備えてい るこ とは，本書でぃ くらかはお

伝 えできたので はないか と思い ます。 また，ＳＸ］｡｡０２ からＳＸ］｡｡10へ のバージョンアップが

そうであったように，新たなニーズに対応するために，遠からず，さ らなる機能強化が行われ

るこ とも考えられます。

新しいプ ラットフォームとしての ＳＸ-Ｗ］:ＮＤＯＷ は，いよいよ本格的 な離陸の時期を迎え

たようです。より高度なアプリケーションが作成できることはもちろん，より容易に，誰にで

もアプ リケーションが作成で きる環境が整 うことも期待したいところで す。

本書では ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の「現在」をお伝えしました。

本書をもって ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ の「未来」を創 る皆さんのお手伝いができるのならば，私 に

とって無上の喜びです。

最後に，前著および本書の執筆 にあたり，ご協力いただいたすべての方に心から感謝いたし

ます。

1991 年].1 月

吉沢正敏
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前著『SX- ＷＩＮＤＯＷプログラミング』刊 行後、発売されたSX- ＷＩＮＤＯＷ ｖｅr. 1，10は、画面描画 スピードの向上、プリンタマ

ネージヤ/プリンタドライバ周辺 の充 実、そして優 秀なエディタの添付など1さらに実用性が 高められた内容となっている。本書

は、この新しいＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ ｖｅr. 1.10に対 応 すべく書 き下ろされたものである。記述の ポイントは、大幅に増設されたＳＸコー

ル、新設された2 つ のマネージヤの解 説のほか、Ｃ言語でのプログラミングについても触れている。また、付録ディスクには、前

著と本書で取り上げ たサンプルプログラムのほか、ｖｅr.1.10 対 応 のＣのライブラリ(サンプル版) 、ＰＤＳとして流布されている

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ上 のアプリケーションも収録している。
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